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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　東の地に吹く風

			02　夢の彼女、ここにいる君

			03　幸せに手を伸ばす

			04　チリア砦をあとにして

			05　騎士と勇者

			06　開拓村の共同浴場　～加藤真菜視点～

			07　白い蜘蛛と、オタクの少年　～ガーベラ視点～

			08　白い蜘蛛と、人形のお洋服　～ガーベラ視点～

			09　白い蜘蛛と、前へ進む少女　～ガーベラ視点～

			10　交易都市への道

			11　少年は強さを求める　～鐘木幹彦視点～

			12　宿場町での穏やかな時間

			13　告げられた急変

			14　それぞれの道へ

			15　旅路のなかの小さな刺

			16　獣の告白

			17　セラッタより吹きつける風　～飯野優奈視点～

			18　疾走する少女

			19　正義の味方の倒し方

		

	
		
			モンスターのご主人様⑤

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			01　東の地に吹く風

			　

			　大地を蹴けって、己の体を前に押し出す。

			　障害物の多い森のなかを、立ち並ぶ木々を右に左に避けて走り抜ける。

			　風を感じる。疾走によって生まれた偽りの風を。

			　それは、この世界で自分だけが感じている風だ。前に進んでいるのにうしろに吹き飛ばされてしまいそうな錯さつ覚かくを起こす空気の圧力は、駆ける速度の異常さを物語っている。

			　その異常さを、わたしは肯定する。

			　そうでなければ守れないものがある。だから駆ける。駆け続ける。胸のなかに燃える感情の熱量をガソリンにして、自分自身の体を吹き飛ばすくらいに地面を強く蹴り飛ばして。

			　辿り着いたのは、巨大な砦とりでだった。

			　その名を、エベヌス砦。濃密な魔力を帯びた特殊な森、『樹海』の北域に生息するモンスターを押し留めるために築かれた人間世界の橋きよう頭とう堡ほのひとつは、出発したときと変わらない佇たたずまいでわたしを迎えてくれた。

			　そんな当たり前のことが嬉しく、ほっとして……だからこそ、許せないと感じている。

			　胸のなかの憤りを宥なだめながら、わたしは砦までの残りの数キロを駆け抜けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、あれ？　ひょっとして、お前、飯野か？　帰ってたのか!?」

			　砦とりでに迎え入れられること数分。さすがに人の行き交う建物のなかを走るわけにもいかず、それでも早足で通路をずんずんと歩いていると、顔見知りが何人か声をかけてきた。

			　その誰もがわたしの仲間たち、『探索隊』のメンバーだった。

			　４ヶ月ほど前、わたしたちはこのわけのわからない世界に飛ばされた。

			　人間社会から隔離された深い森のなか、常識ではありえないモンスターが牙きばを剥むいた。

			　これまで平和に日々を暮らしてきたわたしたちは、本来ならそこで為す術すべなく殺されていたはずだった。そうならなかったのは、この世界に転移させられた際に、どういうわけか常識外れた力を手に入れた者がいたためだ。わたしたちは、モンスターに対抗するためのこの力を『チート能力』と名付けると、一緒に異世界に飛ばされた無力な仲間たちを守り、みんなが安心して生きられる場所を探すために立ち上がった。

			　そうして結成したのが、探索隊だ。

			　わたしは、結成当初からずっとその一員として、最前線に身を投じてきた。

			　３００人近くが名を連ねたチート持ちのなかでも、わたしには特に強力な力があった。

			　圧倒的な身体能力を誇る探索隊での最速。『韋い駄だ天てん』の飯いい野の優ゆ奈な。それが、いまのわたしだ。

			「なあ、おい。どうなってるんだよ」

			「渡辺の馬鹿は？　十文字はどうした？」

			「お前が向かったチリア砦とりでから連絡がないってんで、こっちじゃ心配して……」

			「ごめん。その件で、ちょっと部長……じゃなかった、リーダーに話があるんだ。詳しい話はあとでそっちからあると思うから」

			　話しかけてきた知り合いをやりすごしつつ、とにかくいまは目的地に急ぐ。

			　わたしたち探索隊は、エベヌス砦でいくつかの部屋を間借りさせてもらっている。わたしが向かっているのはリーダーの部屋だ。駆け出したいのを我慢して、つかつかと廊下を歩く。

			「ま、待てよ。飯野！　リーダーんとこには、いま、客が来てるんだよ」

			　早足のわたしに追いすがってきた男子生徒、河こう津づ朝あさ日ひの言葉に、わたしは眉を顰しかめた。

			「悪いけどね、河津くん。そのお客さんっていうのは、どうせ帝国のなんとか伯爵とか、どこそこ子爵の使いが挨あい拶さつをどうのこうのって話でしょ。いまは、そんなこと言ってる場合じゃないんだってば」

			「い、いや。そうじゃなくてだな……」

			　なんてやり取りをしている間に、部屋についた。軍事施設とは思えないくらいに高級そうな扉は、わたしたちのリーダーが下にも置かぬ丁重な扱いを受けていることの証拠だった。

			　その扉の向こうに気配を感じた。

			　ノブに手を伸ばす前に、扉が開いた。

			　扉の向こう側にいたのは、２メートル近い長身の男性だった。

			　わたしが求めていた人物ではない。さっき河津くんが言っていた客人というのは、多分、この男の人のことなんだろう。まるでこの砦とりでそのもののように、重厚な雰囲気の男性だった。年は30歳を少し超えたくらいだろうか。肩幅が広く、よく鍛えられた体は分厚い。装備する重厚な鎧は、砦に駐留している帝国騎士のものとも帝国軍のものとも違っていた。

			　少し驚いたのは、どことなく、その男性の顔立ちがわたしたちのものと似ていたことだ。

			　この世界には、人種はひとつきり――わたしたちの世界でいうところの白人しかいないと、以前にどこかで聞いていた。しかし、目の前の男性の顔立ちは、彫りこそ深いものの、わたしたち日本人のものに似ていたのだ。ハーフっぽい顔と言えば、わかりやすいかもしれない。わたしを見下ろすのはヘイゼルの瞳ひとみだったが、短く刈り揃えられた髪の色は見慣れた黒だった。

			　そのうしろに随ずい伴はんしている、これまた大柄な禿とく頭とうの男性の肌の色は浅黒かった。わたしたちの世界の黒人よりかなり薄いが、この世界の人間としては珍しい。少なくとも、わたしはエベヌス、チリアどちらの砦でも、彼のような肌の色をした人間は見たことがなかった。

			　もっとも、日本人でも彫りが深かったり肌の色の黒かったりする人はいるし、個人差と言えばそれだけのことかもしれないけれど……。

			　と、わたしが男性ふたりのことを観察することができたのは、向こうもわたしのことを足をとめて見ていたからだった。

			　太い眉の下から、ヘイゼルの瞳がわたしを見詰めている。それは決して、男性が女性に向ける下劣なものを含んだ視線ではなく――もしもそうなら、わたしはその岩のような顔に拳げん骨こつを叩き込んでいる――まるでわたしという存在を見定めようとでもいうような視線だった。

			　警察官をしている父のことを、わたしは思い出した。尊敬する父が、まだ幼かった頃のわたしが悪さをしたときに向けた眼差し。どこか懐かしい厳格さが、自然と身を竦すくませた。

			「失礼した、お嬢さん」

			　たじろいで道を譲ったわたしに、男は胸に手を当てて丁寧な礼をした。

			　それでやっと視線が切れてくれて、わたしは無意識に詰めていた息を吐いた。

			　恐ろしく重厚な気配を漂わせた男性が廊下を去っていく。

			　その背中を見送っていたわたしは、傍かたわらからかけられた声で我に返った。

			「なぜ、あなたがここにいるのですか？」

			　部屋の入り口に立っていたのは、制服姿の背の高い少女だった。

			「……栗山さん」

			　栗くり山やま萌もえ子こ。探索隊でリーダーの補佐と護衛をしている、わたしよりひとつ年上の先輩だった。ノンフレームの眼鏡の下の怜れい悧りな目が、わたしと傍そばにいた河津くんを順番に見やる。

			「それに、河津さんはなぜここに？　あなたには仕事を任せていたはずですが？」

			「あ、え。その……」

			「なんですか」

			「……すんません。すぐに戻ります」

			　ついてきていた河津くんを冷たい視線で追い払うと、栗山さんはこちらを向いた。わたしは内心で、うわっと声をあげてしまった。

			「飯野さん。あなたはコロニー生き残りの救出のために、チリア砦とりでにいたはずでは？　別命があるまでは、救出任務に携わることになっていたように記憶していますが？」

			「は、はい。いま、帰ってきたところです。リーダーに話があるんだけど、取り次いでもらえますか？」

			　ひとつ年上のこの先輩のことが、わたしは少し苦手だった。

			　元いた世界では成績優秀で、家業を継ぐために某国立大学の医学部を目指していた才媛だとか聞いている。実際にとても頭がいいし、大雑把なところがあるリーダーのことを常にサポートしている……のだけれど、どうにも冷たいものを感じるのだ。

			　と、そんなことを考えている自分がいることに気付いて、わたしは自分を窘たしなめた。

			　こんなことではいけない。彼女は探索隊の仲間のひとりだ。学校のみんなを守るために、遠い東の地に向かうことを決めた、勇気ある同どう胞ほうたちのひとりなのだ。

			　なにより、あのリーダーが彼女を認めて近くに置いている。その時点で、彼女が最も信頼できる人間のひとりであることは疑いようがない。

			　リーダーにはきっと、わたしには見えない彼女の美点が見えているのだ。……まあ、たとえそうであったところで、彼女に対する苦手意識が消えるわけではないのだけれど。

			「その声、飯野か？」

			　部屋のなかから少年の声が届いたとき、わたしは少しほっとしてしまった。

			「通してくれよ、萌子。飯野にはいろいろと聞きたいことがあるんだ」

			「……わかりました。どうぞ、お入りください。飯野さん」

			　栗山さんが脇に避けて道を譲り、わたしは部屋に通された。

			　背後の栗山さんを気にしつつ、部屋の奥に進んでいく。広い部屋の隅に、足の短いテーブルと、向かい合わせに置かれたソファがあった。つい先程まで、そこで客人を迎えていたのだろう。わたしたちのリーダー、中なか嶋じま小こ次じ郎ろうがソファにかけていた。

			　見慣れたわたしの目から見ても、整った容姿の少年だった。

			　アイドル・グループのなかにいてもおかしくないような甘いマスク。意志の強い眉。引き締まってすらりとした長身は、この異世界の衣装に包まれている。

			　探索隊では、この世界の衣服に袖を通した者と、そうでない者がいる。わたしなんかは、ごくごく単純に、元の世界の服のほうが快適だからという理由で制服を着用し続けているが、それとは逆に、リーダーはこの世界の衣服に真っ先に袖を通すと、なんと制服その他の物品については、すべてを処分してしまった。

			　それはきっと、彼なりの意思表明なのだろう。特に彼は立場上、この異世界の要人や、その使いと接する機会も多い。探索隊メンバーには、そんな彼に倣ならった男子が何人もいる。男なんて馬鹿ばっかりだと女友達と話をしたのは、チリア砦とりでへと発つ前日のことだっただろうか。もちろん、わたしたちはそんな彼らに好意的なものを感じていた。

			「よく帰ったな、飯野。みんな心配してたんだぞ」

			　ソファから立ち上がったリーダーが、こちらに歩み寄ってきた。

			　それだけで空気が変わる。ただ話しかけられただけで安心感を覚える。これがカリスマというものなのだろう。わたしは気の緩みを自覚して、これではいけないと自分を叱しつ咤たした。

			「連絡ができなくて、ごめんなさい。部長……じゃなかった、リーダー」

			「部長でも別にかまわないけどな」

			　こんなやりとりも、ずいぶんと久しぶりだ。

			　わたしたちは、元の世界にいた頃は同じ剣道部に所属していた。もちろん、活動自体は男子と女子に分かれていたけれど、先輩後輩の関係で交流があったのだ。

			　思えば、その頃から彼はどこか他の生徒とは違っていたかもしれない。

			　彼がいなければ、わたしたちは恐らくこの異世界で数日ともたず散ちり散ぢりになっていただろう。たとえば、わたし自身のことを思い返してみるだけでも、それはよくわかる。

			　この世界にやってきて、わたしは尋常ならざる力を手に入れた。けれど、力はただ力だけでは意味がなかった。わたしは襲い掛かってくるモンスターからみんなを守ろうとしたけれど、それだけでは駄目だった。守ろうという意思を、形にしてくれたのがリーダーだったのだ。

			　いまでも鮮明に思い出せる。あれは、転移２日目のことだった。

			　初日の混乱をやり過ごしたわたしたちは、勇気を振り絞って周辺地域の探索を始めていた。

			　自覚のあったチート持ちは、当時はまだ１００名程度。めいめい勝手に周辺を探索するうち、何度もモンスターと遭そう遇ぐうしていた。いまになって思い返せば、もう少し慎重になるべきだったのだろう。けれど、組織立って動いていたわけでもなければ、平和な日本から転移してきたばかりで戦闘経験もなかったわたしたちには、そんなふうに考える余裕なんてなかったのだ。

			　――ここはもう駄目。ゆっちゃん、逃げようっ！

			　――そんなことないよ、トドちゃん！　そんなこと……そんな、嘘。ありえない。

			　戦いの喧けん騒そうはモンスターの気を惹ひいた。近付いてきたモンスターとの戦闘は、さらにモンスターを引き寄せた。気付いたときには、もうどうしようもない状況になっていた。当時、すでに誰よりも速く走る異能を持ち、剣道部に所属していた経験から剣を振るうのに慣れていたわたしでさえ、絶望に目の前が真っ暗になった。

			　わたしひとりが生き残ることならできた。けれど、数百名の無力な学生たちのもとにモンスターが押し寄せたら、その全員を守り切ることは、素人目にも不可能だった。

			　わかりきった絶望的な未来を思って、わたしは自分の無力さに打ちひしがれた。

			　わたしがなにをどう思ったところで、なにもできないのだと理解した。

			　それでも戦わなきゃいけないと思って、萎なえそうな足をモンスターの大群に向けた。

			　けれど、そこで他のチート持ちを掻かき集めて、彼が来た。

			　押し寄せる樹海深部のモンスターを前に、己の能力である光り輝く黄金の剣を携えて、惨さん劇げきの未来を前に震えるわたしの肩を叩いて、彼は言ったのだ。

			　――胸を張れ。飯野優奈。他の誰が否定しようが、たとえお前自身が認めなかろうが、おれだけはお前の意思を価値あるものと認めてやる。

			　――飯野だけじゃない。お前たちの価値はこんなものか？　ここで終わりだとでも？

			　――おれは認めない。こんなところで、こんなかたちで、ゲーム・オーバーなんて認められるか！　絶対に諦あきらめるな、おれに続け！

			　ただでさえ注目を集める光り輝く剣を振り回し、わざと目立つように振る舞った彼は、背後の無力な学生たちから離れた場所に、まずはモンスターを誘おびき寄せた。

			　そこから先は、獅し子し奮ふん迅じんの大活躍だった。強大な力、適切な判断力、そして、なにより怖おじぬ心を武器にして、彼は誰よりも多くのモンスターを倒した。戦闘経験の浅さから別の生徒が致命的な場面に陥れば、そのフォローさえしてみせた。そのときに戦闘に参加したのは50人に満たなかったけれど、たったひとりの活躍によって、その力は何倍にも膨ふくれ上がった。

			　戦いが終わったあと、自然とわたしたちの中心は彼になっていた。

			　彼の提案によって、探索隊が結成された。最初は50名ほどだったのが、徐々にメンバーが増えていった。戦う力のない生徒たちを保護して、仮の住居である『コロニー』の建設を始めた。この異世界で生きるために、常に道を示し続けた。

			　力こそ持っていても、ただの烏う合ごうの衆しゆうでしかなかった学生たちを纏まとめ上げた、わたしたちの英雄。それが、『光の剣』中嶋小次郎という少年だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「正直なところ、助かった」

			　わたしと向かい合って接客用のソファに座ったリーダーが言った。

			「チリア砦とりでから連絡がなくなって、もうずいぶん経つ。魔法技術を使った連絡手段が機能しないとなると、この世界の情報伝達は遅過ぎるな。かといって、『韋い駄だ天てん』を出している以上、下手な人間を寄越しても意味がない。よっぽど、おれが自分で行こうかと思ったくらいだ」

			「それは困りますね、隊長」

			　リーダーのうしろに立つ栗山さんが口を差し挟んだ。

			「隊長には、この世界でのわたしたち転移者の地盤を固めていただかなければ」

			「……この通り、萌子がうるさくてな。こっちが動けない以上、そっちから戻ってきてくれて助かった」

			「そういう意味でなくても、いま、彼女が帰ってきたことは幸運だったのでは？」

			「あー、そうだな。それもあるか。間に合ってよかった」

			「ちょっと待って。待ってください。それはいったい、どういうことですか？」

			　ふたりのやりとりに、わたしは割り込んだ。

			「あ。そういえば、ここに来るまで見かけたメンバーが妙に少ないようでしたけど、ひょっとして、なにか用があって出てるんですか？　モンスターの大規模な掃そう討とう作戦でもあるとか？」

			　間に合ってよかった、というリーダーの台詞せりふから、わたしはそう推測した。

			　わたしがここにいたときから、探索隊は周辺地域のモンスターの討とう伐ばつを請け負っていた。

			　慣例では、この世界にやってきた転移者は、帝国北部の帝都にある聖堂教会に勇者として招かれる。けれど、わたしたち探索隊は招集に応えなかった。コロニーに残っている生徒たちを救出するためには、遠い帝都に向かっては都合が悪かったからだ。探索隊内にも異論がなかったわけではないが、リーダーはエベヌス砦とりでを留まることに決めた。

			　周辺地域のモンスターの討伐は、エベヌス砦に滞在させてもらっている間、なにもせずにいるわけにもいかないからと、リーダーが申し出たものだ。大規模な討伐作戦があるなら、『韋駄天わたし』が間に合ってよかったという話にも頷うなずける。

			「さっきのふたり連れも、その関係ですか？　なんだか只者じゃない雰囲気でしたけど」

			「『韋い駄だ天てん』にそんなふうに言われるなら、あいつらも喜ぶだろうな。ともあれ、飯野の推測は半分正解ってところだ。あいつらが関係しているが、別に作戦がどうこうって話じゃない」

			「それじゃあ……？」

			「彼らは聖堂騎士団だ。飯野も聞いたことくらいはあるだろ？」

			「聖堂騎士団……っていうと、この世界で勇者と一緒に戦う最大戦力だっていう？」

			「ああ。しびれを切らして、ついにおれたちのことを直接見定めに来たってわけだ。それも、団長自ら直々にな」

			「見定める？」

			「あいつらの仕事のひとつだと。現れた勇者が本物かどうかを見定める」

			　わたしは先程の男の目を思い出した。

			　わたしという存在を見定めるヘイゼルの瞳ひとみ。あれはそういう意味合いだったのか。

			　……正直、あまり愉快ではないが、この世界の住人にしてみれば、異世界からの転移者は世界の命運を握る存在だ。本物かどうか見定めることは、必要なことなのだと理解はできた。

			「とはいえ、確認みたいなもんだって言ってたけどな。でもって、その面接がさっき終わったってわけだ。問題なく済んでよかったよ」

			「異世界からやってきたのは嘘じゃないですし、当然のことではありますけどね。まあ、それでも万が一のトラブルがなかったのはいいことですか」

			「そうだな。……ただ、これ以上ここにいるのは難しくなった」

			「というと、帝都への誘いを受けるってことですか？」

			「ああ。向こうもどうやら、おれたちがなかなか帝都に来ないんで困っているらしくてな。政治の領分の話らしいが、そのあたりはよくわからん。わからんが、おれたちとしても、こうして世話になっている以上、いつまでも無視してばかりもいられない。探索隊はエベヌスを出る」

			　決定事項を告げる口調で言ったリーダーは、少し眉を寄せて難しげな顔をした。

			「ただまあ、向こうとしては半分思おも惑わくを外されたみたいだったけどな。おれたちがエベヌスに到着してから２ヶ月近く。ここから帝都まで１ヶ月以上かかるのを考えると仕方ないことなんだが、あいつらは少しばかり、ここに来るのが遅かった」

			「遅かった？」

			　首を傾げたわたしの疑問に答えたのは、栗山さんだった。

			「いまここにいる探索隊は63名。おおよそ半分ほどです。彼らはいま、砦とりでを出る準備をしています。それ以外の生徒たちは、すでに砦を離れました」

			「砦を離れた……？　それじゃあ、いったい、どこに？」

			「さあ？　帝都かもしれませんし、そうではないかもしれません」

			　興味の薄い声で告げられた事柄を理解するのに、一拍以上の時間が必要だった。

			「まさか離反者が出たんですか!?」

			「その言い方は間違っているぞ、飯野。彼らは自分の意思で旅立ったんだ」

			　思わず身を乗り出したわたしの言葉に、リーダーはかぶりを振った。

			「おれたちは別に、強制されて一緒にいたわけじゃない。この異世界に飛ばされて、目の前の危機を打開するために己の意思で集つどったんだ。そうだろう？　お前の言い分は、あのときのおれたちの想いを無為にするものだ」

			「で、ですけど……」

			「苦労して、やっとここまで来れたんだ。ここから先は好きに生きたいと思うのも、当然じゃないか？　おれは黙って見送るし、あいつらの前途を祝福もしてやるさ。そもそも、コロニーに残っている奴らを助けたいっていうのは、おれの我わが侭ままみたいなものだしな。おれが自分の意思でこうしているように、あいつらはあいつらで、この異世界で生きていけばいい」

			　それは、とてもリーダーらしい台詞せりふだった。

			　彼はみんなの意思を大事にしている。そうした彼だからこそ、１００人以上の学生たちを率いて、先の見えない旅の果てに、ここまで来ることができたとも言えるのだ。

			　わたしはもうなにも言えなくなってしまった。

			「考え方を変えるなら――」

			　そこで口を開いたのは、栗山さんだった。

			「――これで不純物が消えたとも言えますね？」

			　思わず顔をしかめたわたしの視線にもかまわず、栗山さんは続けた。

			「ここにいるのは、隊長の理想に共感し、ともにいようとする者だけです。そして、それはあなたも同じだと考えていますが、どうですか、飯野さん？」

			「そうだな。飯野には一緒に帝都まで来てもらいたい。もちろん、強制はできないが……来てくれたなら嬉しい」

			「わたしは……」

			　ふたりを前にして、わたしは一拍、答えることを躊躇ためらった。けれど、すでに心は決まっていた。ここに来る前から、これからどうするかは決めていたのだ。

			「ごめんなさい、リーダー。わたしは一緒には行けません」

			「そうか。どうしてなのか聞いてもいいか？　……いや。そういえば、まだお前からチリアでなにがあったのか、報告を聞いてなかったか」

			「はい。詳しいことはいまから話しますけど、わたしには、とっ捕まえなくちゃいけない奴がいるんです」

			　ぎゅっと拳を握り締める。

			「わたしが樹海深部まで、帝国騎士のみなさんと一緒に生存者を助けに行っている間に、チリア砦とりではモンスターに襲われました。たくさんの人が亡くなりました。それが、わたしたちと一緒にこの世界にやってきた人間のしたことだっていうんです。到底、許されることじゃありません。必ず法の裁きを受けさせます」

			「……そう、か。やはりチリア砦とりでは」

			　わたしの話に耳を傾けていたリーダーが、わずかに目を見開いた。

			　けれど、チリア砦から連絡がつかないという時点で、こういう事態も想定はしていたのだろう。反応はそれだけに留めて、「それで？」と、わたしに話の続きを促うながした。

			「わたしは、これからすぐに砦を出ようと思います。犯人を追うために」

			「犯人……犯人か。誰がやったのか、わかっているのか？」

			「情報が錯綜しているみたいで、核心を知っている同盟騎士の人に会うことはできませんでした。だけど、確実な容疑者のふたりの名前は聞けました。そのひとり工く藤どう陸りくについては、残念ですけど居所がわかりません。どうやら樹海に潜伏しているみたいなんですけど……」

			「樹海は広い。そっちは後回しだな。ということは、追うのはもうひとりの容疑者ってことか」

			「はい」

			　わたしは頷うなずいた。

			　胸の憤りを抑え込みつつ、噛むようにその名を告げる。

			「そいつの名前は真ま島じま孝たか弘ひろ。わたしはこれから、彼を追おうと思います」

		

	
		
			02　夢の彼女、ここにいる君

			　

			　星を見に行かないか。

			　そんなふうにおれを誘ったのは、中学校の頃から付き合いのある友人の鐘かね木き幹みき彦ひこだった。

			　

			　高校生になったばかりの４月下旬、地域の科学館が催した星空の観察会は、夜の学校で行われた。これは新しい学校での交流を深めることを目的としたいくつかの行事のひとつで、夜空の観察をする都合上、土日を利用して泊り込みで行われた。参加者は30名プラス、引率の教師が２名。幸いなことに、おれも幹彦も抽選に漏れることなく参加できた。

			　当日の夜、参加者は学校の屋上に集められた。そこで、まずは星空のお勉強だ。

			　誘われたから参加したものの、おれはもともとあまり星に興味があるわけではなかった……というより、参加者の大半は似たり寄ったりだったが、そのあたりは先方も承知のことらしく、学校に派遣されてきた学芸員の説明は工夫があって楽しめた。

			　そのあとは、実際に天体望遠鏡で月や惑星を観察したり、課題として指定された天体を探したりした。デジカメのセルフ・タイマーで星を撮影していると、ふざけて撮影の邪魔をする生徒が現れて、お目付役の教師の注意が飛んだ。

			　そんな非日常的な――けれど、日々の当たり前な営いとなみのなかにある光景。

			　なぜだろうか。胸に込み上げるものがあった。夜の学校の屋上なんて、初めて見るはずなのに、懐かしくって仕方ない。

			　ここにあるのは、おれたちの生きる世界だ。わざわざ確認するまでもなく、そのはずだ。

			　……そのはずなのに、それが酷ひどく遠いものに感じられてならなかった。

			　思い出さないようにしていたなにもかもが、うっかり溢あふれ出しそうになる。

			　蓋をして押し込めていた想いが、溢れ出してしまいそうになる。

			　だけど、涙を流してはいけない。

			　以前にはなかったことをした時点で、この夢は簡単に瓦が解かいしてしまうと、おれの深いところが理解していた。そして、そんなことをしなかったとしても、そろそろこの夢は終わりに近付いていた。視界の端のほうから、世界が少しずつ失われていっている。

			　もう星も見えない。

			　そのとき、夜の屋上に佇たたずむ女子生徒のひとりが、こちらを振り向いた。

			　整った顔立ちの女の子だった。さすがは高校。こんな可愛かわいい子もいるのかと、参加者が集まったときにちょっと変な驚き方をした覚えがあった。彼女は別のクラスだし、特に接点もないので、これから先も交流はないだろうけれど……。

			　と、目が合ったその女の子が、にこりと笑った。

			　月明かりの下では白っぽく見える色素の薄い髪がなびいて――そこで視界が暗転した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、ご主人様。目が覚めた？」

			　目覚めて最初に見たのは、おれが寝ているベッドの端に腰掛けて、こちらを振り返った制服姿のリリィだった。

			　窓から丁度差し込んだ朝の光に照らされて、少女の全身は薄暗い部屋のなかで浮かび上がって見えた。色素の薄い亜麻色の髪が、陽光に透き通って輝いている。それはまるで一幅の絵画のような光景だった。

			「おはよ、ご主人様」

			　目が合ったリリィが、にっこり親しみのこもった微ほほ笑えみを浮かべた。

			　その笑顔が一瞬、いつかどこかで見た光景と重なって見えた。

			「ん？　どしたの？」

			「いや。なにか……」

			　眉間を押さえつつ、おれはベッドに身を起こした。

			「なにか懐かしい夢を見ていた……ような気がした、んだが」

			　夢特有の曖あい昧まいな感触は、すでに遠ざかってしまっていた。寝起きの重い頭に残ったのは、奇妙な既視感だけだった。

			「夢？　なんの夢を見ていたの？」

			　リリィが目を瞬かせる。

			「悪い夢？」

			　伸ばされた指先が、おれの額に触れた。少しだけ低い体温。慣れた彼女のぬくもり。ここにいるのはリリィなのだと、そんな当たり前のことを思って、おれは小さく苦笑した。

			「……いや。別にそういうわけじゃない。それより、帰ってきてたんだな」

			「あ、うん。ついさっきね。いまは小しよう休きゆう止しってところ」

			　おれの額から手を離して、リリィはこくりと頷うなずいた。

			「他のみんなは？」

			「ローズはさっきまでここにいたけど、わたしが帰ってきたのと入れ替わりで、加藤さんの顔を見に行くって出て行った。ガーベラはわたしのほうを手伝ってもらったあと、ここで寝てたんだけど、やっぱりさっき行っちゃった。あやめと一緒にお散歩してくるって言ってたよ」

			「出歩いてるのか……大丈夫か？」

			「相変わらず心配性だねえ」

			　リリィが少し呆れ気味に、同時に微ほほ笑えましげに口元を緩める。

			　無意識のうちに眉を寄せていたことを自覚して、おれは少しだけ気恥ずかしくなった。

			「大丈夫だよ。あやめがちょっと心配だけど、ガーベラにはきちんと見ているように言っておいたから」

			「そうか。いや、わかった。ありがとう」

			「ご主人様も出るんでしょ？　じゃあ、着替えてて。わたしは朝食を頼んでくるから」

			　そう言って、リリィは部屋を出ていった。その間におれは着替えてしまうことにする。

			　寝巻を脱いでから、畳んで置いてあったガーベラ作の衣服に手を伸ばそうとすると、それに先んじて、にょきにょきとおれの左手の甲から伸びた蔓つるが、服を引き寄せてくれた。

			「ありがとう、アサリナ」

			「サマー」

			　礼を言って受け取ると、服に腕を通した。着替え終わって朝食を摂ったら、今日はシランに会って、砦とりでの現状についていろいろと話を聞く予定になっている。

			　おれを含んだ転移者たち10余名が滞在していたここチリア砦が、もうひとりのモンスター使い、工藤陸が操るモンスターの大群に襲しゆう撃げきされたのは、もう２日前の出来事になる。

			　あの事件のあと、おれは砦の居住区のワンフロアを借り受けて、ローズやガーベラも含めた眷けん属ぞく全員と一緒にチリア砦に滞在していた。

			　先日の襲撃で死者が多数出たため、利用不可能なまでに破壊された区画を差し引いても部屋は余り気味で、おれたちが余分に部屋を使っていても問題はなかった。

			　チリア砦には、帝国南方方面軍、帝国第二騎士団、同盟第三騎士団の三つの軍事組織が駐留していた。現在、砦とりでの生き残りは、帝国南方方面軍が約３００名、同盟第三騎士団が約50名、非戦闘員が約１００名ほどだ。転移者の生き残りを救出するために飯野優奈とともに樹海深部へ向かった人員を除けば、帝国第二騎士団は十文字の裏切りの際に全滅している。もともと、チリア砦には２０００人以上の人員が詰めていたことを考えれば、これがいかに壊滅的な損害であるのかがわかるだろう。

			　人間同士の戦争なら、ここまでの被害が出る前に降伏する選択肢もあったかもしれない。

			　モンスター相手の、それも逃げ場のない戦いだったからこそ、被害は甚じん大だいなものとなった。

			　砦に滞在していた転移者からは、今回の事件の主犯だった十じゆう文もん字じ達たつ也やや共犯者であった坂さか上がみ剛ごう太たのほか、８名のコロニー残留組の生徒と、探索隊の渡わた辺なべ芳よし樹きが亡くなっている。

			　生き残ったのは、おれの他には幹彦、三み好よし太た一いちとその同行者が３名。まだしばらくは樹海から帰ることのないだろう飯野優奈。そして、工藤陸だけだった。

			　――ねえ、先輩。ぼくと手を組みませんか？

			　あの日、おれは同類である工藤の差し出した手に応じなかった。

			　その手を握るということは、これまでおれが大事に抱えてきたあらゆるものを捨て去り、彼と同じ怪物になることだと理解していたからだ。

			　けれど、本人も言っていた通り、彼がおれのことを諦あきらめることはあるまい。いずれもう一度あいまみえることになるはずだった。姿を消した彼がどのような形で再びおれの前に現れるのか、そのとき自分はどうなっているのか。いまのおれには想像もつかないことだった。

			「どうしたの、ご主人様？」

			　ふと気付いたときには、リリィが部屋に戻ってきていた。手にしたお盆の上には、炊たき出だしされたものなのだろう、煮崩れた根菜と肉がごろごろ入った粥かゆらしきものが載っている。

			　リリィは窓際にある丸テーブルの上にお盆を置くと、不思議そうな目をこちらに向けた。それで、おれは自分の手が停まっていることに気付いた。

			「あ、ああ。悪い。ちょっと、ぼうっとしていた」

			　誤ご魔ま化かし笑いをして、おれは未来に対する漠然とした不安を胸の奥に沈めた。

			　手早く服を着替えると、リリィと向かい合って椅子にかける。

			　目の前には一人分の朝食。首を傾げる。

			「リリィは食べないのか？」

			「もう。寝ぼけてるの、ご主人様？　わたしはもうたくさん食べてるでしょ。小休止で戻ってきたって言ったじゃない」

			　ぽんとリリィは、すらりとした自分のお腹を叩いた。おれは思わず視線を下げて、すぐに逸らした。親密な仲とはいえ、相手は女性だ。あまりじろじろと見るものではない。

			「そういえば、そうだったな。……処理のほうの進捗具合はどうだ？」

			「うーん。昨日から今日にかけてで、おおよそ３割くらいかなぁ」

			　昨夜から今朝にかけて、おれの護衛はローズに任せて、リリィには彼女にしかできない仕事をしてもらっていた。

			　未み曽ぞ有うの危機を乗り越えたチリア砦とりでだが、生き残りは休む暇なく事後処理に追われている。

			　砦を預かっていた軍の上層部は、功を焦って参加した例の反攻作戦のおりに、本性を現した十文字の魔法で吹き飛ばされてしまい、纏まとめて鬼き籍せきに入っている。なし崩し的に、いまは同盟騎士団の団長が生き残りの指揮を執とって後処理を進めているのだが、そのなかで最大の問題が、おびただしい数の戦死者だった。魔力が豊富な樹海という土地柄、放っておけば死者はグール化してしまう。最低でも数日以内に早さつ急きゆうに対処しなければ、せっかく危機を乗り切ったチリア砦は、内側から亡者の群れに喰い破られてしまう危険性さえあった。

			　そうでなくても放置された遺体は腐り、不衛生な環境は疫えき病びようの原因になる。そこで、まずはそちらの処理が優先されたのだが、残された遺体というのは人間ばかりではない。砦に押し寄せてきていた大量のモンスターもまた、砦のそこかしこに屍しかばねを晒さらしていた。

			　こちらに関して、おれは騎士団に協力を申し出ていた。

			　おれたちがこちらの作業を担当した理由はいくつかあるのだが、そのひとつには、工藤から聞くことのできた情報があった。

			　この世界では、モンスターに限らず魔力を持つモノを倒せば魔力を得ることができる。工藤が言うには、ただ殺すだけではなく、その肉を食べたほうが、より効率よく多くの魔力を得られるらしい。実際、そのために工藤は、膨ぼう大だいな魔力を秘めた転移者の遺体を回収していた。

			　それは当然、捕ほ食しよくの対象がモンスターであったとしても、当て嵌はまる法則だ。砦とりでに転がるモンスターの屍しかばねを処理することは、おれたちにも十分なメリットがあった。

			　その点、最大の適性を持つのがリリィであることは論ろんを俟またない。

			　彼女はスライムだ。その特性は捕食にある。さっきはポーズでお腹をさすっていたものの、不定形生物である彼女の食事量には胃袋という制限がない。際限なく喰らい、それだけ強くなれる。ついでに言えば、彼女はミミック・スライム。捕食したモンスターに擬ぎ態たいして能力を得ることもできる。

			　そういうわけで、おれはリリィにモンスターの処理をお願いしていたのだった。

			　ちなみに、ガーベラにはモンスターの屍をリリィのいる部屋まで運搬するように頼んでいた。その彼女が朝の散歩に出掛けたということは、彼女の作業のほうは一段落ついたのだろう。

			「しかし、３割か。思ったよりいいペースだな」

			「時間が経つと腐るのを優先してるから、消化が早いっていうのもあるけどね」

			「なるほど」

			　昨日はおれもリリィの作業に途中まで付き合った。

			　その間に見た様々なモンスターを脳裏に思い浮かべる。

			　スライムの消化・吸収能力は、魔力を用いたモンスターとしての特性のひとつだ。大抵のものは消化できる。しかし、どうしても相性はあるし、ものによってはそれなりに時間がかかってしまう。２日前はチート持ちへの対処を優先して、なるべくモンスターとの戦闘は避けたので交戦はしなかったが、無生物系だと泥人形のマッド・ゴーレムや、暗赤色の多面体の集合体であるファイア・エレメンタルがいたし、他にも金属質の外殻を持つ大蟻スチール・アント、巨大な陸亀アーマード・トータスなどがいた。あのあたりは消化に時間がかかるだろう。

			「ま、それでも数日以内には処理できるよ」

			「そうか。なら、しばらくはそちらに集中していてくれ。数があるから大変だろうが……」

			「ううん。別に大変じゃないよ。わたしとしても、これだけいっぱい食べられるなんて生まれて初めての経験だもの。というより、むしろ……」

			　ぺろりとリリィは唇を舐めた。赤い舌が艶なまめかしい。

			　おれは思わず粥を口に運んだスプーンを咥くわえて硬直した。

			「……あのね、ご主人様」

			　呼びかけとともにリリィが浮かべた微ほほ笑えみには、どこか艶つやがあった。

			「わたしって、ほら、スライムじゃない？　食べて大きくなって分裂するのが本分よね」

			「ああ。そうだな。だけど、それがどうしたんだ？　というか、リリィ。お前、どうかしたのか？　なにか様子が……」

			　いまのリリィは、なんだか妙に色っぽい。

			　たじろぐおれに、リリィはかぶりを振ってみせた。

			「ううん、別にどうとも。わたしは普通だよ。そう、これが普通……だって、食べることは、増えること。増えることは、殖ふえることだもの」

			「……」

			　それはつまり、リリィの持つ本来のスライムとしての生態が、擬ぎ態たいによって獲得した少女の性質にも影響を及ぼしているということだろうか。

			　腰を浮かせたリリィが、小さなテーブルの上に身を乗り出してくる。ほのかに色づいた可か憐れんな顔立ちが近付いて、伸ばされた指先がおれの頬ほおに触れる。少女の甘い匂いが鼻先に薫る。パーソナル・スペースの甘やかな越境は、特別なふたりだけに許されたものだ。

			「ねえ、ご主人様……」

			　至近距離でとろけた笑みを浮かべるリリィに、おれは息を呑んで――。

			「……朝からなにをするつもりだ」

			　左手の指で、リリィの額を弾いた。

			「やんっ」

			　身を乗り出していたリリィが、額を押さえて席に戻る。

			　おれはそんな彼女を半眼で眺めた。

			「今日はこれからシランのところに行くんだ。もたもたしてる時間はない」

			「はーい……」

			　額を押さえたまま、お行儀悪くテーブルに突っ伏したリリィが返事をする。

			　彼女のそんな無防備な仕草を見下ろしつつ、内心おれは胸を撫で下ろしていた。

			　……危なかった。もう少しで流されるところだった。

			　なにが怖いって、流されてしまわなかったことを残念に思う自分が心のどこかにいるのが恐ろしい。このままこうしていると、ひょんなことから再び胸の火種が燃え上がってしまうかもしれない。おれはもう残りわずかだった朝食を掻かき込んで、席を立った。

			「ほら、行くぞ」

			「ん。了解。……ねえ、ご主人様？」

			　意外と素直に聞きわけたリリィは、けれど立ち上がることはなくテーブルに上半身を預けたまま、目だけを動かしておれのことを見上げた。

			　またなにを言い出すのかと身構えたおれに、彼女は言った。

			「不安なことがあったら、いつだって寄りかかってくれていいんだからね？」

			「……」

			　そこで、おれはふと気付いた。リリィと他愛のないやり取りをしているうちに、工藤のことを思い出して不安に思っていた気持ちが薄れていた。

			「リリィ、お前……」

			　硬直したおれを見て、リリィはふわりと微び笑しようした。

			　敵わないなと、素直にそう思わせる笑顔だ。おれは頭を掻かいた。

			「……わかったよ」

			　座るリリィに手を差し出す。

			　にこりと笑みを深めたリリィが手を取って立ち上がった。

			　けれど、そこでとめてやらない。いつまでもやられっぱなしでは、バランスが悪いだろうと思うから。

			　おれは彼女を更に強く引き寄せた。

			「わっ」

			　これは予想していなかったらしく、思いのほか簡単にリリィを捕まえることができた。

			　愛しい彼女を、そのままぎゅっと抱きしめる。

			　甘い体温と心地よいやわらかさに意識を浸す。

			　ほんの２秒だけ甘えさせてもらって、リリィを解放する。たったそれだけのことで心が軽くなっていた。単純なものだと思いはするが、それは決して悪いことではないように思えた。

			「さて。そろそろ行くか」

			「うん」

			　微ほほ笑えみ合い、おれたちは連れ立って部屋を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　チリア砦とりでに滞在する間、おれたちが利用しているフロアには、常に同盟騎士団の団員が詰めている。部屋を出たおれとリリィは、廊下にいた騎士のひとりに同伴してもらって、シランのもとに向かった。

			　人気のない通路を進んでいく。重厚な石壁はところどころ崩れており、たまに足元に砕けた壁材が転がっている。このあたりまでは、まだ手が回っていないのだ。

			「あ。そういえば」

			　道中、ふとリリィが声をあげた。

			「部屋を出ていく前にローズが言っていたんだけど、ご主人様にお願いがあるんだって」

			「お願い？」

			「うん。魔石をもっと多く見たいって言ってたよ」

			　リリィの言う『魔石』とは、たとえば光や水を生み出したりといった、魔法のような現象を起こすことができる石のことだ。それぞれの用途に応じて独特の文もん様ようが刻まれており、なかには使うために特別な訓練が必要なものもあるが、基本的には魔法の使えない者でも魔力を流すだけで使用可能という利点がある。ただし、どうやらその効果はかなり限定的なものであるそうで、加えて、流通している何種類かの簡易な魔石を除けば、彫れる細工師がほとんどおらず、非常に高価なものだという話だった。モノによっては門もん外がい不ふ出しゆつの代物もあり、おれが以前に訪れた樹海深部の山小屋を守っていた『結界の魔石』のように、製法が失伝したものもある。

			「ローズが？　……そういえば、魔石に興味があるような素振りは見せていたな」

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件が、主犯であった探索隊の十文字の死亡、ならびに工藤の逃亡という一応の決着を見たのち、一緒に砦に戻ってきたローズは、初めて見る魔石に興味を示していた。

			　魔法道具の作製能力を持つマジカル・パペットとしては、未知の技術が気になったのだろう。昨日は、部屋に備え付けてある照明の魔石を取り外して調べていたようだった。

			「照明の魔石以外の、別の種類のものも見たいんだって。できれば、加工前のものがあると嬉しいって言ってたけど」

			「加工前の？　ひょっとして、自分で細工を試してみるつもりか」

			「可能ならそうしたいけど、駄目なら見るだけでもかまわないって。他にもちょっと気になることがあるみたいだったけど」

			「ローズにしては、どうにも要領を得ない話だな」

			「あの子もまだ確信がないみたいだったよ。というより、むしろ確信がないからこそ、ご主人様に頼んで、いろいろと検証してみたいんじゃないかな」

			　なるほど。それも道理か。おれはひとつ頷うなずいた。

			「それじゃあ、シランに話を聞いたあとで、ついでに頼んでおくか」

			「うん。そうしたげて」

			　そんな話をしている間に、おれたちの滞在しているフロアの端の部屋に到着した。ここまで同伴してくれた騎士に礼を言って部屋に入ろうとすると、入れ違いで数人の騎士が出てきた。彼らを見送った少女が、こちらを向く。アップに纏まとめた金髪。尖った耳。眼帯をしたエルフの少女の、いまはひとつきりになった碧へき眼がんが、おれとリリィの姿を認めた。

			「来ていたのですね、孝弘殿。おはようございます」

			「おはよう、シラン。……忙しそうだな」

			　挨あい拶さつを交わしたおれは、シランに勧められた椅子に、リリィと並んで腰を落ち着けた。

			「いえ。忙しいのは団長のほうで、わたしはそうでもありません。いまのでひと通り、一日の指示は終えましたので。……お体の調子はいかがですか？」

			「疲れは抜けたよ。シランのほうこそどうだ？」

			「お気遣い感謝します。いまのところ、特に不具合は出ていません」

			　そういって微ほほ笑えむシランだが、安心はできなかった。

			　おれとシランは同じ修羅場で死線をくぐったが、抱えている事情がまるで違っている。なにせ、２日前の戦いで彼女は殺されているのだ。死線をくぐるどころか、彼女はそれを踏み越えて、向こう側を見て来ている。

			　その後、彼女はその強きよう靭じんな意志力からアンデッド・モンスターとして目覚め、一度は意思なきグールに堕ちたものの、自意識を取り戻して、ここでこうして笑っている。

			　この世界の伝説に謳うたわれる『悲劇の不死王カール』は、リッチと呼ばれる強力なアンデッド・モンスターになったあとも、理性を保った王であったという。現在ではただのお伽とぎ噺ばなしとして扱われている伝承だが、それがありうる事例だということをシランの存在は証明した。

			　いまのシランは、リッチとグールの間の存在……言わば、『デミ・リッチ』とでも呼ばれるべき存在だ。前例はなく、なにが起こるかわからない以上、経過観察は必須だった。

			「大丈夫ですよ。この通り、小精霊も呼び出すことができるようになりましたし」

			　シランが指差す先には、子供が粘土で作った人形のようなものがふわふわ浮かんでいた。
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			　エルフのなかには、種族の特殊技能として精霊を扱える『精霊使い』と呼ばれる者たちがいる。シランはそのひとりであり、浮かんでいるのは彼女の契約精霊だった。デミ・リッチ化した直後は、魔力が不安定で精霊を呼び出せないと言っていたはずだが、ほんの２日で再び精霊魔法を使えるようになったらしい。このあたりのセンスは、さすが、凶悪なモンスターが跋ばつ扈こする樹海北域で最高クラスの騎士だけあった。

			「もっとも、恥ずかしながらまだ呼び出すのが精一杯で、周囲の索敵も頼めそうにありません。こちらに関しては、徐々に調整していく必要がありますね」

			「順調ならそれでいいんだが……なにかあれば言ってくれ。おれにできることがあるかもしれないからな」

			　アンデッド・モンスターであるシランは、元から人間として一個の人格を持っていた。同じ意思持つモンスターであるリリィたちとは事情がだいぶ違っており、まさかおれも、彼女のことを自分の眷けん属ぞくだとは言えない。けれど同時に、彼女の存在がリリィたちと同質のものであることは事実だった。問題が起こったときには、なにか力になれることがあるかもしれない。

			　彼女はおれの眷属であって眷属ではない。しかし、彼女の力になってやりたいと思うこの気持ちは、リリィたちに向けるのと同じくらいに強いものだ。そう思えるくらいには、おれはこの気高いエルフの少女のことを好ましく思っていた。

			「ありがとうございます」

			　シランは口元をほころばせて礼を言うと、本題を切り出した。

			「それで、本日孝弘殿がいらしたのは、砦とりでの現状について話を聞きに来た、ということでよろしいでしょうか？」

			「ああ。一昨日おとといに団長さんに聞いた話では、今日までには大体の方針を固めておくということだったと思う。そちらも合わせて話をしてもらえるか」

			「わかりました」

			　シランは頷うなずき、いまのチリア砦の状況について話をしてくれた。

			「まずは死者の埋葬についてですが、予定通り数日かかりそうです。主に軍の人間が作業に当たっているのですが、動かせる人員に限りがあるうえに、どうしてもグールの存在に気をつけなければならないため、時間がかかっています」

			「そのあたりは仕方ないな。……グールの発生はあったのか？」

			「昨日のうちにグールになったものがふたり。両名ともその場で処分されました。すぐに同盟騎士が駆け付けましたので、被害は大きくありませんでした」

			「そうか」

			　おれがその場にいればなにか違っただろうか、という考えがちらりと頭を過よぎった。

			　……難しいだろう。シランのような例がそうそうあるはずがない。ましてや、おれが駆け付けるまでの間、グールを処分することなく喰いとめておこうとすれば、悪戯いたずらに被害は増えてしまう。それでは本末転倒だ。

			　シランの件は例外。そう考えて諦あきらめるほかなさそうだった。

			「時間が経つにつれてグールの発生率は上昇することが知られていますから、早急に母数を減らさなければなりません。きちんとした葬儀をしてやれないのは口くち惜おしい限りですが……」

			「おれたちになにか手伝えることはあるか？」

			「いえ。それは……」

			　表情を曇らせて、シランは言葉を濁した。どうやら迂う闊かつなことを言ってしまったらしい。

			「悪い。困らせるつもりはなかったんだ」

			「申し訳ありません。孝弘殿には、失礼なことだとわかっているのですが……」

			「謝らないでくれ。シランが悪いわけじゃない」

			　おれは頭を掻かいた。

			「それに、そうだな。現状を知るのは大切なことだろう。丁度良いから、教えてくれないか。……おれに対する砦とりでの生き残りの感情は、どんなものなんだ？」

			　おれがモンスターを率いる能力を持つことを、この砦の人間は知っている。

			　ともに戦った同盟騎士は当然知っているし、砦を移動するおれたちの姿を見ている者も少数ながらいた。すでに隠しおおせるような状況ではなかったのだ。

			　この世界の人間にとって、モンスターは最大の敵だ。長い歴史のなかで人間の本能に根ざした恐怖と、実際に大切な者を奪われた怒りや憎しみの対象となっている。精霊使いを輩出するエルフという種族を、モンスター使いの亜種と見み做なし、人類の裏切り者として迫害した歴史さえあるくらいなのだ。そんな世界の住人に、モンスター使いそのものに対する嫌悪感がないはずがなく、また、そうした意識というのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変えられるものではない。

			　このあたりの事情については、エルフの精霊使いであるシランが一番よくわかっているのだろう。彼女は眉を下げた笑みを作った。

			「正直なところを申し上げれば、戸惑っているというのが実情かと思います。モンスターを仲間にする能力なんて、たとえそれが異世界から降こう臨りんされた勇者様だったところで、聞いたこともありませんから」

			　戸惑っているという表現に、おれは天秤を思い浮かべた。不安定にぐらぐらと揺れている。

			　安定させようと下手なことをすれば、引っ繰り返ってしまうかもしれない。迂う闊かつに手を出すわけにはいかない……。

			　このあたりが、おれがモンスターの屍しかばねの処理を請け負った、もうひとつの理由でもあった。

			　団長の意思が行き届いている同盟騎士はともかくとして、帝国軍の兵士たちと肩を並べて同じ作業をすることが、おれたちにはできなかったのだ。

			　おれたちが区画をひとつ借り切って、そこを同盟騎士が守っているのも、単なるＶＩＰ待遇というわけではない。言わば同盟騎士は、おれと砦とりでの兵士たちの間にある緩衝剤なのだった。

			「まあ、この世界の転移者にまつわる長い歴史のなかで、おれと工藤のふたりしか持っていない能力だからな。簡単に受け入れられないのも無理はない。最初から覚悟していたことではあったし、そういう意味では思っていたよりもマシなくらいだな」

			　ロボットとは違って、人間には心がある。この世界に生きる人間たちには、彼らなりの価値観がある。郷ごうに入はいっては郷ごうに従したがえ……と言うと少しニュアンスが違ってしまうが、無理に受け入れてもらおうとしたところで、混乱が起こるだけ、互いに不幸になってしまうだけだ。

			　そんなのは単なる我わが侭ままでしかない。少なくとも、こちらが妙なことをしない限り、彼らは不干渉でいてくれるのだ。だったら、それだけで十分だった。

			「……むしろ、もう少し拒絶反応があるものと思っていたけどな」

			「あの戦いのあと、孝弘殿たちに救出された者も多いですから」

			　シランの言う通り、２日前、工藤が立ち去ったのを確認したおれたちは、同盟騎士団とともに砦とりでの生き残りの救出活動に当たっていた。リリィが回復魔法をかけてやった者もいるし、ガーベラが瓦が礫れきから引き摺ずり出した者もいる。当然、悲鳴をあげられたが。

			「十文字達也を倒し、工藤陸を退しりぞけたという意味では、いまこの砦にいる全員が孝弘殿たちに助けられたと言えますが……やはり、直接命を救われた実感は大きなものだったのでしょうね。孝弘殿に敵意を抱いている人間がいないとは、さすがに言い切れませんが、そうした者たちはごく少数と考えていいでしょう。でしたら、我々同盟騎士団がお守りできる範はん疇ちゆうです。この程度のことしかできないのが心苦しくはありますが」

			「十分ありがたいと思っているよ。……そういえば、同盟騎士には不満を持っている人間はいないのか？」

			「同盟第三騎士団の団員は、あの団長が選出した人員ですから」

			　苦笑混じりの、それでいて誇らしげな笑顔だった。

			「それに、エルフであるわたしが副長でしたからね。ここで不満を覚えるような人間は、最初から所属していません。……お陰で団長は、一部でエルフ好きの変わり者扱いですが」

			「なるほどな。そのあたりに、シランも幹彦も惹かれているってわけだ」

			　おれは肩を揺らした。

			　同意を示してシランは微ほほ笑えみ、静かな眼差しでこちらを見詰めた。

			「孝弘殿はこれからどうなさるおつもりですか？」

			「……どうとは？」

			「死者の埋葬が済み次第、我らはチリア砦とりでを放棄します」

			　シランの言葉に、おれは小さく息を呑んだ。

			「そうか。団長さん、決めたのか」

			「はい。現状、生存者のうちまともに動ける人員は、せいぜい３分の２くらいです。戦える者は、その半分もいるかどうか。さっきはああ言いましたが、実際のところ、たとえ孝弘殿に悪意を抱いていたところで、害を加えようという気力さえないほど、みな消しよう耗もうしているのです」

			　この世界には、おれたちの世界にはない奇跡のような力……魔法による治療がある。

			　しかし、回復魔法も万能ではない。たとえば、リリィの第三階かい梯ていの回復魔法は、条件がよければ千切れた手足をくっつけることもできるが、それだってモンスターに食い千切られてしまっていてはどうしようもない。そして、この第三階梯というのは、この世界の人間に到達できる最高クラスの魔法なのだ。もともと、シランと他数名しかチリア砦に使い手はおらず、アンデッド・モンスターとなったシランは回復魔法を失っている。治療が手遅れだったケースも多く、戦うどころかリハビリが必要な人間も多かった。

			「おまけに、勇者様方が……特に、兵士たちにもよく顔が知られていた探索隊の十文字達也が裏切ったのは、やはり大きいものがありました。勇者様がそんなことをするはずがないと、いまでも混乱している者も多くいます」

			「だけど、それは事実だ」

			「はい。我々同盟騎士はこの目で見ていますし、内壁の崩落に巻き込まれて生き残った軍の人間も何人かいます。だからこそ、打ちのめされている者は多いのです」

			　おれたち転移者は、この世界で勇者として扱われている。勇者はこの世界の希望であり、ほとんど宗教的な心の支えと言っていい。勇者という名の形ある希望を信じていなければ生きられないほど、この異世界の現実は過か酷こくなものなのだ。

			　その勇者が身勝手な理由で、自分たちにその強大な力を振るったとなれば、愕がく然ぜんとするだろうし、混乱もするだろう。心折られてしまっても無理はない。

			　いまは戦いの余熱が残っており、グールの発生という目の前の脅きよう威いもあるために、どうにか持ちこたえている。しかし、それもいつまで続くかわからない。むしろ、いま彼らが仕事をこなせていることのほうが、驚異的なことなのだ。

			　このあたりは、やはり彼らを指揮している団長さんの手腕によるところが大きいのだろう。

			　彼女は兵士たちに膝をついてうなだれる暇さえ与えず、「貴様らそれでも人界を守る戦士のひとりか」と叱咤していた。一見、厳しい態度だが、彼女はきっと彼らが動けるうちに一気に撤退まで持っていくことで、これ以上の犠ぎ牲せいが出ないようにするつもりなのだろう。

			「砦とりでの施設もほぼ全壊です。大規模な修繕が必要ですが、これには１０００人単位の人員と、数年の歳月、綿密な再建計画が必要でしょう。いまの我々にはどうしようもありません」

			「……穴だらけのこの広大な砦を、１００人そこそこで守り切れるはずもないか」

			「はい。救援要請の使者はすでに送っていますが、馬を使っても最寄りの街まで３、４日はかかります。それから援軍がやってくるのは、兵士を集めて、軍を編成してと、更に時間がかかることでしょう。このまま滞在し続けても、悪戯いたずらに被害が増えるだけです」

			「だから撤退すると」

			　頷うなずくシランの表情には、憂いの影が落ちていた。

			　これまで彼女は、人間世界を守る防壁たるチリア砦を守るために、命懸けで戦ってきた。それを放棄するというのだから、彼女を含めた騎士たちは断腸の思いに違いなかった。

			「幸い、いまこの瞬間に限っては、近辺のモンスターは激減しています。10日と経たず、周辺地域から新たにモンスターがやってくるでしょうが、いまならまだ退避は間に合うはずです」

			「纏まとまった数のモンスターを、工藤がぶつけてきたからな。それは、数も減るか」

			「砦がアンデッド・モンスターの住処すみかになってしまっては再建計画も立たないでしょうから、死者の埋葬は終わらせますが、それが済み次第、砦を発たつと団長は決断されました」

			　すうっとシランは息を吸った。緊張が、彼女の表情を硬くしていた。

			「その際には、孝弘殿にも一緒に来ていただきたいとのことです」

			「手を貸してほしいというなら、もちろん、協力はするつもりだ」

			　それでさっき、これからどうするのか尋ねてきたのかと、おれは内心で納得した。

			　チリア砦とりでの生き残りの撤退においては、５００人近い人間が移動することになる。

			　樹海を貫つらぬく街道は、軍隊が利用することもあって整備されており、ある程度の安全が保証されているらしい。だが、それでも大人数で移動する以上、モンスターとの遭そう遇ぐうは皆無ではないだろう。そもそも、街道の安全を保っていたのがチリア砦の戦力であることを考えれば、それが麻痺した現状、道中の危険は増しているものと考えられる。５００名のなかには、非戦闘員や、戦えなくなった者も多い。おれたちがいれば、被害を減らすことができるかもしれない。

			　しかし、おれの言葉を聞いたシランは、困ったような微び笑しようを浮かべた。

			「もちろん、協力していただけるなら嬉しいのですが、いまのはそういう意味ではありません」

			　訝いぶかしさに眉を寄せたおれに、シランが告げた。

			「団長は孝弘殿を、我が国に招待したいとおっしゃっています」

			「……えっと？」

			「チリア砦が落ちたとなれば、これは大事件です。これから団長は事態の説明をするために、方ほう々ぼうを回らなければならなくなるでしょう。そこで、まずは一度、お父上……国王陛下に報告をするために、本国に戻る予定でいます。その際に、孝弘殿もいらしてほしいとのことです」

			　……まだよくわからない。

			　確か団長さんは小国の姫君だという話だった。シランの言っている本国というのは、その小国のことなのだろうが……。

			「……おれがそこに行って、どんな意味があるんだ？」

			「異世界からの賓ひん客きやくを招き、歓待したいという以上の理由が必要ですか？　それに孝弘殿は、あの十文字達也と戦って、我らの命を救ってくれた恩人であり、戦場をともにした戦友でもあります。無論、孝弘殿に他に予定があるのでしたら、無理にとは言いませんが」

			「いや。そんなものはないが……」

			「異世界からやってきた勇者様方は、帝都に招かれて厚くもてなされるのが慣例です。他の転移者の方々は、そうされることでしょう。ですが、孝弘殿は帝都には行かれないのですよね」

			「ああ。おれの能力のことを考えると、勇者として生きることは難しいだろうし、そもそも、そんなつもりも端はなからないからな」

			　２日前に工藤にも言った台詞せりふに嘘はない。おれにとって一番大切なのは、リリィたちの主として、彼女たちとともにあることだ。勇者として生きるつもりなんてなかった。

			「おれはこの世界でリリィたちと平穏に暮らせる場所があればそれでいい」

			「でしたら、孝弘殿にとってこれは悪い話ではないと思います。本国に滞在されている間、これからどういうふうにするのが一番いいのか、団長と相談しつつ今後の方針をゆっくり検討してはどうでしょうか」

			　……悪くない提案だった。

			　おれの目的は、リリィたちと一緒に暮らせる安住の地を探すことだ。

			　しかし、なんの伝つ手てもないまま、勝手もわからない異世界で活動するのはあまりにも難しい。最悪、物資の調達ルートだけでも確保することができれば、樹海で生活することも考えているとはいえ、それだってゼロから構築しようとすれば、非常な困難を伴うだろう。小国の姫君でもあるという団長さんと相談できれば、選択肢は広がる。

			　なんの協力者もないまま異郷の地を彷徨さまようか、力強い協力者がいる場所でスタートを切るか。どちらが有利であるかは言うまでもない。

			　あとは、どこまで団長さんを信じられるのかということだが……。

			　ちらりとリリィに目を向ければ、微ほほ笑えみが返ってくる。おれは頷うなずいた。

			「わかった。その申し出を受けよう。仲間に相談をしてからだが、多分、反対はないと思う」

			「よかった。それでは、のちほど団長にそのようにお話しておきますね」

			　嬉しげに口元をほころばせたシランに、おれは尋ねた。

			「そういえば、シランはこれからどうするつもりなんだ？　いまの言いようだと、団長さんと一緒に国に戻るみたいだが」

			　シランのいまの立場は、非常に微妙なものだ。

			　いまの彼女がアンデッド・モンスターであることは、見た目でわかるものではない。顔色が悪いように思えるが、その程度のものだ。

			　彼女の事情を知っているのは、おれたちを除いては、グールとして復活して暴れ回っているところを目撃した同盟騎士団の騎士たちだけだ。樹海で力を合わせて戦ってきた同盟騎士団はとても仲間意識が強く、彼らが自分たちの副長の秘密を吹ふい聴ちようすることは、まずないだろう。秘密が漏ろう洩えいする可能性は低い。

			　とはいえ、なにかの拍子にバレてしまえば、騎士団に迷惑がかかるのもまた事実だ。

			　シランは少し困ったような、それでいて嬉しげな微ほほ笑えみを見せた。

			「正直、迷いはあったのですが……ありがたいことに、団長からは騎士を続けるように言われています。副長としての任を解いていない時点でわかるだろうと、叱られてしまいました」

			「らしい話だな」

			　団長と副長という関係以上に、彼女たちが戦友としての絆きずなで結ばれていることは、あの戦いのなかで知っている。将来の不安程度のことで、あの団長さんが信頼する部下を手放したりはするまい。

			「幸いなことです」

			　噛み締めるような口調でシランは言って、胸元に下げたチェーンの先にかかったものを手に取った。

			　それは、赤い石の嵌はまった指輪だ。グールとなった彼女が二度と人前では身につけられない、それでも捨てることだけはできない、騎士の証だった。

			「わたしはこれまで通り、騎士であれる。守るべきもののために戦える。団長にはどれだけ感謝しても足りませんね」

			　騎士の指輪に嵌まった魔石には、人間を青、グールを黄色として判別する機能がある。

			　そのどちらでもない赤色は、いまの彼女の身がデミ・リッチであることを示している。

			　だが、それ以前に彼女は騎士なのだ。

			　シランは強い。アンデッド・モンスターなんてものになってしまって、不安がないわけではないだろうに、それでも揺らぐことなく自分の為すべきことを見据えている。

			　そんな彼女を支えているのが、きっと騎士としての自覚なのだろう。

			「無論、孝弘殿にも感謝しています。あなたに出会えてよかった」

			「おれも同じだよ。これからもしばらくは一緒にいることになるけど、よろしく頼む」

			　おれの言葉に、シランは眼帯で半分隠れた顔に、満面の笑みを見せた。

			　こうしておれたちは、チリア砦とりでを出たあと、シランたちの故国である小国に向かうことになったのだった。

		

	
		
			03　幸せに手を伸ばす

			　

			　シランに今後の方針を聞いてから、５日が経過した。

			　散発的なグールの発生による被害を出しながらも、昨日までに戦死者の火葬は完了した。

			　シランからは、今日一日、兵士たちに休息を与えて、明日には砦とりでを発つと聞かされている。

			　大量にあったモンスターの屍しかばねも、昼夜を問わないリリィの尽じん力りよくによって順調に処理されている。今日中に作業が終わると、今け朝さ方がた、顔を合わせたリリィから報告があった。

			　そのときにあった出来事に関しては割かつ愛あいする。

			　……期日までに作業を終わらせるために忙しくしていて、朝くらいしか時間が取れないリリィは、どうも無意識のうちに埋め合わせを求めているようだった。日々、朝の攻防が危うくなりつつあるのは、攻撃側の激しさが増すとともに、防衛側の抵抗力が落ちているためだ。

			　要するに、おれ自身も心のどこかで寂しい思いをしているということだった。

			　流されてしまわないために、鋼はがねの自制心が必要とされていた。

			　ともあれ、作業は順調に進んでいる。あとは、出発の準備を整えるだけだ。

			　あまり同盟騎士団以外の人間とは接触できないため、遠目にちらっと見ただけだが、そちらの準備も順調に進んでいるようだった。

			　見ていてちょっと意外だったのは、この世界に『自動車』が存在することだ。

			「孝弘殿の世界にあるという、『地を駆け抜ける鉄の箱』とは違いますが」

			　とは、シランの台詞せりふだった。

			　見た目はシンプルな幌ほろ馬ば車しやだ。ただし、車を引く馬の姿はない。

			　魔石を利用することで、大気中の魔力を動力源として、この車は移動するのだ。名前を『魔動車』という。速度はあまり出ず、最高でも常人が走る程度。徒歩の速度で運用するのが普通らしい。移動しながらだと魔力の供給が足りないので、動けない夜間のうちに魔力を蓄積しておくことで、日中での連続した運用が可能になるという話だった。

			「魔動車か。異世界の魔法技術はすごいな」

			「エコだねえ。わたしは記憶でしか知らないけど、ソーラー・カーみたい。まあ、魔動車が夜間走行できないのは、単に安全上の問題だから、そこはちょっと違うけど」

			「孝弘殿の世界のほうがすごいと思いますが。太陽から魔力を得る技術があるのですよね。幹彦殿が言っていました」

			「……微妙に違うけど、大体、そんな理解でいいんじゃないか」

			　どこが違うのか説明を求められても困るので、言葉を濁すおれだった。

			　ちなみに、この世界には馬もいるのだが、樹海ではあまり使われないらしい。彼らは樹海という土地を怖がるため、特別な訓練が必要とされるからだ。

			　そのため、物資の輸送など緊急性のない場合、樹海では魔動車が主に使われている。樹海の外でも、馬より手間がかからない魔動車は広く利用されているらしい。

			　今回も、怪け我がの後遺症で移動が困難な兵士の移送などのために、この車が利用される。

			　そのうちの１台が、おれたちにも貸し出されることになっていた。

			　ローズやガーベラなど、道中姿を見られると困る者がいるためだ。

			　おれはありがたく厚意に甘えることにした。

			　シランから明日の出発の細かい予定を聞いたあとで、おれはローズのところに向かった。

			　最後の仕事が残っているリリィとは、部屋の前で別行動になる。同伴の騎士がいるので、スキンシップは最低限。華きや奢しやな体を軽く抱き締めてから、手を振って別れる。

			　残されたおれは、ひとつ深く息を吸ってから、部屋の扉をノックした。

			「ローズ。おれだ」

			　こんこん、と通路に硬い音が響く。

			　……それはまるで、おれの内心に生まれたわずかな緊張を表しているように思えた。

			「おはようございます、ご主人様」

			　出迎えたのは、のっぺらぼうなマネキン人形――ではなく、リリィから借りた服に長身を包み、顔面を覆おおい隠す仮面をかぶった、灰色の髪の女だった。

			　見慣れない格好だが、これがいまのローズの姿だった。チリア砦とりで襲しゆう撃げきの日、坂上の追跡を行う前に、おれはローズと合流したが、そのときには、彼女はすでにこの格好でいた。顔面を覆う仮面だけは新調されたもので、右目の部分だけ穴があいている。そこから片目が覗いていることからも、彼女の顔がもはや無味乾燥なのっぺらぼうでないことは明らかだった。

			　どうやらローズは、こっそり自分の体を作り変えていたらしい。

			　これまで、そんな試みをしていたこと自体、おれに隠していたのは、自分の納得いくものができるまでは見せたくないという、職人としての彼女のこだわりなのだと理解していた。

			　チリア砦とりでに押し寄せたモンスターに遭そう遇ぐうした際、ローズの顔面パーツは破損しており、また、そもそもいまはまだ作製の途中で他人に見せられる状態ではないとのことで、おれはまだ仮面の下の彼女の顔を見せてもらっていない。それでも、仮面の下の彼女の顔が人間とほとんど見分けがつかない精巧な造ぞう作さくをしていることは、仮面からわずかに覗く目元を見るだけでも、容易に想像がつくことだった。

			　ローズと合流した直後は、それはもう驚かされたものだった。

			　なにせ加藤さんと一緒にいたのが、仮面で顔を隠した見知らぬ……けれど、おれと眷けん属ぞくたちを繋ぐパスによって、確かにローズだとわかる少女だったのだから。

			　いまのローズは、まだ首から下の体が人形のままで、袖口から出た腕や、スカートの裾から伸びる足は、関節部分のパーツの接合部が剥むき出しになっている。肌の色も無機質なマネキンのもので、これではまだまだ人間らしいとは言えない。けれど、同時に彼女が以前とは比べようもないくらいに女の子らしくなっていることもまた、確かな事実なのだった。

			　言うなれば、それは少女のかたちをした人形としての可愛かわいらしさだ。

			　無機質さのなかに同居した女の子らしさが、独特の可か憐れんさとして華やいでいる。

			　以前に言っていた『可愛かわいいお人形を作る』というのは、これのことだったのかと、おれは納得したものだった。

			　灰色の髪を伸ばして背中で太い三つ編みにして、ワンピースタイプの服に身を包み、目鼻立ちの一切を隠す仮面の下から、これだけは以前と変わらない一途な想いを込めた視線を向けてくるローズの姿は、無性的というべきこれまでとはまるで印象が違っていた。

			　そのせい……だろうか。いまの彼女と接することに、おれは小さな戸惑いを覚えていた。

			　目の前の少女はローズだ。

			　おれの大事なローズだ。そこはなにひとつとして変わらない。

			　けれど、そうした認識に混じるものがある。これまで見逃してきたなにかがある。

			　多分それは『ローズが女の子だ』という意識なのだと思う。

			　……こんなこと誰かに話したら、なにを今更と、呆れられてしまうかもしれない。

			　これまでローズと過ごしてきた日々のなかで、喋しやべることのできなかった彼女は言葉を交わせるようになり、素朴な木彫り人形からマネキンのような見た目に変化した。その過程でおれは、ローズの精神が女性的なものであることを知り、加藤さんとの関係に年頃の女の子らしさを見出しもしてきた。

			　けれど、今回の彼女の変貌は、なにか決定的なところが違っていた。それがおれに、頭ではわかっていたはずの『ローズは異性だ』という事実を、初めて実感させたのだった。

			　そのあたりが、ローズとの会話におれが戸惑いを覚えている原因に違いなかった。

			　もちろん、彼女が異性だからといって、戸惑うことなどなにもない。おれにとって彼女が大事な仲間であることは、なにも変わらないのだから。

			　……そのはずなのだが、そんな理屈で、現にこの胸にある感情がどうにかなるわけもない。

			　どうすることもできない。なんとも困った状態だった。

			　座りの悪い状況に当惑しつつ、ローズに開けてもらった扉を通って、おれは部屋に入った。

			　部屋には、もうひとり、肩にかかる長さの黒髪をおさげにした制服姿の少女がいた。

			「おはよう。元気そうだな、加藤さん」

			「おはようございます、先輩。お陰様で、もうすっかりよくなりました」

			　加藤さんは、部屋の中央に敷かれた敷物の上に、正座の足を崩して座っていた。

			　敷物の一角には木片や木屑が散乱している。どうやら加藤さんは、ローズが魔法の道具を作っている間、作業を行う彼女に寄り添って、流れる魔力を感じ取る練習をしていたようだ。

			　そうすることで魔法を扱えるようになるのが、彼女の当面の目標なのだった。

			「ゴシュ、シュ、サマ！」

			「おはよう、アサリナ。あなたも元気そうね」

			　外では大人しくしていたアサリナが、おれの手の甲からにょきにょきと伸びて鳴くと、加藤さんは彼女を指で撫でつつ挨あい拶さつをする。そんな彼女たちの微ほほ笑えましい触れ合いを見ながら、おれは部屋を横切って、窓際に置かれたテーブルにかけた。

			　加藤さんも立ち上がると、スカートについた汚れをぱぱっと払ってベッドに腰掛けた。そして、ローズには、おれの対面に座るようにと手で示す。

			　仮面の下から、片方だけのローズの目がこちらを向いた。

			　おれが頷うなずいてやると、彼女は少し迷うような仕草を見せながらも席に着く。

			　そんなローズの姿を見て、加藤さんは口元にささやかな笑みを刷はいていた。

			「……」

			　ここまでの間、それとなく観察した限りでは、加藤さんに無理をしている様子はなかった。

			　加藤さんは、重度の男性恐怖症だ。おれがリリィたちと砦とりでに向かう前、樹海のなかの小道で発見した転移者や騎士のところに一緒に向かおうとしたときも、彼女は具合を悪くしていた。

			　その後、加藤さんは居残り組のローズとガーベラと行動をともにしていたのだが、チリア砦襲しゆう撃げきの日、双頭の狼ベルタを追い詰める戦力としてふたりをおれが連れて行ったあと、同盟騎士団と一緒に樹海に避難している途中で再び倒れたと聞いていた。

			　おれたちと別れるときまでは平気な顔をしていたのだが、それはおれたちに心配をかけないように、気丈に振る舞っていただけのことだったらしい。

			　無理をしたのが祟たたったらしく、それから数日、体調を崩して寝込んでいた。

			　おれに限っては、あの山小屋で保護したことが刷り込みにでもなっているのか、これまで樹海を旅している間、彼女から恐怖や拒絶の感情を向けられたことはない。ただ、それでも男性の近くにいたことで倒れたと聞いたあとだと、会いに来ても大丈夫か不安に思いもした。

			　こうしていまでも面と向かって話をできていることには、ほっとするものがあった。

			「……」

			　そんなふうに感じている自分自身を、ふとおれは意識した。

			　以前だったら、こうしたとき、素直に自分のなかの安あん堵どを認めることなんてできなかったに違いない。チリア砦とりでにやってきてからおれの内心に起きた変化は、どうやら加藤さんとの関係にも、よい方向に働いているらしかった。

			　と、なにかに気付いたように、加藤さんがこちらに視線を寄越した。

			「あれ？　そういえば、今日はケイちゃん、いないんですか？」

			「ああ。ケイなら、明日の出発の準備で今日は忙しいらしくて、そっちに行ってる」

			　昨日まで、おれがここに来るときには、シランの妹分であるケイも一緒にいて、この世界の常識についていろいろと話をしてもらっていた。

			　これからおれたちは、人間の世界に足を踏み入れることになる。味方がいて、当面の指針が立っているだけマシとはいえ、安全な生活を確保するまでなにがあるかわからない。できる限りの準備はしておくべきだし、知識はあればあるだけいい。丁度、ここ５日間、微妙な立ち位置のせいで砦とりでの仕事を手伝うわけにもいかないおれは手が空いていたこともあり、ケイに頼んでこの世界の常識を学んでいたのだった。

			　ただ、さすがに出発が明日に迫っているため、ケイも今日は忙しい。

			　そうした事情を聞いた加藤さんは、小さく肩を落とした。

			「そうですか。……残念です」

			　今回、加藤さんが倒れたとき、近くにいた女性はシランとケイだけだった。

			　そのときに手を貸した経緯があり、また、寝込んでいる加藤さんを砦でケイが世話したこともあって、彼女たちは仲良くなったようだった。

			　加藤さんの男性恐怖症のことがある以上、ケイのような同性の存在は心強い。ローズを含めた３人で自然と交流が生まれていて、少女たちのやりとりは微ほほ笑えましいものだった。

			「あ。そうでした」

			　声をあげた加藤さんの視線が、おれの対面に座るローズに移った。

			「ごめんなさい、ローズさん。真島先輩に話があるって言ってましたよね」

			「ご主人様と真菜のお話が済んでからでかまいませんが」

			　どうやらローズは、おれたちの会話が一段落つくまで待っていてくれたらしい。

			「なんだ、ローズ。話っていうのは？」

			　おれが促うながすと、ローズは畏かしこまって答えた。

			「ひとつは、お借りしていた魔石についての話です」

			「あれか。なにかわかったのか？」

			　おれからシランを通じて頼むことで、ローズは同盟騎士団から魔石を用いたいくつかの魔法道具を借り受けていた。

			　それらの品は、いまは部屋の中央の敷物の上にあった。魔力を流すと水が溢あふれる水筒や、小さな火が発生するライター、人間とグールとを判別する騎士団の指輪、空間を拡張し物品を保存する効果のある道具袋など、以前におれも見せてもらったものが並んでいる。できれば手に入れたいと聞いていた未加工の魔石も、騎士団の指輪に使われるものを譲り受けていた。魔石としては屑くず石いしであまり価値もないので加工してもかまわないと許可ももらっている。

			「ご存知の通り、魔石は魔力を流すことで魔法と同じ効果を生み出します。わたしは、これに興味を持ちました。ご主人様のお役に立てるようなものが作れないかと考えたためです」

			　ローズの言うようなことは、おれも考えていた。

			　おれは魔力を操作できても、魔法は扱えない。以前に魔法ではなく身体能力の強化を習得することを選び、危機回避能力を高めた決断に後悔はないが、魔石という道具を使うことで、魔法による戦闘能力を補完できるのなら言うことはなかった。

			　魔石は貴重な代物だが、ローズが魔石の作製技術を習得できるなら話は変わってくる。

			　問題は、そんなことが可能なのかどうかだった。

			「魔石を作製するにあたっては、まず仕組みを知る必要がありました。そこで、ケイに魔石の仕組みについて尋ねてみたのですが、残念ながら彼女は詳しく知りませんでした」

			「おれが前にシランに聞いた話では、魔石はもともと、魔法を使えない人間のために作り出されたものらしいからな。仕組みを知らなくても使えるようにできているんだろう」

			　使い方がわかれば原理を知らずとも使えるというのは、物品の普及には重要なことだ。たとえば、おれだって太陽光発電は知っていても、その原理をシランに説明することはできなかった。それと同じで、製作に携たずさわる人間を除けば、魔石が作動する原理を知っている者は、ほとんどいないのだろう。樹海深部の山小屋をモンスターから守る結界の魔石の作製方法が失伝したという話を思い出すと、むしろそうした技術は秘ひ匿とくされる傾向にあるのかもしれない。

			　それに、この異世界はおれたちの元いた世界と違って、一国だけで年間何万冊もの書籍が出版されているわけでもなければ、インターネットを通じて膨ぼう大だいな情報が行き来しているわけでもない。魔法技術に関する知識が、限られた人間だけのものだとしても不思議はなかった。

			「実際に魔石を使ってもみたのですが、わたしには原理がわかりませんでした。そこで今度は、リリィ姉様に話を聞いてみることにしたのです」

			「リリィに？」

			「はい。姉様なら魔石なしにも魔法を使えます。比較することで、なにかわかることもあるかと思ったのです」

			　首を傾げたおれだったが、すぐにこれが意外と悪くない発想であることに気付いた。

			　おれ自身がここ２ヶ月以上樹海で過ごしてきたから感覚が狂っているが、考えてもみれば、リリィはこの異世界の人間が生存圏を勝ち得ない樹海深部のモンスターであり、第三階かい梯ていの魔法の使い手なのだ。第三階梯はこの世界の人間の到達できる最高クラスの魔法であることを考えれば、むしろ相談する相手として、これ以上の人選はないだろう。

			「それで、リリィはなんと言っていたんだ？」

			「姉様が言うには、魔石は魔法を行使するために必要な、魔法陣の構築の補助を行う物品なのだそうです」

			「……魔法陣？」

			　返ってきた返答に、おれは鼻白んだ。

			　魔法陣が云々と言われても、おれはその魔法陣がどんなものかを知らない。専門用語の説明を頼んだら、専門用語混じりの返答が来たみたいなものだった。

			　こうした反応は織り込み済みだったらしく、「これはリリィ姉様の言っていたことですが」と断ってから、ローズは丁寧に説明をしてくれた。

			「魔法を使うためには、魔力を操作できなければなりません。しかし、それだけでは魔法は使えません」

			「そうだな。それでいけるなら、おれも魔法を使えている」

			「結論から申し上げれば、『ある特定の流れで魔力を動かす』ことが必要なのです。そうすることで、対応したなんらかの現象が起こる。そうした法則が、この世界にはあります。魔法の場合は、その流れが魔法陣として目に見えるかたちで現れますが、この法則自体は魔法だけに働くものではありません。わたしたちモンスターに固有の能力も、同じ法則に従っています」

			「ん？　それだと、おれたち人間もモンスターの固有能力を使えることにならないか？」

			「おっしゃる通り、同じように魔力を流すことさえできれば、理屈の上では可能だと思います」

			　引っ掛かっておれが尋ねると、ローズは一度頷うなずき、そのあとで首を横に振った。

			「しかし、実際には、あるモンスターに固有の能力を、人間や他のモンスターが使うことはできません。個々のモンスターは、それぞれ固有の魔力の流れを持っているからです」

			「なるほど。そういえば、グールを判別する機能のある騎士の指輪は、人間とグールの魔力のパターンの違いを認識しているって聞いたな」

			「リリィ姉様も、魔法は感覚で使っていたので、魔石を使用してみるまではこうした法則に気付かなかったそうです。魔法道具の作製能力を持つわたしも同じでした」

			「当たり前のことに疑問を抱くことは難しいからな」

			　木から落ちる林檎と同じだ。この世界には『特定の流れで魔力を流すと、対応する現象が起こる』という法則に気付いた誰かが過去にいて、それを利用して魔石を開発したのだろう。

			　おれが納得していると、加藤さんが思い出したように付け加えた。

			「以前、ローズさんに木から魔法道具を作れるなんて不思議だと言ったら、なにが不思議なのかと返されたことがありましたっけ。当たり前過ぎてわからないことってありますよね」

			　加藤さんに頷うなずきを返したローズに、おれは尋ねる。

			「とすると、魔石の機能というのは、その『特定の魔力の流れ』を作り出すことなんだな」

			　イメージとしては、水が流れる流路を思い浮かべればいい。本来ならその流れ自体を自分で作らなければならないが、魔石には流路が元から掘られているため、魔力を流すだけでいい。だとすれば、たとえば翻ほん訳やくの魔石のような、使用するために特別な訓練が必要なものは、この流路が部分的なものでしかないのかもしれない。

			「ローズはひょっとして、魔石の加工を成功させることができたのか？」

			　魔石の仕組みは判明した。あとは、それを自らの手で作り出せるかどうかだ。

			　期待を込めて尋ねると、ローズはかぶりを振った。

			「いいえ。残念ながら。加工には挑戦してみたのですが、不可能でした」

			　立ち上がったローズが、敷物の上に並んだ魔法道具のなかから何個かを拾い上げて、こちらに持ってくる。人形の掌てのひらからテーブルの上に転がり落ちたのは、４個の魔石だった。

			　騎士の指輪と似た細工が施ほどこされているものが３個、未加工のものがひとつ転がっている。色はいずれも黒く、未加工のものも加工済みのものも変わらなかった。

			「先程申し上げた通り、魔石は特定の魔力の流れを作り出します。よって、魔石を製作するためには、どのように細工を刻めば、どのように魔力が流れるのかという知識が必要となります。これが思いのほか困難でした。というのも、魔石の原石には、ひとつひとつ癖くせがあるようなのです。３年……いえ、２年あれば、試行錯誤してその癖を把は握あくできると思いますが、いますぐには難しい、というのが実情です」

			「そうか。だったら仕方ないな」

			　小さく息をついたおれに、ローズが言った。

			「はい。ですから、わたしはわたしなりのやり方でやってみることにしたのです」

			「……なに？」

			　ローズは先程の未加工の魔石とは逆の手に握っていたものを、テーブルの上に置いた。

			　細工の刻まれた青い石――のように見えるが、表面に木目状の模様が浮き上がっていた。

			「これは、わたしが試作したものです。『模造魔石』とでも言ったところでしょうか」

			「模造魔石……？」

			「わたしは先程、モンスターの固有能力も、魔法も、魔石も、どれも同じ原理に則のつとっているという話をいたしました。それはつまり、魔力が流れる特定の流路を準備してさえやれば、別に魔石ではなくとも、魔法は再現できるということです。そして、わたしには魔法道具の作製能力がありました。石のことはわかりませんが、木のことならわかります」

			　ローズが魔石に触れると、石の表面から少量の水が飛び出して、テーブルを濡らした。

			　それは確かに、水属性の魔法の再現に他ならなかった。

			「いまはまだ試作品ですし、作りが甘いところもありますが、いずれ本来の魔石と同じレベルにまで到達させようと考えております」

			「これは……本当にすごいな」

			「ありがとうございます。これまでご主人様の命に従い、様々な物品を作ってきた経験が生きました。それに、最近は細かい作業をよく行っていたことが幸いしたのだと思います。難しい仕事でしたが、どうにか試作品の完成までは漕ぎ着けることができました」

			　仮面の頬ほおに人形の手で触れつつ、ローズは目を部屋の隅に向けた。

			　そこに置かれた箱には、失敗作なのだろう木片が山を作っていた。

			「しかし、わたしの模造魔石には問題点もあります。まず、わたしは魔法を扱えませんので、魔力の流れを把は握あくするためには、実際に魔石を使わなければなりません。作ることのできる模造魔石は、当然、使ったことのある魔石のコピーに限られるでしょう」

			「なるほど。だが、それでも十分だ」

			　水に濡れた模造魔石をローズから受け取って、試しにおれも魔力を流してみる。

			　これは生活用の魔石だが、魔石には戦闘用のものもあると聞く。それらをコピーできれば、使つかい途みちはいくらでもあるだろう。どうにかして手に入れたいところだった。

			「どのような形で利用していくか、おいおい相談させていただきたいと思います」

			「わかった。おれもちょっと考えておこう。こういうのは使い途だからな」

			　幹彦に話をしてみるのもいいかもしれない。ゲームやらなんやらに詳しいあいつは、おれよりもこういうことに向いている気がする。

			「報告については了解した。これからも研究を続けてほしい」

			「承りました」

			「これが話のひとつ目だな。他の話というのはなんだ？」

			　模造魔石をテーブルに置いて、おれはローズを促うながした。

			「はい。これはケイから聞いたのですが、ご主人様は、新しく眷けん属ぞくになったシランという女性から、剣術を習っていらっしゃるとか」

			「……？　ああ、まだそう回数はないがな」

			　ローズの口から思わぬ名前が出たことに戸惑いつつ、おれは訊かれたことに答えた。

			「機会があれば、また教えてもらいたいとは思っているし、そう頼んでもいる。それがどうかしたのか？」

			「時間があるときでかまいません。我ら眷属も教えを請こえるかどうか、頼んでいただけないでしょうか？」

			「……唐突だな。尋ねるだけなら、別にかまわないが」

			「ありがとうございます」

			　頭を下げたローズに、おれは首を傾げた。

			「しかし、どうしてまた」

			「……自身の力不足を痛感したからです」

			　顔を上げたローズは、片方だけ覗く仮面の下の目を伏せ気味にした。

			「わたしは先日、あのアントンという名のドッペル・クイーンと刃を交えました。……恐ろしい力を持つモンスターでした。敵の退路を断つべく動くように、というご主人様から託されたお役目を、わたしは果たすことが叶かないませんでした」

			　生真面目な口調に、悔しさが滲にじんでいた。

			　おれは別に、あのことについてローズを責めるつもりはない。あれはむしろ、状況を読み違えて、アントンが待ち構えている可能性に気付けなかった、自分の責任だと考えていた。

			　けれど、ローズ自身がそれをどう思っているのかは、また別の話だ。忠誠心の強い彼女にしてみれば、自分の役目を果たせなかったことは、痛恨の一事であったに違いなかった。

			「そのうえ、あのアントンでさえ、工藤の操るモンスターの１体に過ぎないというではありませんか。また、今回、ご主人様が戦った十文字という男は、ガーベラでさえ喰い下がるのが精一杯な相手だったとか。リリィ姉様からは、自分では足留めにもならなかったと聞きました。わたしより強い姉様でさえそうなのです。わたしでは、戦いにもならないでしょう」

			　そういうローズだが、彼女も決して弱いわけではない。彼女はもともと樹海深部のレア・モンスターだし、その人形の体は作り変えられて、出会った頃より強化されている。装備だって強力なものだ。それらはすべて、彼女の不断の努力によって得られたものだった。

			　しかし、それでもチート持ちと正面からやり合うのは難しい。おれ自身、覚悟はしていたつもりだったが、それでも怖おぞ気けが走るくらい、彼らの暴力は圧倒的なものだった。

			　無論、争いにならなければそれでよいのだが、現状は予断を許さない。行方をくらました工藤のこともあるし、十文字や工藤と繋がっていた、遠征隊内の正体不明の人物のこともある。

			　そうでなくとも、この世界でのおれたちの立場は不安定だ。

			　同盟騎士団という味方がいるとはいえ、決して安心はできない。

			　不測の事態に備えて、可能な限り戦力は揃えていかなければならなかった。

			「我らはなんとしてでも強くならねばなりません」

			「それで、シランか」

			　おれは納得の吐と息いきをついた。

			「無論、それだけではなく、先程報告させていただいた模造魔石の活用など、他の方策も模索すべきとは思います。しかし……」

			「わかっている。戦闘技術を学ぶことは、特に有効な手段のひとつではあるだろうな」

			「はい。元来、強力な身体能力を持つモンスターである我らの戦いは、力と速さ、生まれ持った闘争本能と、この森を生き抜いてきた戦闘経験に任せたものでしかなく、そこには培つちかわれた技術というものがありません。かといって、我ら自身で技術を体系化するのは、あまりにも時間がかかり過ぎます」

			　強大な力を持つモンスターに対して、人間が優れている点のひとつが、知識や技術を後世に伝えられることだ。口伝にせよ、文字として書き起こされたものにせよ、蓄積された知識は大きな武器となる。ローズの提案は、そこに目を付けたものだった。

			「長い歴史に裏打ちされた戦闘技術を身に付けることは、大きなプラスになるはずです――」

			　熱心に語ったローズは、そこで、不意に顔を余よ所そに逸らした。

			　

			「――というのが、真菜からの提案でした」

			　

			　釣られておれもローズの向いたほうを見る。呆気に取られた加藤さんの顔があった。

			「ちょっ……ローズさんっ!?」

			　数秒、呆けていた加藤さんは、慌てた様子でベッドから腰を浮かせた。

			　珍しく、その表情は狼ろう狽ばいに満ちたものだった。

			「それはローズさんからの提案にしようって話だったじゃないですか!?」

			「しかし、これはとても有用な方策です。手柄を譲ってくれようとする気持ちは嬉しいですが、真菜からの提言であったことは、やはり隠すべきではないでしょう」

			「なんだ、これは加藤さんが言い出したことだったのか？」

			　おれが尋ねると、ローズはこちらに向き直って頷うなずいた。

			「はい。こうしたことは、ご主人様にも知っていただくほうがいいかと判断しました」

			　確かに。それはローズの言う通りだった。

			　ただでさえ、おれは加藤さんに借りがあるのだ。なにも知らずに彼女の厚意に甘えるようなことはしたくない。それに、彼女自身にとっても、正当な評価を受けるのは大切なことだ。

			　このあたり、ローズも同じ考えなのか、言い含めるような調子で加藤さんに告げた。

			「それに、そのほうが、本当は真菜にとってもいいでしょう？」

			「……ぁ、う」

			　弁が立つ印象のあった加藤さんは、いまはただ、ぱくぱくと口を開くばかりだった。

			　頬ほおには朱が昇って、心なし目は潤んでいる。そんな彼女を尻目に、ローズは続けた。

			「真菜は本当にいろいろと考えてくれているのです。実は模造魔石に関しても、いくつかの示し唆さをもらっております」

			「へえ。そうなのか」

			　相あい槌づちを打ったおれのほうを加藤さんが向く。しかし、赤くなった顔はすぐに伏せられた。

			「いえ。その。別に、大したことではないですから。こんなの、いずれ誰かが言い出していたことでしょうし……」

			「いや。こういったことは、始めるのは早ければ早いほうがいい。助かったよ」

			　加藤さんには少し悪いが、おれの声は笑みを含んだものになった。慌てたり、恥ずかしがったり。年下の少女らしい彼女の姿は新鮮で、素直に微ほほ笑えましいと思えるものだったからだ。

			「ありがとう、加藤さん。これからも、なにか気付いたことがあったら言ってほしい」

			「……わかりました」

			　顔は伏せたままだったが、こくりと加藤さんは頷うなずいてくれた。

			　はにかんだ笑みが口元にあり、常に表情に落ちていた影は薄れている。

			　ここにいるのは、礼を言われて照れる当たり前な少女だ。

			　こうした姿を見られたこと。それ自体が、彼女との関係の変化を実感させてくれたようで嬉しい。だからこそ、少し残念でもあった。

			「と言っても、これからはあまり頼るわけにもいかないか」

			「……え？」

			「加藤さんと違って、おれたちは帝都には行かないんだから。加藤さんには、これまでいろいろと助けてもらってきたけど、おれたちも、もっとしっかりしないとな」

			　以前にシランも言っていたことだが、おれ以外の生き残りの転移者については、帝都に向かうことが決まっている。モンスターを率いる能力なんてものを持っているのでなければ、帝都で歓待を受けない理由はないからだ。もちろん、加藤さんもそのひとりであり、樹海をずっと一緒に旅してきた彼女とは、遠からずお別れすることになる。

			　ローズの友人となってくれた彼女と別れることは、残念ではある。おれ自身、彼女との関係を構築できるようになった矢先であるだけに、尚更だ。けれど、『安全なところまで連れていく』という、最初に交わした約束は果たさなければならない。そこでやっと、おれは彼女がしてくれたことに、少しでも報いることができるのだから。

			「もうあまり時間もないが、ローズとも仲良くしてやってほしい」

			　おれの言葉を聞いた加藤さんが、ゆっくりと顔をあげた。

			　頬ほおの赤さは、すでにひいていた。

			「……はい」

			　すうっと、目の前の少女の存在が遠ざかった。

			　そんな気がして、おれは戸惑った。

			　加藤さんの口元に浮かんだ笑みが、おれにそう感じさせた。それは、先程見せたものとはまったく違う、乾いた笑みだった。なくなっていたはずの影があった。直感的に、さっき自分が口にした言葉が、彼女をそうさせてしまったのだと悟った。

			　けれど、自分の口にした言葉のなにが、彼女をそうさせたのかはわからない。

			　である以上、迂う闊かつに声をかけることもできなかった。

			「……」

			　おれは口を噤つぐみ、力ない笑みを浮かべた加藤さんは視線を自分の膝に落とした。

			　気まずい沈黙が落ちた。

			「ご主人様」

			　落ち着いた声が、おれを呼んだ。

			　こちらを見詰める、ローズの静かな視線があった。

			「もうひとつだけお話が残っているのですが、よろしいですか？」

			　そういえば、話の途中だったか。

			「……なんだ」

			「お願いがあるのです」

			　ローズは言った。

			「我らが向かうという小国に、真菜も一緒に連れていってはやれませんか？」

			　ばっと加藤さんが顔を上げたのが、視界の端に映った。

			「加藤さんを……？」

			　唐突な提案に困惑するおれに、こくりとローズは頷うなずいた。

			「はい。真菜が倒れたことに関しては、ご主人様もご存知の通りです。そんな状態で、突然、周りが知らない者ばかりとなっては、彼女も心細いのではないでしょうか」

			「……」

			　正論だった。

			　加藤さんの状態は同盟騎士団にも知られている。帝都に行くにしても、たとえば、女性を同行させるとか、それなりの配慮が払われることだろう。

			　けれど、そうであったとしても、周囲が知らない者ばかりとなるのは変わらない。

			　ただでさえ心細い状況だろうに、いまの加藤さんには精神的に不安定な部分がある。ローズの存在がどれだけ彼女の支えになっているのか、おれに想像できるところではないが、彼女たちを引き離すのはあまり賢い選択とは言えないだろう。

			「叶かなうなら、わたしも真菜の傍にいてやりたいと思います。……それに、なるべくなら、ご主人様にも真菜の傍にいてやっていただきたいのです」

			「おれが……？」

			　これはよくわからない。樹海で長く濃密な時間を過ごしてきた友人のローズとは違うのだ。おれなんかが加藤さんと一緒にいても、あまり意味はないはずで……いや。

			　考えてもみれば、男性がみんな恐怖の対象である現状、成り行きのもたらした偶然とはいえ、近くにいても大丈夫なおれという存在は、彼女にとって貴重ではあるのかもしれない。

			「ローズの言いたいことはわかった」

			　おれはひとつ頷うなずいた。

			「だが、おれたちと一緒に来るというのもどうなんだ」

			「ご主人様は反対でいらっしゃるのですか」

			「そういうわけじゃない。ただ、モンスターを率いるおれの立場は、非常に不安定なものだ。一緒にいることで、加藤さんがなんらかの騒動に巻き込まれる可能性は否定できない」

			「それでは、真菜がそうした事情は承知のうえで望むのなら、ご主人様は彼女を連れて行ってくださるのですね」

			「……そういうことになるな」

			　加藤さんが望むことであるのなら、それを叶かなえてやることに異存はない。

			　おれが頷くのを確認して、ローズは加藤さんを振り返った。

			「ご主人様はこうおっしゃっていますが、真菜はどうなのですか？」

			「わ、わたしは……」

			　弱々しく、加藤さんは視線を逸らした。

			　そんな彼女を見て、ローズが席を立った。

			　ベッドに座る加藤さんの前に膝をつくと、握り締められた小さな手を取る。

			「覚えていますか、真菜。あのとき、わたしの言った台詞せりふを」

			　おれも聞いたことのないような優しい口調。はっとしたように、加藤さんが目を瞠みはる。

			「わたしの幸せのなかに、あなたはいます。それを忘れないでください」

			「ローズさん……」

			「それとも、真菜はわたしを不幸にするつもりなのですか？」

			「……そういう言い方は、ずるいと思います」

			　拗すねたような口調は、気の知れた友人に対するものだ。

			　ローズは仮面の下で笑ったようだった。

			「ずるくてかまいません。あなたは、ちゃんと幸せにならなければなりません。言ってください、素直な気持ちを。真しん摯しに訴えれば、ご主人様はちゃんと応えてくださいますから」

			　おれにはわからないやりとり。けれど、彼女たちには大事なことだったのだろう。

			　縋すがるようにローズを見ていた加藤さんが、おずおずとこちらに視線をやった。

			「せ、先輩……」

			　明らかに怯おびえた様子だった。けれど、それは彼女を遠く感じさせた先程の仄ほの昏ぐらい笑みより、よっぽどマシなものだった。

			　なぜなら、それは彼女が自分のなかの怯きよう懦だと戦っていることを意味していたからだ。

			「わたしは……先輩と一緒に行きたい、です」

			　ぽつぽつと、小さな声で加藤さんは言った。

			「足を引っ張ってしまうかもしれません。迷惑をかけちゃうかもしれません。だからこんなこと言っちゃ駄目なんだってわかってます。ですけど、それでも……」

			「足を引っ張るなんてことは……」

			　言いかけて、おれはふと気付いた。

			　目の前の少女が求めている台詞せりふは、そんなものじゃない。きっといま、加藤さんはおれに初めて我わが侭ままを言っているのだ。拒絶されることを恐れながら、それでも懸命に。

			　だったら、おれはどうするべきだ？　どうすれば彼女の想いに応えてやれる？

			　加藤さんの傍かたわらで、ローズがおれのことを見詰めている。

			　その眼差しに全幅の信頼を見出して、おれは小さく笑った。

			「……わかったよ」

			　考えてもみれば、帝都に行ったところで安全だという保証はない。

			　同じように集められた転移者のなかに、十文字のような男がいる可能性もある。探索隊だってキナ臭い。手の届く範囲にいてもらえば、少なくとも、この手で守ることだけはできる。

			「加藤さんも、おれたちと一緒に行こう」

			　おれがそう言ったときの加藤さんの嬉しそうな表情は、思わず見惚れてしまうくらいに、魅力的なものだった。

		

	
		
			04　チリア砦とりでをあとにして

			　

			　おれはリリィを伴って、先日の襲しゆう撃げきの傷跡も深い、砦の外壁の上に出ていた。

			　樹海の北域に鎮座するチリア砦の周辺は、人の手によって拓ひらかれている。見通しをよくすることで、モンスターの襲撃をいち早く発見するためだ。

			　外壁の上からあたりを見回せば、茶けた地面と緑の森との境界線が、人間の生存領域を目に見えるかたちで示しているのがわかった。

			　……その境界線が、心なしこちらに迫ってきているように見えた。

			　気のせい、ではない。拓けていたはずの地面には、早くも木々が芽を出している。

			　異世界からの転移者であるおれからすると、異常に感じられる木々の生長スピードは、やはりこの世界でも尋常のものではないらしい。

			　ここは樹海。濃密な魔力を帯びた特殊な森である。

			　樹海の木々は、生長が速い。

			　そこが人間の領域ではなくなってしまえば、尚更に。

			　砦を失った土地は、あっという間に樹海の浸しん食しよくを受けてしまう。先日、ケイに聞いた話では、まるで森が人間の敗北と撤退を知っているかのように、木々はその生長を速め、拓けていた土地を埋めてしまうのだという。こうして実際にその過程を目の当たりにすると、樹海自体がひとつのモンスターのように思えてきて、少し背筋が寒くなった。

			「ここにいらしたのですか、孝弘殿」

			　傍らのリリィと一緒に、おれは声のしたほうを振り返った。

			　そこにいたのは、がっしりとした体格の長身の騎士――女だてらに同盟騎士団を率いる団長さんだった。その隣には、幹彦の姿もある。

			「わたしは先に参ります。後方については、どうかよろしくお願いいたします」

			「わかりました」

			　おれに声をかけると、団長さんは去っていった。

			　こちらに向けられた広い背中に、数百という人間の命が乗っている。踏み出す一歩一歩に、その重みが表れているかのようだった。

			「……団長さん、ちょっとやつれているように見えるが、大丈夫か」

			　おれが問い掛けると、幹彦は顔を顰しかめた。

			「樹海深部に救援に向かった連中……特に、探索隊の飯野優奈が帰ってくるのを待つべきだって意見が、最後まで出てたんだ。そいつらを説得するのに、余計な手間を取られちゃってさ。ただでさえ忙しいってのに、まったく」

			　樹海深部にあるコロニーや、結界の魔石に守られた小屋にいるかもしれない転移者の生き残りを救助するために、帝国騎士団を引き連れた『韋い駄だ天てん』飯野優奈が樹海に向かってから、今日で10日目になる。

			　チリア砦とりでから比較的近い位置にある山小屋については、以前にシランが率いる同盟騎士が、生き残りを救助して回っているため、飯野はもっと遠い場所にある山小屋を回ることになっていた。飯野からの提案もあって、かなりの数の山小屋を一度に回り、コロニーの跡地にも向かうことになったため、当初は往復で20日程度を考えていたのが、最終的には、最大で１ヶ月以上かかるかもしれない、という話になっていたらしい。

			　飯野や帝国騎士には悪いが、そんなに待っていられるほど、砦の現状に余裕はない。

			　幸い、探索隊でも指折りの戦闘能力を持つ『韋駄天』がいる以上、彼らの安全はかなりの部分、保証されている。帝国騎士団からは、見た目の何倍も物が入って保存が利く道具袋など、かなり高価な魔法道具が惜しみなく供出されており、携帯した物資に関しても心配ない。

			　現時点での撤退を決定した団長の判断は、まず妥当なものと言えた。

			　しかし、妥当であったとしても、それが必ずしも受け入れられるとは限らない。

			　飯野は転移者であり、この世界では勇者という重要な立場にいる人間だ。帰還を待つべきだという意見が出るのは当然のことで、団長も説得には苦労したようだった。

			「それに、今後のことを考えるとね」

			　幹彦は、ぼさぼさの頭を掻かいた。

			「大きな事件が起きれば、その責任を取る人間が必要だ。だけど、チリア砦の責任者は軒のき並なみ殺されているから……」

			「団長さんが責任を追及されるっていうのか」

			「……本来の騎士の管かん轄かつは、樹海にはびこるモンスターの討とう伐ばつであって、砦とりでの防衛じゃない。実際、団長は砦の運営に口を出せるような立場じゃなかった。だけど、他にいないのなら、団長が責任を押し付けられる可能性はある。おれは孝弘たちより長くチリア砦にいたからさ、同盟騎士団の立場の弱さは知ってるんだよ」

			　物憂げに溜め息をついて、ぐっと息を詰めた幹彦は拳を握った。

			「そうさせないために、おれも頑張らないとね。というわけで、おれは行ってくるよ。そうそう。夜になったら顔出すからさ。ローズさんと、あと、加藤さんにもそう言っておいてよ」

			　昨日のうちに、ローズの模造魔石の利用法について、おれは幹彦に相談していた。

			　まだ軽くローズから話を聞いた程度だが、幹彦にはいくつか思い付いたことがあったようで、また時間が空いたときに相談させてもらうことになっていた。

			　その場には、加藤さんも同席することになっている。これは、加藤さん本人が言い出したことで、彼女の男性恐怖症のリハビリを兼ねていた。

			　とりあえず、今朝の時点では、ローズと幹彦が話をしている場にいても倒れることはなかった。このまま、少しずつでもよくなってくれればと思う。

			「悪いな。忙しいのに、付き合ってもらって」

			「はは。そういうことは言いっこなしだよ。それに、おれも楽しんでるしね」

			「そういや、お前、工作とか好きだったもんな」

			　多趣味でアクティブなオタクだった幹彦は、昔から学校に内緒でバイトをしてお金を貯めては、プラモデルなりなんなりに手を出していた。ローズの製作技術は、そうした幹彦の琴きん線せんに触れるものがあったらしく、わくわくした様子で興味を示していた。

			「ま。それもそうなんだけど、それだけじゃなくってさ」

			　手を振った幹彦が、にやっと笑った。

			「ちょっと見ないうちに、孝弘も隅すみにおけなくなったなあって思って」

			「……リリィのことか？　それとも、ガーベラの？」

			　リリィ以外でおれに明白な好意を示している少女の名前を挙げる。

			　幹彦はかぶりを振った。

			「いや。そっちもだけど、どっちかっていうと、加藤さんのことかな。いじらしいもんじゃん。彼女、おれが孝弘の友達だから、近くにいてもどうにかなってるんだろ。リハビリしようってモチベーション自体、孝弘の足を引っ張らないようにって思いが強いみたいだしさ」

			「……まあ、信頼されているのは確かだけどな」

			　幹彦の言葉を聞いたおれの脳裏には、ローズと幹彦との相談に同席したいと言い出したときの、加藤さんの様子が思い浮かんでいた。

			　大丈夫なのかと尋ねるおれに、彼女は「先輩がいてくれるなら」と赤い顔で答えた。いじらしいという幹彦の言葉は全面的に正しい。

			「ただ、彼女のあれは、そういうんじゃないからな」

			　加藤さんは、ガーベラとは違う。

			　事情をなにも知らなければ、確かに勘違いしてしまってもおかしくないところではある。しかし、いまの彼女には、惚れた腫はれたなんて余裕はないだろう。なにせ彼女は、深刻な男性恐怖症と戦っている最中なのだから。男性という存在は、そういった対象になりえないはずだ。

			　幹彦は詳しい事情を知らないため、そうした勘違いをされるのは仕方ない部分はある。とはいえ、いまの彼女は難しい時期にいることもあり、あまり茶化してほしくはなかった。

			　……というようなことを、婉えん曲きよくな表現で伝えると、幹彦は絶妙に微妙な顔になって、リリィのほうを振り向いた。

			「リリィさん。これ、マジ疑問なんだけど、どうやってこの唐とう変へん木ぼくを落としたん？」

			「成り行きもあるけど、そうだねえ。……真心込めて迫ったら、ご主人様はちゃんと応えてくれるよ？」

			「ん？　んんー？　……あぁ。わかった。要するに、押し倒したってこと？」

			「どんな意訳だ」

			　ぱちんと指を鳴らす幹彦に、おれは眉を寄せてつっこんだ。

			　確かに大体のところは、そんな感じだったかもしれないが……。

			　……いや。どうだっただろうか。

			　言われて思い返してみると、自分から迫ったことが一度もないような？

			　むしろこれまで全部、迫られるかたちであったような……？

			　男子の沽こ券けんに関わる状況を今更に自覚して愕がく然ぜんとしたおれに、幹彦が言った。

			「みんないい子ばっかりだし、大事にしてあげなよね。ま。こんなの、おれが言うまでもないことだろうけどさ」

			「ああ。それはもちろん」

			　おれが頷うなずいてみせると、幹彦は眼鏡の下の目を細くして笑った。

			「そっか。それじゃ、おれは行くわ。……ああ、畜ちく生しよう。おれも団長のぬくもりがほしいぜ！」

			　幹彦が叫んだ直後、遠くから声が返った。

			「幹彦！　なにを馬鹿なことを、大声で叫んでいる!?」

			「やっべえ、聞こえてた!?　ごめんなさい、団長。ふざけて言いましたけど本音です！」

			　怒られた幹彦が、戯たわ言ごとを口走りながらも団長さんを追っていく。

			　おれはその背中を見送った。

			「……頑張れよ、幹彦」

			　チリア砦とりでの滞在期間が比較的長く、砦の人間に広く顔が利き、おれのような微妙な事情も持たない幹彦は、勇者としての立場を最大限利用して団長さんをフォローしている。

			　というのも、現在は成り行きでチリア砦の生き残りを指揮している団長さんは、あくまで同盟第三騎士団の長であり、大多数を占める帝国の人間からすれば、所しよ詮せんは他国の人間でしかない。そんな彼女にとっては、傍に幹彦がいるかいないかで、動きやすさが段違いなのだ。

			　あいつは、自分のできることを精一杯やっている。

			　負けたくないなと自然と思うのは、友達だからこそ、なのだろう。

			　おれたちが外壁の上から見ていると、正門前に取りつけられた仮設の橋を、列を作って兵士たちが進み始めた。馬車がすれ違うことのできる幅が保たれた道を、魔動車を中央にして兵士たちが左右に一列ずつ並び、守りを固めながら行進する。

			　これを先導するのは、同盟騎士団の鈍にび色いろの鎧姿だ。

			　同盟騎士の約半数がここにいる。そのなかには、シランの白い鎧姿もあった。

			　索敵能力を失っても、樹海北域最高クラスの戦闘能力は健在だ。一団の露払いのために、シランは先頭集団に配置されていた。

			　残りの半数の同盟騎士は、集団の中央部分を守っている。これが団長の率いる本隊だった。

			　街道を５００人もの人数で移動するとなれば、集団は自然と長く伸びる。森を貫つらぬく街道は、左右が凶悪なモンスターのはびこる森だ。団長が率いる本隊は、全体の統制を取りつつ、列の中央を守ることになっていた。そのなかには、ブレザーの制服の上から革鎧を身に付けた幹彦の姿もある。

			「……まずは滞りなく出発できそうか」

			　全体を見渡せる場所で様子を見守っていたが、少なくともいまのところ、モンスターの襲しゆう撃げきはない。出発直後に襲われて、出鼻を挫くじかれることだけはなさそうだった。

			「よし。おれたちも、そろそろ行こう」

			　おれたちは後方の守りを請け負っている。

			　いざというときに眷けん属ぞくを総動員しても、あまり人目につかずに済むポジションだった。

			　ちなみに、非戦闘員の乗った車は、最後尾に集められている。おれたちの戦力を頼った形の配置であり、同時にそれは、なるべく多くを生かそうと腐心している団長さんが、おれたちに寄せる信頼の証でもあった。

			　外壁上から一度建物のなかに入ると、おれたちは正門前に向かった。

			　そこに集められていた車は、もうほとんど残っていない。残っている車も、１台を除いては動き出していた。

			　おれは、その最後の１台――借り受けている車の御ぎよ者しや台だいに跳び乗った。

			　続いて跳び乗ってきたリリィを抱き留めてやってから、内部の様子が外から見えないように取り付けられた布をめくり上げて、車のなかを覗き込む。

			　なかでは、リリィ以外のおれの眷属にケイを加えた面々が談笑していた。

			「そろそろ出すぞ」

			　彼女たちに声をかけておいて、おれは御者台にリリィとふたり並んで座った。

			　魔力を動力源にして走る魔動車の御者台は、基本的には幌ほろ馬ば車しやのものに近い。

			　平均的な体格の男性が３人座っても余裕がある広い座席には、傾斜のついた足置きがあり、これで体を固定することができた。

			　御者台の前方には、座席に向けて反り上がった泥除けの保護板が取り付けられている。

			　これは御者台に座った御者の胸くらいの高さまであり、丁度、手の届く位置に拳大の灰色の魔石が備え付けられていた。

			　保護板の上部には車体の前方に向かって、馬の首から上を象かたどった像が取り付けられており、それはどことなく船首の女神像を思わせた。その首の根元に取り付けられている魔石に、おれは触れた。

			　魔動車の操作方法は簡単だ。魔石に触れて、自身の魔力を流し込むだけでいい。

			　これが点火装置の代わりになる。

			　大気中の魔力を蓄えて動力源としているので、それ以降は魔力を流し続ける必要はない。

			　ちなみに、どんな方法で車輪を駆動させているのか疑問に思っていたのだが、取り付けられた魔石の効果は、『車体に前方に引っ張る力を生じさせること』らしい。要するに、あくまでこれは馬車の延長線上にある乗り物なのだ。

			　この力が及ぶのはあくまで車体だけで、搭とう載さい物ぶつは含まれない。発進直後は転倒注意だ。

			　車輪の軋きしむ音を立てて車が動き始めると、がたがたと地面から揺れが伝わった。あまり快適とは言えないが、路面の状態がよくないのでどうしようもない。車酔いする人は辛そうだ。

			「孝弘さんっ。姉様はどうでしたかっ？」

			　前の車を追い掛け始めると、早速、車のなかから顔を出したケイが、おれとリリィの間に身を乗り出してきた。人懐っこい子犬を思わせる仕草は、見る者の微ほほ笑えみを誘うものだ。

			　シランと同じ艶やかな金色をした短めの髪は、今日は小さなみつあみにされている。多分、加藤さんの仕業だろう。たまに彼女は、ローズの髪形をいろいろと変えているから。

			「シランは立派にみんなを先導していたよ。ケイはなんの話をしていたんだ？」

			「わたしの故郷の話です。ガーベラさんが聞きたいっていうんで、お話をしてたんです」

			「うむ。妾わらわはまだ、そのあたりの話を聞いておらんかったからの」

			　ケイに続いて、白い少女が顔を出した。背後からおれの両肩を掴み、肩越しに顔を出すと、こちらの顔を横から覗き込んでくる。見慣れていてなお、目を奪われずにはいられない美貌は、幼い無邪気さで距離を詰めるケイより更に近く、車の揺れで頬ほおが触れてしまいそうだ。蜘く蛛もの糸のような白く細い髪が、おれの首元を滑り落ちるのがくすぐったかった。

			「……気を付けてくれよ、ガーベラ」

			　ご機嫌なガーベラの赤い双そう眸ぼうを、おれはちらっと横目で一いち瞥べつした。

			「下半身が蜘蛛のお前が、偶然、どこかの誰かに見られたら、大変なことになるんだから。ほら、あやめまで真似してる」

			　ガーベラが顔を出すのと同時に飛び出してきた仔狐あやめは、おれの膝の上に飛び乗ると、そこでちょこんとお座りをしていた。鼻をひくひくさせているのは、車が進むことで変わっていく空気のにおいを嗅ぎ取っているのかもしれない。

			「わかっておる。妾わらわはこうして上半身だけ外に出ておる分には人間と変わらぬし、膝の上のあやめは角度的に外から見えんよ」

			　一応、考えてはいるらしい。

			　それならいいかと思いはしたが、うっかりしているガーベラのこと。釘くぎは刺しておくに越したことはない。

			「悪いが、集落に入ったら引っ込んでおいてくれよ。お前の容姿は、ただでさえ人目を引くんだ。隠し事をしている以上、無用な注目を集めるのは危険だ」

			「ガーベラさん、すっごく綺き麗れいですもんね。ねえ、孝弘さん」

			「そうだな」

			「う、うむ？　そうかの」

			　褒められたガーベラは、てれてれと頬ほおを押さえる。

			　そんな彼女の可愛かわいらしい反応から視線を引き剥はがして、おれはケイに尋ねた。

			「故郷の話をしていたって言ったか。どこまで話をしたんだ？」

			「ええっとですね――……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この大陸で最大の国家である『帝国』は、正式名称を『イーレクス帝国』という。

			　イーレクス帝国は、皇帝を頂点として、領土を持つ貴族が支配する封ほう建けん国家だ。

			　対して『帝国を宗主国として従属する小国群』を、『同盟』と呼称する。

			　この呼び名は、かつてこれらの小国が手を組んで帝国に対抗しようとした名な残ごりなのだそうだ。何百年も前の話であり、例の『悲劇の不死王カール』の治世も、この頃になる。帝国がその広大な国土を考えればわずかな領域しか樹海に接していないのに対して、同盟諸国はすべての国が樹海に面した位置にあるのも、こうした歴史的な背景によるものだ。

			　当然、これら小国群にはそれぞれ名がある。たとえば同盟第三騎士団は、このひとつである小国『アケル』から派兵されている。

			　帝国南部に接し、樹海北域に面した同盟諸国を『北域五国』といい、これらの国々はチリア砦とりでから見て西にある。これに対して、樹海の東域に面した同盟諸国を『東域三国』と呼ぶ。ちなみに樹海の西と南は大陸の端までを森が埋め尽くしていると言われているが、これを確認した者はいない。

			　おれたちが団長さんに招待された小国アケルは、北域五国のひとつだ。

			　町と呼べる規模の集落は片手で数えられるほど。あとは村ばかりの小さな国らしい。

			　その小さな領土の３分の１ほどが峻しゆん嶮けんな山々に占められ、取り残された樹海の一部が残っている地域もある。貧しいが、尚しよう武ぶの気き風ふうに溢あふれたお国柄で、ケイのような開拓村の子供は幼い頃から剣を持ち、戦う術すべを身に付けるのだそうだ。

			　そうでなければ生き残れない、というほうが正しいのだろう。

			　小さな国土を樹海に接しているために、モンスターの脅きよう威いは大きく、王族は同盟第三騎士団の母体である護国騎士団を率いて、国内を西へ東へと駆け回っているらしい。

			　こうした状況は、北域五国では普通のことなのだという。

			　王様と聞くと、ゲームなんかで出てくる『お城にある赤絨じゆう毯たんの大広間でふんぞり返っている老人』のイメージがあるが、同盟諸国の王族に限っては、むしろ日本でいうところの戦国武将に近いのかもしれない。姫君であるはずの団長さんが、騎士たちに混じって戦場に出ていたのも、こうした素地があったからなのだろう。

			　団長さんに率いられたチリア砦とりでの生き残りとともに、おれたちは樹海を貫つらぬく街道を北上していった。

			　この街道は、帝国南部にある『ローレンス伯爵領』に続いている。

			　チリア砦から最も近い大きな都市は、ローレンス伯爵領中央部にある交こう易えき都市『セラッタ』だ。おれたちは、まずこのセラッタまで北上することになっていた。

			　そこで団長さんが、チリア砦とりでで起こった出来事について、各所に報告する予定なのだ。

			　なんでもセラッタには、チリア砦とエベヌス砦とを繋いでいた遠距離情報伝達手段があるのだという。チリア砦にあったものは、モンスターの襲しゆう撃げきを受けた際に失われてしまったので、最寄りのものを使おうというわけだ。すでに襲撃の翌日にはセラッタに早馬を走らせたと聞いてはいるものの、樹海という土地を通っている以上、情報が確実に伝わっている保証はないし、立場ある人間が報告することにも意味があるのだろう。

			　そのあとは、チリア砦の帝国軍兵士の身柄を帝国貴族であるローレンス伯爵領に預けて、団長自身は同盟騎士団を率いて本国に帰還し、一度父王と顔を合わせて状況を報告することになっている。おれたちも、彼女についていく予定だった。小国アケルはセラッタから南西にあるので、セラッタまで北上してからだと、やや遠回りになるが、そのあたりは仕方ない。

			　なにより、まずは無事に樹海を抜けることだ。

			　気を引き締めてかからなければならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やぁぁああ！」

			　気合一閃。車列を守る兵士に襲い掛かろうとした６本の頭部を持つ大蛇、『レッサー・ヒュドラー』の頭のひとつを、弾丸の如く放たれた黒色の槍やりがぶち抜いた。

			　体液に濡れた槍の穂先を引き戻したのは、年端もいかぬ少女――の姿を擬ぎ態たいしたモンスター、おれの眷けん属ぞくであるリリィだ。毒牙を突き刺そうとするまた別の頭の攻撃を軽やかに躱かわした彼女は、お返しの踏みつけで、襲い掛かってきた頭を踏み潰した。

			「たぁあ！」

			　踏み込んだ足を軸足にして回転。純白のスカートが翻ひるがえり、長い足が綺き麗れいな弧を描く。

			　後ろ回し蹴げり。長く伸びた蛇の首の１本に、華きや奢しやな見た目とは裏腹に強烈な威力を秘めた踵かかとが叩きつけられる。ぶしゃっと粘着質な音がして、吹き飛んだ蛇の首が森の暗がりに消えた。

			「……圧倒的だな。相手は樹海表層のモンスターとはいえ」

			「だの」

			　停止させた魔動車の御者台に座ったおれがぽつりとつぶやけば、覆おおい布を持ち上げて車のなかから身を乗り出すガーベラは楽しげに肩を揺らした。

			　リリィの動きは、以前より格段によくなっていた。チリア砦とりででたくさんのモンスターの屍しかばねを食べたことで魔力が増えたうえ、喰らったモンスターのなかに、ファイア・ファングの嗅覚のように、擬態することで一部の感覚器官を強化できるものがいたためだ。結果、いまの彼女は周囲の状況のみならず、自身の身体能力を詳細に把は握あくして、よりよくコントロールできるようになっていた。

			　それだけではない。

			　リリィの左手に、赤色の魔法陣が展開する。

			　構築されたのは、第二階かい梯ていの火魔法だった。

			　繰り出された火球が炸さく裂れつして、大蛇の顔面を焼く。

			　悲鳴をあげてのけぞったところで、槍やりの穂先が喉元を裂いた。

			　見ての通り、リリィはファイア・エレメンタルをはじめとしたモンスターを食べることで、新しい魔法を使えるようになっていた。習得したのは火魔法と土魔法で、どちらも第二階梯なので、もともと使える水魔法や風魔法より威力は弱いが、戦術の幅が広がったことは間違いない。現在は新しい力を馴らすために、積極的に新しく獲得した魔法を使っているところだった。

			　それこそあっという間に、レッサー・ヒュドラーは地に沈んだ。

			　さすがに人目があるので、今回は捕ほ食しよくすることはできない。リリィにああして戦ってもらっているのは、人間に擬ぎ態たいできる彼女なら、同行する兵士たちの刺激も少ないだろうと判断したからなのに、モンスターとしての一面を見せてしまっては意味がなかった。

			　レッサー・ヒュドラーは、チリア砦とりで襲しゆう撃げきの後処理の際に、リリィは食べたことがあるらしいので、捕食の必要性も薄い。今回は放置でいいだろう。

			　助けた兵士たちから妙に熱のこもった視線を浴びながら、リリィがこちらに帰ってくる。

			　ローズたちに状況を伝えるのは、車のなかに引っ込んだガーベラに任せて、おれはリリィを迎えてやることにした。

			「ただいまー」

			「お疲れ様」

			　戻ってきたリリィが、御者台に座るおれの隣に腰を落とした。

			　その頬ほおに飛んだ蛇の血を布で拭ってやると、リリィは機嫌良さそうに、はにかんで笑った。

			　こうしてリリィを労ねぎらってやるのも、これで何度目のことだろうか。

			　チリア砦とりでを発って、今日で６日目。おれたちは何度となくモンスターと遭そう遇ぐうしていた。

			　顔を合わせたときに幹彦から聞いたところでは、どうも想定していたよりも、モンスターの数が多いらしい。チリア砦襲しゆう撃げきからこの方、街道近くのモンスターを駆除していた騎士団は動けなくなっていたのだから、当然と言えば当然のことではあった。

			　シランの索敵能力は現在使えないため、モンスターに対して先手を取れるのは、鼻の利くリリィとあやめがいるおれたちの一行だけだ。人間と変わらない姿に擬ぎ態たいできるうえに、戦闘能力も高いリリィは、一日に何度となくおれたちの車を飛び出すことになっていた。

			　しかし、それでカバーできるのは、せいぜい集団の後方だけだ。

			　直接見ることはできないが、先頭集団ではシランが百人力の活躍を見せているらしい。

			　だが、それもまたフォローできる範囲には限りがある。

			　残りのモンスターは、団長の率いる同盟騎士と、軍の兵士たちが撃退していた。

			　モンスターが現れると、車を挟むように列になった軍の兵士たちは盾を構える。

			　基本的には、専守防衛。彼らの仕事は、怪け我が人の乗った魔動車を守ることだ。

			　直接戦闘をするのは、歴戦の同盟騎士の仕事である。駆けつけた彼らは、大盾を構えて背後の仲間たちを守りつつ、隙を見ては手にした武器を繰り出してモンスターを傷付ける。

			　そうして押さえ込まれたモンスターには、軍から放たれた援護の矢と魔法が、間かん断だんなく降り注ぐことになる。

			　帝国軍も決して弱兵ではない。直接ぶつかるには力不足でも、遠距離から削り殺すことにかけては、同盟騎士団も顔負けの練度を見せる。こうした軍の兵士たちの性質は、大人数での連携が取りづらい樹海で活動することが多い騎士が、個人で強力な戦闘能力を備えているのとは対照的と言えた。

			　なるべくなら、遠くから弓矢と魔法を集中させて攻撃する。

			　近距離戦になれば、槍やり衾ぶすまを作って連携で押し潰す。

			　彼らの戦闘形式は、チリア砦とりであっての防衛戦か、拓けた土地で戦うことを前提としている。

			　数の暴力を着実に成り立たせる。そういう訓練を、彼らは受けているのだった。

			　思うに、工藤のしたように大量のモンスターをぶつけられるのは、数を頼みにする帝国軍にとって、最も苦手とするところだったのかもしれない。実際、ほぼ殲せん滅めつ戦に近かった初撃と違って、戦場が砦の内部に移ってからは、通路を活用して一対多の状況を作り上げ、兵士たちは抵抗を繰り広げていた。

			　あるいは、駐留戦力すべてを正面からぶつければ、十文字ともやり合えたのかもしれない。無論、それでも多大な犠ぎ牲せいを払わなければならないだろうし、あの十文字が正面からやり合うはずもなく、そもそも、兵士たちが勇者相手に弓引くことができたとも思わないが。

			　ともあれ、思っていた以上に、この世界の軍隊は精強だ。

			　これなら被害を最小限に抑えて、樹海を越えることも可能だろう。

			　先程のレッサー・ヒュドラーとの戦いで怪け我がをした兵士の治療が終わると、停まっていた車の列が動き始めた。

			　最後尾のおれたちが動くのは最後だ。おれが暇しているのに気付いたアサリナが、にょろんと顔を出してきたので、かまってかまってとアピールする彼女を相手しながら待っていると、「うーん……」と隣で難しい声があがった。

			「どうした、リリィ？」

			「……どうにもうまくいかないなあ、と思って」

			　リリィは真剣な顔で、膝の上に置いた自分の右手を見下ろしていた。

			　なにをしているのだろうか。

			　と、思ったそのとき、彼女の右の手首から先に変化が生まれた。

			「え……？」

			　ほっそりとした手がひと回り大きくなり、剛毛が表面を覆おおう。

			　熊の手だった。それが樹海深部の獣型モンスター、ラフ・ラビットのものだということを、おれは理解して――

			「づっ」

			　――リリィが苦鳴をあげた。

			　内側でなにかが暴れているかのように、熊の右手がぼこぼこと蠢うごめいていた。制御が利かないのか、リリィは軽く唇を噛んで眉をしかめる。

			「あっ!?」

			　次の瞬間、ぱあんと音を立てて、リリィの手がスライム状に戻って弾けた。

			「だ、大丈夫か、リリィ!?」

			「ん。平気、平気」

			　おれは慌てて彼女の手首を掴んだ。すぐにその先にスライムの体組織が盛り上がって、いつもより少し時間をかけながら少女の手を形作る。

			　修復されたリリィの手を、おれは両手で握った。ほっと息をつく。

			「……なんだったんだ、いまの」

			「実験かな。あ、ご主人様。前の車が動いたよ」

			　おれが車を発進させるのを待って、リリィは説明をしてくれた。

			「わたしの擬ぎ態たい能力には、どうも限界があるみたいなんだよね」

			「限界？」

			「うん。わたしが擬態できるのは、１種類のモンスターだけなの」

			　唇を尖らせたリリィの言葉に、おれは首を傾げた。

			「リリィは下半身だけスライムにしたりしていただろ」

			「ご主人様。スライムはわたしの本来の姿であって、擬態じゃないんだよ」

			　リリィは片手の先をスライムの触手にしてみせた。

		

	
		
			[image: p_100.jpg]
		

	
		
			　言われてみれば……確かに。普段、少女の姿を擬態しているリリィが、スライム以外のものに体の一部を変化させたことはなかったかもしれない。

			　擬態しているのではなく、擬態を一部解いているだけ。だからできているということかと、揺れる触手を見ながら、おれは納得する。

			「もちろん、この姿にモンスターの能力を乗せることは、これまでにもしてきたよ。ファイア・ファングの嗅覚もそうだし、ラフ・ラビットの腕力を借りたりもしてる。火や土の魔法が使えるようになったのだって、そういうこと。だけど、どうしてもそれじゃ劣化するんだよ」

			「劣化？」

			「そう、劣化。元のモンスターの能力を１００パーセントとすると、わたしがその姿になったときに発揮できるのは、80パーセントくらいなんだよ。これが別の姿で能力を発揮するとなると、60パーセントいけばいいほうで、せいぜい40パーセントくらいが平均かな。そもそも、この格好のままじゃ発現できない特殊能力もあるしね」

			　リリィの擬ぎ態たい能力では、擬態したモンスターの能力を完かん璧ぺきに再現できない。それは、これまでにもわかっていることだった。

			「擬態は本物じゃない。そこには、偽物と本物の越えられない断絶がある」

			　リリィはやや低い声で言った。

			「だけど、だからといって、諦あきらめるわけにはいかないでしょ？　越えられないなら、越えられないなりに、工夫しないとね」

			「それが、さっきの部分的な擬態か」

			　なるほど、腑ふに落ちた。

			　なぜ急にそんなことを、とは言わない。

			　チート持ちの力を実感して、危機感を抱いたのは、ローズだけではないということだ。

			　リリィもいろいろと考えることがあったのだろう。ローズが武術という方向を提案したのに対して、彼女はモンスターとしての特性を活かす方面を考えたわけだ。

			　眷けん属ぞくのリリィたちが頑張っている以上、おれもうかうかしてはいられない。彼女たちの主として、何倍も努力しなければならないだろう。

			「ねえ、ご主人様」

			　そんなことを考えていると、半ば独り言のような口調でリリィが尋ねてきた。

			「さっきの理屈で言うのなら……どうしてわたしは、チート能力が使えないのかな？」

			「え？」

			「やっぱりわたしは……」

			　言いかけたリリィが、なにかに気付いたように不意に瞬きをした。

			「ご主人様。あれ」

			　リリィが指差した先、木々が並ぶばかりだった景色のなかに、異質なものが見えた。

			　石を積み立てた頑丈な壁だ。周りには、チリア砦とりでほどではないものの、十分に深い堀と土ど塁るいが張り巡らされている。

			　要塞じみた外観は、事前に聞いていたものと合致する。

			　おれたちは、チリア砦最寄りの開拓村に辿り着いた。

		

	
		
			05　騎士と勇者

			　

			　ぴいぃぃぃ、と甲高い笛の音が鳴った。

			　櫓やぐらの上にいる兵士が吹き鳴らした、警笛の音だ。

			　村を囲む防壁の上に、物々しい格好をした男たちが次々と現れた。

			　村には、軍の兵士が駐留していると聞いている。最初から壁の上にいて、警備をしていた男たちがそうなのだろう。よく見れば、おれが同行している軍の兵士と同じ装備をしていた。

			　とすると、ほんのわずかに遅れて現れたのが、村の自警団だろうか。着込んだ鎧は古びていて、板金が歪ゆがんでいるものや、修繕の跡が見られるものもあった。軍の払い下げらしい装備が多いが、手作りの革鎧を着ている者もいる。武器は不揃いだが、どれもよく手入れされていた。

			　さて。こうして村に着いたのはいいのだが、あまり大人数で押し掛けて、悪戯いたずらに警戒心を煽あおるわけにもいかない。まずは団長以下、数人の騎士たちが事情の説明に向かうことになった。

			　話し合いは穏当に終わった。あとで聞いた話だと、先行している連絡役の騎士が、数日前に簡単な説明は済ませていたらしい。

			　その後、更に騎士たちの半数と転移者だけが村に招かれた。

			　５００人近い人員を収容し切れるほど、村に余裕はないためだ。

			　やってきたシランに呼ばれて、おれは車を村に乗り入れた。

			　防壁は石積みだったが、村にある平屋の家々は木造だった。広い畑の間に敷しかれた道を進んでいくと、何度か防壁に突き当たって門をくぐった。

			　道の左右に広がる畑に目をやれば、何箇所かに集まった村人たちがこちらを見ていた。

			　おれたちが転移者――すなわち、彼らにとっての勇者であることは知られているらしい。

			　不安と好奇心、そして、憧どう憬けいと信仰。なんとも居心地の悪い視線が集まっていた。

			　御者台の隣に座ったシランが、先導役を務めつつ、一般的な開拓村の成り立ちについて話を始めたのは、おれのそんな内心に勘付いて、彼女なりに気を利かせてくれたのかもしれない。

			「樹海の開拓は、切り拓いた土地に防壁を造成することから始まります。遠方の石切り場から石材を運び、堅牢な防壁を築くのです。開拓が進むと、更に防壁を拡張します。こうして少しずつ村を大きくしていくのです」

			「ああ。それで、防壁が何重にもなっているのか」

			「その通りです。運ばれてくる石材は防壁に回されますから、村人が住む家屋には、いくらでも手に入る木材を使用するのが一般的です。樹海を切り拓いたときに得られる木材は、年に何度か、軍の手配で売り払われます」

			「とすると、村は林業で生計を立てているのか？」

			「はい。樹海では農作物の育ちが悪いのです。これは、土地に宿る過剰な魔力が、もともと樹海に生える木々以外の生育を邪魔するせいだと言われています。ですから、畑からの収穫物だけでは足りない分を、木材を売ったお金で賄まかなわなければならないのです」

			「シランの故郷の村も、こんな感じなのか？」

			「そうですね。規模は５分の１くらいですし、もっと貧しいですが、雰囲気は似ています。ここはチリア砦とりでとの中継地でもあるので、開拓村としては大きな部類ですね」

			　故郷を思い出しているのか、シランは目を細めていた。

			　そうしている間も、村人たちからの注目を集めながら、ゆっくり車は進んでいく。

			　……まさかこの車にモンスターが乗っているとは、村人たちは思いもしないだろう。

			　この村には、おれの抱える事情は知らされていない。通過するだけの村で、あえて混乱の種を撒く必要はないという判断からだ。村に立ち入っているのは同盟騎士だけなので、秘密が漏れる心配もまずない。もっとも、仮に秘密が漏れたところで、この村にある戦力でおれたちをどうにかできるはずもないのだが。

			　おれたちは、村の中心近くにある２階建ての建物に辿り着いた。

			　他の家屋に比べて、立派な造りをしている。ひさしの下には看板が下がっていた。聞けば、ここは旅籠はたごを兼ねた居酒屋らしい。

			　シランに車を預けて、おれとリリィは車を降りた。その直後、声をかけられる。

			「やあ、真島くん。久しぶりだね」

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げきの生き残りである三好太一たち４人が、別の車から降りてきたところだった。

			「見ていたよ。兵士のみんなを守って、大活躍だったじゃないか」

			「ええ、まあ。おれではなくてリリィが、ですけど」

			　ひとりこちらにやってきた三好さんと言葉を交わす。襲撃事件のあと、チリア砦でのおれたちは半ば隔離状態にあったし、旅の間も接点はなかったので、話をするのは半月ぶりだった。

			「あっちはどうしたんですか？　ずいぶんと顔色が悪いみたいですけど」

			「ああ、気にしないでくれ。あれは単なる車酔いだから」

			　へばった様子の仲間たちを見て、三好さんは苦笑を零こぼす。

			　そこに騎士が声をかけてきて、おれたちは居酒屋に足を踏み入れた。

			　広々とした空間に、テーブルが並んでいた。車酔いをした三好さんの仲間ふたりは、２階にある部屋で先に休むことになり、おれとリリィ、三好さんとその連れの女子――名前は多た田だ諒りよう子こといった――の４人でテーブルについた。

			　テーブルの天板には年月が染みついて、まだらに黒ずんでいた。普段は村人たちが、ここで憩いの時間を過ごしているのだろうか。生憎あいにく、今日は人払いがされていて村人の姿はないが。

			　同行していた数人の騎士は、自分たちは護衛だからと同席することなく、４人分の食事はすぐに運ばれてきた。パンと根菜のスープだった。蒸留酒も出たが、これは断った。リリィは飲めるのだろうが、おれが飲まないのならと断っていた。

			　遅れてやってきたシランに確認を取ると、車に残ったガーベラや加藤さんのために、同じ食事を車に運ぶように手配してくれたということだった。食事を運ぶのはケイで、車の周囲は同盟騎士が見張っておいてくれるということなので、村人との不意の遭そう遇ぐうを心配する必要もない。気兼ねなく、おれは食事に手を伸ばした。

			　食事中、話をしていたのは、おれと三好さんのふたりだけだった。以前、三好さんたちとはチリア砦とりでで朝食を一緒にしたことがあるが、あのときとはやはり空気が違っていた。彼らはすでに、リリィの正体がモンスターだと知っている。どう接していいのかわからないのか、三好さんがリリィに話を振ることはなかったし、多田さんはそもそも口を利かなかった。

			　三好さんは終始、兵士から聞いたという帝都の話をしていた。やや多弁だったのは、不安の裏返しだったのかもしれない。チリア砦であんな事件に巻き込まれたばかりの彼が、また同じようなことがあるのではないかとこれから先を不安に思っても無理のない話ではあった。

			　そうこうするうち、騎士を引き連れて団長さんがやってきた。開拓村の村長だという初老の男性が一緒についてきており、平伏せんばかりに畏まった様子で歓迎の言葉を口にした。

			　逃げるように食事を終えたのは、居心地が悪かったからだ。

			　そうしたおれの性質を、ありがたいことに団長さんは理解してくれていて、彼女の計らいによって、おれたちはすぐに今夜泊まる部屋に通された。

			「お疲れですか？」

			　部屋に入った途端に大きな溜め息をついたおれを見て、ついてきていたシランが思わずといった様子で笑った。

			「少しな。気疲れした」

			「この村には共同浴場があります。リリィさんと一緒に行ってきてはいかがですか。頼めば使わせてもらえると思いますよ」

			　そんな話をしていると、部屋の扉がノックされた。

			「お休みのところ申し訳ない。少しよろしいでしょうか」

			　顔を見せたのは、団長さんと幹彦のふたりだった。道中、モンスターから兵士たちを守ったことに関してまず礼を言ってから、団長さんは用件を切り出した。

			「予定では、すぐにこの村を発つことになっていましたが、その予定を一部変更したいのです」

			「というと？」

			「明日一日、この村に滞在しようと考えております。その旨むね、孝弘殿にも了承いただきたい」

			　連日、樹海という気の休まらない土地で歩き詰めの兵士たちに、当初想定していた以上の疲れが見られるらしい。また、チリア砦とりでの放棄に伴い、この村はこれからモンスターに襲われる頻度が増加することが懸念される。実際、予兆もあるようで、村人が不安がっているそうだ。

			　そこで、明日一日、兵士たちを休ませている間に、団長さんは、まだ余裕のある一部の騎士を率いて、村の周辺のモンスターを討とう伐ばつしようと考えているということだった。

			「お話はわかりました。よければ、おれとリリィも参加しますが」

			「それはありがたい。是非ともお願いします」

			　おれが申し出ると、団長さんは疲れが見える顔に笑みを浮かべた。

			　それから、おれたちは明日の予定や周辺地理について説明を受けた。

			　討伐のために森に出るのは、昼以降のことらしい。

			　それならばと、おれはひとつ頼み事をすることにした。

			「昼まで時間があるなら、シランには軽くローズたちに稽けい古こをつけてやってほしいんだが」

			「以前に聞いていた件ですか。わたしはかまいませんが……」

			　シランの視線を受けて、団長さんが頷うなずいた。

			「かまわん。明日もそうだが、孝弘殿にはお世話になっているからな。昼までは、お前にやってもらわなければならない仕事も特にない。好きにするがいい」

			「承知しました。それでは、孝弘殿。先程のお話ですが、喜んで承ります」

			「よかった。ありがとう、シラン」

			　色いろ好よい返事をもらえたことに、おれは笑顔で礼を言い、ひとつ付け加えた。

			「そうだ。時間が余れば、そのときには、おれの稽古もつけてくれないか」

			「おろ、孝弘も教わんの？　だったら、おれも頼めないかな。おれ、もちっと長い剣を使ってみたいんだよねえ」

			　おれが頼むと、幹彦が手をあげてアピールする。

			　そんな幹彦の姿を見て、団長さんが口元に微苦笑を刻んだ。

			　部屋に和やかな空気が流れて……ただ、ひとりだけここで、違った反応を示した者がいた。

			「……」

			　なぜかシランは表情を一転させて、眉の間に浅く皺しわを寄せていたのだった。

			　気付いた団長さんが、怪け訝げんそうな顔をシランに向けた。

			「どうした、シラン」

			「いま、孝弘殿がおっしゃった件なのですが……」

			　迷うように視線が揺れる。胸元で拳が握り込まれて、きゅっと唇が引き締められた。

			「……これもいい機会なのかもしれませんね」

			　つぶやくと、シランは意を決した様子でおれと目を合わせた。

			「孝弘殿。先程、申し上げた通り、眷けん属ぞくのみなさんの稽けい古こについては承りました。また、幹彦殿に関してもかまいません。……しかし、孝弘殿の鍛たん錬れんについては、見合わせさせていただきたいのです」

			　おれは不ぶ躾しつけにも、シランの顔を見詰めてしまった。

			「どういうことだ？」

			　単に鍛たん錬れんをつけられないというのならわかる。しかし、眷けん属ぞくや幹彦に鍛錬をつけるのはいいが、おれだけが駄目というのは、意味がわからない。なにかの冗談かとも思ったが、こちらに向けられたシランの片方だけの蒼あおい瞳ひとみには、彼女らしい生真面目さだけが表れていた。

			「孝弘殿。あなたはもう戦うべきではありません」

			「……おれだって、別に好きで戦っているわけじゃないが」

			　シランの発言の意図が汲くみ取れず、おれは戸惑いを隠せないまま言葉を返した。

			「けど、そんなこと言っていられないだろう？　降りかかる火の粉は払わないと、焼け死んでしまうだけだ。それが嫌なら、戦う力を身に付けないといけない」

			「戦う力を身に付けること、それ自体に危険があるとしても……ですか？」

			　その言葉に、おれの傍かたわらにいたリリィがぴくりと反応した。

			　おれの身に危険があるなどという発言を、彼女が聞き逃せるはずもない。

			「ねえ、シランさん。それってどういうこと？」

			「言葉の通りです。孝弘殿の能力にはリスクがあります」

			　硬い声で尋ねたリリィに、シランが答えた。

			「……いや。ちょっと待て」

			　おれはふたりの会話に割り込んだ。

			　勝手なことばかり言われては困る。両手を広げて、おれはシランに抗弁した。

			「リスクって、なんの話だ。いったい、おれのどこにそんなものがあるっていうんだ？」

			「なるほど。本心から気にしていないのですね」

			　シランの目が、おれの広げた腕の先に向けられる。

			　そこからにょろりと生えたアサリナが、びくりと震えた。

			「いったいどこの世界に、手の甲からモンスターを生やしている人間がいるというのですか」

			「それは……いや。だけど、そんな見た目だけのことなら……」

			「単に見た目だけの話ではありません」

			　確信のこもった口調で、シランは指摘した。

			「その左手。アサリナが宿ったことで、なにか影響が出ているのではありませんか？」

			「……」

			　この場合、沈黙は肯定と同意だ。しかし、おれは否定の言葉を返すことができなかった。

			　寄生の直後から、アサリナが宿った左腕には違和感があった。当たり前だ。寄生したアサリナは、おれの肉に根を張っているのだ。これでなんの影響も出ないほうがおかしい。

			　当初、おれは、この違和感はいずれ消えるだろうと判断していた。

			　あのままなら、そうなっていたかもしれない。

			　……しかし、だ。忘れてはならない。

			　チリア砦とりでで多用した、例の『アサリナを利用した移動方法』を実現するため、『おれの左手の甲から前腕半ばまでは、アサリナの根を張り巡らせることで補強されている』のだ。これは、関節部を痛めないために必要な措置だった。しかし、可動部である手首に根を通すとなれば、多少なり動きは阻害されざるをえない。また、人間の手は存外に繊細な器官だ。深く根が喰い込めば、それだけ大きな影響が出てしまうことは避けられなかった。

			「盾を持つくらいならともかく、もう細かい作業はできないのではありませんか？」

			「……鋭いな」

			　苦笑を漏らしたおれのことを、リリィや幹彦が心配そうな顔で見詰めている。

			　それに気付いて、おれはかぶりを振ってみせた。

			「ちょっと手先が不器用になるくらい、大したことじゃない。おれは右利きだしな。力だけに限って言えば、むしろ強くなっているくらいだ」

			「それだけではありません」

			　眼帯で半分隠された真剣な表情を崩すことなく、シランは言った。

			「それだけなら、わたしもこんなことは言いませんでした。ですが……覚えていますか、孝弘殿？　チリア砦とりでにお越しになって、初めて孝弘殿の鍛たん錬れんに付き合ったとき、わたしが『孝弘殿の魔力の扱いは、独特のものがある』と言ったことを」

			「……そういえばあったな。そんなことが」

			　あれは確かチリア砦滞在２日目のことだった。おれが魔力を用いた身体能力強化を使うのを見て、シランはそんなことを言っていた。当時のおれは、自分の能力を隠していたため、隠し事に気付かれるのではないかと冷や汗を掻かいたものだった。

			「あとで話を聞いて納得しました。孝弘殿が身体能力を強化するときの魔力の流れは、あの伝説の白いアラクネ、ガーベラ殿のものと同じなのだとか。独特のもので当然と言えます」

			「ああ。そうだ。おれはあいつに魔力の扱いを教わったから……」

			「それがまずいのです、孝弘殿」

			「……なんだと？」

			　眉を寄せたおれに、シランは滔とう々とうと語った。

			「グールを判別する機能を持つ我々騎士の指輪が、人間とグールの魔力のパターンの違いを判別していることは、孝弘殿もご存知でしょう？　グールには、特有の魔力の流れがある。それは、人間や他のモンスターでも同じです。特有ということは、再現できないということ。本来ならば、そのはずなのです」

			　そういえば、この間、ローズも似たようなことを言っていた。

			　モンスターの特異能力を、人間や他のモンスターが使うことはできない。なぜなら、そのモンスター以外には、魔力の流れが再現できないからだ、と。

			「孝弘殿の魔力を初めて見たときに、わたしがもうひとつ、言ったことを覚えていますか」

			「確か……『普通、そんなふうに魔力は流れないはず』だったか」

			「そうです。教わったところで、孝弘殿がガーベラ殿の魔力の流れを模倣することは、本来なら不可能なことなのです」

			　シランができないと言ったことが、おれにはできた。

			　……できてしまったのだ。それを、シランは問題視していた。

			「おれの保有する魔力の大半は、ガーベラから漏れてきているものだ。だから……」

			「だとしても、です。魔力とは、魂たましいに宿るもの。人間とモンスターとでは、魂のかたちが大きく異なります。魔力というのは魂から流れ出すものなのです。その魔力の流れが変化しているということは、つまり……」

			　シランの眼差しは、痛切なものを含んでいた。

			「……そういうことか」

			　シランが言いたいことがわかってしまい、おれは細く長い溜め息をついた。

			　思い返してみれば、以前におれは魔力の輸血なんてことまでやっている。一度は体中の魔力を、ガーベラのものに換えているのだ。そのときに、不可逆の変化が起こってしまったのだとしても不思議はない。アサリナを身の裡うちに宿したことも含めて、あれはひょっとすると、おれにとって大きな分岐点だったのかもしれなかった。

			「シランが言いたいことは、つまり、『このままだと、おれはモンスターになってしまうかもしれない』ってことだな？」

			「それだけなら、まだマシかもしれません」

			　シランは金色の髪を揺らして、首を横に振った。

			「孝弘殿がこれからどうなってしまうのか、わたしにはわかりません。誰にもわかりません。ひょっとすると、人間ともモンスターともつかないものになってしまうのかもしれません」

			「……ぞっとするようなことを言ってくれるな？」

			「これは脅しではありません、孝弘殿。これから先、どのような不具合が出てくるか、本当にわからないのです」

			　シランのひとつきりの碧へき眼がんが、おれの目を射抜いた。

			「だから、あなたはもう剣を握るべきではありません」

			　眷けん属ぞくとしての特殊性からか、シランに限って、パスはあまり感情を伝えてこない。それでも、その真しん摯しな表情を見れば、彼女が心からおれの身を心配してくれていることはわかった。

			　だからこそ、申し訳ないと思う。

			　チリア砦とりででリリィと過ごしたあの一夜のうちに、すでにおれの返答は決まっていたからだ。

			「悪いが、その提案は受け入れられない」

			「孝弘殿！」

			「おれが戦うことのできない足手纏まといのままでいれば、他ならぬおれのせいでリリィたちが殺されてしまうこともあるかもしれない。殺されてから、誰かを失ってから、後悔しても遅いんだ。大事なリリィたちを失ってから、あのときああしていればと思うなんて、まっぴらだ」

			　それは、考えたくもない最悪の仮定だった。

			　それだけは絶対に避けなければならなかった。一度、すべてを失って孤独に死にかけたからこそ、手に入れた絆きずなを理不尽に奪われたくないと、おれは強く感じていた。

			「……とはいえ、もちろん、おれだって好き好んで破滅の道を進みたいわけじゃない」

			　シランの言うような、戦いに備えることさえしないという極論はともかくとして、自分の体に起こる変化に対して、もっと慎重になる必要はあるだろう。

			「これは、自分自身の能力に関わることだ。転移者は自分の能力を本能的な部分で理解している。気を付けてさえいれば、事前に危険なラインを察することはできるはずだ」

			　たとえば、普通に眷けん属ぞくを増やす分には大丈夫だという確信がある。

			　まずいのは、それ以外。ガーベラに魔力を供給されたり、その身にアサリナを宿したり……あとは、シランを眷属にしたときもそうか。

			　ああした無茶をすると、リスクが生じる。どんなことでもそうだが、見極めが重要なのだ。それを教えてくれたシランの忠告はありがたいものだった。

			「ここで指摘してもらわなければ、知らないうちに、おれは無理を重ねていたかもしれない。シラン、本当に――」

			　――ありがとう、と。

			　礼を言おうとして、その言葉が喉の奥につっかえた。

			「……考え直してください、孝弘殿」

			　ひたむきな声色が耳じ朶だを打つ。激情が、おれの頬ほおに吹きつける。

			　シランの蒼あおい隻せき眼がんが、おれを見詰めていた。その眼差しは、まるで蒼い炎のようだった。

			　本来ならあまりシランの感情を伝えてこないパスが、いまばかりは彼女の心にある熱を伝えてくる。血の気の通わないその身の冷たさとは裏腹に、彼女の心が燃え上がる激情に駆られているのがわかった。それは、ともすれば我を失ってしまいかねないほどの熱量だった。

			「シラン……？」

			　なにが彼女をそうさせるのか。

			　いまの彼女の姿は、なにかに追い詰められているようにさえ、おれの目には見えたのだ。

			　……なんだか、彼女らしくない。

			　そんなふうに感じた。

			「孝弘殿、あなたは――……」

			「やめろ、シラン」

			　更にシランがなにか言おうとするのをとめたのは、団長さんの落ち着いた声だった。

			「孝弘殿は、すでに覚悟を決めておられる。それは余人に覆くつがえすことのできるものではない」

			「ですが、団長！」

			　弾かれたように振り返ったシランが、なにかを言おうとして口を噤つぐんだ。団長さんは、静かな眼差しで彼女を見詰めていた。その眼差しが、シランを我に返らせたようだった。

			「……申し訳ありません。取り乱しました」

			　一度、勢いを失ってしまえば、シランが冷静さを取り戻すのは早かった。

			「出過ぎた真似をしました。……少し頭を冷やしてきたほうがよさそうですね」

			　シランはぺこりと頭を下げると、腰掛けていた椅子から立ち上がった。

			「明日は、孝弘殿にもちゃんと剣をお教えします」

			「シラン。おれは、お前が嫌なら無理にとは……」

			「いえ。嫌なわけではありません。決して、そのようなことはないのです」

			　シランは首を横に振った。

			「いいのか？」

			「孝弘殿は、戦うと心に決めていらっしゃるのでしょう？　たとえ、わたしが剣を教えないとしても。でしたら、せめて戦う術すべをきちんと身に付けていただきたい」

			　誠実な眼差しがおれに向けられた。そこにいるのは、普段の頼れるシランだった。

			「ただ、わたしの指導は厳しいですよ」

			「それは、おれにとって望むところだな」

			「そうでしたね。ええ、孝弘殿はそうなのでした」

			　少しだけ笑って、シランは部屋を出ていった。

			　シランの背中を見送った団長さんが、おれに頭を下げた。

			「部下が失礼をいたしました」

			「……いや。ありがたいことだとは思ってますから」

			　おれは首を横に振った。

			　なにか様子がおかしいと思いもしたが……考えてもみれば、シランだってまだおれと歳の変わらない女の子なのだ。たまには、自分の感情を抑え切れなくなることもあるだろう。それが、おれを想ってのことなのだから、文句を言うようなことでもない。

			「わたしが言うのもなんですが、どうかわかっていただきたい。あれは本当に、心の底から孝弘殿のことを心配しているのです」

			　こちらに向けられた団長さんの精せい悍かんな顔には、気遣わしげな表情が浮かんでいた。

			「孝弘殿は、我ら騎士がどのような存在かご存知でしょうか？」

			「どのような……？」

			　首を傾げるおれに、団長さんは丁寧な口調で言った。

			「我らは国家に属する人間ではありますが、国に己の身のすべてを捧ささげているわけではありません。もちろん、当たり前の忠誠心は持っていますが、それは騎士としての在り方とはまた別の話です。なんのために剣を取るのか。その点が、軍の兵士とは違うのです」

			「ええっと？」

			「要するにさ、孝弘。騎士道は武士道と違って、忠義を柱にしたものじゃないってことだよ」

			　幹彦が口を挟み、「そうだ」と団長さんが頷うなずいた。

			「我らが己の剣を捧ささげるのは、ただ正義の理念と弱者の救済に対してのみ。それはつまり、この世界では救世の勇者という存在に集約されます。……無論、騎士にもそうではない者もおります。己の栄達が第一という者も、堕落した者もいれば、昨今では、血に飢えた戦闘狂さえいると聞きます。しかし、シランはそうではありません」

			　団長さんは、恐いくらいに真剣な面持ちで、こちらを見詰めていた。

			「あれは騎士です。それを、どうか孝弘殿には覚えておいていただきたいのです」

			　切実な響きを帯びた声だった。それだけ、これは大事な言葉なのだろう。

			　そう察することができたから、おれは頷いた。

			「わかりました」

			「……ありがとうございます」

			　団長さんはおれの返答を聞くと、安心したように笑った。

			　それは、意外なくらいに母性に溢あふれた微ほほ笑えみだった。

			「どうか、これからもシランをよろしくお願いします。孝弘殿」

		

	
		
			06　開拓村の共同浴場　～加か藤とう真ま菜な視点～

			　

			「この村には共同のお風呂があるんですけど、みなさん、一緒に行きませんか？」

			　食器を片付けて戻ってくると、ケイちゃんはどこかわくわくした様子で提案した。

			「いいですね。行きましょうか」

			　わたしが答えると、ケイちゃんの顔に、ぱっと無邪気な笑みが浮かんだ。素直な感情表現は、彼女の美点のひとつだろう。こちらまで笑みを誘われるような純真な笑顔だった。

			　次に彼女が視線を向けたのは、魔法のナイフを持って作業をするローズさんだった。

			「ローズさんも、どうですか？」

			「わたしですか？」

			　意外なことを言われた、といった雰囲気で、ローズさんは作業の手をとめた。

			「お誘いは嬉しいですが、わたしにはあまり意味がないように思いますが」

			　ローズさんの首から下は、マネキンめいた硬く滑らかな人形の体だ。当然、人間のような新陳代謝はなく、体を洗う必要性も薄い。

			「だ、だけど、旅の間に体は汚れてますよね？　髪だって洗わないと」

			「水洗いでかまわないのですが」

			「そんな、服かなにかみたいな言い方……」

			　ケイちゃんはたじたじとさせられていたが、別にローズさんも悪気があるわけではない。

			　ローズさんの感覚は、人間とはかなり違っている。綺き麗れいにしたいのなら、腕を肩から外して丸洗い。最悪、作り直せばいい、という発想をする。

			　どうやらケイちゃんは、『一緒にお風呂』というある種のイベントに、わくわくしたものを感じていたらしい。彼女が肩を落とすのを見て、わたしは助け舟を出すことにした。

			「だけど、ローズさん。そうとも言い切れないかもしれませんよ」

			「どういうことですか？」

			　振り返って首を傾げるローズさんに、指を立てて言う。

			「ほら。いずれ先輩のお背中を流すこともあるかもしれないじゃないですか」

			「ご主人様のですか？」

			「そのとき、勝手がわからないと困りませんか？」

			　ローズさんは仮面の下で考え込んだ。ここまでくれば、あとひと押しだ。

			「それに、わたしもローズさんとお風呂入りたいですし」

			「……わかりました。真菜がそう言うのでしたら」

			　ローズさんは、わたしからケイちゃんに視線を移した。

			「しかし、村の共同浴場なら、他の村人がいるのではありませんか？」

			「あ。そこは大丈夫です！　シラン姉様がちゃんと、みなさんで使えるように手配しているはずですから！」

			「なら問題はなさそうですね。ガーベラはどうしますか？」

			「む？　妾わらわか？」

			　頭の上にあやめを乗せたガーベラさんが、こちらを向いた。

			「そうさな。面白そうだし、妾も行くとするか」

			　理由はともあれ、ガーベラさんも頷うなずく。

			　こうして車に残っていた面々で、お風呂に行くことになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　共同浴場の建物は、宿と同じくらい立派なものだった。

			　ケイちゃんの話によると、こうした共同浴場というのは、居酒屋と同じく村人の憩いの場なのだそうだ。娯楽の少ない場所だから、村人にとって疲れを癒す時間は数少ない楽しみなのだろう。ただし、この開拓村はチリア砦とりでに向かう軍の中継地であるため、こうした施設も軍のお金で整備されており、一般的にはもう少しこぢんまりしたものらしい。

			　ちなみに、風呂に必要な大量の水と熱源は、水と火属性の魔石をそれぞれ設置することで賄まかなわれている。これは、なにかのおりに真島先輩も言っていたことだが、この世界の技術レベルは、わたしたちの世界と方向性が違うだけで、決して低いものではないようだ。

			　脱衣所に着くと、わたしはチリア砦とりでで支給された異世界風の服を脱いだ。脱いだ服は、壁際に設しつらえられた棚に畳んで入れておく。わたしの行動を見たローズさんもそれに倣ならった。

			　ローズさんは最後に、付けていた仮面を外して服の上に置いた。

			　以前にラフ・ラビットの攻撃を受けて破損した顔には、いまは傷ひとつない。

			「ふぁあ……」

			　と、ローズさんの顔を見たケイちゃんが、気の抜けた声をあげた。

			「ケイちゃんは、ローズさんの顔見るの、初めてでしたっけ？」

			「は、はいっ。すごい綺き麗れいですね。ちょ、ちょっと怖いくらい……」

			　と、ケイちゃんが言うのも理解できた。

			　仮面を取ったローズさんの美しさは、冷たく無機質な人形の美び貌ぼうだ。ぎこちない表情は見苦しいと判断したのか、表情を作っていないため、余計にそう見える。

			　真島先輩には、せめて表情に不気味さがなくなってからお披ひ露ろ目めする予定なのだけれど、それにはまだ少し時間がかかりそうだった。

			「気になるようでしたら、やはり仮面は付けておいたほうがよいでしょうか」

			「だ、大丈夫です！」

			　首を横に振ったケイちゃんの足元に、あやめが駆け寄ってきた。

			　振り返ると、こちらも服を脱いだガーベラさんがいた。

			「ふぁあ……」

			　ケイちゃんが、さっきとまったく同じ声を出した。

			　こちらも無理はない。ガーベラさんの裸身は、いっそ神々しいくらいに美しかった。均整の取れた体は透けるように白く、しみひとつない。平均を遥かに上回る胸の膨ふくらみが柔らかく揺れて、背中のラインは女性らしい曲線を描いて白い蜘く蛛もの毛のなかに消えている。

			「なんか、みなさんすごいです……」

			　わたしも同感だった。ただ、ケイちゃんも十分、美人さんだとは思うけれど。

			「なにを見ておるのだ。というか、お主は脱がんのか、ケイ？」

			「あ。はい、すみません」

			　ガーベラさんに声をかけられたケイちゃんは、はっと我に返った様子で、とまっていた手を動かした。革鎧も服も、手早く脱ぐ。

			　露わになった裸の体は、まだ丸みが足りていない子供のものだ。けれど、日々剣を振って鍛えているお陰か、細い割にはしっかりとした印象があった。幼い胸は歳の割に膨らんでいて、シランさんのことを思い出しても、将来はかなりスタイルのよい美人さんになりそうだった。

			「それじゃ、行きましょう！」

			　ケイちゃんが先頭に立って、風呂場に入った。

			　むっと蒸気が押し寄せてくる。と、風呂場のなかから声がした。

			「あ。みんなも来たんだー」

			　風呂場には、先客がいた。

			　ガーベラさんを含めたわたしたち全員が入っても余裕がありそうな湯船に、リリィさんがひとりつかっていたのだ。こちらに手を振る彼女の姿に、ケイちゃんが目を丸めた。

			「あれ？　いたんですか、リリィさん」

			「うん。服は置いてあったと思うんだけど、気付かなかった？」

			「え？　見落としてました」

			「そっか。脱衣所広いもんね。さっきまでご主人様もいたんだよ」

			「へ？　孝弘さんが？　……えぇええええ!?」

			　状況を理解したケイちゃんが、可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

			「あ、危なかったです。もう少しで鉢合わせするところでした……」

			　顔を真っ赤にしてうろたえるケイちゃんを見て、ガーベラさんが首を傾げた。

			「主殿に見られて、なにか困ることでもあるのかの？」

			　ガーベラさんは「妾わらわは見てもらいたいくらいだがの」とか言いつつ、湯船に近付いた。

			　指先をお湯のなかに入れて、ふむと鼻を鳴らす。

			「これが風呂か。わざわざ、湯のなかに入るというのは初めてだな」

			「あ。駄目ですよ、ガーベラさん。お湯が汚れちゃいますから」

			　そのまま入ろうとするガーベラさんを、わたしはとめた。

			　先に体を洗うように言い聞かせて、ついでに、あやめも洗ってもらうように頼む。

			　いまひとつ、ここに来た理由がわかっていなかったらしいあやめは、なにをされるか気付いた途端に、すごい勢いで逃げ出した。……が、１メートルも行かないうちに捕獲された。

			　くぅうううう、という悲鳴を聞きながら、わたしたちも体を洗う。

			「……ローズさん。お風呂なんですから、腕を外して洗うのはやめましょう？」

			「こちらのほうが綺き麗れいになりますが」

			「やめましょう？」

			「わかりました。……そういえば、背中を流す練習もしなければなりませんね」

			「え？　ああ。そんな話もしてましたっけ」

			「真菜が言い出したのではありませんか」

			「ふふ。そうでしたね。それじゃあ、わたしで練習してください」

			「ありがとうございます。……真菜の体は柔らかくて、肌も弱いですから、あまり強くし過ぎるといけませんね。これくらいでよいですか？」

			「はい。あ。ローズさん、うまいですね。気持ちいいです。ふふ。やっぱり器用な人はなんでもうまいことこなせるものなんですね。……って！　ちょっ、ローズさん!?　前はいいです！　自分でやりますから！　そういうことは先輩にやってください！」

			「……？　ご主人様の背中を流すときの練習ですから、ここでやっておくべきなのでは？」

			「あわわわわわわっ」

			「あ。ローズ殿、それが終わったらこちらも頼めんかの。手が届かないところがあってな」

			　……などと、多少ばたばたしたものの、体を洗ったあとで、わたしたちは湯船に向かった。
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			　熱めのお湯に、ケイちゃんと一緒にそろそろと足を差し入れる。

			　皮ひ膚ふがぴりぴりするのを堪たえていると、この程度の熱はどうということのないガーベラさんが、なんの躊ちゆう躇ちよもなく湯船に飛び込んで、大きく水面が波打った。

			　ケイちゃんは「うひゃぅ!?」と変な悲鳴をあげて、わたしは悲鳴こそあげなかったものの、傍にいたローズさんに抱きついてしまった。

			「……あ。すまん」

			「冷めてきてたから温めたんだけど、ちょっと熱くし過ぎたかな」

			　わたしたちが体を洗っている間も湯船につかっていたリリィさんが、くすくすと笑った。

			　頬ほおは色っぽく上気しているものの、のぼせたような様子はない。

			　真島先輩と一緒に入っているときから、ずっとのはずだけれど、モンスターって丈夫なのだな……と、そんなことを考えながらお湯に肩までつかって、ふと気付いた。

			　そういえば、さっきまでこのお風呂には、真島先輩もつかっていたはずなのだ。

			　だから、どうというわけではないのだけれど……少し意識してしまった。

			「どしたの、加藤さん」

			「あ、いえ」

			　益やく体たいもないことを考えている間、リリィさんを見詰めてしまっていたらしい。

			　わたしは首を振ると、不思議そうな顔をするリリィさんに声を返した。

			「リリィさん、だいぶ長く入ってますよね。お風呂、好きなんですか？」

			「んんー。そうみたいだねえ」

			　リラックスした様子で、リリィさんは答えた。

			「わたしも火魔法を使えるようになったし、水魔法はもともと使えるし、ローズに大きめのタライでも作ってもらえれば、旅の途中でもお風呂には入れそうだね」

			「わたしが火魔法の模造魔石を作ってもよいですね。いっそのこと、そうした魔法道具を作ってもよいかもしれません」

			「ふふ。それもいいかもしれないね。もしくは、温泉とか。この世界にはないのかな。ねえ、ケイちゃん。なにか知らない？」

			　楽しげなリリィさんを中心に、会話に花が咲く。

			「……」

			　けれど、わたしはその会話に加わることなく、ぼんやりとリリィさんを眺めていた。

			　――その姿が、仲の良かった先輩の姿に、重なって見えた。

			　彼女も風呂好きだと言っていた。年度末には、部活のみんなで温泉旅行に行こうかと話したこともあった。こんな場所に来てしまったせいで、計画が実現することはなかったけれど。

			「どうかしましたか、真菜？」

			　そこまで考えたところで、ローズさんが声をかけてきた。

			　わたしの様子が微妙に変化したことに気付いたらしい。肩を並べてお湯につかった近い距離から、無機質な目がわたしを見下ろしていた。感情の乗らない目は一見、冷たくも見えるけれど、彼女がどれだけ自分のことを思ってくれているのか、わたしはよく知っている。

			「いえ。なんでもないです」

			　かぶりを振って、わたしはいつでもすぐ傍にいてくれる彼女の肩に身を寄せた。

			　感傷的な思考を停止させる。

			　お風呂好きなんて、誰だってありえる趣しゆ味み嗜し好こうでしかない。そんな些細なことで、あの人のことを思い出すのは、単に見た目に引き摺ずられているだけのことだ。

			　こんなことに、意味なんてないのだ。

			　そもそも、彼女はあんな立派なものを持っていなかったし……と、わたしは視線を落とす。

			　形よく張ったふたつの大きな乳房が、お湯に浮かんでいた。

			　同じ顔をしていても、ここだけはリリィさんと全然違った。というか、比べる対象が間違っている感があった。彼女は多分、ケイちゃんより小さかったから。わたしも別に小さいほうではないけれど、リリィさんとは比べものにならない。

			　やはり真島先輩も、大きいほうがよいのだろうか。だとすれば、ローズさんの改造計画も、そのあたりを勘案する必要が出てくるのだけれど……。

			　そんなことをつらつら考えていると、リリィさんが声をかけてきた。

			「そうだ、加藤さん。ちょっと相談があるんだけど、あとで時間いいかな」

			「……相談、ですか？　はい。かまいませんけど」

			「ありがと」

			　リリィさんはいつもの笑顔だが、その目は真しん摯しな光を湛たたえていた。これは、かなり真剣な……ひょっとすると、深刻な相談事らしい。そう悟ったわたしのことを見て、にこっと表情を変えたリリィさんが、ふと脱衣所に繋がる扉に視線をやった。

			「ん？　誰か来たね」

			　それからほどなくして、「失礼します」と、シランさんが顔を見せた。

			「あ。姉様。一緒に入りませんか」

			「わたしはやることがあるので、あとでいただきます」

			　ケイちゃんの誘いを断ったシランさんに、今度はローズさんが声をかけた。

			「シランさん。わたしの頼みを聞き入れて稽けい古こをつけてもらえるということで、ありがとうございます。明日はよろしくお願いします」

			「はい。こちらこそ、微力を尽くさせていただきますので、よろしくお願いしますね」

			　穏やかに言葉を交わすシランさんの目が、ローズさんの隣でお湯につかっているわたしのほうに、何気なく向けられた。

			　反射的に、わたしは視線を逸らしていた。

			　しまった、と思うけれど、今更、視線を戻すのも不自然だ。

			「……？」

			　シランさんは多少わたしの挙動不審な行動を不思議に思ったようだけれど、すぐに気持ちを切り替えたようだった。視線が別のところに向けられる。

			「ガーベラ殿。少しよろしいですか」

			「妾わらわか？」

			　意外そうに、ガーベラさんが赤い目を丸くした。

			　わざわざシランさんがこんなところにやってきたのは、ガーベラさんを訪ねてきたらしい。普段、あまり接点のないふたりだけに、不思議に思っていると、シランさんが言った。

			「少しお話がありますので、のちほど、孝弘殿と一緒に車にお邪魔させていただきます」

			　なんの話だろうか。わたしたちは、顔を見合わせた。

		

	
		
			07　白い蜘く蛛もと、オタクの少年　～ガーベラ視点～

			　

			「むうう」

			　腕組みをして、妾わらわは唸り声をあげた。

			　場所は開拓村の外。街道から少し離れた森のなか。主殿に連れられて、妾たち眷けん属ぞくは揃って開拓村から出てきていた。

			　ここからは見えないが、もう少し森の深いところでは、リリィ殿やローズ殿が、シランから武術の指南を受けているはずだ。

			　リリィ殿はともかくとして、人目を避けなければならない姿をしたローズ殿は、村のなかではシラン殿から指南を受けられる場所がない。なので、村の外に出る必要があったのだ。

			　その一方で、妾はといえば、目の前の地面に並べられた様々な種類の武具を見下ろして、頭を悩ませていた。

			　これらの品々は、チリア砦とりでの武器庫から持ち出されたものだ。

			　放棄される砦に置き去りにして駄目にしてしまうのは惜しいと、車に積める限り積んできたものらしい。主殿が世話になっている同盟騎士団のものが主だが、砦にいた部隊が全滅してしまったという帝国騎士団のものもあった。

			　それらがここに並べられているのは、昨日、シラン殿に呼ばれた件が関係している。

			　というのも、リリィ殿やローズ殿の武術指南について話をしていた際に、「槍やりや斧でも様々な種類があるので一度見てみたらどうか」という話になり、そのときに「この際だから、ガーベラにも武器を試させてもらえないか」と主殿が頼んでくれたらしいのだ。

			　力を求めているのは、なにもリリィ殿やローズ殿だけではない。

			　主殿と同郷の出だというチート持ち、十文字達也は、妾わらわでさえも喰らいつくのが精一杯という難敵だった。

			　妾は主殿に付き従う眷けん属ぞくのなかで、最強のモンスターだ。

			　妾を超える強さを持つ者はおらず、ゆえに、敗北は許されない。

			　妾は迷うことなく、主殿の提案に乗った。

			　手っ取り早く強くなるために、道具を使うというのは、主殿たち人間特有の発想だろう。力不足であればこそ、道具を用いて工夫する。妾も力が足りなくなったのなら、その流儀に則のつとるのも悪くない。

			　ただ、あまりにも馴染みがなさ過ぎて、正直、勝手がわからないのは困りものだった。

			「気に入ったものはありましたか？」

			　すぐ傍にとめてある車から出てきたケイが、声をかけてきた。

			　エルフの少女の腕には、たくさんの武器が抱えられている。騎士となるべく鍛えている彼女は、幼いながら力持ちだ。。武器にも詳しく、今日は妾の手伝いをしてくれていた。

			「生憎あいにくだが……」

			「むぅ。駄目ですか。いろいろ見ましたけど、なかなか見つかりませんね」

			「うむ」

			　妾わらわは目の前の武器のひとつを手に取った。主殿が使っているような剣だ。

			　振るってみて、自然と眉が寄った。

			　端的に言うと、肌に合わない。自分がこれを使って、強くなれるビジョンが浮かばない。長い年月を経た獣の本能が、これでは駄目だと言っていた。もとより、これらの品々は人間が使うことを前提として作られたものだ。そのあたりが、妾に合わない理由なのだろう。

			　これはなにも、武器だけに限った話ではない。たとえば、リリィ殿やローズ殿は武術を身につけようとしているが、妾にはそうした方法で強くなることはできそうになかった。

			　これは、あやめやアサリナのことを考えてみればわかりやすい。

			　彼女たちに武術を修めることができないのは、言わずとも知れたことだろう。どちらかといえば、妾はあれらに近いのだ。

			　アラクネは上半身こそ人に似ているが、武術に大事なのはむしろ下半身なのだという。

			　妾の下半身は蜘く蛛もそのものだ。動かし方も運用方法も、人のそれとはまったく異なる。

			　剣の理合とかなんとか言ったか。ああしたものを妾が身につけるためには、アレンジというレベルではなく、根本から別の武術体系を構築する必要がある。そんなの、何十年かかるかわかったものではない。それはさすがに悠長が過ぎるというものだった。

			「そもそも、ガーベラさんはもう戦闘者として完成しています」

			　地面に膝を落としたケイは、武器をひとつひとつ地面に置いていく。

			「たとえるなら、超一流の剣士が、指南のひとつもなく、魔法使いになろうとするみたいなものです。それは、あんまりに効率が悪過ぎます。だから、ガーベラさんの戦い方を武器に合わせるんじゃなくて、確立されているガーベラさんの戦い方に合った武器を選択しなきゃいけないんです」

			　そこまで語ったケイは、恥ずかしげに小さく舌を出した。

			「って、これは姉様が言ってたことなんですけど」

			「お主には悪いことをしたな。こんな作業に付き合わせて」

			「そんなのいいんですよ。わたしくらいしか、手が空いてるのもいませんもん。それに、孝弘さんの頼みでもありますから」

			「お主くらいしか、か」

			　朗ほがらかな返答を聞いて、妾わらわは首を傾げた。

			「のう、ケイよ。ずっと気になっておったのだがの。お主は妾が怖くないのか？」

			　同行している兵士や騎士が、妾たちに対して敵対行動を取ることはない。団長の意向もあって、騎士たちはむしろよくしてくれているくらいで、いまも妾たちが人目に触れることを避けるために、この付近に誰も近づかないように見張りをしている者が何人かいた。彼らはチリア砦とりでで主殿と肩を並べて戦った者なのだという。

			　しかし、それはあくまでもモンスターを率いる主殿に対する敬意や信頼であって、眷けん属ぞくである妾わらわたちと個人的に親しく交流できるかといえば、それはまた別の話だ。

			　事実、主殿が率いる眷属のうち、見た目が人間と区別がつかないリリィ殿以外は、この世界に住む人間たちと接触を持っていない。

			　妾に対して、このケイのように、積極的に交流を持とうとする者は他にいないのだ。

			　最近になって気付いたのだが、これはなかなか驚異的なことではないだろうか。

			　そう思って、さっきの問いを投げ掛けたのだが、これにケイはあっさりと答えた。

			「だって、ガーベラさんは、孝弘さんの眷属ですもん」

			　妾が先程まで見ていた武器類を抱えると、よいしょっと声を出して立ち上がる。

			「孝弘さんは、シラン姉様がグールになってしまったときに、任せろって言ってくれました。それは嘘じゃありませんでした。本当に、姉様のことを助けてくれたんです。だから……」

			「なるほどの。ケイは主殿を信じてくれておるのだな」

			「はい。それで、勇気を出してお喋しやべりしてみたら、ローズさんもいい人……じゃなくて、モンスター？　でした。ガーベラさんも親しみやすくて……あっ」

			　にこにこと笑いながら話をしていたケイが、そこで小さく声をあげた。

			「孝弘さんっ」

			　嬉しげな声。気配でそれとわかっていた妾わらわも、そちらを振り向いた。

			　幹彦殿に肩を貸した主殿が、木々の向こうからこちらに歩いてくるところだった。

			　主殿と幹彦殿は、互いに練習用の木剣と盾を装着して打ち合っていたはずだが、息も絶たえ絶だえといった様子の幹彦殿に対して、主殿にはまだ余裕があった。

			「幹彦がダウンしてな。悪いんだけど、ケイ。介抱してやってくれないか」

			「はい。わかりました。それじゃ、そこに寝かせておいてもらえますか」

			　武器を抱えたケイが、がちゃがちゃと音を立てながら車に戻る。

			　幹彦殿を木の根元に横たわらせた主殿が、妾に顔を向けた。

			「どうだ、ガーベラ。よさそうな武器は見つかりそうか」

			「いいや。残念ながら。種類が多くて目が回りそうだの……」

			「頑張って探してくれ。肌に合いそうなものが見付かったら、ローズに作ってもらえばいいからな」

			　水筒を持ってケイが帰ってくると、主殿は腰をあげた。

			「それじゃあ、あとは頼んだ。おれはリリィたちの様子を見に行ってくるから」

			「……もう行くのかよ、孝弘」

			　へろへろの幹彦殿が声をあげると、主殿は肩をすくめた。

			「シランには、リリィたちだけじゃなくて、おれのことも見てもらう約束だからな」

			「……待って。おれも行く」

			「その状態で行っても仕方ないだろ。回復してからこいよ」

			　苦笑混じりに言い残すと、主殿は幹彦殿を置いて行ってしまった。ちょっと寂しいが、主殿にもやることがある以上、仕方ない。妾わらわもやるべきことをするとしよう。

			　妾が武器をあれやこれやと手に取ることしばし、残された幹彦殿が身を起こした。

			　主殿の友人である幹彦殿とは、妾もいくらか接点がある。時間があれば、幹彦殿は妾たちのいる車に顔を出して、ローズ殿といろいろ話し合っているからだ。最近、たまにローズ殿がよくわからないものを作っているのは、多分、幹彦殿の影響なのだろう。

			　機会があれば、妾も彼と言葉を交わすことはあった。

			「……しかし、元気だね、あいつは」

			　感慨のこもった声で、幹彦殿がつぶやいた。

			　あいつ、というのは主殿のことか。主殿と幹彦殿は、この世界にやってくる前からの付き合いだ。いまの主殿のことを見て、思うことも多いのかもしれない。

			「幹彦殿より、主殿のほうが魔力の扱いはうまいからの」

			　妾は手にしていた斧を地面に置いてから、幹彦殿のほうを向いた。

			「とはいえ、見ている限り、お主のほうが戦いの才能はありそうに思えたがな」

			　最初のほう、妾わらわは少しだけふたりの稽けい古こを見ていた。

			　剣と盾で武装しつつ、自身の固有能力によって浮かせた二刀を操る幹彦殿の変則的な戦い方は、魔力による身体能力強化では一歩も二歩も先を行く主殿に迫っていた。

			　もっとも、地力の差から最後は主殿に押し切られてしまったようだが。

			「主殿には悪いが、こればかりは持って生まれたものの差であろうな」

			「はは。伝説の白いアラクネに才能があるって言われるなんて、案外、おれも捨てたもんじゃないね」

			「いまは剣の腕でも主殿が上だが、幹彦殿が魔力をもっとうまく扱えるようになり、身体能力で主殿に並ぶことができたなら、きっとすぐにでも追いつくことができよう」

			「へえ、本当に？　それはいいな。そっか。身体能力が互角になれば、ねえ。……そこんとこネックじゃね？」

			「それもまた、一面の事実ではあるな」

			　主殿が手に入れた力は、これまで樹海を生き抜いてきた経験がもたらしたものだ。それは、そう簡単に覆くつがえせるようなものではない。

			「あいつには、当分、追いつけないってことね。……まあ、それも当然っちゃ当然かな」

			　幹彦殿は、小さく溜め息をついた。

			「正直、これまでやってきたっていう訓練の内容を聞いて、おれ、ドン引きしたもん。……だけど、それくらいしなくちゃ、本当に大事なものは守れないんだろうなぁ」

			　しみじみとつぶやく。

			　眼鏡の下の目には、友人に対する素直な尊敬の念が表れていた。

			「チート能力は、転移者の心の底からの願いを形にするもんだって聞いて、納得いったよ。ガーベラさんたちの存在は、あいつにとっちゃ願った奇跡そのものだ。そりゃ、必死になって守ろうともするし、そのためになりふりかまわず努力もするだろうさ。それだけのもんを心に抱けるっていうのがね、なんつーか、羨うらやましいかな」

			「そうは言うがの、幹彦殿」

			　妾わらわは不思議に思って尋ねた。

			「お主も己の能力を発現させておるのだろ？　だったら、主殿と同じではないのかの？」

			「おれのは……多分、あいつほど立派な願いが元になってはいないからなぁ」

			　ぼさぼさの髪を掻かき回して、幹彦殿は苦笑した。

			「おれってば、いい加減な性質だしね。心からの願いというより、これはむしろ……」

			「むしろ？」

			「……いや。なんでもない」

			　かぶりを振って、幹彦殿は立ち上がった。

			「さて。十分休んだことだし、おれもそろそろ行こうかな。ケイちゃん、ありがと」

			　渡されていた水筒を返した幹彦殿が、ふと気付いた様子で妾を見た。

			「あ。そういえば、ガーベラさん。相談されてた例の件、できたから渡すよ」

			「本当かの!?」

			　勢い込む妾わらわに、幹彦殿は笑って頷うなずく。

			「うん。ほらこれ」

			　ズボンのポケットから出されたのは、等間隔に薄い線が描かれた白い紙切れだった。

			　妾がそれを受け取ると、ケイが興味を示した様子で身を近付けてくる。

			「それ、幹彦様たちの世界のものですか」

			「うん。ルーズリーフっていうんだ。もうあんまり数がないから貴重品なんだけど、ガーベラさんのたってのお願いだったから奮発しちゃった」

			「お願い？　……あ。これ、絵が描いてあるんですね。うわっ、うまいっ!?」

			　紙面を覗き込んで目を丸くするケイを見て、幹彦殿は自慢げに鼻の下を指でこすった。

			「そりゃまあ、魂たましい込めて描いたからね。自信作。夜なべしてたせいで、ぶっちゃけ、今日はけっこうへろへろ」

			「孝弘さんに歯が立たなかったのって、ひょっとして、そのあたりが原因なんじゃ……」

			「たはははは。それじゃ、ガーベラさん。なんかあったら、また言ってくれ」

			　誤ご魔ま化かし笑った幹彦殿は、逃げるように駆け出した。

			「ありがたい！　これは大いに参考にさせてもらおう！」

			　その背中に、妾わらわは感謝の言葉を投げた。

			　そうして改めて紙面に視線を落とす。

			　そこには、みつあみの少女の絵が描かれていた。

			「しかし、ほんとに上手いですね。幹彦様が画家さんだったとは知りませんでした」

			「当人は、『イラストレーターを目指していた』と言っていたがの」

			　妾は紙面に目を落としたまま、ケイの言葉を修正した。

			「『だけど、自分なんてまだまだだ。ちょっと器用なオタなら、この程度、描けるのはたくさんいるよ』とも言っておったな」

			「へえ。よくわからないですけど、画家さんでもないのにこんな絵が描けるなんて、孝弘さんや幹彦様のいた国は、本当に豊かな文化を持っているんですね」

			　感心した様子で言ったケイは、こくりと首を傾げた。

			「それで、これはなんなんですか？　幹彦様は、相談がどうこうって言ってましたけど。お絵描きの相談ですか？」

			「いや。そうではない。実はの、妾はローズ殿に衣服の製作を依頼されておってな。その意い匠しようをどうしたものか、悩んでおったのだよ」

			　頼まれたのは、まだ主殿と合流する前。チリア砦とりでを襲しゆう撃げきせんとするモンスターの大群に巻き込まれる、その直前のことだった。

			「ばたばたしていたので忘れておったのだが、ふと思い出しての。こうして落ち着いて旅をしているのだ。そろそろ製作に取り掛からねばならんと思ってな」

			「それで、幹彦様に相談を？」

			「うむ。どのような服がいいのか、妾わらわではわからんかったからの」

			「えーっと？　頼んだのは、ローズさんなんですよね？　要望とかなかったんですか？」

			「うっかり聞き忘れての。あのときは、いろいろあって……」

			　そう。いろいろあったのだ。いろいろと……。

			「おぉおおお……！」

			「と、突然、どしたんですか、ガーベラさん!?　顔、赤いですけど!?」

			　あまり思い出したくない類の記憶がうっかり蘇よみがえって、妾は頭を抱えた。

			　ちなみに、ローズ殿に直接訊くことができずにいるのは、いまみたいに『どうしてうっかり聞き忘れたのか』というあたりから、例の繭まゆがどうの卵がどうのという一件を思い出されると困るからだ。恥ずかし過ぎて、死んでしまう。

			「なんでもない。なんでもないのだ。これ以上は、後ご生しようだから聞いてくれるな」

			「は、はあ……」

			　ぱちくりと瞬きをするケイに手を振って、早々に回想を切り上げる。

			「ともあれ、幹彦殿を相談相手に選んだのは、主殿の友人であるからだ。彼なら主殿が気に入る服を知っていようと思ってな。それならば、ローズ殿も文句はあるまい」

			「それが、これなんですね。……へえ。可愛かわいいですね。孝弘さん、こういうのが好きなんだ」

			「うむ。幹彦殿の世界で、男が好む服装らしいぞ。名前はなんといったかの。確か……」

			　言いかけた言葉が、そこで不意に、喉の奥に引っ込んだ。

			「む？」

			　妾わらわは紙面から顔をあげた。足音が聞こえたのだ。主殿たちがいる森の奥側ではない。現在は騎士たちが見張りに立っているはずの街道側から、複数の気配が近付いてきていた。

			　騎士たちかと思ったが、それにしては足音が軽い。

			　開拓村の住人だろうか。いや。それなら騎士たちがとめるはずだ。

			　不審に思いつつ、妾は気配のほうへと振り返った。

			　同時に、弾んだ声が耳じ朶だを打った。

			「お。ほんとにモンスターがいるぞ！」

			　振り返った先、妾のことを無遠慮に眺める三対の瞳ひとみがあった。

		

	
		
			08　白い蜘く蛛もと、人形のお洋服　～ガーベラ視点～

			　

			　現れたのは、ふたりの少年と、ひとりの少女だった。

			「お主らは……」

			　見覚えがあった。主殿と同じ、転移者だ。名前は……なんだっただろうか。覚えていない。聞いたこともなかったかもしれない。これまで接点もなかった相手だった。

			　そんな彼らがどうしてこんなところにいるのか。不審に思うより先に、戸惑った。

			「やっべ。おれ、こんな近くでモンスター見たの初めて」

			　こちらを見詰める少年たちの表情は、いかにも楽しげだった。悪意の類は感じられない。むしろ彼らの態度は、ある種、好意的なものとさえ言えた。

			　けれど、不思議なことにその視線は、妾わらわにとって妙に不快なものに感じられたのだった。

			「すげー。ほんとにモンスターだ」

			「ちょ、ちょっと。危険なんじゃないの？」

			「大丈夫だって。あいつは真島のモンスターなんだろ。傍にはエルフの女の子もいるし、危ないならとっくにやられてるって」

			　なにやら話し合いながら、彼らはこちらにやってくる。

			　少年ふたりは顔が赤い。鼻につく独特の臭いがした。

			「……お酒に酔っていらっしゃるんでしょうか？」

			　傍らのケイがつぶやき、妾わらわは眉を顰ひそめた。『酒に酔う』というのは、よくわからなかったが、それでも大体の状況は呑み込めたからだ。

			　ここはいま、主殿に好意的な同盟騎士団によって人払いがされている。

			　兵士たちも、村人たちも、近付くことはできない。

			　けれど、主殿と同じ転移者……すなわち、勇者である少年たちに対しては、騎士たちも強く出られない。実際、彼らのうしろには、困惑した様子の騎士たちがいた。

			　どうやらいまの少年たちは理性の箍たがが緩んでいるようだ。恐らく、これが酒とやらの効能なのだろう。酒を呑んで気が大きくなって、普段はしないような行為に身を委ゆだねているのだ。

			　とはいえ、彼らがなにをしにきたのかまでは、いまひとつわからないのだが……。

			「お主ら、なにを……」

			「本当に下半身が蜘く蛛もなんだな」

			　ここに来た理由を問い質そうとするが、少年たちは妾の言葉など聞いていなかった。

			「これ、どうなってるんだ？」

			　それどころか、間際まで近付いてきた少年のひとりが手を伸ばしてくる。

			　あまりに無礼過ぎて予想もしなかった行動に、不覚にも反応が遅れた。

			　無遠慮な手が触れようとしているのは、妾わらわの下半身。白い毛並みの蜘蛛の体だった。

			「――」

			　この身に触れられる？

			　主殿でもない男の手で？

			「……っ！」

			　生理的な嫌悪感で全身に鳥肌が立った。蜘く蛛もの毛が逆立つ。

			　きちり、と反射的に蜘蛛脚が蠢うごめき、そして――

			「なにをしてるんですか！」

			　――森の静寂を切り裂く、叱しつ責せきの声が届いた。

			　ぴたりと少年の手がとまった。その場の全員、揃って視線を巡らせる。

			　小柄な少女が肩を怒いからせて、こちらに歩み寄ってくるところだった。

			「……加藤殿？」

			　少女の名を、妾は口にした。

			　加藤殿は確か、仲のよいローズ殿の鍛たん錬れんを見学していたはずだ。

			　こちらに戻ってきたらしい。

			　他の誰もが反応ひとつできずにいるうちに、こちらに近付いてきた加藤殿は足を止めると、妾に触れようとした少年たちを睨にらみ付けた。

			「女の子の体に、好き勝手触れようとするとは何事ですか！」

			「お、女の子って、こいつはモンスターだろ」

			「だからなんですか。女の子には違いありません。自分がどれだけ非常識なことをしようとしているか知りなさい！」

			　横合いから叩きつけられた怒気に、少年たちが水をかけられたかのように鼻はな白じろむ。

			　しかし、それも一瞬のことだった。

			「……このっ」

			　女の子を相手にして怖おじ気けづいた自分に気付いたのだろう。そこに至る経緯に恥じ入るのも、理性がまともに働いていればこそ。彼らのちっぽけなプライドに火がついたのが、傍かたわらで見ていてわかった。

			　これは――暴発する。

			　そう察した妾わらわは、きちりと蜘く蛛も脚を鳴らして腰を浮かせた。いざとなれば、多少荒っぽい手段を用いてでも彼らをとめるつもりだった。

			「だ、駄目だよ。ふたりとも」

			　しかし、そこで同行していた少女が、少年ふたりの服の裾を引いた。

			「多田さん？」

			「い、行こうよ。ね？　悪ノリしちゃった、わたしたちが悪いんだしさっ」

			　焦った口調で言った少女の目は、加藤殿の左の腰に下げられたものを見詰めていた。

			　そこにあったのは、大振りのナイフだった。先日、主殿がローズ殿に言って、加藤殿の護身用に作らせたものだ。極薄の刃はサイズの割に軽く、恐ろしく切れ味が良い。

			　加藤殿の左手は、鞘さやに収められたナイフの柄つかに添えられていた。

			「ご、ごめんなさいね」

			「……」

			　加藤殿は妾わらわたちから少し離れた場所で仁に王おう立だちのまま、さっさと行けと目で示した。

			　愛想笑いを浮かべた少女は、蒼あお褪ざめた顔で逃げるようにその場を去った。

			　不満げながら、男子ふたりも彼女のあとを追っていく。

			　済まなさそうな顔をした騎士たちもいなくなったところで、妾は吐と息いきをついた。

			　逆立っていた下半身の蜘く蛛もの毛が、ようやく落ち着きを取り戻した。

			　無礼な連中だった。気分の悪い出来事だった。

			　ただ、何事もなく済んだのは重ちよう畳じようと言えた。

			　さすがの妾も、モンスターである自分が暴力沙ざ汰たを起こせば、経緯がどうあれ主殿の立場を悪くさせかねないことくらいは理解している。

			　ことを荒立てずに済んだのは、割って入ってきてくれた加藤殿のお陰だった。

			「ありがたい、加藤殿」

			「……」

			　感謝の言葉に、返事はなかった。

			　妾わらわは首を傾げて、加藤殿の様子を窺うかがった。

			　ややあどけない印象のある彼女の顔は、土つち気け色いろになっていた。

			「……加藤殿？」

			　呼び掛けに反応はない。

			　加藤殿の体が、ぱたりと倒れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　幸いなことに、加藤殿の症状は重くなかった。

			　気分が悪くなって倒れてしまった彼女は、少し休めば治るという本人の言げんに従って、しばらく横になって休んでいた。目から額を覆おおうように置かれた濡れタオルをケイが何度か取り替えたところで、彼女は身を起こした。

			「……ご迷惑をおかけしました」

			「大事なくてなによりだ」

			　人間というのはどうにも脆もろくて、見ていて心臓に悪くていけない。

			　ほっと息をついた妾は、小さく肩を竦すくめた。

			「しかし、加藤殿も無茶をするものだな」

			　あとで話を聞いてみれば、加藤殿が無礼な少年たちを前にして仁王立ちしていたように見えたのは、もうあれ以上、一歩も動けなくなっていただけのことらしい。

			　腰に下げたナイフに触れていたのも、『なにかあったときに反撃しよう』という積極的な考えからではなくて、主殿が与え、ローズ殿が作製した代物に縋すがるような気持ちでいただけのことだったのだろう。

			　無茶をした自覚はあるのか、加藤殿は少しばつの悪そうな顔をした。

			「それはまあ……でも、そうするだけの価値はあったと思うんですけど」

			「それはありがたく思っておるよ」

			　妾わらわもそれは認めるところだった。

			　反射的に動きかけていた蜘く蛛も脚は、もしも加藤殿が割り込まなければ、１秒後にはどのような結果をもたらしていただろうか。無意識の挙動だっただけに、自分でも断言できない。

			　咄とつ嗟さに飛び退すさっていたならいい。まかり間違えば、無礼な少年の手を引き千切っていた可能性もあったのだ。ぞっとする話だった。

			「女の子が突然、異性に体に触られたら反射的に叩き返しても無理ないですけど……」

			　加藤殿は苦笑めいた口調で言った。

			「ガーベラさんは、スペックが桁違いですからね。ちょっと怪け我がさせてたかもしれません」

			「……そうだの、ちょっとな」

			　妾わらわは視線を逸らした。

			　状況の見方に微妙な齟そ齬ごがあったが、そのあたりに関しては黙っておくことにしよう。

			　そんな妾の反応を見て、少し不思議そうな顔をしながら加藤殿が続けた。

			「まあ、怪け我がをさせちゃうこと自体は、わたし的にはどうでもいいというか、当人にその気はなかろうが普通にセクハラですから、痛い目見ればいいと思うんですけど……」

			「結果として、主殿に迷惑がかかってしまいかねぬからな」

			「そういうことです」

			　加藤殿は頷うなずいて賛意を示した。

			「面倒事にならずに済んだのはよいことでしょう」

			「だの。……しかし、なんだったのかの、あれは」

			　思わず顔をしかめつつ妾がぼやくと、加藤殿も眉に皺しわを寄せた。

			「酔っ払いのすることですからね。無意識のところが出たんでしょう」

			　迂う闊かつな少年たちに対する冷たい怒りのこもった口調だった。

			「ガーベラさんに限らずですけど、自分たちと同じ転移者である真島先輩の眷けん属ぞくということで、一段下に見ている部分があったんだと思います。だから、ちょっと理性をなくしたくらいで、普通ならしないような失礼なことをしてしまったんでしょうね」

			　この加藤殿の台詞せりふを聞いて、ふと妾は、もうひとりのモンスター使い、工藤陸に従えられた２体のモンスターのことを思い出した。

			　アントンとベルタの名を与えられた彼女たちは、あくまでも手駒として扱われていた。

			　妾わらわが先程の少年たちを気持ち悪いと感じたのも、ひょっとして、根は同じところにあるのかもしれない。

			　無遠慮な好奇心。欠片かけらも配慮のない接触。悪意がなければいいというものではない。端的に言えば、あの少年たちは妾のことをモノかなにかのように見ていたのだ。

			　転移者には、この世界の住民が持っているような、モンスターに対する憎悪の念はない。

			　しかし、だからといって、妾たちを対等に扱ってくれるとも限らない。

			　主殿に巡り合えた妾たちは、この上なく幸運だったのだろう。

			「とはいえ、さすがに酔いが醒めれば、あのひとたちも自分たちの失敗に気付くと思います。真島先輩に喧けん嘩かを売るつもりはないでしょうからね」

			　加藤殿が続けた。

			「それに、あの人たちのグループの三好先輩は、話を聞く限り、そこそこリーダーしているみたいです。今回の件も彼がいない場所で起こったようですし、このことを知れば、真島先輩との仲が悪化しないように、きっと動いてくれるはずです。ある意味、早いうちに釘くぎを刺せてよかったかもしれません。ローズさんがあんな絡まれ方をしたら目も当てられませんからね」

			「そうさな。妾わらわと違って、ローズ殿は冷静だ。先程のようなことがあったとしても、主殿に迷惑をかけまいと考えて、大人しく触られていたかもしれんな」

			「嫌なこと言わないでくださいよ。ローズさんに触っていいのは先輩だけです」

			　本気で嫌そうな顔で加藤殿は言う。相変わらず仲のいいことだった。

			「む？」

			　と、そこで妾は顔を上げた。また誰かが近付いてきていたからだ。

			　反射的に立ち上がったのは、無意識のうちにさっきの出来事が尾を引いていたのだろう。幸い、それは杞き憂ゆうで済んだ。

			　規則正しい足音を立てて近付いてきたのは、ひとつにまとめた金色の髪を揺らし、白い鎧に身を固めた、眼帯で片目を隠したエルフの少女――シランだった。

			　彼女は主殿の新しい眷けん属ぞくだが、それ以前には人として生きていたため、主殿も自分の眷属ではなく人間の友人として扱っている。妾を含めた眷属たちも、それに倣ならっていた。妾自身も、眷属の新しい妹ではなく、ケイの姉であり主殿の朋ほう友ゆうという認識でいる。

			　そんな彼女の登場に、加藤殿が首を傾げた。

			「あら。シランさんじゃないですか。どうしてここに？」

			「部下から、ここでいざこざがあったと聞きまして」

			　やや険しい顔をしたシランは、周囲を見回しつつ、こちらまでやってきた。

			「口論になりかけはしたものの、大事なかったということでしたが、孝弘殿たちも気にされていましたので。謝罪も兼ねてわたしが様子を見にきたのです」

			「そういうことですか。そんなのいいですのに。騎士のみなさんのせいじゃないし、ましてやシランさんが謝るようなことじゃありませんよ」

			「しかし、真菜殿は……」

			「大丈夫ですよ。ちょっと気分が悪くなっちゃいましたけど、ケイちゃんがお世話してくれましたから」

			　気遣わしげなシランに対して、加藤殿は笑顔を返す。

			　それを見て、妾わらわは不思議に思った。

			　加藤殿の笑みが、心なし硬いものに見えたからだ。

			「うん。そろそろ動いても大丈夫そうです。ありがとう、ケイちゃん」

			「そんな。わたし、さっきはなにもできなくて……」

			「いいんですよ。子供がそんなこと気にしなくても」

			　しょぼんと俯うつむいたケイの頭を撫でて、加藤殿は立ち上がる。妾の目から見ても、無理をしている様子はない。どうやら強がりではなく、この短い時間で回復したようだった。

			　以前より、ずっと早い。幹彦殿が協力しているリハビリの効果が出てきているのだろうか。あるいは、主殿との良好な関係が、彼女の精神によい影響を及ぼしているのかもしれない。

			　そんな彼女のことを、シランがじっと見詰めていた。

			　加藤殿もその視線に気付いて、不思議そうに目を丸めてから、やはり綺き麗れいな微ほほ笑えみを返した。

			「なんですか、シランさん？」

			「いえ。その、わたしの気のせいなら申し訳ないのですが……」

			　シランはやや気まずそうな表情で言った。

			「真菜殿の態度に壁のようなものを感じるのですが、わたしがなにかしましたでしょうか？」

			　妾わらわが不思議に思ったことが、どうやらシランも気になったらしい。

			　まあ、傍で見ていた妾も気付いたことだ。当人が気付かないわけもなかった。

			「もしもなにか気に障るようなことをしてしまったのでしたら、謝罪したいと思うのですが」

			　騎士らしく、シランの態度は誠実なものだった。

			「いえ。そんなことは……」

			　と、言い掛けた加藤殿は、妾やケイに見られていることに気付いて、わずかに目を丸めた。

			　口元に曖あい昧まいな笑みが浮かんだ。

			「……ひょっとして、態度に出ていましたか？」

			「妾にもわかる程度にはな」

			「あ。それ、地味にへこみますね」

			　肩を落とした加藤殿が、シランに向き直った。

			「ごめんなさい、シランさん。自覚はなかったんですけど……」

			「いえ。謝るようなことではありません」

			「どうも無意識のうちに、よそよそしくなってしまったところがあるみたいです。ですけど、それは一身上の都合によるものです。シランさんが悪いわけではありませんので、どうか気になさらないでください」

			「一身上の、ですか？」

			「……情けない話ですよ」

			　加藤殿は苦笑を漏らした。

			「心配してもらえるようになって嬉しい。信頼されるようになって幸せ。だけど、叶かなうなら彼をそう変える切っ掛けは自分でありたかった、なんて」

			　溜め息をひとつ。

			「羨うらやんでもどうしようもないって、頭ではわかっているんですけどね。なかなかどうして、人の心というのはままならないものです」

			　ぼかした言い方だったが、妾わらわには加藤殿が誰のことを言っているのかわかる気がした。

			　疎うとい妾にもわかるくらいに、最近の彼女はいつも嬉しそうな様子でいたからだ。

			「ですから、シランさん。わたしは決して、あなたを嫌っているわけではないのです。むしろ、あなたの人柄については好ましく思っています。仲良くしていただけると嬉しいですね」

			　さばけた口調で加藤殿は言った。

			　情けないことだとわかっていても、羨うらやましいものは羨ましい。人の心はままならない。それでも、加藤殿は加藤殿なりに、自分のなかのわだかまりを解消しようとしているのだろう。

			　そうした態度をどう見たのか、シランはふっと笑みを浮かべた。

			「わたしが羨ましがられているというのは、よくわかりませんが……無論、かまいません。こちらこそ、よろしくお願いします」

			　シランの返答を聞いた加藤殿も唇をほころばせた。先程より自然な微ほほ笑えみだった。

			「孝弘殿の話では、真菜殿は魔法を習得しようとしているとか。なにか助けになることもできるかもしれません」

			「本当ですか？　ありがとうございます。最近、ようやく魔力を感知することもできるようになってきて、次のステップに進みたいと思っていたところなんです」

			「それでは、夕食のあとにでもいかがですか？　車のほうに顔を出しましょう」

			　言葉を交わすふたりの姿を、嬉しそうにケイが眺めている。

			　少しひやひやして見守っていた妾わらわも、ほっと胸を撫で下ろした。

			　と、そのときだった。

			「……ああ。そういえば」

			　シランがふと思い出した様子で、服の裾に手を入れた。

			「聞くのを忘れていました。真菜殿は、これに見覚えはありませんか」

			「あっ」

			　妾わらわは思わず声をあげた。

			　シランが差し出したのは、つい先程、幹彦殿から渡された例の紙片だったのだ。

			「それをどこで……」

			「ここに来る途中、風で飛ばされてきたものを拾ったのです。異世界の品であることはすぐにわかりましたから、てっきり加藤殿のものかと思っていたのですが。ガーベラ殿のものだったのですか？」

			「うむ。先程、転移者たちに絡まれたり、加藤殿が倒れたりでバタバタしていたおりに、うっかり放り出してしまっておったらしいの」

			「なるほど。それでは、お返しします」

			「ありがたい」

			　折り畳まれた紙を受け取って、ほっと妾は息をついた。危なかった。折角の幹彦殿の善意を、ふいにしてしまうところだった。今度こそ、なくさないようにしなければ……。

			「……いや。そうだ。これもいい機会やもしれぬな」

			　紙片を仕舞いこもうとした妾は、その直前に、ふと思い付いて加藤殿に目をやった。

			「加藤殿に見てもらいたいものがあるのだがの」

			「わたしですか？」

			　妾わらわは大きく頷うなずいた。

			「うむ。以前に頼まれておったローズ殿の服の意い匠しようだがの、幹彦殿に相談しておったのだ」

			「え……？　鐘木先輩に？　それが、その紙ってことですか？」

			　普段は表情の変化が少ない加藤殿にしては珍しくはっきりと、絶妙に微妙な内心が表情と声色に現れていた。

			「へえ。あのひとが。……なんか嫌な予感しかしないんですけど」

			「なにをいうか。幹彦殿は自信があるようだったし、ケイも可愛かわいいと言っておったぞ。まずは見てから、そういうことは言うがよい」

			「それもそうですね。それじゃ、見せてもらえますか」

			「うむ」

			　促うながされた妾は、渡された紙を広げて見せた。

			　紙面を見た加藤殿の目が、途端、小さく見開かれて――

			「って、それ！　メイド服じゃないですか!?」

			　――紙面を指差し、加藤殿は叫んだ。
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			「おお。加藤殿も知っておったか」

			　ほうと妾は吐と息いきをついた。

			　どうやら加藤殿も知っているような、とても有名な衣装であったようだ。

			　そして、この驚きよう。期待していた以上だ。さすがは主殿の友人というべきか。信頼して任せようという妾わらわの選択は、どうやら正解を引いたらしい。

			「なんでも幹彦殿の世界では、男はみなこれを好むとか。主殿も、きっと気に入ってくれよう。ローズ殿にも満足してもらえるはずだ」

			　しかし、自信満々に言い放ったところで、おや、と妾は内心で首を傾げた。

			　目を輝かせているのが、幼いケイだけだったからだ。

			　他のふたりからの反応が薄い。特に加藤殿。額を押さえてよろめいているのは、感動のあまりと考えたいのだがどうやらこれは違うっぽい。

			「すごいですよね、姉様。フリルとレースがいっぱい。可愛かわいいです！」

			「え、ええ。しかし、いささか装飾過多ではありませんか。侍女服、なのですよね。実用性に欠けるというか、ちょっとどころでなく派手過ぎるような……」

			「あ、言われてみれば、確かにそうかもですね。わたし、そこまで考えてなかったです」

			　……おやおやおやおや？

			　エルフ姉妹のやりとり……特に、やや引き気味の姉のほうの感想を聞いて、妾の頬ほおに冷や汗が流れた。

			「スカートも短過ぎますし、胸元も開き過ぎです。こう言ってはなんですが、少々いかがわしい雰囲気さえ漂っているような……」

			　ひょっとしてこれは、やらかしたのではなかろうか。

			　いやいや。そんなことは……。

			「……ガーベラさん？」

			　そのとき、最後のひとりが口を開いた。

			　びくりと蜘く蛛も脚が跳ねる。

			　恐る恐る、妾わらわは加藤殿の様子を窺うかがい、ひぃっと悲鳴をあげそうになった。

			「……本気でこれを、ローズさんに着せるつもりなんですか？」

			　静かな声が逆に怖い。

			　握り締められた拳が、ぷるぷるしていた。

			　……しまった。これは駄目なやつだ、と妾も悟らざるをえなかった。

			「お、落ち着け。加藤殿。妾はなにも、これをそのまま作ろうとしておるわけではない」

			　慌てて言葉を重ねる妾のもとに、加藤殿がゆらりと近付いてくる。

			「……」

			　無言のまま、彼女は妾が広げた紙面にじっと目を凝らした。

			　恐怖だった。以前に彼女にしてやられた記憶が刺激されて、なんだか目の前がぐるぐるしてくる。

			　どうにか、どうにかしなければ……その一心で、妾は言葉を紡つむいだ。

			「これは、あくまで案のひとつ。実際、機会があって、こうして意見を聞いたわけであろ。こんな機会がなければ見せていなかったのではないかと言われれば否定はできぬし、他に案があるわけでもないが、しかし……！」

			「……侍女服というのは、案外悪くないかもしれませんね」

			　必死で言い訳をしていた妾わらわは、はてと首を傾げた。

			　いま、加藤殿はなんと言っただろうか。

			「貸してください」

			「あっ」

			　ひょいと紙を取り上げられた。

			　加藤殿は片手に幹彦殿の絵が描かれた紙を持つと、思案げな顔でそれを見詰める。

			「本気ですか、真菜殿」

			　そんな彼女を、シランが不審そうな顔で見た。

			「普通の侍女服ならともかく、これは……真菜殿の世界ではどうだか知りませんが、それを日常で着るのは、少しばかり問題があるのではないかと……」

			「いえ。誤解してもらいたくないんですけど、わたしたちの世界でもこれを普段着にはしません。『鐘木先輩の世界』では、どうか知りませんけど」

			「……おふたりは同じ世界から同時にいらしたのでは？」

			「そのあたりはなんというか、業の深い話なんです。いや。わたしも詳しくは知りませんけど。といいますか、これ、そういう趣味のお店の制服なんじゃ……」

			　加藤殿の言っていることは、妾わらわにはよくわからなかった。

			　しかし、ひとつ確かな事実がある。それは、妾が死刑宣告を免れたらしいということだ。

			　それがわかれば、十分だ。

			　ほっと息をついて、真剣な顔をした加藤殿に尋ねた。

			「では、それを作るということでよいのかの」

			「いえ。普通に駄目ですけど」

			「おろ？」

			　ばっさりだった。

			　見れば、シランも頷うなずいていた。

			　駄目らしい。

			「ローズさんに似合うのは、こんなきゃぴきゃぴしてて、えっちな感じじゃありません。もっとシックな、大人っぽいデザインのものです。というより、このデザインはさすがにないです。趣味に走り過ぎです。あの人、全部わかったうえで面白がってやってるでしょう……」

			　呆れた様子で言った加藤殿は、綺き麗れいに紙を折り畳むと、服のポケットに仕舞い込んだ。

			「わたしが案を出します」

			「それがいいでしょうね」

			　加藤殿の言葉に、シランが同意する。

			　ケイもこくこく頷うなずいていた。

			　幹彦殿が男の情熱を込めたという力作の、お蔵入りが決まった瞬間だった。

			　ちょっと切ない気もしないではないが……。

			「ガーベラさんの糸だと全部白になっちゃいますから、街に着いたら染料を手に入れたいところですね」

			「それはわたしが手配しましょう。騎士団の顔の利く商店に、その手の商品を扱っているものがあったはずです」

			「ありがとうございます、シランさん。そうだ。この際、長手袋とニーソックスも用意したほうがいいかもしれませんね」

			「あ！　そうすれば、ローズさんの人形の体を自然に隠せますね！」

			「ええ。ケイちゃん。うまくいけば、ローズさんが真島先輩と街に出ることだってできるかもしれません。……ふふ。なんだか、楽しみになってきましたね」

			　和わ気き藹あい々あいとしたやりとりを聞いて、妾わらわは肩を竦すくめた。

			　幹彦殿には悪い気もするが……うむ、これは仕方ないだろう。

			　彼の案もまったくの却下というわけでもない。参考になったと、彼にはあとで妾のほうから礼をしておくことにしよう。

			　たとえば……そうだ。いいことを思い付いた。

			　幹彦殿がご執心のたくましきあの女傑に、先程の意い匠しようの服を贈るのはどうだろうか。

			　ローズ殿のためにアレを作れば、主殿が喜ぶと幹彦殿は判断したわけだから、それは幹彦殿自身にとって同じはずだ。きっと喜んでもらえることだろう。

			「さて。結論が出たところで、そろそろ再開しましょうか、ガーベラさん」

			　今後の予定を考えていた妾わらわは、加藤殿の言葉に首を傾げた。

			「なんのことかの」

			「なにって、ガーベラさんの武器選びですよ」

			　当たり前のように加藤殿は言った。

			「それを手伝うために、わたしはここに来たんですから」

		

	
		
			09　白い蜘く蛛もと、前へ進む少女　～ガーベラ視点～

			　

			「参考までに、これまでの感触とか教えてもらえませんか？」

			「そうさな。とりあえず、主殿も使っている剣を試してみたのだが、刃は筋すじを立てようと意識しながら戦うのは難しいな。できなくはないが、むしろ弱体化しかねん」

			「剣は無理と」

			「斧も試したが、感触はいまひとつかの。いまは槍やりを試しておる。これも望み薄だがの。いっそのこと、そこらの木でもへしおって、振り回したほうがよいような気がしてきた」

			「一応、言っておきますけど、この森を出たらどこにでも木が生えてるわけじゃありませんからね？」

			「持ち歩けばよかろ？」

			「……ああ、もう。どこからつっこんだらいいものやら」

			　こんな会話から、妾わらわの武器選びは再開された。

			　加藤殿はまず、ケイと一緒に武器を積載した車に乗り込んだ。

			「いろいろ種類があるんですね。どれもなんとなく映画や漫画で見たことがある気がします」

			「そうなんですか？　真菜さんの世界にある武器で、この世界にないものは、けっこうあるみたいなんですけどね。たとえば、ほら。真菜さんの世界で、古来より世の闇やみに生きているというＮＩＮＪＡの使っている手裏剣や苦く無ないなんかは、残念ですけどありませんし」

			「……それ、誰から聞きました？　あ。やっぱ答えなくてもいいです。わかりましたから」

			「えっと？」

			「きっとケイちゃんを楽しませようと、面白おかしく話したんでしょうね。……ああ。でも、そうか。いっそのこと、それもひとつの手かもしれませんね」

			「ＮＩＮＪＡですか？」

			「いえ。それは関係ありません。まあ、ちょっと思い付いたことがあっただけですから、気にしないでください。まずはここにあるものを見ていきましょうか」

			　もともと、ローズ殿の鍛たん錬れんを見守っていた加藤殿がここにやって来たのは、こちらの作業が難航しているだろうと予測してのことだったらしい。

			　慧けい眼がんと言うべきだろう。とはいえ、そうして帰ってきたおりに、他の転移者たちに遭そう遇ぐうすることまでは、さすがに予想できなかったようだが。

			「タイミングがいいのやら悪いのやら、だの」

			「よかったんだと思いますよ」

			　車のなかから、加藤殿が声を返した。

			「相手がああしてガーベラさんたちのことを下に見ている以上、一応、同じ立場にいるわたしがつっぱねるほうが、まだしも角が立たずに済みますからね」

			　加藤殿の声の背後に、がちゃがちゃと硬いものがこすれる音が聞こえた。

			　ケイが車に積んだ武器を手当たり次第に出している一方で、加藤殿はよさそうなものがないか物色をしているのだった。ちなみに、シランはもう主殿たちのところに戻っている。

			「それに、仮にわだかまりが生じるにせよ、その矛ほこ先さきは真島先輩ではなくて、わたしに向くことになりますから」

			「それはよいことなのかの？」

			「よいことですよ。戦う力のないわたしでは、先輩のためにできることがあまりありません。この程度のことはしないと、なんのために傍にいるのかわかりませんから」

			　妾わらわは車のほうを振り返るが、生憎あいにく、ここからだと加藤殿の姿は見えなかった。

			　代わりに、武器を抱えたケイが車から出てくる姿が目に入った。

			　妾は、手にしていた槍やりとも斧とも付かない武器を地面に置いた。

			　それを含めていくつかの武器を回収したケイは、代わりに次の武器を置いていく。

			「せめて転移者としての力に目覚めれば、話は違うんですけれどね」

			「チート能力か。そういえば、リリィ殿が似たようなことを気にしておるようだな」

			「ああ。ガーベラさんも知っているんですね。実はわたしも昨日、その件についてリリィさんに相談されました。自分には転移者の能力を扱えないものなのかって」

			「実際、無理そうなのかの？」

			「……どうなんでしょうね。いろいろと考えてはいるんですけど」

			　思案げな声が返ってきた。

			「リリィさんは、あくまで水島先輩に擬ぎ態たいしているだけで、転移者そのものではありません。それが原因だって、リリィさんは考えているみたいでした。自分は偽物だから、本物にできることができないんだって。彼女がそう考えるのも無理ありませんが……」

			「無理はない？」

			「このあたり、リリィさんのコンプレックスですからね。いずれ真島先輩の傍にいられなくなるんじゃないかって不安は、どうやら克服したみたいですけど、劣等感まではそうそうなくなるものではないのでしょうね」

			「むぅ。劣等感か」

			　いまひとつ妾わらわには、加藤殿の言っていることがぴんとこなかった。

			　妾のなかでは、リリィ殿は眷けん属ぞくたちの長ちよう姉しとして、みなに気を配っている印象が強い。

			　自分自身の問題に悩んでいるところは想像ができなかった。

			　だが、ひょっとしたらそれは、不断の努力によってそう在るだけのことなのかもしれない。

			　加藤殿は妾が眷属に加わる前から主殿と一緒だった。だから、リリィ殿の未熟な部分を知る機会もあったのだろう。

			「リリィさんの考えにも一定の説得力はあります。確かにリリィさんの擬ぎ態たいは、能力の劣化を避けられません。それに、水島先輩は転移者としての能力を発現する前に亡くなりましたから、再現しようにも、そもそも固有の能力自体がないというのも事実です」

			「確かにそれもそうか」

			「ただ、疑問点もあります」

			　がちゃがちゃという物音が途切れた。

			「リリィさんの擬態に付ふ随ずいする劣化は、『できない』のではなく『できるけど不完全』になるのが通常のことです。転移者としての能力だけ『できない』のは、少し不自然なようにも思えます。それに、確かに水島先輩には固有能力はありませんでしたが、転移者である以上、その素質自体はあったはずなんです」

			「えぇと……加藤殿が言いたいのは、つまり、こういうことかの？　『転移者としての能力を発現させる素質そのものを、リリィ殿は擬態できるはずだ』と。ふむ。それが本当であれば、リリィ殿が能力を発現できぬ理由は、なにか他にあるということになるが」

			「そうした可能性もあるんじゃないか、くらいには考えています。ほら。リリィさんでなくても、たとえば転移者であるわたしだって、能力に目覚めてはいないでしょう？」

			「そう言われてみれば、さっきの少年たちも状況は同じだの。リリィ殿が能力を発現できぬ理由を、擬態能力の限界だと決めつけてしまうのは、いささか早計か」

			「そういうことですね。諦あきらめるのは、十分に検討してからでも遅くない……」

			　徐々に加藤殿の声は、独り言めいたものに変わっていった。

			「転移者の力は、その人の望みを反映しています。だから、そもそも心の底から湧き上がる望みがなかったり、望みがあってもその想いが弱ければ、能力は発現しないんだと思います」

			　妾わらわは主殿のことを思い浮かべた。

			　主殿にも、能力がない時期があったのだという。リリィ殿以外に当時を知る者はいないが、話に聞く限り、リリィ殿と出会ったばかりの主殿は、相当に酷ひどい状態であったようだ。

			　だからこそ、主殿は能力に目覚めた。

			　逆にいえば、そうでもなければ『モンスターを率いる能力』などに目覚めることはなかったはずだ。

			　そうして考えてみると、少し複雑な気持ちにもなる。

			　主殿の不幸は、ある意味で、妾たちの幸せに繋がっているからだ。

			　とはいえ、そんなふうに考えることを、主殿は望まないだろう。過去の不幸は不幸。現在の幸福は幸福。いまここに主殿がいて、妾がいる。きっと、それだけでいいのだ。

			「能力の覚かく醒せいに至るほどの望みを持たない。多分、大多数の転移者はこのケースでしょう。けれど、それが全員に当て嵌はまるかといえば、そうとは限らないと思うんです」

			　話をしているうちに、加藤殿はどんどん思考の沼に沈み込んでいく様子だった。

			　声色は真しん摯しで、彼女が真剣に考えを巡らせていることが伝わってくる。

			　そして、それはこの件だけの話ではない。彼女は様々な事柄に気を回している。

			　そうさせるだけのものが、彼女のなかにはあるのだ。

			「考えてもみれば、チート能力自体、まだきちんと理解できているとは言い難い部分があります。そもそも、どうしてわたしたち転移者は、こんな能力を持つことができるんでしょうか。いいえ。これも少し的を外しているような気がしていて……」

			「なあ、加藤殿よ」

			「……あ。はい。ガーベラさん。なんですか？」

			　妾わらわが呼び掛けると、はっと我に返った様子で声が返ってきた。

			　どうしたものかな、と妾は迷った。加藤殿のことを見ていて、ちょっとした疑問が湧いたのだけれど、それを口にしてもいいものかどうかわからなかったのだ。

			　まあいいかと結論したのは、相手が加藤殿だったからだ。自分よりも数段頭のいい相手に、あれこれと考えを巡らせるのも馬鹿馬鹿しい。素直に、思ったままを尋ねることにした。

			　

			「お主、どうして主殿のことを押し倒さんのだ？」

			　

			　がらがらがっしゃん、と派手な音がした。

			　どうやら加藤殿が、漁って持っていた武器を引っ繰り返したらしい。「だ、大丈夫ですか、真菜さんっ！」というケイの慌てた声が聞こえた。

			　妾わらわも心配に思ったが、すぐに「……大丈夫です」という呻うめくような加藤殿の応答があった。

			　ほっと胸を撫で下ろして、妾は声をかけた。

			「武具の取り扱いには気を付けよ、加藤殿。怪け我がをするぞ？」

			「あなたがそれを言いますか！」

			　加藤殿が車から顔を出した。か細い首の根元までが赤くなっていた。

			「ガーベラさん？　いまの発言は、いったい、どういう……」

			「うむ？　なにか変なことを言ったかの」

			　はてなと妾は首を傾げた。

			「妾は主殿を押し倒したい。加藤殿も気持ちは同じなのではないかの？」

			「赤せき裸ら々ら過ぎます！」

			「お主はうろたえ過ぎだの。前々から思っていたが、主殿に関わることに限って、お主、脆もろ過ぎはせんかの？」

			「うぐ……」

			　加藤殿はたじろいだ様子を見せた。

			　そのうしろでは、赤くなった頬ほおを両手で挟んだケイが顔を出している。「お、大人の会話です……」と言って、彼女はそそくさと引っ込んでいった。

			　改めて、加藤殿とふたり顔を突き合わせる。

			　妾わらわが平静を保っており、加藤殿が動揺しているシチュエーションというのも、なかなかどうして珍しい。

			　妙な感慨を抱きつつ、妾は首を傾げた。

			「しかし、現実問題、押し倒されでもせん限り、主殿が加藤殿をそうした対象として見ることはないように思うがの」

			「……とぼけたようでいて、意外と鋭いことを言いますね、ガーベラさん」

			「この際、鋭さは関係ないな。主殿とはパスで繋がっておるから、ちゃんと見ていればわかる。そして、主殿を見詰める熱情にかけては、妾は他の姉妹に譲るつもりはない」

			　妾の見た限り、主殿は加藤殿を番つがう対象として見ていない。

			　無論、主殿とて木ぼく石せきではない。薄々、勘付いているようではある。しかし、どうにも答えに辿り着く様子はない。

			　それは、なぜか？

			　そこで思い出されるのは、男性との接触で倒れた、先程の加藤殿の姿だった。

			「まあ、当然といえば、当然よな。男と言葉を交わしただけであんなふうに弱る人間が、まさか自分を押し倒したいと思っているとは、主殿でなくとも想像などできぬだろう」

			「すみません、ガーベラさん。自分なりの言葉で話すのをやめていただけませんか」

			「だが、極論すれば、そういうことであろうよ。なればこそ、更に主殿は答えから遠ざかる。誠実であればこそ、男の獣性を欠片かけらでも見せるような選択肢は、頭のなかから消え去ろうからな。異性として見ること自体が、禁忌ともなろう」

			　妾わらわは溜め息をついた。

			「こんなこと、妾が言わずとも、お主なら重々わかっておるはずだな」

			　白いアラクネたる自身を打ちのめしたこの少女のことが、妾はいまでも少し怖い。

			　そんな彼女だから、妾がわかっていることくらいは、とうに把は握あくしていようと考えもする。

			「だから、訊いておるのだ。妾と気持ちは同じであろうに、お主はそれでいいのか、とな」

			　重ねて妾が尋ねると、ついに加藤殿は観念したように、ひとつ大きな溜め息をついた。

			「同じ気持ち、ですか。言っておきますけれど、別にガーベラさんみたく押し倒したいってわけではないですからね」

			　冗談めかした口調で言う。その口許には、ほろ苦い笑みが浮かんでいた。

			「しかし、まさかガーベラさんが、わたしの気持ちに気付いていたとは思いませんでした」

			「言ったであろ。主殿を見詰める熱情にかけては、妾は他の姉妹に負けるつもりはないと。しかし、お主もなかなかのものではあった」

			　同じものを見詰めているのだ。気付かないほうがどうかしている。

			　気付いてしまえば、疑問に思わないほうが不自然だった。

			「その胸に抱えたものを、主殿に伝えんのはなぜだ？」

			　妾わらわは尋ねた。

			「一度は、この妾の前に立ってみせたお主のことだ。まさか臆したわけではあるまい」

			「そのまさかですよ、ガーベラさん」

			「なんと」

			　苦笑を浮かべた加藤殿の返答は、妾にとって意外なものだった。

			　なにせ妾のなかの加藤殿と言ったら、怖いものなどなにもないイメージだ。それこそ、ある種の怪物モンスターとでも言うべきものだったのだ。

			　しかし、目の前の彼女は、自分はそうではないのだという。

			　妾が見誤っていたのだろうか？

			　……いや、それも違うように思える。

			　妾が出会った頃の彼女は、確かに恐ろしい怪物だった。

			　だけど、いまはそうではない、ということだ。

			　加藤殿を変えたなにかがあったのだ。そう確信した妾に、加藤殿が微ほほ笑えんだ。

			「以前のわたしは、確かに怖いもの知らずでした。わたしは、なにもかも諦あきらめてたんです。なにもかも失って、なにも持っていなくって、だからこそ、なんでもできた。なにも怖くなかった。それこそ敵だった頃のガーベラさんだって、怖くなんてありませんでした。そんなわたしだからこそ、先輩の役にも立てたんです」

			　加藤殿は吐と息いきをついた。

			「……なのに、ローズさんが言うんです。諦あきらめちゃいけないって」

			　困ったような、それでいて嬉しそうな感情が、その口元に滲にじんでいた。

			「そうしたら、なにをするにも怖くなりました」

			「その割には、以前と変わらずいろいろと動いておるように思えるが」

			「ふふ。そうですね。矛む盾じゆんしてますよね」

			　妾わらわの指摘に頷うなずきを返して、加藤殿はそっと目を閉じた。

			「だけど、仕方がないじゃないですか。ローズさんのお陰で、『助かった』って、『ありがとう』って、先輩に言ってもらえたんですもの。喜んでもらえたら、嬉しいじゃないですか。信頼してもらえたら、幸せじゃないですか。もっと頑張ろうって、思ってしまったんです」

			　薄らと笑みを浮かべた加藤殿は、そこにあるものの感触を確かめるかのように、己の胸元に手をやった。

			「人の心というのは、本当に、ままならないものです。全部諦めていたくせに、一度諦めないと決めたら欲が出る。だから……」

			「なるほどの」

			　それが、臆病な少女を動かす原動力というわけだ。

			　妾わらわは納得の吐息を漏らした。

			　……もっとも、妾にしてみれば、だったらそれこそさっさと気持ちを伝えればいいのにと思ってしまうのだが、きっとそれはできないことなのだろう。

			　なぜなら、それはとても怖いことだからだ。

			　前に進むことで、折角手に入れたものを失ってしまうのが怖いから、たった一歩を踏み出すことにも躊ちゆう躇ちよして、勇気を振り絞る時間が必要になってしまう。

			　それでも、いまの彼女が歩みをとめることはないだろう。

			　かつて彼女が手を引いてやった人形の少女が、いまは彼女を導いて、ゆっくりとでも前に進んでいく。

			　妾からすればもどかしいくらいのスピードで、それでも前へ。

			　だとしたら、やはり妾は、加藤殿のことが怖い。

			　心も体もこんなにも弱くて、なのに、強い。

			　妾には到底、理解できない在り方だ。

			　ふっと笑みが出たのは、それを好ましいと思えばこそだった。

			「よくわかった。お主は、あれだの」

			　彼女のような存在をなんというのか。思い出して、妾はひとつ頷うなずいた。

			「主殿のことに関してのみ、へたれなのだな」

			　ぴくんと眉を揺らした加藤殿が、じとっとした目を妾に向けた。

			「……よく知ってましたね、そんな表現」

			「幹彦殿から聞いた」

			「あの人は……」

			　脱力した加藤殿が、恨めしげな表情を向けてくる。

			「いいんですけどね。そんなわたしだからこそ、先輩の助けになれる部分だってあるはずですから。……ということで、こんなのはどうですか？」

			「うむ？」

			「さっき引っ繰り返したときに出てきました。こういうのなら、ガーベラさんにも扱えるんじゃないでしょうか」

			　車を降りた加藤殿が両手で重そうに抱えて持ってきた武具を、妾わらわはひょいと受け取った。

			「なにかの、これは？」

			　剣でもないし、槍やりでもない。

			　腕の長さと同じくらいの棒の先に、大きな金属塊がついている。金きん属ぞく塊かいには頑丈そうな突起物が取り付けられていて、ある意味、剣よりも物騒な雰囲気を醸し出していた。

			「これは、メイスですね」

			　ととっと駆け寄ってきたケイが、解説をしてくれた。

			「先に付いてる柄つか頭がしらで、相手を殴りつける武器です。東域三国のひとつ、ヴィスクムでは、刃が通らない硬いモンスターが多く出没するので、よく使われています」

			「ローズさんは、刃の付いた武器しかこれまで作ってきませんでしたからね。ガーベラさんも打撃武器という発想はなかったでしょう？　どうですか？　そのへんに生えてる木をへし折って、即席の棍棒にするよりいいと思うんですけど」

			「確かに。少なくとも、刃筋を気にする必要はないな」

			　加藤殿の問いに頷うなずきつつ、妾わらわの心は手にした武器に半ば奪われていた。

			　これならば、あるいは……。

			　妾は加藤殿たちから少し距離を取って、メイスを振りかぶった。

			「シャアァア！」

			　握る手に力を込めて、一切の手加減なく振り抜いた。

			　殴打された空気が、烈風となって周囲に弾ける。

			　伝わってくる手応え。思わず、にんまりと笑みが漏れた。

			　これはいい。手に馴染む。

			　なにより構造が単純だ。それでいて、単なる棒とは違って工夫があるのが面白い。

			　柄頭の重さを利用することで、自然と遠心力が武器となるようになっているのだ。振り回すだけでも、ある程度の威力が期待できるだろう。無論、武術として極めるのは、また話が別なのだろうが。

			「難を言えば、あまりにも軽過ぎることくらいかの」

			　人間用ならこれでいいのかもしれないが、妾わらわにはちょっと物足りない。

			「これなら、もっと重いほうがよいな。長さもほしい。ローズ殿には、そのあたりを相談させてもらうかの」

			　愉快な気持ちが胸で弾ける。

			　自然、笑みが漏れた。

			「くくっ。なにやら楽しみになってきたな」

			「あの、ガーベラさん？」

			「……なんだ、加藤殿。せっかく、ひとが良い気持ちでおるときに」

			　妾が不満顔を向けると、そこには眉を寄せた加藤殿がいた。

			「そのメイス、柄のとこ曲がっちゃってません？」

			「……あ」

			　間の抜けた声が、口から漏れた。

			　ついうっかり調子に乗って本気を出してしまったせいで、ぐにゃりと曲がったメイスを見下ろして、あわわわとうろたえる妾だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　このあと、慌てて直そうとして力を加えたせいで余計に歪ゆがんだり、主殿に報告して一緒に謝ってもらったりと、散々な目に遭った。

			　とはいえ、方針だけは掴めたようにも思う。

			　あとは、ローズ殿と相談だろうか。加藤殿も思い付いたことがあったらしく、なにやら動いているようだ。

			　武器ひとつ扱うにしても、なかなか大変なものだ。妾わらわは溜め息をついた。

			　

			　後日、「とにかく頑丈で重いものを」と頼んだところ、ローズ殿に頭を抱えられたのは、また別の話である。

		

	
		
			10　交こう易えき都市への道

			　

			　騎士団によって行われた開拓村周辺のモンスター討とう伐ばつは、地理に詳しい村人の協力もあって、ひとりの犠ぎ牲せい者もなく上首尾に終わった。

			　団長さんに申し出た通り、おれとリリィもこれに参加した。

			　やはりモンスターは増加傾向にあるようで、多少ひやりとする場面もなくはなかった。

			　けれど、先頭に立って戦うシランと、おれを守りながらも魔法を放って援護に回るリリィ、戦い慣れた騎士団の面々は、これを正面から切り抜けた。

			　おれにとっては、実戦経験を積む貴重な機会となった。

			　新たな眷けん属ぞくを見付けられなかったのは残念だったが、見付けてしまっても、同行していた村人への説明が難しかったから、これでよかったのかもしれない。

			　帰ってきたおれたちは、開拓村にもう一晩逗とう留りゆうした。

			　夜、三好さんが、酒に酔って勝手をしたという仲間を連れて謝罪にきた以外には、特に何事もなく夜は明けて、おれたちは村を出発した。

			　村人たちは総出でおれたちのことを――勇者のことを見送った。

			　団長さんが先行させた早馬はチリア砦とりで陥かん落らくの情報を届けているはずだが、どれだけ迅速に帝国が手を打つかわからない。

			　場合によっては、村人たちもこの開拓村を放棄して、北に避難する必要が出てくるだろう。

			　そんな状況にありながら、村人たちの表情には不安より期待が勝っていた。その理由は、やはりおれたちこの世界に降こう臨りんした勇者の存在にあるのだろう。

			　そもそも、どうしてチリア砦とりでが放棄されることになり、村人たちが避難する必要性が生しようじつつあるのか。そのあたりのことを考えると、少々複雑な気持ちにもなった。

			　村人たちは、十文字達也や工藤陸の所業について知らない。軽々に吹ふい聴ちようできるような内容ではないため、団長さんはチリア砦陥かん落らくの理由について『大量のモンスターに襲われた』としか村人に説明しなかったからだ。

			　知っていたなら、彼らがおれたちに向ける目は、どのようなものに変化しただろうか。

			　村を去る車のうしろに注がれる村人たちの視線を、おれは意識せずにはいられなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　団長さんは万が一の事態に備えて、戦える兵士の一部を村に残した。

			　そのため、そこから先の旅路は少々厳しいものになった。村での休息により気力体力を回復させたことを考えれば、とんとんといったところだろうか。

			　単調な森の景色に集中が途切れそうになるが、気を抜くわけにもいかない。モンスターの襲しゆう撃げきを撃退して、旅は続いた。

			　旅路に変化があったのは、村を出てから３日後のことだった。

			　目に映る木々が徐々に少なくなっているとは思っていた。

			　そろそろだろうと予想はしていた。

			　けれど、こうもはっきりと『変わる』ものとは、思ってもみなかった。

			「これは……」

			　空気から、なにかが消えてなくなった。

			　水のなかを進むように、おれたちの周囲には常になにかが満ちていて、これまではずっと、そのなかにいたから気付かなかった。

			　感覚が飽和して、麻痺していた。

			　けれど、それがなくなったことで、初めてわかった。

			　これが樹海なのだ、と。

			　魔力を帯びた特殊な木々が作り出した一種の異界だ。馬をはじめとした一部の動物がこの森に入るのを嫌がるのは、こうした空気の違いを敏感に感じ取ってのことなのかもしれない。

			　隣に座っていたリリィに魔動車の運転を任せて、おれは御者台の上で立ち上がった。

			　おれたちの車は、ブレーキの軋きしむ音をたてながら、緩い勾こう配ばいを下っているところだった。

			　御者台の高い視界からは、立ち並ぶ木々の隙間に、前方の様子が見て取れた。

			　遠ざかるほど木々は密度を減らして、行く手には草原が広がっていた。

			　小さく開拓村らしき集落が見えた。

			　遠く見える山々のふもとに広がる濃い緑の塊かたまりは、ただの森だろうか。それとも、取り残された樹海の切れ端である『昏くらき森』なのだろうか。

			　向かい風に目を細める。風のにおいも違っていた。

			「先輩、いま……」

			　目の前の景色に見入っていると、加藤さんが御者台に顔を出した。

			　彼女もなにかを感じ取ったらしい。期待が瞳ひとみに現れている。おれは頷うなずきを返した。

			「ああ。どうやら樹海を抜けたらしい」

			　前方を二列になって進む兵士たちにも、やや弛緩した空気が生まれていた。

			　気合を入れ直すように指示を出す団長さんの声が、こちらまで届いた。

			「やっと……」

			　様々な感情がこもった声で加藤さんはつぶやくと、御者台に身を乗り出した。

			　彼女はしばし景色に目を奪われていた。

			　身を乗り出しているせいで、おれとの距離が常より近づいているのに気付いた様子はない。

			　この異世界に飛ばされてから、おれたちはずっと樹海に囚われていた。その森を、ようやく抜けることができたのだ。言葉にならない感慨が胸をいっぱいにしているに違いなかった。

			　そのとき、加藤さんの手がおれの服の裾を掴んだ。

			　無意識の行動らしく、彼女は平原に目を凝らしたままだ。

			　指摘すれば、多分、この手は離れてしまうだろう。

			　それは、この時間を崩してしまう行為であるように思えた。

			　おれは気付かなかったふりをして、改めて視線を遠くに飛ばした。

			　この道の行き着く先に、帝国はローレンス伯爵領、交易都市セラッタがある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　多少軽くなった足取りで、チリア砦とりでの生き残りの兵士たちは街道を進んでいく。

			　樹海を抜けたおれたちは、帝国のローレンス伯爵領に足を踏み入れた。

			　以前にケイに聞いた話によると、このあたりはエルフに対する蔑べつ視しが強い土地らしい。

			　ローレンス伯爵領を含めた帝国南部では、樹海に面していない北部に比べて、エルフへの差別意識が強い。これは恐らく、防衛戦力としてのエルフの立ち位置を反映しているのだろう。

			　それに対して、ケイやシランの故郷である小国アケルを含んだ北域五国では、歴史的にエルフに対する差別意識は薄い。ただし、こちらはそもそも国全体が樹海に半分呑み込まれているようなものなので、いずれにせよ、エルフたちの生活は苦しいものらしい。

			　思い返してみれば、チリア砦を出発する準備をする際には、団長さんが幹彦を伴って帝国軍の兵士を動かす一方で、シランは同盟騎士への指示に専念していた。

			　帝国南方方面軍には、ローレンス伯爵領の出身者も多数含まれている。団長さんとシランの間で役割分担が行われていたのは、このあたりの事情が理由だったというわけだ。

			　ともあれ、ここがそうした土地だということは、考慮しておく必要があった。

			「ケイ。ちょっと、こっちに来てもらえるか？」

			　夜になるとおれたちは、同行する兵士たちとの摩ま擦さつを避けるために、一団から少し離れた場所で野営をすることにしていた。世話役のケイも一緒で、ここにシランや幹彦が加わることもあったが、その日は来ていなかった。

			「なんですか、孝弘さん」

			　ガーベラと話をしていたケイが、こちらにやってきた。
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			　胸には、あやめが抱えられていた。だらんとした手足が可愛かわいい。

			　おれと目が合うと、あやめは、ばたばたと短い手足を動かした。

			　こちらに来たいらしい。

			　大きな尻尾しつぽを激しく振って、宙を犬いぬ掻かきするあやめを受け取ってから、おれは口を開いた。

			「ケイに渡しておくものがあるんだ」

			「渡しておくもの、ですか？」

			「ああ。――ローズ。さっき見せてくれたものを、ケイに渡してやってくれ」

			「はい。ご主人様」

			　おれの傍にいたローズが頷うなずいて、持っていたものをケイに手渡した。

			「研究のために、騎士団からいくつか魔石を借りていただろう？　そのなかで構造の簡単なものが解析できたというから、参考にしてローズに複製品を作ってもらったんだ」

			　渡したのは、クリーム色の模造魔石を象ぞう嵌がんした、シンプルな装飾のブレスレットだった。

			「これは、閃光の魔石の模造品になる」

			「え？」

			　あやめを撫でながら告げたおれの言葉を聞いて、ブレスレットを嵌はめようとしていたケイが手をとめた。

			「閃光の魔石って、使い捨てのあれですよね？」

			「ああ。それだ」

			　魔石には、使用回数に制限のあるものがある。

			　閃光の魔石は、殺傷力のない眼潰しの魔石だ。強烈な光を生み出すことができるが、たった一度の使用で自壊してしまう。その点、同じ光を生み出す照明の魔石とは違っている。

			　こうした耐久性の違いは、魔石の質と出力に関わってくる。

			　質が高ければ長持ちするし、出力が高ければ消しよう耗もうは早いというわけだ。

			「そ、そんな高価なもの、もらうわけにはいきませんよ！」

			　慌てたケイが、ブレスレットを返そうとしてくる。

			　閃光の魔石には、通常、質のよい原石は使われない。そのため、魔石のなかでは安価な部類に入る。しかし、それでも使い捨ての護身具と考えると、一般人は尻ごみする値段らしい。

			　ただ、これは通常の魔石ではなく、模造魔石だ。

			「安心してくれ、ケイ。これは自作したものだから、材料費はかかっていない。使い捨てなのは勘弁してくれ。ローズにはまだ、それしか作れなくてな」

			　いまのところ、ローズが作れる模造魔石は、出力も耐久性も低い。

			　まだ試行錯誤している段階だから当然だが、作れるものは限られているのだ。

			　加えて言うなら、ローズの模造魔石はもうひとつの技術的な限界も抱えていた。

			　大別すると、魔石には使用者当人の魔力を必要とするものと、しないものがある。前者の例が魔法道具である水を生み出す水筒やライター、後者の例は大気中の魔力を動力源とする魔動車だ。後者は、魔石がなんらかのかたちで魔力を吸収する機能を備えている。

			　これの極端な例としては、この世界での犯罪者を牢に繋いでおくための拘こう束そく具がある。

			　おれたちの元いた世界では、武装を解除して監獄に入れておくだけで人間を無力化できるが、この世界の住人のなかには、魔力で肉体を強化し、魔法を操り、道具ひとつなく監獄を突破する力を備えた者がいる。

			　そうした人間への対策として、この世界には魔力を封じる道具がある。

			　魔力を扱おうとすると、拘こう束そく具が魔力を吸収して、それを拡散する原理だ。

			　これで一度拘束してしまえば、並大抵の者では逃れることはできない。

			　もちろん、制約もある。生物には自身の魔力への干渉に対する抵抗力があるため、当人に抵抗の意思がないか、意識を失った状態でないと拘束はできないし、ウォーリアのような戦闘に特化した勇者を捕えておけるほどの強度はない。それでも、こうした道具がこの世界の治安の維持に欠かせない役割を果たしているのは事実だった。

			　残念ながら、このタイプの魔石は本来の機能とは別に、魔力を吸い上げる機構を組み込む必要があるため、複雑過ぎていまのローズにはまるで手が出ないそうだ。ローズ当人は魔動車が作りたいらしいのだが、あれは、大気中から魔力を吸収する機構と、持続して出力可能な耐久性が必要となる。どちらも現在の自分の技術では難しいとわかると、しょんぼりしていた。

			「事情についてはわかりました。だけど、どうしてわたしにこれを？」

			　ケイが尋ねてくる。ブレスレットを扱う手が、おっかなびっくりなのが少しおかしい。

			　口元を緩めて、おれは答えた。

			「帝国領だと、エルフの立場は弱いと聞いた。面倒事に巻き込まれたときのために、自衛の手段はいくらあっても困ることはないだろう？」

			「確かに帝国はエルフ蔑べつ視しが強いですけど、いきなり石を投げつけられたりはしませんよ？　ローレンス伯爵領に関して言えば、別にエルフが弾圧を受けているということはないですし。……その北のマクローリン辺境伯領だと、そういう話もあると聞きますけど」

			「マクローリン辺境伯……というと、『エルフ嫌いのマクローリン』だったか？」

			　おれも少しずつ、この世界のことは勉強している。ケイ先生の授業によれば、帝国南部には、強大な権力と兵力を保持し、周辺貴族の元締めをしている三つの名家があるのだという。

			　マクローリン辺境伯家は、そのひとつだ。元締めだけあってその領土は広大で、以前に見せてもらった樹海北域の地図では、北域五国を全部合わせたより大きく描かれていた。小国とはいえ、国よりも一貴族の領土のほうが大きいというのは、なんとなくしっくりこない感じもするのだが、聞けば帝国の大貴族の領土というのは、ほとんど国のようなものらしい。

			　帝国の皇帝というのは、『最も大きな力を持ち、由緒正しい歴史を持ち、勇者を崇あがめる聖堂教会を抱えた大貴族と認識すればいい』というのは、幹彦の言げんだ。『重要なのは最後のひとつ。逆に言えば、教会としては、現皇帝に問題があれば頭をすげ替えるだけでいい』とも。

			　勇者という存在を嫌っており、そのために教会にもよい感情を抱いていない幹彦らしい見方だが、それなりに本質を突いているようにも思う。

			　実際、教会の後押しを受けた大貴族による皇帝位の簒さん奪だつも、過去にあったことらしい。

			　帝国の貴族は、ときに皇帝をも越えうる大きな力を持っているのだ。

			　マクローリン辺境伯領に関して言うなら、ただ領土が広いだけでなく、魔石が採掘可能な鉱山を多数抱えており、経済的にも非常に豊かだという話だ。直接、樹海に接しているわけではないのでモンスターの脅きよう威いも比較的小さく、豊かな経済に支えられた軍事力は被害を最小限に喰い止めている。『エルフ嫌いのマクローリン』という評は、『エルフ蔑べつ視しの強い南部貴族でありながら、その力を必要としない』という土地柄が、エルフに対する扱いに表れたものなのかもしれない。

			「今回、わたしたちはセラッタで用を済ませたら、すぐにローレンス伯爵領を出て、アケルに戻る予定です。マクローリン辺境伯領まで足を延ばす予定はありませんから、そんな心配しなくても大丈夫ですよ。そもそも、マクローリン辺境伯領からは主にエベヌス砦とりでに兵が送られてますから、チリア砦とは関係ないですし」

			「それはそうかもしれないが……いや。それでも、帝国内ではなにかあったときに助けてくれる存在が少ないのは確かなんだろう？　だったら、持っていて損はないはずだ。いろいろと世話になったから、その礼だと思って、もらってくれ」

			　おれが引くつもりはないと悟ったらしく、ケイは困った顔をした。

			「もらってあげたらいいじゃないですか」

			　そんなケイに、加藤さんが声をかけた。

			　うしろから両肩をぽんと叩くと、その顔を覗き込む。

			「先輩はケイちゃんが心配なんですよ」

			「……ちょっと心配性だと思いますけど」

			「ふふ。そうですね」

			　胸にブレスレットを抱えて眉を下げたケイを見て、加藤さんは微ほほ笑えむ。

			　そんな彼女を見て、おれは小さく眉を寄せた。

			「なにを他人事みたいに言ってるんだ？」

			「え？」

			「加藤さんの分もちゃんとあるぞ」

			　おれの視線に応じてローズがブレスレットを差し出すと、加藤さんは目を丸めた。

			「……ついこの間、ナイフをいただいたばかりですけど」

			「さっきケイにも言ったが、自衛のための手段はいくらあっても困らないからな」

			　開拓村であったといういざこざを、おれは忘れていない。わざわざ関係を悪化させるのも馬鹿らしいので、謝罪にきた三好さんには気にしていないと言ったが、それで済ませて対策を取らずにいるほど、彼らを信用してやる義理もなかった。

			「ですけど……」

			「もらってあげてよ、加藤さん」

			　なにか言おうとした加藤さんを、リリィが遮さえぎった。

			「加藤さんの言う通り、ご主人様は本当に心配性なんだからさ。ねえ？」

			「……別に。おれはただ、慎重にしているだけだ」

			　背中から抱きついて頬ほおをつついてくるリリィに、おれは眉をしかめてみせた。

			　うふふー、と笑うリリィ。不機嫌な顔が照れ隠しなのは、ばれているようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　旅は続く。

			　開拓村に立ち寄り、村の現状を尋ね、たまに休息を取りながら北へと歩を進める。

			　やがておれたちは、広大な草原地帯に足を踏み入れた。

			　ローレンス伯爵領も中央部に近いこのあたりでは放牧が行われており、草を食はむ牛と、それを率いる牛飼いの姿を見かけた。

			　牛飼いは集団で行動しており、丈夫な外がい套とうの下に鎧を着込み、様々な武器を携えていた。

			　どこからどう見ても、その姿は屈強な傭兵団かなにかにしか見えなかった。

			　モンスターの跋ばつ扈こするこの世界において、帝国南部の牛飼いは武装集団として有名らしい。

			　農村にも都市部にも属すことなく、危険な草原で暮らす彼らは、エルフとはまた別の意味で偏見の目に晒さらされているのだという。

			　ただ、それも無理のないことかもしれない。

			　おれの目にも、彼らは独自の世界を生きているように見えた。

			　生まれた村や町で一生を過ごす人間には、そんな彼らの在り方が不気味なものとも映るのだろう。これはもう、いいとか悪いとかいう話ではなく、ただそうしたものなのだ。

			　ある意味、おれたち転移者とも立場は似ているのかもしれない。

			　無条件の尊敬の眼差しだって、偏見のひとつには変わりないのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ある日には、遠目に夥おびただしい数の魚の群れを見掛けた。

			　最初は自分の目を疑った。土に潜り移動する魚。当然、モンスターだった。

			　名前は『トリップ・ドリル』。地上を回遊する魚型のモンスターで、見た目は派手な色をした小型のカジキマグロだ。そんな魚が群れを成して、まるでそこが海面であるかのように、発達した胸びれで宙を飛んでいるのだから、その光景は圧巻だった。

			「あれが移動性のモンスターってやつか……」

			「はい。なかでもトリップ・ドリルは有名で、大陸北部最大の『昏くらき森』と樹海表層部とを大移動することで知られています」

			　つぶやいたおれに、御者台に顔を出したケイが答えた。

			「トリップ・ドリルは、群れごとに独自のルートで北上します。村とか町は、その進路を外すように建設されていますね。ルートさえ外れていれば、基本的には大丈夫ですから」

			「基本的には？」

			「群れの一部がルートを外れて、例年、少なからぬ被害が出るというのがひとつですね。だけど、もっと大きな問題は、トリップ・ドリルを捕ほ食しよくする別のモンスターが、同じルートを北上して拡散してしまうことです」

			　あれだけ膨ぼう大だいな数がいれば、個体差から群れを脱落するものも、ぽつぽつと現れる。

			　そうした小さな群れや、個体単位になった彼らを喰らう、より強力なモンスターが、毎年かなりの数、樹海から溢あふれ出しているのだとケイは語った。

			「ちなみに、トリップ・ドリルは１体なら表層部でも弱いほうですけど、群れは手がつけられないので、災害扱いされていますね」

			「あの数じゃな……」

			　たとえ第五階かい梯ていの大魔法をぶつけたところで、群れの一部しか吹き飛ばせないだろう。

			　もちろん、おれたちにどうにかできるようなものではない。呑み込まれておしまいだ。

			　おれたちは、トリップ・ドリルの群れが去るのを待った。

			　目的地であるセラッタに着いたのは、その３日後のことだった。

		

	
		
			11　少年は強さを求める　～鐘木幹彦視点～

			　

			「団長、顔色が悪いですけど大丈夫ですか」

			　セラッタ近郊にある宿場町。とある商会の所有する建物から出てきたところで、おれは一緒にいる団長の顔を覗き込んだ。

			「きちんと眠ってるんですか。あ、そだ。眠れないなら、おれが添い寝でもしましょうか？」

			「馬鹿を言うな。これくらいで倒れるようなやわな鍛え方はしておらん」

			　団長は呆れたような表情になった。

			「それに、もしも必要なら眠りの魔法でも自分に使う。これでも第二階かい梯てい程度の魔法ならいくつか使えるからな」

			「眠りの魔法って、それ常用したらヤバいやつじゃないですか。幹彦くん抱き枕のほうが健康的ですよ。寂しい夜には、お喋しやべり機能その他も付いてますし」

			「健康的であっても、健全ではなかろう。要らん機能が付き過ぎている。下心を削いでから出直してくるのだな」

			「それじゃあ、せめて肩でも揉みましょうか。いやらしい意図はなく」

			「付け加えたせいで、かえって信用ならなくなっているぞ。要らん」

			「ちぇっ。団長ったら、ガード堅いんだからもう」

			　拗ねたふうを装いつつ、おれはこっそり胸を撫で下ろした。呆れた様子ながら、団長の口元にはかすかな笑みがあったからだ。団長が心身ともに強い女性なのは知っているが、チリア砦とりで襲しゆう撃げきからこの方、ずっと張りつめたままでいては倒れてしまう。おれとの会話で少しでも気を緩めてくれるのなら、道化の真似事くらい、いくらだってするというものだった。

			　おれたちは、建物の表に停めておいた魔動車に乗り込んだ。

			　車には何人かの騎士が待機していた。御者を務める騎士に団長が声をかけると、魔動車はゆっくりと動き出した。おれは団長に話を振った。

			「それにしても、よかったっすね。丁度いい物件があって」

			「ああ、そうだな」

			　着いて早々だが、団長はこれからセラッタにいるローレンス伯爵を訪ねる予定でいる。

			　ここまで立ち寄ってきた町と違って、人口１万人以上を抱える帝国の大都市セラッタには、チリア砦の生き残りである数百人の帝国軍兵士を一時的にせよ受け入れるだけの余裕がある。彼らの処遇についてローレンス伯爵と相談し、チリア砦陥かん落らくの報を帝国軍の上層部などに連絡するのに、最低でも３日、最大で１週間程度かかるだろうと団長は見積もっていた。

			　その間、孝弘を含む転移者にはこの宿場町で過ごしてもらう予定になっている。しかし、孝弘の眷けん属ぞくのなかには、モンスターとしての姿を隠せない者がおり、普通の宿屋で寛くつろぐのは難しい。そこで団長は、同盟騎士団と縁の深い商会に話を通して、空き家を一軒、融通してもらうことにした。今日はそのために、早朝から商会を訪れていた。

			「孝弘殿はチリア砦とりで防衛の最大の功労者だ。更には、ここに来るまでの間もずっと世話になりっぱなしでいる。彼がいなければ、どれだけの被害が出たかわからん。この程度で報いになるとも思わんが、最大限の便宜を図るのは当然の義理だ」

			「ほんと、リリィさん強かったですもんねぇ」

			　騎士のひとりが声をあげた。彼は騎士団で古株のひとりで、これは、怪け我がを負うか戦死するかで新陳代謝が早い騎士団では、特に腕利きであることを意味していた。

			「知ってますか、団長。軍の兵士のなかには、年甲が斐いもなくリリィさんに憧れちまってる奴もいるって話ですよ」

			「ほう」

			「無理ない話じゃありますけどね。正体はモンスターなんて言われても信じられないくらいの器量良しで、戦ってる姿はあんだけ凛り々りしくて、兵士たちのなかには回復魔法で命を助けられたのもいるわけで、なにより、おっぱい大きいですしね。正直、孝弘様が羨うらやましいっすよ」

			「おい、失礼に当たることを言うな」

			　かすかに眉をしかめて、セクハラ発言に関して団長が注意した。

			　古参の騎士である彼には、おれもこれまでいろいろと世話になっている。面倒見がよく、気の好いい人なのだけれど、愚ぐ痴ちっぽいのと口の悪いのと失言が多いのが玉たまに瑕きずなんだよな……と思いながら、おれも口を開いた。

			「それ、孝弘の前で言わないでね。叩きのめされても文句言えない」

			「はは。あんなに仲なか睦むつまじいですもんね。違いないっす」

			「マジで気を付けてね？」

			　いい加減なおれなんかとなんで友達やってるのかわからないくらい、孝弘は生真面目で我慢強い性質だ。しかし、同時に、怒らせると怖いタイプでもある。

			　こんなところに来てしまったけれど、あいつは変わらず大事な友達だ。騎士団のみんなは、こんなところに来てしまったからこそ出会えた、団長を慕したう同志のようなものだ。両者の関係が変にこじれるのは嫌だったので、おれは念を押しておいた。

			「ホント、気を付けてね？　あいつ、あれでけっこう強いんだからさ」

			「え？　そうなんですか？」

			　意外そうな顔をされた。少し考えて、合点がいく。

			「あ。そっか。そういえば、チリア砦とりで襲しゆう撃げきのときには、団長たちとは別行動で砦の要所を守っていたんだっけ？」

			　彼を含めて、この場にいる騎士はあのときに別行動を取っていた者ばかりだった。……というか、団長はあのとき一緒に戦った騎士を、優先的に孝弘のところに回しているのだ。死線をともにくぐり抜けた騎士は、特に孝弘たちに好意的なことを考慮した配置だった。

			「十文字達也との戦いでは、孝弘様がリリィさんたちに指示を出して、副長と共闘したって話はあとで聞きましたけど、ご本人も戦えたんですね。幹彦様よりお強いんですか？」

			「そりゃあまあね」

			　これまで何度か模擬戦をしているが、こちらは虎の子の『エアリアル・ナイト』を使用し、向こうはアサリナの支援なしという条件でさえ、勝てたことは一度もなかった。

			「相手にもならないよ」

			「へぇ、そんなにですか」

			　言いながら、身を乗り出してくる。やっぱり、常に命懸けの戦いに身を置くだけあって、こうしたことは関心が高いらしい。興味を惹かれた様子なのは、他の騎士も同じだった。

			「全然勝てないってのは、情けない話ではあるんだけどね」

			「大丈夫ですよ」

			　騎士のひとりが言う。

			「幹彦様は才能あります。すぐに追いつけますよ」

			「……それはどうなんだろうね」

			　返した声には、苦いものが混じっていた。

			　それを自覚して、失敗したと内心で思う。案の定、騎士たちは不思議そうな顔をした。

			　なんでもないと手を振ると、おれは普段の調子を意識して、別の話題を口にしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んじゃ、すぐ帰ってきますんで。寂しいと思いますけど、待っててくださいね」

			「急ぐことはないぞ。どうせこっちも指示を出すのに少し時間がかかるだろうからな」

			「……あのー、団長？　寂しい云々スルーされちゃうと、おれ、ちょっと惨みじめなんですけど」

			　こんな心温まるやりとりをしたあとで、おれは車を降りた。

			　そこは、町から少し離れた場所にある拓ひらけた丘陵部だった。

			　チリア砦とりでの生き残りは、ここで野営をしている。モンスターの襲しゆう撃げきに備えるために、陣地の設営が始まっており、みんな忙しそうに動き回っていた。やっとセラッタに辿り着いて、苦しい旅から解き放たれた安あん堵ど感や解放感もあってか、みんな表情が明るい。

			　そんな野営地の端、丘陵地の半分ほどを占める森のすぐ傍に停められた車に、おれは歩み寄った。少し離れて警備をしている騎士と挨あい拶さつを交わして、車の外から声をかける。

			「幹彦だけど、誰かいるー？」

			「幹彦さんですか？　どうぞ、入ってきてください」

			　ローズさんの声で許可があったので、布を持ち上げてなかに入る――と、ほぼ同時に、「あ、駄目です」という加藤さんの焦った声があがった。

			　だが、もう遅い。おれはもう車のなかに足を踏み入れてしまっていた。

			「へ？」

			　そこにあったのは、乳だった。

			　嬉し恥ずかしどっきりハプニング……ではない。

			　違ってよかった。孝弘に殺されるところだった。

			　そうではなくて、ただ、床におっぱいが落ちていたのだった。

			　うん、おれも自分でなにを言ってるのかわからない。

			「……疲れてるのかな、おれ」

			　目をこする。だが、幻覚ではない。当然だ。確かに団長の胸部には並々ならぬ興味があるおれだけれど、それでも、こんな幻覚を見るほど病的に飢えてはいない。

			　現実に、乳が魔動車の床に転がっているのだった。それも、すごく大きい。リリィさんのは服の上からでもわかるくらい立派だけど、それより大きいかもしれない。

			　ただ、改めて見てみると、その形はかなり歪いびつだった。ぶっちゃけ、あんまりエロくない。なんと言えばいいのだろうか。性に芽生えた小学校高学年の男の子が、見たことはないんだけど、リビドーの赴おもむくままに描いた絵を立体に起こしてみました……みたいな、いい加減な感じがある。うん。これじゃ伝わらないかもしれない。

			　一見したときにはおっぱいに見えたけれど、明らかに質感もおかしい。加えて言えば、おっぱいは通常一対で存在するもの。けれど、ここには片方だけしかない、ということもミソだろうか。いや違うかもしれない。おれはまだ混乱している。

			　そんなよくわからないなにかを、慌てた様子で加藤さんが回収した。

			「それ、加藤さんのおっぱい？」

			　反射的に尋ねたあとで、なわけねーだろ、と思った。

			「……ち、違います」

			　当たり前だが、加藤さんは否定した。

			　かすかに震えた声で答えて、すぐにローズさんの傍に移動する。そして、女の人にしては長身なローズさんの体に寄り添い、半ば隠れるようにしてこちらを見た。

			　なにも知らなければ失礼な態度だが、基本、彼女と話をするときはこのポジションなので、気にはならない。最初の頃、本気で倒れそうになっていたことを考えれば、むしろかなり克服してきたと思えるくらいだ。孝弘もローズさんも愛されてるなあとしみじみ感じる。

			「ああ、片付け忘れていたのですね。ご主人様に見られなくてよかったです」

			　加藤さんから受け取った乳もどきを、ローズさんが自分の荷物のなかに押し込んだ。

			「ねえ、ローズさん。いまのなに？」

			　尋ねると、ローズさんが仮面の顔をこちらに向けた。

			「人間のものに近い体を作るのなら、胸は大事だと真菜に言われまして」

			「え？　うんまあ、そうね。おっぱいは大事ね」

			「将来のことを見越して、試しに女性の胸を作ってみたのです。わたし自身の胸を作る前の、あくまで処分前提の試作品でしたが、それにしても酷ひどい出来でした。真菜が大きいほうがいいと言うのでそうしましたが、やはり想像で人体の一部を作るのは難しいものですね」

			「ああ、それはそうかもね。でも、あいつは別に巨乳好きってわけじゃないと思うけど」

			「そうなのですか？　でしたら、幹彦さんはどのような胸にすれば、ご主人様に気に入っていただけると思いますか？」

			　え？　それ、おれに訊くの？

			　と思って見返すが、ローズさんは真面目に答えを待っている。前々から思っていたけれど、ローズさんは基本しっかりしている割に、どうも天然さんなところがある気がする。

			　というか、おれはなんで友達の性癖について、女の子と話をする羽目になっているんだろうか。変なこと言わないでくださいね、という加藤さんの目が、いい感じに居たたまれない。おれも、この会話はどうかと思う。なるべく無難な方向で収めるしかなさそうだ。

			「……えぇっと、そうだなぁ。やっぱり自分が一番いいと思ったものがいいんじゃないかな。ほら、自分がもらって嬉しいものをってやつ」

			　なにかが違うような気がしたが、ローズさんはそれで納得するところがあったようだった。

			「なるほど。自分が一番いいと思ったもの、ですか」

			　仮面の下の目が、加藤さんに向けられた。

			「そうですね。自分が一番可愛かわいいと思うものにする、というのが一番なのかもしれませんね。それに、やはり想像では限界があるのかもしれません。しっかりと時間をかけて、いろいろと調べてから作ったほうがよさそうです」

			　加藤さん本人が視線に気付く前に、ローズさんは改めてこちらを向いた。

			「ありがとうございます、幹彦さん。参考になりました」

			　丁寧に頭を下げる。よくわからないが、解決したらしい。無難に収めようとしたら、なんだか大変なことになったような感がないでもないけれど、きっと気のせいだろうと思うことにした。ここから先は、おれは与あずかり知らないことである。

			「ところで、幹彦さんはどうしてここに？」

			　顔を上げたローズさんが首を傾げた。

			「あ、そうだ。孝弘の姿が見えないけど、どこにいるか知ってる？」

			「ご主人様なら、ちょっと前にリリィ姉様やガーベラと一緒に出ていかれました」

			「そっか。じゃあ、ちょっと探してみるよ」

			　ローズさんにお礼を言って、おれは車をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　孝弘がいたのは、車が停まっていた裏にあった森のなかだった。人目を避けたのは、ガーベラさんが一緒だからだろう。なにをしているのか予測はついた。

			　足音に気付いて振り向いたリリィさんに手を上げて、おれは森のなかの小さな広場に足を踏み入れる。そこにあるのは、なにも知らなければ、モンスターに襲われる少年としか見えない光景だった。

			「シャァアアァア！」

			　襲い掛かるのは白い蜘く蛛も。ガーベラさんが振り撒く強者の気配が肌を叩き、見ているだけで全身が凍り付いた。予想していたのに、無様に悲鳴をあげそうになって、おれは唇を噛む。

			　素直に、すごいと思う。

			　ガーベラさんもそうだが……いまの彼女の前に立てるあいつがすごい。

			「おおお！」

			　雄叫びをあげた孝弘は、臆さずガーベラさんに立ち向かっていった。

			　突き出される蜘蛛脚を剣で切り払い、盾で受け流し、その場を飛び退のいて躱かわす。

			　手加減していても十分に勢いの乗ったガーベラさんの攻撃が、受け損なった孝弘を引っ繰り返す。そこに、追い討ち。蜘蛛脚が叩き付けられる。

			　辛うじて孝弘は、これを転がって回避する。

			　即座に立ち上がったところに、容赦なく襲い掛かる蜘蛛脚の連撃。孝弘はこれにも対処するが、捌さばき切れなかった一撃が、二の腕に突き立つ。

			　鉤かぎ爪づめは寝かせてあるとはいえ、あんなのハンマーで殴られたようなものだ。押し殺した悲鳴があがり、握力を失くした孝弘の手から、握っていた剣が地面に転がった。

			　それでも、孝弘は痛みに判断を鈍らせることなく、続く一撃を盾で受け止めて、更には、その衝撃を利用することで距離を取ってみせた。だらんと右腕を下げたまま、孝弘は次の攻撃に備えて腰を落とし――リリィさんが、大きく手を叩いた。

			「そこまで！　ご主人様、そこまでだよ！」

			　孝弘とガーベラさんが、同時に戦意を解く。

			　回復魔法の魔法陣を展開したリリィさんが、すぐに孝弘のもとに走っていった。

			「……ああ、くそ。情けない。最後のほう、何度かミスをしたな」

			「疲れてきておったからの。しかし、アサリナなしであれだけやれれば上出来であろ。それに、最後の反応はなかなかよかったと思うぞ？」

			「そんなことより！　大丈夫なの、ご主人様？　最後の、けっこういいのが入ったけど」

			「大したことない。折れてはいない、と思う」

			　返した孝弘が、そこでこちらに気付いた。

			「ああ、なんだ。幹彦も来てたのか」

			　回復魔法の白い光に照らされた孝弘の顔は、少し蒼あお褪ざめていた。さっきの一撃。腕の骨は折れていないまでも、ひびくらいは入っていたに違いない。

			「なんだ、おれのところに来たってことは、なにか用事か？」

			「うん。団長さんからの伝言があってさ」

			　孝弘に歩み寄ろうとしたおれは、さっき孝弘の取り落とした剣が、足元に転がっていることに気付いた。

			　拾おうと手を伸ばす。――その掌てのひらが、汗で濡れていた。

			「どうした？」

			「……なんでもないよ」

			　ささっと服で掌を拭ふいて、おれは剣を拾う。そして、孝弘のもとまで走っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　孝弘に宿場町での宿泊先が確保できたことを伝えて、案内役の騎士と引き合わせたあと、おれは団長のもとに戻った。

			　団長は陣地設営の進捗状況を聞き、自分がいなくなったあとの指示を行ったあとで、セラッタに向かう車に乗り込んだ。おれもこれに同行した。セラッタまでは、半日の道どう程ていになる。

			「団長。本当に顔色悪いですよ。セラッタに着くまで眠ったほうがいいんじゃないですか」

			　おれは先程より強い口調で言った。団長の顔色はますます悪くなり、まるで紙のようになっていたのだ。どう見ても、無理のし過ぎだった。

			「しかし、伯爵と話す前に、いくつか考えておかなければならないことがあるからな……」

			「でしたら、せめて肩でも揉みましょうか。いやらしい意図で」

			「いやらしい意図では駄目だろう」

			「はい。ですから、揉まれたくなければ寝てください。そもそも、そんな状態じゃあ、話し合いだってうまくいかないかもしれないっすよ」

			　団長はちょっと考えたあとで頷うなずいた。

			「では、しばし眠る」

			　団長は腕組みをすると、座席の背もたれに身を任せて瞼まぶたを閉じた。

			　おれはほっと息をついた。そして、横目を使って、隣に座る団長の様子を窺うかがう。

			　団長はおれより背が高く、体は筋肉質でたくましい。まさに頑強な騎士の体をしている。

			　……だけど、その頑強さにも限界がある。やるべきことは多く、人材は足りていない。この世界では、ある程度の身分がなければ人を動かすこともできず、首脳部が根こそぎ全滅したチリア砦とりでの生き残りのなかで、上に立って指示できるのは団長しかいなかった。

			　自然、仕事は集中することになる。団長は半壊状態の軍の兵士を纏まとめ上げ、チリア砦の放棄のための処理に奔ほん走そうし、それが終われば、危険な樹海を非戦闘員と負傷兵を大量に抱えて大移動するという難行をこなさなければならなかった。シランさんが前方を、孝弘が後方を守っていてくれていなければ、本当に途中で倒れていたかもしれない。

			　悔しいな、と素直に思う。あのふたりと違って、おれには勇者としての立場でしか、彼女を守ることができない。

			　おれも強くなれるだろうか？

			　幸いなことに、おれには戦闘に関する才能があるらしい。元の世界にいたら一生気付かなかっただろうが、剣や槍やりを手にすると、不思議なくらいにしっくりくる感覚があるのだ。それは、転移者としての固有の力とはまた別の、歯車が噛み合ったような感覚だった。

			　実際、ガーベラさんだって言っていた。

			　――見ている限り、お主のほうが戦いの才能はありそうに思えたがな。

			　大事なご主人様の関わることだ。彼女はきっと嘘は付いていない。事実、おれはかなりの勢いで、剣の腕では孝弘に迫りつつある。

			　だけど、それにどれだけの意味があるのかはわからない。

			　思い出されるのは、さっきの孝弘の訓練だった。

			　血が流れるのは当たり前。骨がへし折れるくらいは許容する。仮におれたちの世界で行えば、それ以降の訓練に支障をきたしてしまって、むしろ成長を遅くしかねないほどの過か酷こくな訓練は、回復魔法のあるこの世界だからこそできることだ。

			　あれだけのことをやっているのだ。孝弘はきっと強くなる。いや。現時点でも多分、あいつは自分自身や周囲が思っている以上の力を持っている。多少の才能の差なんて意味はない。

			　だったら、おれだって……。

			「変なことを考えるなよ、幹彦」

			　気付けば、団長が切れ長の目を開けていた。

			「お前がなにを考えているのかはわかっているつもりだ」

			「なにが……」

			「とぼけるなよ。以前から、孝弘殿のところに行ったあと、たまに貴様は思い詰めたような顔をしている。なにを考えているのかくらいはわかる。だから言う。やめておけ」

			　睨にらみ付ける視線とは裏腹に、口調は言い聞かせるようだった。

			「一度だけだが、わたしも孝弘殿の訓練を見たことがある」

			「団長もですか？　回復魔法のあるこの世界だからこそ可能なやり方ですよね」

			「ああ。そうだ。だがな、幹彦。あれは可能だが、普通はできないことだ。あんなこと普通は思い付きもしないし、思い付いても、やろうとは思わない。思ったとしても、生半可な覚悟でできることではない。ましてや、それを継続するなんてどうかしている。……単純に、リリィ殿のような高位の回復魔法の使い手が近くにいないとできない荒行だというのもあるが、騎士団でもあんなことは……まあ、基本的にはやっていない」

			　団長が口を濁したのは、多分、一時期のシランさんのことがあるからだろう。以前、酒に酔って口が軽くなった騎士のひとりから、そのあたりは聞いたことがあった。

			「あれは、孝弘殿だからできることだ。リリィ殿たちのことを大事に思い、己と彼女たちの立場に危機感を抱いているのはもちろんとして、それ以上に、過か酷こくな経験がもたらした価値観や基準の変化が大きい。大したことだとは思うし、尊敬はするが……そんなふうになるほどの経験をするのが幸運なことだとはわたしは思わんし、貴様にそうなってほしいとも思わない」

			　厳しくはあるが、そこには確かな気遣いがある。おれの好きな団長の言葉だった。

			「悪戯いたずらに焦って無茶をする必要などない。貴様は、貴様なりに強くなれ」

			「団長……」

			「……少し話をし過ぎたな。わたしは眠る」

			　改めて団長は瞼まぶたを落とした。今度こそ本当に眠ったらしい。すぐに寝息が聞こえてきた。

			　たくましい体が傾かしいで、隣に座るおれにもたれかかってくる。
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			　大事なものの重みが、おれの胸を熱くさせた。

			　いまはまだ、こんなふうに支えることしかできないけれど――

			「――おれも強くなります、団長」

			　おれなりの方法で。あいつに負けないくらいに。せめてあなたを支えられるくらいには。

			　決意を乗せて車は走る。その先に待つ運命を、おれはまだ知らない。

		

	
		
			12　宿場町での穏やかな時間

			　

			　ここまで一緒だったチリア砦とりでの生き残りと別れて、おれたちはセラッタの近郊にある宿場町を訪れていた。滞在しているのは、騎士団御用達の商人に、団長さんが話を通して借り受けてくれた物件だ。お陰でおれは、眷けん属ぞくたちとひとつ屋根の下で過ごせていた。

			　おれはシランの指導を受けたあと、水浴びで汗を流してから部屋に戻ってきた。

			　体には、心地よい疲労感と充足感があった。

			　シランに剣を教わり始めてから、単に戦闘行為に慣れるだけでなく、技術として剣技が身に付き始めたのを実感している。自分より成長著いちじるしい幹彦の存在も励はげみになって、最近では訓練の時間に充実感だけでなく、純粋な楽しさも感じるようになりつつあった。

			「主殿よ、これは面白いぞ」

			　濡れた髪をタオルで拭ぬぐっていると、なにやらガーベラが楽しげに話しかけてきた。

			「どうした、ガーベラ」

			「ローズ殿からもらったのだ」

			　ガーベラの手には、20センチメートルほどの、艶つやのない黒い棒が握られていた。

			「えやっ！」

			　気の抜けた気合とともにガーベラが棒を振るうと、その先から幅の違うパイプが飛び出してきた。一度飛び出したパイプは摩ま擦さつ力で固定されて、引っ込むことはない。

			　振り出し式の特殊警棒だった。

			「ああ。そういえば、そんなものも作っていたな」

			　これは、加藤さんが提案したもののひとつだった。

			　彼女自身はどういうものか詳しく知らなかったので、知識を提供したのは幹彦になる。

			　いまのローズはいろいろと試行錯誤をしている最さい中ちゆうで、その一環として、積極的に新しい知識や概念を取り入れては実践している。将来の応用を念頭に入れているため、とりあえず、いまは使えるかどうかを考えておらず、そうして作り出されたものは、大半がガーベラやケイの玩具おもちやになっていた。

			　おれにとって魔法に関連する品物が胸躍るものに感じられるように、彼女たちにしてみれば、こうした小さなギミックが珍しくも感じられるのだろう。

			「他にも、ほれ！　こんなものももらったぞ！」

			　ガーベラが取り出したのは、掌てのひらサイズの木彫り人形だった。高さは10センチくらいの卵型で、髪の毛や顔立ち、衣服や手などは側面に絵として彫られている。

			　デフォルメされているが、これはリリィだろうか。

			「可愛かわいいな」

			「うむ。しかし、それだけではないぞ。これはな、ここが開くのだ」

			　ぱかりと腹の部分がふたつに割れた。

			　上半身と下半身に分かれた中身は空洞になっていて、更に小さなリリィが……。

			「マトリョーシカ？」

			　幹彦はローズになにを教えているのだろうか。ちょっと疑問に思えてきた。

			　いやまあ、ガーベラが楽しそうなのでよいのだが。

			　ガーベラは更に、その小さなリリィを割って、なかから狐の人形を取り出した。

			　これは、あやめらしい。

			「ふふふふ。可愛かわいいのう」

			「……」

			　見た目からすると、ガーベラはおれと同い年か、少し上くらいだ。そんな彼女が、ケイと同レベルで楽しんでいるのはどうなのかと、普通なら思うのだろうけれど……。

			「……壊さないようにしろよ」

			　血のように赤い目を、子供みたいに煌きらめかせるガーベラを見ていると、なんだか幸せな気持ちになる。

			　それは、はしゃいでいるケイを見るときの、微ほほ笑えましい気持ちとは少し違う。

			　微笑ましいと思うのは同じだが、それだけではない。

			　いつまでもその笑顔を眺めていたいような、そんな気持ちになるのだ。

			　自然と笑みを浮かべながら、おれは部屋のなかに視線を巡らせた。

			　部屋には、話しかけてきたガーベラの他に、リリィとシランがいた。

			　ローズと加藤さん、それとケイは隣の部屋だ。

			　昨日のうちに、彼女たちが騎士団のツテで、この宿場町で染料を買い込んだのは知っている。

			　服を作るのだと言っていた。詳しいことは教えてくれなかったが。

			　厚いとはいえない壁の向こう側からは、少女たちの楽しげな声がかすかに漏れ聞こえて、穏やかな時間を実感させてくれる。

			　団長さんの故国アケルにつけば、このような光景が日常のものとなるのだろうか。

			　それは、思い描くだけでも胸に痺しびれが走るような、幸せな未来予想図だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれたちに同行している騎士は、シランも含めて３名いる。それ以外の騎士たちは、他の転移者たちの護衛をしている者と、町の外で軍の兵士と待機している者とに分かれていた。

			　団長さんはといえば、この家屋をおれたちに世話したあとで、騎士数名を伴って、先にセラッタに向かった。幹彦も同行していて、これが一昨日おとといのことになる。

			　兵士の受け入れを含めた様々な手続きや折衝を終えて、団長さんが戻ってくるのは、最低でも３日程度かかると聞いている。

			　可能なら、それからすぐにアケルに出発することになる。

			　いまは英気を養わなければならなかった。

			「あぁ、もう。また失敗……」

			　こんな声をリリィがあげたのは、加藤さんに呼び出されたガーベラが隣の部屋に移り、おれがシランと今日の訓練内容や今後の眷けん属ぞくたちの指導に関して話をしているときのことだった。

			　ベッドに腰掛けていたリリィは、諸もろ手てをあげて背後に倒れた。

			　正確には『諸手をあげた』ではなく『両腕をあげた』というべきだろうか。

			　いまのリリィには、両方とも手首から先がなかった。怪け我がをしたわけではない。少女の姿を模したまま部分的に別な生き物を擬ぎ態たいしようとして、その部分の擬態が解けてしまったのだ。

			　以前、話してくれた部分擬態を実現しようと、最近、リリィはずっと頑張っていた。

			　しかし、これがなかなかうまくいかないらしい。

			　擬態に失敗したことで形を失った両手首の先に、ぼこぼことスライムの体組織が盛り上がって、元の通りの少女の手を形作る。

			　けれど、リリィは仰向けに倒れたままだった。難しい顔を天井に向けている。

			「あまり根こんを詰め過ぎるなよ」

			「やんっ」

			　おれは隣のベッドに移ると、リリィの眉の間に寄った皺しわを指先でつついた。

			「もう。ご主人様？」

			「そろそろ休憩したらどうだ」

			「休憩されるのでしたら、お茶の準備をしてきましょうか」

			　おれたちのやりとりを見て、シランが腰をあげた。

			「あ。なら、わたしも手伝うけど」

			　ひょいとリリィが上体を起こすが、シランは首を横に振った。

			「勝手もまだわからないでしょうし、リリィ殿はゆっくりしていてください」

			　人の好いい笑みを残して、シランは部屋を出て行った。足音が階段を下りていく。

			　ふたりきりになると、リリィはおれにもたれかかってきた。

			「うー、うー……やっぱり駄目なのかなあ」

			　おれに寄り添うことの多いリリィだが、今日のはむしろ、寄りかかっていると言ったほうが正しい。

			　ぐんにゃりしている。

			「リリィ」

			　おれはリリィの柔らかい体を抱き寄せた。抵抗はない。

			　脱力した体が滑り落ちて、横になる。

			　もぞもぞ位置を調節したリリィは、おれのふとももの上に頭を落ち着けた。
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			「んー」

			　甘えるようにふとももに頬ほおずりをする姿は、どことなく猫に似ている。

			　おれはリリィの前髪を弄いじりながら、彼女に声をかけた。

			「……なあ、リリィ」

			「なぁに？」

			「ひょっとして、けっこう真剣に落ち込んでないか」

			　リリィはくるりと仰向けになって、おれの顔を見上げた。

			「かもね」

			　力のない笑みが、その口元に浮かんだ。

			「なんとなく、わかってきたの。多分、これがわたしの、ミミック・スライムの能力の限界なんだなあって」

			「……」

			　部分擬ぎ態たいについておれに話してくれたのは、チリア砦とりでを出て、初めの開拓村に到着する前のことだ。時間にして、すでに20日が経過している。

			　それなのに、リリィの部分擬態は、いっこうに成功する兆きざしを見せていない。

			　リリィは小さく溜め息をついた。

			「わたしのなかにあるモンスターの能力を最大限発揮するためには、部分擬態はどうしても実現しなくちゃいけないのに……」

			「……リリィの言いたいことはわかるが」

			　部分的にモンスターの能力を擬ぎ態たいすることができるのなら、それは、いいとこ取りができるということだ。

			　たとえば、樹海深部の白い蜘く蛛も、ガーベラと正面から戦って、通常のモンスターがこれを打ち破ることはまずできない。筋力に頑丈さ、速度に回復力。戦闘に関わるありとあらゆる能力が、いずれも最高クラスでまとまっているガーベラには、こと戦闘に関しては一分野でさえ対抗することが難しい。仮にどこかで対抗できたところで、他の分野で圧殺される。

			　けれど、もしもリリィが部分的な擬態を身に付けたら？

			　ありとあらゆるモンスターのよいところで対抗することができるようになれば？

			　あるいは、ガーベラに迫ることさえ可能かもしれない。

			　……そうすることができたなら、だが。

			「なあ、リリィ。それは、落ち込んでも仕方のないことなんじゃないか？」

			　おれはリリィの頬ほおに触れた。

			「人間には地面を蹴けって跳躍することはできても、空を飛ぶことはできない。両手で水を掻かいて泳ぐことはできても、何千メートルっていう深海に潜ることはできない。できないことは、できないんだ。リリィはモンスターだけど、それでも限界はあるだろう？」

			「だけど、人間は空を飛ぶし、深海に潜るじゃない」

			　聞きわけのない子供のようなことを言うリリィに、思わず苦笑が漏れた。

			　眷けん属ぞくたちの姉として振る舞うリリィが、こうして弱ったところを見せるのは珍しい。

			　これまで支えられるばかりのおれだったから、甘えられるのは嬉しかった。

			「それは、飛行機や潜水艦を使って、だろう」

			「……うん。それはそう、なんだけど」

			　あやすように額を撫でてやると、リリィは目を閉じた。

			　ふたりきりの時間が、静かに流れる。

			　やがて、ぽつりとリリィが言った。

			「だけど、ご主人様」

			「なんだ？」

			「たとえ他のものに頼っているにせよ、空を飛んでいるし、深海に潜っていることは、変わらないんだよね」

			「……」

			　なぜだろうか。

			　おれはふと、背筋に寒気を感じた。

			　それはひょっとすると、まぶたを下ろした彼女の凪ないだ表情が、殉じゆん教きようする聖職者を連想させるくらい穏やかなものだったからかもしれない。

			「リリィ？」

			　呼び掛けたおれの目の前で、リリィがゆっくりとまぶたを持ち上げた。

			　そして――ぱちくりと、瞬きをした。

			「ん？　どうしたの、ご主人様？」

			　膝の上のリリィは、おれを見上げて、不思議そうな顔をしていた。

			　そこにいるのは、いつものリリィだ。

			　かけるべき言葉を失って、おれは頬ほおを掻かいた。

			「……いや。なんでもない」

			「変なご主人様」

			　くすりと笑って、リリィが身を起こした。

			「甘えさせてくれて、ありがと。なんだか元気出てきたかも」

			「そうか。ならよかった」

			　どうやら、いつもの調子を取り戻したらしい。

			　へこんでいた彼女のためになれたのなら、おれとしても嬉しいことだった。

			「それに、まだできないって決まったわけじゃないものね。できないのなら、別の方法を考えればいいだけのことだし。うん。もう少し頑張ってみる」

			「あまり根こんを詰め過ぎないようにな」

			　小さく握り拳を作るリリィに、おれは注意した。

			　元気になったのならいいが、それでまた無理をしたら元も子もない。

			　ちょっと考えてから、おれは提案をした。

			「そうだ。あとでちょっと気分転換に、一緒に町に出ないか？」

			「気分転換？」

			「ああ。外で昼食を取ってもいいかもしれないな」

			　誘ってみると、リリィは考える様子を見せてから、こくりと頷うなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　現在、おれたちは騎士団と行動をともにしている。そのため、食料や生活必需品の調達などは彼らに任せ切りになっている。ローズやガーベラがいるので、これは仕方のないところもあるのだが、このままではいけないとも思っていた。

			　ある意味、リリィとの外出は、この世界の人々の生活に触れる丁度いい機会とも言えた。

			　おれたちが町に出るためには、翻ほん訳やくの魔石を使える人間に同行してもらう必要がある。シランは町の外にいる騎士団からの定時連絡を待たなければならず都合がつかなかったので、今回はケイに同行してもらうことになった。

			　交易都市として知られるセラッタにほど近い宿場町ということもあり、これまで通ってきたどの集落よりも人々の喧けん騒そうは賑やかだった。どこからか聞こえてくるのは、家か禽きんの鳴き声だろうか。雑踏のざわめきに、軒を連ねた店から大声で客を呼び込む威勢のよい声が響き渡る。

			　目に映る人々の半分以上は、腰から剣を下げていた。そうした人々は大抵、旅装に身を包んでいるのだが、明らかに町の住人と思しき人間のなかにも、武器を携帯している者の姿が見られた。モンスターという脅きよう威いがある以上、自衛の手段は必要なものなのだろうが、人々が当たり前に武器を持ち歩く光景は、武器と縁遠い日本人として少し慣れないものがあった。

			　という話をすると、ケイは愛嬌のある笑みを浮かべた。

			「アケルに行ったら、孝弘さんはもっと驚くことになると思いますよ」

			　どうやらアケルは、これよりもっとすごいらしい。尚しよう武ぶの気き風ふうの強いお国柄だという話は以前に聞いたことがあるが、そのあたりが関係しているのだろうか。

			　まだ見ぬ国に想いを馳はせつつ、ケイから話を聞きながら通りを歩いていく。

			　そうしていると、たまに視線を感じた。

			　半分はエルフであるケイに向けられたもので、もう半分はおれたちに向けられたものだ。

			　転移者であるおれたちの顔立ちは、この世界の人間のものと違っている。人目を引いてしまうのは当然のことだ。むしろ転移者の身分がばれてしまって騒ぎになりそうなものだが、幸い、そんなことにはならなかった。

			　これには、ちょっとした理由があった。

			　この世界には、『恩おん寵ちようの血族』と呼ばれる人々がいる。

			　名前を聞いただけでも、鋭い人なら彼らが何者なのか推測は可能かもしれない。転移者に備わる固有の力を、おれたち自身は『チート能力』と呼んでいるが、この世界では、『恩寵』という昔から使われていた呼び名がある。『恩寵の血族』は、ここから転じた呼び名だ。

			　すなわち、『恩寵の血族』とは、転移者の子孫のことなのだ。

			　この世界には、遥か昔から百年周期で転移者が現れている。彼らのうちの何割かは、子供を残すことなく戦いに倒れていったが、天寿を全まつとうした者もいる。当然、彼らの子孫は、いまでもこの地で暮らしている。歴代の勇者のなかには東洋系の人間もおり、そのお陰で、おれたちがこうして町を歩いていても、物珍しく見られる程度のことで済んでいるというわけだった。

			　ともあれ、なるべく人の目を気にしないようにしながら、おれは町の散策を続けた。

			　通りを歩いていると、店の軒先から道にせり出した金属製の看板をよく見掛けた。

			　おれとリリィは看板を見て、そこがなんの店なのか、あれこれと推測し合った。ケイが正解を教えてくれるが、正答率は３割と言ったところだった。看板には、絵図でそこがなんの店か示されているのだが、極端にシンボル化されていると言われるまでわからないし、極端な場合、答えを聞いてもどうしてそこがその看板を下げているのかわからないこともあった。

			　遊びの形を取ってはいるものの、これはこの世界の常識を実地で知る勉強だった。この機会を無駄にせず、必要な知識を記憶しなければならない。

			　適当なところで、おれは昼食を購入した。

			　ここまで軍の護衛をしてきた報酬として団長さんから受け取ったお金があるので、それを使って、平べったいパンと、塩漬けにした肉を焼いたものを手に入れた。これだって勉強である。貨幣の種類や使い方は教わっていたが、実際に使ってみなければ身に付かないし、どれくらいのお金でパンを買えるかといった感覚は、生活していくうえで大事なものだからだ。

			　手に入れた食料を携えて、おれたちは町の広場に足を向けた。

			　往来の邪魔にならないように、端に寄って食事にありつく。

			　そこからは、丁度、団長さんが訪れているはずのセラッタの景観が見えた。

			　ローレンス伯爵領は、南を樹海、北東を昏くらき森に塞がれているものの、西は穀倉地域を抱えるロング伯爵領に接し、東は東域三国のひとつヴィスクムに接している。ロング伯爵領とヴィスクムを結ぶ街道上にあり、更には北のマクローリン辺境伯領にも近いセラッタは、帝国南部の物流拠点のひとつであり、そのために交易都市の名で呼ばれている。

			　しかし、そんな名前からは思いもよらないくらい、都市の外観は物々しい。

			　防御塔を備えた城壁が、ぐるりと街を囲んでいるのだ。いわゆる、城郭都市というやつだ。

			　高台にある街を取り囲む城壁は、背の高い小さな円と大きな円の二重になっていて、都市の成長に従って城壁が拡張されたことが窺うかがえた。

			　こうした都市の景観は、この世界においてありふれたものなのだという。

			　魔法のあるこの世界では、建築に土の属性魔法を利用できる。それに加えて、モンスターという大きな脅きよう威いに対応する必要性が、土木建築技術を高めたのだろう。開拓村の防壁もずいぶんと立派だと思ったが、これを見ると貧相なものに思えてしまうくらいだった。

			　そして、そんな重厚な城壁より、もっと物々しさを感じさせるものがある。

			　それは、都市の中央に聳そびえ立つ巨大な要塞だった。

			　その名を、セラッタ砦とりで。都市と同じ名前の要塞だが、実際には、都市のほうに砦の名前をつけたというのが順番として正しい。というのも、おれが逗とう留りゆうしていたチリア砦や、探索隊が辿り着いた東の地のエベヌス砦と同じく、これはかつて樹海の最前線にあった要害なのだ。

			　少数の例外を除いて、この世界の大きな都市は、本来の役目を終えたこうした砦を中心に築かれた城下町だと聞いている。モンスターによる襲しゆう撃げきに備えなければならないことを考えれば、都市の成り立ちがこのようなかたちになるのは、ごくごく自然なことなのかもしれない。

			　いまではこの砦に、この地方を収める領主であるローレンス伯爵家と、その手て勢ぜい、それに、帝国南方方面軍の一部が駐留しているという話だった。

			　団長さんは、チリア砦にあった遠距離情報伝達手段が失われてしまったため、それがある最寄りの街を目指した。それがセラッタだったのは、チリア砦と同種の要塞を抱えているのが理由だったというわけだ。

			　食事を摂とり終わったおれは、まだ食べているケイを待ちながら、なんとはなしにセラッタ砦の威容を眺めていた。そのときだった。

			「ねえ、ご主人様」

			　リリィがおれを呼んだ。

			　おれは不審に思った。リリィの声に、かすかな緊張があったからだ。

			「なんか、あっちのほう、騒がしくない？」

			　リリィが視線を向けていたのは、広場から続く細い路地の向こうだった。

			　おれにはなにも聞こえない。しかし、リリィの気のせいだとは思わなかった。リリィの感覚器官は、人間のものより遥かに鋭い。

			「これって……いや、でもなんで……？」

			　みるみるうちにリリィは表情を険しくした。なにかあったのは明らかだった。

			　ほとんど無意識のうちに、おれは背中の盾と、腰の剣を確認していた。少しでも危険があるのなら、この場からすぐに逃げ出さなければならない。咄とつ嗟さにそう考えたのだ。しかし、リリィの次の言葉を聞いて、おれはすぐにその考えを撤回することになった。

			「多分、同盟騎士団の人。大勢の人に追われてるみたい」

			「なに？」

			「お、追われてる!?　どういうことですか!?」

			　おれは目を見開いて、ケイは動転して食べかけのパンを取り落とした。

			「そこまではわからないけど……どうする、ご主人様？」

			　かぶりを振ったリリィが尋ねてくる。

			　正直、唐突過ぎて、なにがなんだかわからない。だが、考えている暇はなかった。

			「放っておくわけにもいかないだろう。それに、事情を知らずにいれば、おれたちも危険かもしれないしな」

			　同盟騎士団には義理がある。それに、おれはローズやガーベラと一緒に、この町に滞在しているのだ。同盟騎士団に変事があれば、非常にまずい立場に陥りかねない。

			「ケイはここで……」

			「わたしも行きますっ」

			　遮さえぎるかたちで、ケイが声をあげた。説得しようかと一瞬迷ったが、ケイの身を預けられる人間が近くにいない以上、手の届く範囲に一緒にいてもらったほうがいいかもしれない。

			「わかった。リリィ、案内してくれ」

			　頷うなずいたリリィを先頭にして、おれたちは駆け出した。

		

	
		
			13　告げられた急変

			　

			　３人で縦一列になって、おれたちは狭い路地を駆け抜ける。たまに人とすれ違うと、なにをそんなに急いでいるのかと奇妙な顔で見られた。走るうちにどんどん人気がなくなり、寂さびれた雰囲気になっていくのは、リリィが言っていた逃亡中の騎士が人目を避けたからだろうか。

			　数分後、おれの耳にも喧けん騒そうが届いた。「取り押さえろ！」という怒号。角を曲がった。

			　そこに、10名ほどの兵士と思しき集団に、槍やりを突きつけられる男の姿があった。

			　鎧を身に着けていないが、男の顔には見覚えがあった。確かに同盟騎士の一員に違いない。

			　怪け我がをしているのか、騎士の動きはぎこちない。その怪我のせいで、ここで兵士に追い付かれてしまったのかもしれない。少し広くなった路地には数名の兵士が倒れており、呻うめき声をあげていた。この人数差と手負いという条件で数人の兵士を倒したのだとすれば、あの騎士の技量は大したものだ。だが、その抵抗は兵士たちの怒りを買ったようでもあった。

			「このっ……！」

			　殺気立った兵士が、騎士目掛けて槍を繰り出した。

			　取り押さえようとしていたはずだが、あまりに激しい抵抗を受けて、兵士のひとりが怒りに我を忘れて暴走したのだ。ある意味、事故みたいなものだったのだろう。騎士は必死に身をよじるが、鋭利な穂先は無慈悲に肉を抉えぐった。大怪我を負った騎士が背後に倒れる。

			　ひっとケイが息を呑んだ。おれ自身、顔を知っている人間が殺されかけている事実に、頭の芯が熱くなった。それと同時に、冷静にならなければならないと思いもした。

			　相手は12名の訓練された兵士。騎士は重傷。あれはすぐにでも治療が必要な怪け我がだ。

			　騎士はもはや抵抗の術すべを失っていたが、一度ついた勢いはとまらない。雪崩なだれを打つように、兵士たちは槍やりを繰り出そうとしている。言葉でとめている余裕はない。もしも事態に介入するのなら、まず兵士の攻撃を無理矢理にでもとめたあと、騎士を保護して、うしろのケイを守りながら、あの兵士の集団を無力化しなければならない。

			　そこまで理解したうえで、おれは小さく叫んだ。

			「援護のあと、保護と治療を！」

			　声を出したことで、兵士がこちらに気付き――直後、その場に風が吹き荒れた。

			　リリィの風魔法だ。第二階かい梯てい。状況がわからないので、殺傷能力は抑えてもらっている。あくまでこれは援護だ。いまは、兵士たちの注意を逸らすことができればそれでよかった。

			　ケイに合わせていたスピードを、おれはトップ・ギアに切り替えた。すでに魔力による身体能力強化は行っている。だが、そうして強化したおれの全速力より、前を走るリリィのほうが速い。彼女は地面に倒れた騎士に駆け寄ると、抱き上げて背後に跳んだ。

			　入れ替わりに、おれが前に出る。

			　リリィには、このまま放っておいたら死んでしまいかねない重傷の騎士を回復させる手段がある。騎士の回復と保護をしながら、ケイを守ることはリリィにしかできない。

			　必然、12名の兵士の相手をするのは、おれの仕事ということになる。

			　すれ違うときに、リリィに抱えられて後退する騎士と目があった。信じられないものを見るような目をしていた。やめろと、口が利けるならそう言いたかったのかもしれない。それをおれも否定するつもりはなかった。おれは弱い。それは事実だ。任せられるのなら、ここはリリィに任せるべき場面だった。

			　だけど、ここで動けるのはおれしかいない。おれがやるしかないのだ。

			　それに……あの騎士は、ひとつ大きな勘違いをしている。

			　確かに、真島孝弘は弱い。おれ自身が、それを一番よく知っている。

			　日々、鍛たん錬れんに精を出しているのは、ガーベラやリリィ、ローズの足を引っ張らないように、せめて自分の身を守れるくらいの力を手に入れたいからだ。

			　足手纏まといのままでいたくない。これまでずっと、そんなふうに思ってきた。

			　逆に言えば、現時点でのおれはリリィたちの足手纏いでしかない。

			　ただし、強さというのは相対的なものでもある。

			　では、真島孝弘という存在は、果たしてどれだけ弱いのか？

			　騎士の勘違いというのは、要するに、そういうことだった。

			「おぉおおおおお！」

			　リリィの風魔法による攻撃から立ち直っていない兵士たちのただなかに単身で飛び込むと、おれは正面にいた兵士の脇腹に、鞘さやに入ったままの剣を叩き付けた。

			　掌てのひらに、めきめきと肋骨に亀き裂れつが入る嫌な感触があった。その感触を振り切って、剣を引き戻す。即座に隣の兵士の腹を突いた。

			　悶絶するふたりの同僚を見て、おれの存在に気付いて構える兵士。その防御をすり抜けて、振るった鞘が顎あごを打ち抜いた。更に、リリィの風魔法を喰らって転んだ兵士がひとり、起き上がろうとしていたので、その腹を強したたかに蹴けり上げる。

			　これで４人。戦闘不能に追い込んで、更に地面を蹴った。

			　眷属たちの足手纏まといでしかないおれの戦闘能力は、ガーベラはもとより、リリィやローズにも遥かに劣る。しかし、ガーベラやリリィ、ローズは、この世界最悪の危険地帯である樹海の深部領域のモンスター……そのなかでも、ハイ・モンスター、ユニーク・モンスター、レア・モンスターという、軒並み上位の存在だ。それこそチート持ちや、騎士団でもシランのような例外でもない限り、人類のほとんどが彼女たちより弱いのだ。

			　おれは以前に、アサリナとあやめの助けを借りて、手負いとはいえ樹海深部のモンスターであるファイア・ファングを正面から打ち破ったことがある。あれから１ヶ月ほど旅をしたが、その間もそれなりに厳しい訓練をガーベラと続けてきたし、シランからは剣の手ほどきを受けている。対して、この世界の兵士は――この兵士たちが、仮にチリア砦とりでの兵士と同レベルとして――隊列を組むことで樹海表層部のモンスターと戦えるくらいの強さだ。アサリナやあやめの助けなしでも、一対一ではおれのほうが強い。

			　ただ、ここで忘れてはならないことがある。『軍の兵士は集団戦が強い』ということだ。

			　おれでは、正面から10人以上を相手にするのは、少し厳しい。

			　だから最初に、魔法での援護をリリィに指示した。

			　ここに来るまでの間に、おれはチリア砦とりでの帝国軍の戦い方を観察してきた。連携こそが彼らの武器だと学んでいた。だから、そこを潰したのだ。

			　とはいえ、それほど余裕があるわけではない。有利なのは、あくまでリリィの先制攻撃があればこそ。兵士たちに体勢を整えられる前に、かたをつけなければならなかった。可能な限り迅速に、全力でやる必要がある。手加減をする余裕はなかった。

			「ぐがっ!?」

			　更にひとりを地に沈めたおれは、側面にいた兵士のひとりを盾で殴りつけた。

			　シランに剣を教わるようになったものの、おれの戦い方の基本は、ガーベラとの実戦訓練で培つちかったものだ。同じ右手に剣、左手に盾であっても、しっかり大地を踏みしめて大盾による堅実な防御を主体とした騎士とは戦い方が違っている。機動力を軸としており、その根幹にあるのは骨身に叩き込んだ危機回避能力だ。また、攻撃の手段は剣にこだわらない。

			「ぁああぁあ！」

			　盾で殴り付けた兵士の体を、おれはそのまま力任せに押しやった。

			　身体能力強化を全開にして、うしろにいた兵士ごと薙なぎ倒す。滅茶苦茶に荒っぽいが、有効であるのならそれでいい。とどめの踏み付けで足をへし折ると、振り返って地面を蹴けった。

			　体勢を整えかけた兵士ふたりが、肉薄するこちらに気付いた。動揺が抜け切っていない彼らは、破れかぶれに槍やりを振り払った。だが、そこにはすでにおれはいない。身体能力強化を発揮した体は軽々と兵士たちを飛び越えて、その背後に着地した。

			　振り返りざまに、鞘さやに入ったままの剣を横薙ぎに振るうと、大だい腿たい骨こつを砕かれた兵士が悲鳴をあげた。もう一方の兵士がこちらに振り返る。だが、距離が近い。剣も槍も振るえる間合いではない。どうしたものか一瞬の逡しゆん巡じゆんを見せた兵士。その喉に肘ひじを入れた。

			　残りは３名。ここまでくると、さすがに敵も体勢を整えていた。

			「くそっ、な、なんだあいつは。まるで獣……」

			「うろたえるな！　こっちに来るぞ、気を付けろ！」

			　待ちかまえて迎げい撃げきするつもりらしい。少しばかりきついが、やむをえない。突貫する。

			　向かう先で、３人は並んで防御を固めている――その端のひとりが、突然、「うげぇ!?」と悲鳴をあげた。その体が、くの字に折り曲がって倒れる。

			　なにかが腹に飛んできたのだ。

			　残ったふたりが浮足立った。多分、なにが起こったのかわからなかったのだろう。

			　飛んできたのは、拳大の石だった。投げたのはリリィだ。騎士に回復魔法をかけて、応急処置を施ほどこしながら、片手間に援護してくれたらしい。

			　ありがたい。動揺している兵士に、おれは肉薄した。

			「貴様ぁ！」

			　残った２名が、罵声とともに槍やりの穂先を突き出してきた。渾身の一撃は、ほぼ同時に繰り出されて――ただ、槍やり衾ぶすまというには数が足りない。この程度なら、どうとでもなる。一方は撃ち落として、もう一方は突き出されたその柄えを掴んでとめた。

			「まさか!?」

			　悲鳴があがった。ひょっとすると、槍の腕にはそこそこ自信があったのかもしれない。

			　ただ、この場合は相手が悪い。これでも槍の対処は得意なのだ。なにせ普段の練習相手が練習相手……白い蜘く蛛もの一突きには、比べられるはずなどないのだから。

			　おれは力を込めて、掴んだ槍を引っ張った。魔力による身体能力強化は常に行っている。槍を握る片腕は、膂りよ力りよくを何倍にも強めていた。

			「おっ、ぉお!?」

			　悲鳴をあげた兵士が、引き摺ずられて体勢を崩した。その腹に膝を入れる。

			　最後に残ったひとりを打ち倒して、制圧は完了した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ケイ。お前は確か睡眠の魔法を使えたよな。時間はかかってかまわないから、悶絶している兵士を眠らせておいてもらえるか？」

			「わ、わかりました」

			　おれは指示を出してから、なにが起こったのかわかっていない顔の騎士に歩み寄った。

			「リリィ。怪け我がの様子はどうだ？」

			「大丈夫だよ、峠は越えたから」

			「そうか、安心した」

			　ほっと息をついたおれに、騎士が声をかけてきた。

			「あ、あの。孝弘様。ありがとうございます。……強いってぇ話は本当だったんですね」

			「リリィの援護があったからだけどな」

			　混乱に付け込んだからどうにかなっただけで、やっぱりおれはまだまだだ。

			　これがリリィであれば、10人くらい正面からでも無力化することはできただろう。それも、おれと違って大きな怪我をさせることもなく……そういう意味では、やはりこれは『リリィに任せるべき場面』だったのだ。他ならぬ兵士たちの手で騎士が重傷を負ったために、そういうわけにはいかなくなってしまったが。

			　多少戦えるようになったところで、いまだにリリィたちとは、隔絶した戦力差がある。せめてチート持ちに襲われたときに、即座に殺されてしまわないくらいの実力はほしいものだが、道は遠かった。

			「そんなことより、いったい、なにがあったんだ？」

			　おれは地面に片膝をついて、まだどこか呆然とした様子の騎士と視線を合わせた。

			「どうして兵士に襲われていた？」

			「あ、ああ。そうだ。それをお伝えしなくちゃあいけないんでした」

			　危うく命を奪われるところだったのだ。動転していたのだろう。目覚めたばかりのように瞬きをすると、騎士は必死な様子でまくしたてた。

			「大変なことになりました。セラッタ砦とりでからやってきた軍隊に、町の外にいた騎士団は身柄を押さえられちまったんですよ！」

			「……なんだって？」

			　聞かされた事実に、今度はこちらが呆然とする番だった。

			「おれは丁度、こっちに定時報告にくるところだったんで、そのまま逃げ出すことができたんです。とにかく、この情報を伝えなくちゃって、見付からないように鎧を捨てて走ってきたんですが、途中でドジこいちまいまして。わけもわからねえ状況で帝国の兵士を殺すわけにもいきませんし……いえまあ、それでも正面から一対一ならどうにでもなったんですが、あいつら、容赦なく矢を射かけてきやがって、このざまです」

			　どうやら大変な状況になっているようだった。

			　いくら同盟騎士団が精強とはいえ、あの巨大な砦とりでに駐留する兵員を相手に、50名そこそこで抵抗できるはずがない。町の外の騎士たちは、全員身柄を押さえられたと考えるべきだろう。

			「あ、あの、孝弘さん」

			　そこで、青い顔をしたケイが声をかけてきた。

			　どうやら仕事を終えたようで、兵士たちは全員、眠りに落ちていた。

			「ひとりくらい眠らせないでいたほうがよかったですか。お話を聞けたかもしれませんけど」

			「……いや。かまわない。末端の兵士がどれだけのことを知っているかわからないし、素直に話をしてくれるかどうかもわからないからな。そんなことに時間を使うよりも、早くこの場を離れよう」

			　どういった理由で、セラッタ砦の軍隊が騎士団の身柄を押さえたのかわからない。とりあえず、なにがあったのか情報を集める時間がほしかった。それに、いざというときのことを考えると、ローズたちと合流しておいたほうがいいだろう。

			「というか、ローズたちのところは大丈夫だろうな……」

			「あの場所のことは、同盟騎士団以外は、限られた人間しか知りません。そう簡単に手が伸びることはないと思います」

			「そうか。そうだな」

			　ケイには頷うなずいてみせたものの、この目で無事を確認するまでは安心できなかった。

			　眠りに落ちた兵士たちを放置して、おれたちはその場をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　追い掛けてくる者がないか気にしながら、おれたちは借りている宿に戻ってきた。

			　出たときのままの佇たたずまいにひとまず安あん堵どして、建物に足を踏み入れる。

			　そこで待っていたのは、思いがけない人物だった。

			「孝弘！　よかった、合流できて！」

			　ぼさぼさ頭のおれの友人、セラッタ砦とりでに向かったはずの幹彦がそこにいた。

			　いま来たばかりなのか、肩で息をしている。そのうしろでは、シランと他の騎士たちが深刻な顔をしている。嫌な予感がした。

			「孝弘。落ち着いて聞いてほしい」

			　酷ひどく険しい顔をして、幹彦は言った。

			「団長が拘こう束そくされた」

		

	
		
			14　それぞれの道へ

			　

			「……それで、いったい、なにがあったんだ？」

			　騒ぎを聞きつけたローズやガーベラたちもやってきたので、おれたちは居間で幹彦から話を聞くことになった。

			　幹彦の話によると、宿場町を出たあと、幹彦は団長さんと一緒に半日かけてセラッタに到着すると、伯爵にアポイントを取って、砦とりでに迎え入れられたのだという。

			　そこで幹彦は、団長さんと別の部屋に通された。心情的にはともかく、幹彦も立場としては外部の人間だ。部外者の前では話せないこともあると言われてしまえば、引き下がらざるをえない。団長さんが承諾したこともあり、幹彦も渋々受け入れた。

			　しかし、それからいくら経っても団長さんは帰ってこなかった。おかしいと思ってローレンス伯爵家の人間を問い詰めてみたが、のらりくらりとかわされる。

			　今朝になってようやく、侍女のひとりから話を聞くことができた幹彦は、連れていた同盟騎士ともども団長さんが砦の一室に軟禁されていることを知った。

			　こうしてはいられないと、幹彦は勇者としての立場をうまく利用して砦を脱出。追跡を警戒しながら、ここまでやってきたというわけだった。

			「よく戻ってこれたな」

			「うん。これがいきなりだったら、おれも混乱しちゃって、どう動けばいいかわからなかったかもしれないね。……実のところ、アポを取ったあと、ちょっとセラッタの城下街で待たされたんだけど、そのときに団長から、こうなったときのことについて聞いていたんだよ」

			「待て。団長さんは、こうなることを予想していたっていうのか？」

			「どうだろう。まずないだろうがって笑っていたし、それこそ、道中で思い付いたみたいに話をしていたけど……」

			　それでも、わざわざそんな話をしたのだ。団長さんには、なにか予感めいたものがあったのかもしれない。その言いつけに従って、幹彦はここにいるというわけだった。

			「ほら。前に孝弘には話をしたよね。チリア砦とりで陥かん落らくの責任を、団長が取らされるかもしれないって話。軟禁された団長には会えなかったし、詳しい事情を知っている人間を問い詰めることができたわけじゃないから、確かなことは言えないけど……団長が捕まった理由は、まずこれで間違いないと思う」

			「他に考えられない、か」

			「しかし、幹彦殿。いくらなんでも、ローレンス伯爵の行動は強引過ぎるのではありませんか」

			　おれたちの会話に、シランが待ったをかけた。

			　眼帯に半分隠された彼女の顔は、目に見えて強こわ張ばっていた。

			「団長はアケルの姫君です。確かにアケルは小国ですし、帝国に比べれば国力に乏しい。しかし、このような強引な行動を取られて、泣き寝入りするほど堕弱ではありません。他の北域五国も、これに同調することでしょう。そうなれば、関係の悪化は避けられません。ましてや、ローレンス伯爵は、所領に交易都市セラッタを抱え、同盟諸国との交易でも大きな利益をあげています。そのような強引なことをなさるとは思えませんが……」

			「ローレンス伯爵っていうのは、どういう人間なんだ？」

			　頭のなかで話を整理しつつ、おれはシランに尋ねた。

			　シランの言っていることはもっともだが、権力者が必ずしも理性的な為い政せい者しやであるとも思えない。このような封ほう建けん的な社会であれば、尚更のことだった。

			「わたしも直接お会いしたことがあるわけではありません。しかし、なにをなさるにも慎重な方だという評判は聞いています」

			「日ひ和より見み主義の事なかれ主義者だって、団長は言ってたよ。だから、こんなことになる可能性は低いと踏んでいたわけだし」

			　言葉を選んだシランに続いて、幹彦が言った。おれは眉間に皺しわを寄せた。

			「……だったら、どうして団長さんは拘こう束そくされたんだ？」

			　読みが外れたといえばそれまでのことだが、どうにもしっくりこなかった。

			　ひょっとして、おれたちの与あずかり知らない場所で、なにか大変なことが起きつつあるのではないだろうか。そんな嫌な予感が、胸をざわめかせていた。

			「確かなことは言えない。ただ、ひとつ気になることがあるんだ」

			　眼鏡の下の眼光を鋭くして、幹彦が口を開いた。

			「砦とりでで団長と引き離されて、情報収集をしている間に知ったことだけど、セラッタにはいま、マクローリン辺境伯が来ているらしいんだよ」

			「マクローリン辺境伯……っていうと、エルフ嫌いで有名な、帝国大貴族の？」

			　思わぬ名前が出たことに戸惑うおれに、幹彦が頷うなずいてみせた。

			「折り悪く、っていうべきかな。ひょっとすると、チリア砦陥かん落らくの報を聞いて、これ幸いと出張ってきたのかもしれないけど」

			「これ幸いと、だって？　まさか幹彦は、マクローリン辺境伯が団長さんの身柄を拘こう束そくさせたっていうのか？」

			「あくまで推測だけどね」

			　幹彦は意見を求めるように、シランに視線を向けた。

			　シランは一瞬、回答を躊躇ためらったが、すぐに頷いた。

			「マクローリン辺境伯家は代々、北域五国とは犬猿の仲です。両者のそうした関係は、歴史を遡さかのぼれば帝国と同盟の戦争時代に行き着きます。というのも、そもそも辺境伯家自体が、同盟諸国との戦せん役えきの功こうを以って任じられたものなのです。いまでも両者は政敵の間柄にあります」

			　帝国と同盟の争いは、何百年も昔のことだ。いまとなっては、戦争の記憶は遥かに遠い。だが、そうした歴史的な事実というのは、国と国の関係にあとあとまで影を落とすものだ。

			　エルフに対する扱いの違いは、両者を隔てる溝のひとつでしかないのだろう。

			「隙があれば、嬉々として付け込んで、それどころか傷口を抉えぐることくらいは平気でするでしょう。それに、これをわたしが言うのもなんですが、特に団長は『エルフ好き』などと揶や揄ゆされるくらいですから……」

			　シランの言葉は、幹彦の意見を補強するものだった。

			　……これで一応の説明はつく、だろうか？

			　おれはマクローリン辺境伯のひととなりを知らない。シラン自身も北域五国のアケル出身者であることを考えると、彼女の評にもある程度の偏向がかかっている可能性がある。しかし、そこも含めて、両者の関係に溝があることは間違いないようだった。

			　団長さんの誤算は、故国であるアケルとの関係悪化を気にしない大貴族が、セラッタに逗とう留りゆうしていたことだったというわけだ。

			「状況は大体わかった」

			　引っ掛かる部分はあるが、これ以上考えていても仕方ない。

			　ひとまず、おれはそこで思考を打ち切ることにした。

			「それで、団長さんは今後どうなるんだ？」

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件では、帝国南方方面軍、帝国第二騎士団と同盟第三騎士団、合わせて１０００人を超える死者が出ている。そのうえ、人類にとって重要な戦略拠点であるチリア砦が陥かん落らくしたとなれば、その責任を負わされた人間がどうなるのか、おれには想像もできなかった。

			「まさかチリア砦陥落の全責任を負わされて処刑、なんてことは……」

			　おれは途中で口を噤つぐんだ。

			　シランの表情が悲痛に歪ゆがんだのに気付いたからだ。迂う闊かつなことを言うべきではなかった。

			「いや。さすがにそれはないよ」

			　幸いなことに、おれの抱いた懸念を幹彦は否定した。

			「アケル王家は国民に親しまれてる。身柄の拘こう束そく程度ならともかく、そこまで理不尽なことをしたら、アケルとの間で戦争になりかねない。次は我が身だ。他の北域五国だって黙っていないさ。そうして悪戯いたずらに樹海北域の情勢を悪化させたとなれば、いくら帝国南部の雄ゆう、マクローリン辺境伯でも立場が危ない。最悪、聖堂騎士団が動く可能性すらある」

			「聖堂騎士団が？」

			「ああ。聖堂騎士団は、勇者とともに樹海に挑むのが本来の役割だけど、この世界の秩ちつ序じよを維持する役割も担っているからね。聖堂騎士団はこの世界最強の軍事組織だ。教会から宗教的な正当性も与えられている。彼らが動けば、辺境伯も身の破滅さ」

			　破滅願望の持ち主でもない限り、そこまでのリスクは冒せない、と。

			　今回の一件に、関係のないマクローリン辺境伯が出張ってきたのは、言ってしまえば、憎い政敵に嫌がらせをするためだ。それで自分が破滅していては、世話がない。

			「まあ、このあたりは全部、団長の受け売りなんだけどね。ともかく、マクローリン辺境伯の一存で処刑、ということはありえない」

			「それじゃあ、団長さんの身の安全に関しては、心配しなくてもいいわけだな？」

			　頷うなずいた幹彦は、そこで表情を暗くした。

			「ただ、こうして身柄を拘こう束そくした以上、マクローリン辺境伯は団長の責任を可能な限り追及するつもりだと思う。実質がどうあれ、団長が責任を問われる立場にいたことは確かだからね。団長は帝都に護送されて、審問を受けたうえで、処分が下されるだろう」

			「……具体的には、どうなるんだ？」

			「団長の予想では……同盟第三騎士団の団長職は解任されてしまうだろう、って」

			「そんなっ！」

			　シランが悲鳴めいた声をあげた。

			　悲痛な顔をする彼女に、同情と共感のこもった一いち瞥べつを投げたものの、幹彦は最後まで自分の役目を投げ出すことはなかった。

			「団長がいない以上、同盟第三騎士団も解体される。活動を再開したとしても、団長がそのまま率いるってことはないだろうね。そもそも、再結成があるかどうか。これはチリア砦とりででもそうだったけど、当代の勇者がいる以上、その活躍のおこぼれに与あずかるライバルはなるべく減らしたい、っていうのが帝国のお偉いさんの本音だからね」

			「騎士団が、か、解体……？」

			　残ざん酷こくな事実を知らされたシランの声は酷ひどくうわずっていて、普段の落ち着きようがまるで嘘のようだった。

			「そんな、そんなことって……」

			　うわ言のようにつぶやいたシランがふらついた。

			　いつも凛りんとしている体が、いまは酷く頼りない。自制心を発揮して、辛うじて崩れ落ちることだけは避けたものの、いつ倒れてしまってもおかしくない有り様だった。

			　騎士たらんと励はげんできた彼女にとっては、人生を懸けた居場所の喪そう失しつだ。

			　それだけではない。十文字との戦いの最中、アンデッド・モンスターになってしまった彼女は、団長さんの下もとでなければ、騎士として働き続けることすら難しいのだ。

			　――わたしはこれまで通り、騎士であれる。守るべきもののために戦える。団長にはどれだけ感謝しても足りませんね。

			　こう言って微ほほ笑えんでいた彼女にとって、騎士としての自分の居場所がなくなってしまった衝撃は、果たしてどれほどのものだっただろうか。想像すると胸が痛くなった。

			「……それで、幹彦。おれはどうすればいい？」

			　大きなショックを受けたシランのことは気になったが、いまは目の前の問題に対処しなければならないときだ。彼女に声をかけてやりたい衝動を殺して、おれは幹彦に問い掛けた。

			「こうしてお前が真っ直ぐおれのところに来たってことは、団長さんは、おれになにかやってほしいことがあったんじゃないか」

			「話が早いね」

			「と言っても、おれになにができるとも思えないが」

			　というより、団長さんの手助けをする余裕があるかどうかがまず怪しい。

			　これまでおれの身の安全を保証してくれていたのは団長さんだし、おれたちの事情を知って、いろいろ動いてくれていたのは、彼女の息がかかった同盟騎士団だ。団長さんひとりがいなくなることで、おれのこの世界での立ち位置はかなり不安定なものになってしまっていた。

			「悪いが、おれにできることはあまりないぞ。まさかセラッタ砦とりでにいまから殴りこみをかけて、団長さんの身柄を取り返すから手を貸せ、なんて話でもないんだろう？」

			「あはは。それは痛快だね。そうできたらどれだけいいことか。だけど、残念だけど、それは違うよ。そんなことしても、話がこじれるだけだからね」

			　ここに来て、幹彦は初めて笑みを見せた。

			「団長さんの頼みっていうのはね、孝弘。シランさんのことだよ」

			「わ、わたしの……？」

			　はっと息を呑んだシランに、幹彦は慈いつくしむような目を向けた。

			「孝弘には、シランさんを故郷の村まで送ってやってほしいんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれが助けた騎士が届けた情報――町の外で待機していた騎士団の身柄が押さえられたのは、団長さんの奪還を警戒してのことだ。大人しく投降さえすれば、拘こう束そくされるだけで危害を加えられることはない。だが、ここでひとつ大きな問題があった。

			　シランのことだ。

			　騎士団で副長を務めているシランは、言わば、団長さんの右腕だ。団長さんの身柄を確保した人間なら、騎士団のなかの誰よりも優先して身柄を押さえたいところだろう。

			　しかし、それはまずいのだ。

			　いまや彼女の身はアンデッド・モンスターのものだ。第三者に身柄を押さえられれば、この事実を知られてしまう可能性が高い。そうなったとき、情じよう状じよう酌しやく量りようの判断が下されるかどうかはわからない。エルフ嫌いだというマクローリン辺境伯なら尚更のことだった。

			　その点、宿場町に逗とう留りゆうしていたおれたちのところにシランがいたのは幸いだった。おれたちが過ごしていた家屋は、団長さんのツテで用意されたものだが、騎士団の施設というわけではない。そのため、マクローリン辺境伯の目も届かなかったのだろう。そうでなければ、とっくに手が回っているはずだった。

			「団長は一緒に行けなくなっちゃったけど、審判が終わり次第、帰国することになると思う。それまでの間、孝弘にはシランさんとケイちゃんを連れて、彼女たちの村で待っていてもらいたい。団長はそう言っていたんだよ」

			　シランのことは放っておけないし、行く先にアテがあるわけでもない。おれは幹彦が伝えた団長さんの頼みを承諾すると、それからすぐに荷物を纏まとめて町を出た。

			　旅に出る準備を整える時間はなかったが、幸い食糧はここまでの旅で余裕を持って騎士団から提供されていたものが残っている。次の町についてから買い込めば十分だし、なんならモンスターを狩って足しにしてもいい。路ろ銀ぎんについても、団長さんから報酬として支払われたものがあった。

			「……思ったより、あっさりと町を出ることができたな」

			「いまはきっと、町の外の騎士団に対応するだけで手一杯なんだと思うよ」

			　魔動車の御者台に座っておれがつぶやくと、車のなかから幹彦の声が返った。

			「音に聞こえた同盟第三騎士団が50名。万が一にも抵抗されないように、それなりの兵力を割さいただろうからね。街道を閉鎖するほどの兵力は残っちゃいないよ。というか、その貴重な余剰人員の一部を、孝弘が叩きのめしちゃったわけだしね」

			　宿場町を出るときに、入れ違いに町に入ってきた行商人のひとりが「セラッタからたくさんの兵士が出てきていた」と騒いでいるのを見た。幹彦の言うように、マクローリン辺境伯が動かすことのできる大半の人員は、騎士団に差し向けられたのだろう。

			　そうして動員された兵士は、今頃はセラッタまで騎士団を護送している最中のはずだった。宿場町に騎士がひとり逃げ込んで、それを追った兵士が戻ってこないという情報が伝わるにしても、セラッタまでは片道半日の距離がある。おれたちが町を出るのに支障はなかった。

			　行商人に紛れて宿場町を出たおれたちは、街道を南へ向かっていた。

			　北域五国のひとつアケルは、ローレンス伯爵領から見て、西の方角に位置する小国だ。

			　安全なルートとしては、まずは西へ延びる街道を通ってロング伯爵領に入る。

			　ロング伯爵領の南に、アケルは接している。しかし、国境線の西半分は『昏くらき森』が広がり、東半分は峻しゆん嶮けんなことで知られるキトルス山脈が聳そびえているため、南下には危険が伴う。

			　そこで、行商人などはロング伯爵領を横断して、更に西のコーニッシュ伯爵領まで行ってから、大陸中央の大河アラリア河の支流のひとつに沿って、南東に走る街道を利用する大回りのコースを使うのが一般的だ。

			　しかし、このルートは安全で一般的であるために、ひょっとすると、追っ手がかかる可能性があった。そこで、おれたちはまず街道を南に向かってから、改めて西へ向かう別のルートを取ることにした。

			　これも団長さんの指示だった。

			　一般の商隊とは違って、旅路の安全性を多少犠ぎ牲せいにしても、おれたちにとって大きな問題にはならない。人類にとって最大の危険地帯、樹海を旅してきたのは伊だ達てではなかった。

			　その日は、街道沿いで野営をして、一晩を過ごした。

			　体を包み込む外がい套とう越しに、護衛として傍に寄り添うリリィの重みと体温を感じながら、おれは木を背にして座り込んでいた。

			　なかなか寝付けない。月明かりの下、荷物袋を抱えてすやすや寝息を立てるガーベラと、その蜘く蛛もの腹で丸くなって眠るあやめの姿を眺めていると、ふと視線を感じた。

			　おれと同じく外套にくるまったシランが、こちらに蒼あおい隻せき眼がんを向けていた。

			　ガーベラほどではないが、彼女の白い肌も夜の暗さに浮かび上がって見えた。

			「……よかったのですか？」

			　短い問い掛け。

			　いまこのときまで、彼女はずっと黙りこくっていた。

			　心ここにあらずといった有り様で、なにかを考え込んでいるようだった。

			　それだけ、衝撃が大きかったということなのだろう。

			　いまのシランの眼差しは、しっかりしている。声に震えもなかった。どうやら半日で持ち直したらしい。……最低限、取り繕うことができる程度には。

			「よかったのかって、なんの話だ？」

			「わたしを、故郷の村に連れていくという話です。わたしの正体が知れれば、孝弘殿にはご迷惑をかけることになりますが」

			「そんなこと気にするな」

			　おれは肩をすくめた。片腕はリリィがくっついているので、片側だけだ。

			「シランと一緒に行くことは、おれにとってもそう悪い話じゃない。おれたちはまだまだ、この世界には不慣れだからな。手探りで安住の地を探すのは、ちょっと難しい。それに、おれには翻ほん訳やくの魔石も使えない。言葉が通じなければ、それこそどうしようもないからな」

			「でしたら、ケイを連れていけばよろしいでしょう。この子は翻訳の魔石を使えます」

			　シランは傍で寝息を立てる妹いもうと分ぶんに一いち瞥べつをくれた。

			「まだまだ拙つたないところもありますが、十分にお役に立てるはずで――」

			「……シラン」

			　おれが名を呼ぶと、シランは口を噤つぐんだ。

			　視線が落ちる。やはりまだ本調子ではないらしい。当然といえば、当然だが。

			　こんな状態の彼女をひとりにするわけにはいかなかった。

			「爆弾を抱えているのは、もともとだ。今更、シランひとりが増えたところで、なにも変わらない。つまらないことを気にするな」

			　そうでなかったとしても、おれはこのエルフの少女を見捨てることはできないだろう。

			　十文字が起こした忌まわしい騒動では、失われるものばかりだった。それでも、なにかひとつでも得られたものがあったとしたら、それは彼女たちとの信頼関係くらいのものだ。

			　それを裏切るようなことができるはずもなかった。

			「それに、これは以前に団長さんから直接、頼まれたことでもあるからな」

			　ぽつりとおれが言うと、シランが顔を上げた。

			「直接、ですか？」

			「ああ。こうなるとわかっていて言ったのかどうかは、わからないが」

			　――どうか、これからもシランをよろしくお願いします。孝弘殿。

			　いつかの開拓村での夜、団長さんにかけられた言葉が脳裏に蘇よみがえった。

			　どういう意図で彼女がその言葉を口にしたのかはわからない。こうなるとわかっていたというより、単純にシランの行ゆく末すえを案じての言葉だったのかもしれない。

			　確かなのは、おれが彼女に頼まれたということだ。投げ出すつもりはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　何事もなく夜が明けた。

			　警戒していたのだが、追っ手がかかることはなかった。南に進路を取ったのが正解だったのか、そもそも、追っ手がなかったのかどうかはわからない。

			　腹ごしらえをしてから、手早く出発の準備を終える。

			　魔動車に乗ったところで、おれは首を傾げた。

			「幹彦？」

			　御者台から見下ろせば、旅装を整えた幹彦が、３人の騎士と一緒に立っていた。

			「どうした。早く乗れ。まさか歩いていくわけじゃないんだろ」

			　歩行者と同じくらいの速度しか出ない魔動車だが、それでも長旅では疲労の蓄積をかなりの部分軽減してくれる。わざわざ歩いていく理由がない。

			　けれど、幹彦はおれの問いに頷うなずいた。

			「うん。歩いて行くつもりさ。……セラッタまでね」

			「――」

			　唐突に打ち明けられたが、驚きはしなかった。

			　頭のどこかで、こいつはそうするだろうと思っていたのかもしれない。

			「もしも追っ手が来たら、セラッタ砦とりででも勇者として顔が知られているおれが口八丁でどうにかしよう……って思って、ここまでついてきたけど、もうその必要もなさそうだからね」

			「団長さんのところに行くんだな？」

			「擁護する人間はひとりでも多いほうがいいっしょ。勇者なんて立場、虫むし唾ずが走るだけだけど……せいぜい利用してやるさ」

			　にやっと幹彦は笑う。

			　傍に立っていた騎士が、こちらもふてぶてしい笑みを浮かべて手を上げた。

			「安心してくださいよ、孝弘様。おれたちも幹彦様に付いてきますから。セラッタまでの道中、危険があってもいけませんしね」

			「マーカス……？　それに、あなたたちも……」

			　車から顔を出したシランが、軽く目を見開いた。

			　かける言葉が見つからなかったのか、いまは騎士の鎧を身に着けていない胸の前で、強く拳を握り締める。彼らの決意は固い。それを覆くつがえすことができないのは明らかだった。

			「そんな顔すんなって、孝弘」

			　幹彦がへらりと笑って声をかけてきた。

			「寂しいけどさ、なにもこれが今こん生じようの別れってわけじゃないしね」

			　軽い口調だが、決してそれはいい加減な気持ちで口にされた言葉ではなかった。

			　それがわかったから、おれも少しだけ笑った。

			「そうだな。これが最後ってわけじゃない……」

			　……危険に満ちたこの世界で、別れた相手ともう一度会えるとは限らない。

			　この世界は、かつておれたちが暮らしていた場所とは違う。交通手段や通信手段は充実しているとは言い難いし、一歩町を出ればモンスターに脅おびやかされ、町と町を移動するだけでも普通は命懸けだ。移動するのに問題ない戦力を有しているおれたちの側だって、抱えている事情が事情だ。これからどんなことが起きてもおかしくなかった。

			　そんなことは、おれも幹彦も重々承知していた。そもそも、コロニーを落ち延びて再会できたこと自体、奇跡のようなものなのだ。

			　それでも、おれはこう言った。

			「先に行ってる。うまくやって、さっさと来いよ」

			　幹彦は団長さんに救われてから、ずっと彼女のためにできることをやってきた。

			　それが鐘木幹彦の在り方なのだ。真島孝弘がリリィたちの主として生きることを決めたように、幹彦は団長さんのために生きることを覚悟している。

			　だったら、生半可なことでは挫くじけまい。

			「おう。また会おうぜ、親友」

			　幹彦は力強く頷うなずいて、笑顔で手を振って背を向けた。

			　

			　おれはアケルに、幹彦はセラッタに。

			　それぞれの道を進み始めた。

		

	
		
			15　旅路のなかの小さな刺とげ

			　

			　幹彦と別れたおれたちは、セラッタまでやってきた街道を逆走するかたちで南下した。

			　何事もなく順調な行程だった。北上したときには大人数だったため、どうしても移動速度に影響が出たし、モンスターに見付かることも多かったが、今回はそういうこともない。物資の補給以外では集落に立ち寄りもしなかったため、所要時間は行きの３分の２程度で済んだ。

			　騎士団解散にショックを受けていたシランは、幹彦や他の騎士たちと別れたその日のうちに、元の落ち着きを取り戻していた。むしろ、おれをアケルに連れていくのが自分の使命だと発奮しているくらいで、一度だけ遠目にモンスターを見付けたときには、真っ先に飛び出して行って、あっという間に倒してしまった。まだ本調子ではないのかもしれないが、少なくとも、抜け殻のように落ち込んでいるよりは安心できた。

			　セラッタほどの都市ではないが、街道が東西南北に交わる少し大きめの宿場町に辿り着いたおれたちは、そこで物資を充実させて西に進路を切った。

			　おれたちがいまいるローレンス伯爵領の南西には、北域五国のひとつケドルスが接している。このケドルスの更に西にあるのが、目的地のアケルだ。

			　ローレンス伯爵領とケドルスの国境線は、峻しゆん嶮けんなキトルス山脈によって隔たれているが、山道はいくつか通っている。

			　古い山道だ。かつて行われた帝国と同盟の戦役では、両軍が激突し合う戦場となったこともあるらしいが、いまではほとんど使われていないという話だった。

			　樹海にほど近い立地は、モンスターに遭そう遇ぐうする危険が大きい。わざわざ険しい山越えをしてまで辺へん鄙ぴな小国に向かう商人もいない。山越えをする人間がいないのだから、モンスターの討とう伐ばつもまず行われない。結果、キトルス山脈は、多くのモンスターが生息する危険地帯となってしまったのだという。

			　とはいえ、それはモンスターを率いるおれにとっては、ある意味で気の休まる話でもある。

			　危険な土地だということは、それだけ人の目が少ないということでもあるからだ。

			　そんなキトルス山脈に向けて、おれは御者台の上で、今日もゆっくりと車を走らせていた。

			　木々の間を縫うように走る道は細い。

			　車の揺れが少しうるさいのは、路面の状態があまり良くないためだ。

			　チリア砦とりでまでの街道が軍用道としての性格を持っているのに対して、そこから分かれた道々は、人間世界の末端に位置する開拓村まで、物資を運ぶために敷かれたものだ。

			　主要な街道に比べて多少見劣りしてしまうのは、仕方のないことなのだろう。

			　がたごとと車輪が鳴る音を聞いていると、自然と意識の一部が思考に流れた。

			　思い浮かんだのは、10日前に別れた友人の顔だった。

			　きちんと団長さんと合流できたなら、今頃は、セラッタから帝都へと護送されている最中だろうか。幹彦のことだ。ひょっとしたら、宿場町ではおれたちと別の場所に逗とう留りゆうしていた三好太一たち他の転移者あたりも味方につけているかもしれない。

			「あ、ご主人様。そこがそうじゃないかな」

			　そのとき、御者台の隣に座るリリィが、声をあげて注意を促うながした。

			　見れば、わかりづらい分かれ道があった。

			　前に立ち寄った村で聞いたところによれば、その先に、山道に最も近い村があるらしい。

			　ここから先に集落はない。アケルに辿り着くまで、これが最後の補給というわけだ。山越えは時間がかかるだろうから、なるべく食糧を確保しておきたいところだった。

			「うまく売ってもらえればいいんですけど。前のところじゃ、お金はあっても売ってもらえなかったですし……」

			「向こうにも事情があるからねえ。まあ、駄目でも落ち込むことはないよ。いざとなったら、わたしが適当に狩ってくるから」

			「ファイア・ファングの干し肉ばっかりの生活に戻るのは勘弁なんだが……」

			　物資の補給には、おれとリリィ、ケイの３人が、他のみんなを車に残して徒歩で向かうことにしていた。おれたちの一行で、戦闘力が高く、人前に出ても問題ないのはシランとリリィだけなので、このふたりをそれぞれのグループに割り振って、モンスターに襲われても人目を気にせず撃退できるように考えた結果の編成だった。

			　ケイも一緒なのは、翻ほん訳やくの魔石を使えるのがシランの他には彼女しかいないからだ。

			　外がい套とうについたフードを深めにかぶって、ケイはおれたちのうしろについてきていた。

			「あれ？　ご主人様、誰かこっちに走ってくるよ」

			　事件は、道沿いの森のなかに車を隠して居残り組と別れ、村に続く隘あい路ろに足を踏み入れて、しばらくした頃に起きた。

			　こちらに向かって、男がひとり、必死の形相で走ってきたのだ。

			「お、おお。その姿、旅人の方ですか。こんなときにいらっしゃるなんて……！」

			　開拓村の村人だという男は、樹海の木々を切り倒すために仲間と一緒に村を出たところで、モンスターに遭そう遇ぐうして、命からがらここまで逃げてきたのだと言った。

			　このあたりの森は樹海と違って魔力を持たない。とはいえ、１時間ほど歩けば樹海の端に辿り着くところにあるため、モンスターに遭遇するのはそう珍しいことではなかった。

			　逃げろ逃げろと訴える男を説得して、急いで開拓村に向かったおれたちが見たのは、３メートルを越える背丈を持つ巨人、『ワイルド・オーガ』の姿だった。脚部が小さく腕が長くたくましいゴリラのような体型をしているが、筋骨隆々の体は体毛に乏しく、緑色の肌を露出しており、下半身には獣の毛皮が巻きつけてあった。体格と比して小さい禿とく頭とうは人間のものに近い。耳は尖っており、大きな下顎あごに生えた下の犬歯だけが、口から外に突出していた。

			　防備の隙を窺うかがうように村の周りを徘徊するワイルド・オーガは、たまに村の防壁に突進をかける素振りを見せており、そのたびに、石造りの防壁の上から集中して魔法が浴びせ掛けられていた。一発一発は、第二階かい梯ていの、さほど威力のない魔法だが、集まればワイルド・オーガを怯ひるませるには十分な威力になる。また、村を囲む防壁からは、ひっきりなしに矢が放たれており、これもちまちまとワイルド・オーガにダメージを与えていた。

			　だが、これでは決定打にならない。

			　グリーン・キャタピラなどと比べて、ワイルド・オーガはかなり強力なモンスターだ。

			　樹海表層では上位クラスのモンスターと言っていい。

			　このまま襲しゆう撃げきを諦あきらめてどこかへ去ってくれればいいのだが、怪け我がの怒りに我を忘れて村に突撃するようなことがあれば、倒せるにしても何人もの犠ぎ牲せい者が出る可能性が高い。

			　そうでなくても、強きよう靭じんな腕でへし折られた木々が投げつけられるせいで、村の生命線である防壁が傷んでいるし、怪我人も出ているようだった。

			　おれとはなんの縁もない村だが、このまま放っておくわけにはいかないだろう。

			「リリィ。少し距離があるが、いけるか？」

			　おれが言げん外がいに示したのは、『距離を詰めるな』ということだった。

			　ワイルド・オーガの周りに降り注ぐ矢のなかに飛び込んでも、リリィが大きな傷を負うことはないだろう。だが、それでは少し目立ち過ぎる。

			「うん。やってみる」

			　おれが言葉にしなかった部分まで汲くみ取ったうえで、力強く頷うなずいたリリィは、手にした槍やりをくるりと回した。

			「な、なにをするおつもりで……？」

			　ここまでおれたちを案内した村人は、黒槍を逆さか手てに構えたリリィの姿を見て、不思議そうな顔をした。

			「と、とにかく、逃げたほうが……」

			「大丈夫だよ。心配は要らないから」

			　男を宥なだめるリリィの右手に、魔法陣が浮かび上がった。

			　――第二階かい梯ていの風魔法。

			　第三階梯ではないのは、この世界の人間が使える最高クラスの魔法が第三階梯であることを考慮して、なるべく人前では目を引かないように抑えておこうと決めていたからだ。

			　もちろん、非常時ともなれば、その限りではないが。

			　逆に言えば、この場はこれで十分だと、リリィは判断したということでもある。

			　リリィは一歩二歩と助走をつけると、最後に思い切り踏み込んだ。

			「やあぁあっ！」

			　手にした槍を投とう擲てきする。

			　元より十分な威力が乗った槍やりが、風に導かれて目標に向けて突き進む。

			　風を巻きつけた槍は、矢を弾き飛ばしながら一直線に飛んで、見事、ワイルド・オーガの顔面に直撃した。

			　耳をつんざく悲鳴が響いた。鋭利な穂先が眼球を突き破り、柄を取り巻いていた鋭い風の刃が、更に顔を引き裂いたのだ。

			　青い血が噴水のように噴き出した。

			　視界を失い、大きなダメージを受けたワイルド・オーガの巨体がよろめく。

			　突然の攻撃に唖あ然ぜんとしていた村人たちも、これが好機であることにすぐ気付いた。鬨ときの声をあげて、武装した男たちが飛び出してくる。

			　おれたちのすぐ傍にいて、最初から最後まで見ていた村人は腰を抜かしていた。

			　彼が見上げる先で、リリィはおれにピースを向けると、にっこりと笑ってみせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村を襲うモンスターとの戦いに手を貸したおれたちに、村人たちは好意的だった。

			　結果、無事に物資を手に入れることができた。

			　購入したのは、芋や干し肉の類だ。少しでも食糧が補給できたのはありがたかった。

			「本当にありがとうございました」

			「いえ。こちらとしても助かりましたから」

			　村長をしている年とし嵩かさの男性は、村を出るおれたちを、村の入り口まで見送ってくれた。

			「しかし、まさかあの強烈な一撃が、このように可か憐れんなお嬢さんのものだとは」

			　歳の割に皺しわの多い顔に人の好い笑みを浮かべた村長は、リリィの腕を何度も褒め讃えた。村人たちのなかで、最も好意的な態度を見せたのが彼だった。話が長いのは、ご愛嬌というものだろう。そのために、予定より滞在時間が延びてしまった。

			　その分だけ手に入れたものも多い。補給もそうだが、情報を得られたのが大きかった。

			　聞いたところによると、村長は若い時分に、おれたちがこれから向かう山道を利用したことがあるのだという。道筋の目印になるものを教えてもらうことができた。何十年も前のことだから、いまでも残っているとは限らないが、前情報がなにもないよりマシだろう。

			　それと、山道には、たまに特別濃い霧がかかるらしい。村長本人は山道を利用したときに霧が出ることはなかったそうだが、先人からそう警告されたと言っていた。

			　曰く、山道に霧が出たときは気を付けろ、と。

			　……まあ、当たり前の話ではある。霧で先の見えない状態で山道を進むのは危険だ。

			　無論、そうした場所だということを、事前に知れたのは有益だった。それらの情報の対価として、少しくらい彼の好奇心を満たすのも仕方ないかなと思えるくらいには。

			「失礼ですが、ひょっとして、あなたがたは北方の……帝都あたりの出身では？」

			　村長はやや大おお仰ぎように声量を抑えて尋ねてきた。

			　いかにも内緒話をしていますといった風ふ情ぜいだった。

			「……まあ、そんなところです」

			　これをおれは否定しない。村長は何度も大きく頷うなずいた。

			「おお。そうではないかと思っていたのです。やはり恩おん寵ちようの血族の方々でしたか」

			　勇者の子孫である恩寵の血族は、帝国北部にある帝都周辺に多く住んでいるらしい。

			　こちらから言い出さなくても、相手が勝手に誤解してくれるのは助かった。

			　彼らにしてみれば、自分たちの救世主である勇者が大勢のお供を連れることなく、少人数で旅をしているなんて思いもしないのだろう。今代の勇者が現れたという情報が伝わっていればまた別かもしれないが、こんな辺へん鄙ぴな場所まではなかなか情報も伝わらないようだった。

			「しかし、わざわざこんな辺境に来られるとは。いったい、どうして……」

			　言いかけた村長は、はっとなにかに勘付いたふうに言葉を呑んだ。

			「……いえ。なんでもありません。旅のご無事をお祈りしています」

			「ありがとうございます」

			　これは勘違いをされているな、とおれは苦笑いをした。

			　恩寵の血族には、爵位を持つ貴族も少なくない。勇者自身は無位無官だが、身分の高い者と接する機会が多く、帝国貴族のほうも勇者と血縁関係を結ぶのに積極的だった経緯があって、勇者の子孫は貴族の割合が高くなっているのだ。

			　もちろん、そうでない者も相当数いるらしいが、このような辺境の地では、恩寵の血族に会うこと自体が稀まれだ。恩おん寵ちようの血族＝貴族様くらいの認識でいても、おかしくない。

			　おれたちについても、おおかた、『やんごとなき身分の人間が、わけあって旅人に身を窶やつしている』とでも思われたのだろう。幼少期から高度な訓練を受けることのできる貴族、あるいは、そんな貴族を守る護衛であれば、ワイルド・オーガに一撃加えた技量も当然だ……などと勝手に納得してくれるぶんには、こちらとしても嘘をつかずに済むのでありがたかった。

			「さて。そろそろ、おれたちは行きますので」

			　頃合いと見て、おれはそこで話を切り上げた。あまり待たせると、ガーベラあたりがうるさい。文句を言われるくらいならともかく、拗すねられると困ってしまう。

			「それじゃあ、ふたりとも行こうか。……ん？」

			　リリィとケイに声をかけたおれは、小さく疑問の声をあげた。

			　呼び掛けに、ケイが反応しなかったからだ。

			「……」

			　フードをかぶって横を向いているので、その顔は見えないが、ケイはなにかをぼんやり眺めているようだった。

			　彼女の見ているほうに目をやると、村に運び込まれたワイルド・オーガの屍しかばねがあった。

			　村人たちは、穴を掘って半分埋めたワイルド・オーガの屍しかばねの脇に藁わらを積んでいた。

			　悪しきものは、燃やして浄化しなければならない。そうした考えのもと、モンスターの屍は儀式に則のつとって、すみやかに処分される。細かい作法の違いはあるにせよ、これはこの世界の集落でよく見られる風習なのだそうだ。

			　実際には、毛皮が利用できたり、肉が食える場合はその限りではないのだが、ワイルド・オーガはそうした対象ではない。

			　ケイにとって、これはさほど珍しい光景ではないはずだった。

			「……ケイ？」

			「あ、はい」

			　もう一度、今度は名前を呼ぶと、やっと気付いたケイがこちらを向いた。

			「す、すみません。ちょっとぼうっとしてました」

			　焦った表情を見せたのは、失敗したと思ったからか。

			　幼い顔立ちに、取り繕うような笑みが浮かんだ。

			　そんな彼女の顔に、次の瞬間、小さな驚きの色が宿った。

			　突然、小さな男の子が、おれたちのいるほうに走ってきたのだ。

			　５、６歳くらいだろうか。面倒を見るべき両親は、ワイルド・オーガの死体の処理に忙しくしていたのかもしれない。きらきらとした目でおれとリリィを見ながら走ってくる。

			　足元がおろそかで危なっかしい。

			　と、思った矢先に案の定だ。

			「あっ」

			　危ないと警告をする暇もなかった。

			　男の子は途中でなにかに足を引っ掛けて転んでしまった。

			「だ、大丈夫？」

			　位置的に、一番近かったケイが駆け寄った。

			　膝をついたケイは、男の子の小さな体を抱き上げるようにして立たせてやった。

			　泣くかなと思ったが、男の子は泣かなかった。

			　根本的に、おれの知っている５歳児と、こうした集落の子供は違うのかもしれない。

			　とはいえ、子供は子供だ。

			「ありがと、お姉ちゃん」

			　フードをかぶったケイを見上げて、にっこりとして礼を言うあどけない態度は、見ている者の気持ちを和ませるもので――

			「あれ？」

			　――不思議そうな声をあげた男の子の目が、不意に丸くなった。

			　きょとんとした彼が振り返った先にあるのは、ワイルド・オーガの屍しかばねだ。

			「あれ？」

			　もう一度、疑問の声をあげて、男の子はケイのほうに向き直った。

			　至近距離にあるケイの、フードに隠された顔を下から覗き込む。

			「お姉ちゃんの耳、変なの。まるでモンスターみたいだね」

			　投げ掛けられた純粋な言葉に、ケイの笑顔が凍りついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村を出たおれたちは、すぐに旅を再開した。

			　その日のうちには山道まで辿り着けなかったため、日が暮れる前に野宿の準備を始める。

			「……申し訳ありません、孝弘殿。少しお時間よろしいでしょうか」

			　そのさなか、シランが声をかけてきた。その表情は少し険しい。

			　彼女に促うながされて、おれは他のみんなから距離を取った。

			　リリィがちらりとこちらを確認してきたので、気にすることはないと手を振っておく。

			　他のみんなに声が聞こえないくらいまで離れると、シランは口を開いた。

			「ケイの様子がおかしいのですが、村でなにかありましたか？」

			「あー……ちょっとな」

			　ちらりと確認してみれば、鍋を火にかける準備をしているケイの表情は、明らかに精彩を欠いていた。

			　村から帰ってきてからというもの、誰の目から見ても彼女は落ち込んだ様子でいた。

			　そんな彼女のことを、保護者であるシランが気にするのは当然のことだった。

			　おれは手短に、村であった出来事を説明した。

			「そう、でしたか。そのようなことが」

			　話を聞いたシランは、納得の吐と息いきをついた。

			「悪意はなかったんだろうけどな」

			　村の男の子は、おれたちに礼を言って戻っていった。

			　そのために来たのだ。いい子だったのだと思う。

			　彼はケイを見て、思ったことをそのまま、子供らしい純粋さで口にしたに過ぎない。

			　これを気遣いが足りないと責めるのは酷こくだろう。

			　あえて言うなら、相手とタイミングが悪かった。それだけのことだ。

			「ただ、正直なところ、ケイがあそこまでショックを受けるとは思わなかったな」

			　それだけ気にしているところだった、ということだろう。

			　あのとき、いつも快活な彼女がぼうっとしていたのは、それこそ、ワイルド・オーガの耳を見ていたせいだったのかもしれない。

			「この世界には、『人間によく似た容姿をしたモンスター』が多数存在します」

			　物憂げな表情のシランが口を開いた。

			「その大半が、我らエルフと似た耳のかたちをしているのです」

			　シランがそっと触れた彼女の耳は尖っている。

			　エルフの特徴。彼女が人間ではない証だった。

			「そうした事実を以って、我らを中傷する者もおりますから」

			「ああ、なるほど。それで、ケイはああも過敏な反応を見せたわけか」

			「はい。そうした者にしてみれば、我らエルフは、『言葉を喋しやべる珍しい化け物』でしかないのでしょうね」

			　そこまで言ったところで、はっとシランは目を見開いた。

			「これは失言でした。申し訳ありません」

			　言葉を喋る珍しい化け物――それは、まさにおれの眷けん属ぞくである彼女たちのことだ。

			　律義に頭を下げるシランに、おれは「気にするな」と手を振った。

			「そういう意図で言ったわけじゃないのはわかってる。そもそも、そうしたことを言っているのはシランじゃないだろう。なんにせよ、理不尽な話だな」

			　人種差別主義者なんて、そんなものと言ってしまえばそれまでだが。

			　そもそも、『人間によく似た姿のモンスター』には、耳が丸いものだっている。

			　いまも、あやめの相手をしているガーベラだってそうだ。

			　アラクネとして例外的な彼女を基準にするのもなんだが、他にも似たような身体的特徴を持ったモンスターは少数ながら存在する。エルフに対して心ない言葉を投げつける人間は、そうした自分の主張にとって都合の悪い部分には、目を向けようともしないのだろう。

			　というか、多分、理由なんて、なんでも良いのだ。

			　自分を含めた多くと違う存在は、不気味に感じられるものだ。

			　これはエルフだけに限った話ではない。たとえば、ローレンス伯爵領南部を放浪する牛飼いたち。彼らだって、賤せん民みんとしての目を向けられていると聞く。根っこが『自分と違うものに対する拒絶感』という極めて生理的なものなのだから、その主張が理性的でなくても不思議ではない。彼らにしてみれば、難なん癖くせをつけられれば、それでかまわないのだろう。

			　結果として、ケイは自分のそうした身体的特徴に、非常に過敏になってしまった。

			　問題の本質は、少年の無邪気な指摘そのものにはない、ということだ。それがわかって、問題の根の深さに眉をしかめたおれだったが、一方のシランはあっさりしていた。

			「そういうことでしたら、気にする必要はなさそうですね」

			「……いいのか？　ケイは落ち込んでいるみたいだが」

			　ある種、突き放したとも見えるシランの態度を、おれは意外に思った。

			　厳しいことを言いながらも、なんだかんだとシランはケイに甘い印象がある。落ち込んでいるケイを見れば、なにかしら声をかけるものと思っていた。

			　けれど、シランはおれの問い掛けに、首を横に振った。

			「エルフとして生せいを受けた以上、この程度でいちいち落ち込んでいては、村の外の世界ではやっていけませんから」

			　その言葉には実感がこもっていたから、おれは一瞬口ごもってしまう。

			「……やっぱり、シランもそういうのを乗り越えてきたのか？」

			「わたしの場合は、ちょっと特殊ですが」

			　なにかを思い出したようで、シランは苦笑した。

			「わたしがあの子くらいの繊細な年頃のときというと、騎士団の入団や、兄が亡くなった頃のことです。兄に追い付こうともがいている間、周囲の視線なんて気にしている余裕はありませんでした。いまから考えてみると、団長には心配をかけたことでしょうね……」

			　シランの兄というと、ケイの父親のことか。

			　騎士団の任務の途中で亡くなったのだと聞いている。シランの人格形成に大きな影響を与えた人物であることは、これまでの彼女の態度からも読み取れた。

			「ともあれ、村で一生を終えるならともかく、あの子が騎士として生きていくのなら、これは乗り越える必要のある試練ですから」

			「だけど、声をかけてやるくらいは、してやってもいいんじゃないか？」

			　と、おれが喰い下がったのは、別にシランの言い分が間違っていると思ったからではない。

			　彼女の意見は正しい。間違ってはいない。

			　けれど、正しいことは、ときに難しい。

			　たったひとりで強くあり続ける。それが平凡な人間にとって、いかに難しいことなのか、おれはよく知っていた。

			　おれ自身が、弱い人間だからだ。

			　リリィたちの存在があるからこそ、おれは強くあろうと歯を喰いしばることができる。

			　シランはそうではないのかもしれないが、少なくとも、まだ幼いケイには他者の支えが必要だろう。

			　支えてやるのは、シランが一番適任だ。

			　おれはそう思ったのだが、シランの意見は違っていた。

			「いつまでも、わたしが一緒にいてあげられるわけではありませんから」

			　そう言うシランの声には、北風の気配があった。

			　冷たく吹きすさぶ風は、ケイではなく、むしろシラン本人のほうを向いているように思えた。

			　しかし、おれがなにか言う前に、一転してシランは笑みを浮かべた。

			「……とはいえ、恐らく、それほど心配することはないでしょう」

			　温かく、嬉しげな、陽だまりの微ほほ笑えみだった。

			　なにがそんなに嬉しいのかと戸惑うおれに、シランが言った。

			「そもそも、今日の一件については、不意打ちだったことと、孝弘殿にああした場面を見られたことがショックだったのでしょうし」

			「おれに？　どうしてだ？」

			「あの子は孝弘殿に、特に好意と信頼を寄せているようですから。あまり、ああした嫌な場面を見られたくはなかったのでしょう」

			　そんなもの、なのだろうか。いまひとつ、ぴんとこない。おれの目から見ると、ケイは加藤さんに懐いている印象が強いし、友人としてはガーベラと仲のよい印象があった。

			　おれが納得できずにいると、シランは笑みを大きくした。

			「それに、わたしが動く必要もなさそうです」

			「……どういうことだ？」

			「気を遣っていただけているのは、どうやら孝弘殿だけではないようですから」

			　答えるシランの視線の先には、鍋を前にしてケイと一緒に調理を始めているリリィたちの姿があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あやめやアサリナを除けば最年少の少女が落ち込んでいることには、おれ以外のみんなも、当然、気付いていたらしい。

			　夕食の準備をしている間は、リリィがなにくれとなく声をかけていた。

			　リリィの家事一般の能力はそこそこ高い。野宿のような、いわゆる、アウトドア関連の仕事になると、必要な技術はまた別なように思うのだが、そこもきちんと対応している。そうした仕事を楽しむ素地もあったようで、最近は人手が足りているのに率先して食事を作っていた。

			　ていよく追い払われたおれは、リリィと、それに加藤さんも加わって、一緒に料理をするケイを気にしつつも、少し離れた場所でローズと模擬戦を行った。

			　以前に武器を選定した際、ローズは武器を替えている。現在では、片手斧ではなく、両手斧を装備していた。

			　バルディッシュというポール・アクスの一種で、長い柄つかの先に、柄の３分の１以上に渡る異様に大きな湾わん曲きよくした刃が付いた斧だ。おれとの模擬戦では、刃引きをしたうえで布を巻きつけたものを使用していた。これは、さすがにガーベラほどはおれとの実力差が離れていないのに加えて、馴らしつつある武器を使っていることもあって、万が一の事故がないようにするための処置だった。

			「それでは、参ります」

			　宣言とともに訓練が開始される。豪快に叩き付けられる刃を、おれは盾でぎりぎり受け流しては、槍やりのように突き出される刃先を危うく避けた。一見すると、辛うじて渡り合えているように見えるが、これでローズは、教えられた型をひとつひとつおさらいするために、力をセーブして武器を振るっている。多少戦えるようになったとはいえ、まだまだ先は長い。

			　そうしたおれたちの攻防を、シランが腕組みをして観察していた。

			　ローズにも武術の手ほどきを同時にする必要があるため、最近のシランは、おれと直接剣を交えることなく、見ていて気付いたことを指摘するかたちを取っていた。

			　とはいえ、今日は少し気がそぞろのようだ。その理由については理解しているので、責める気持ちはない。なんだかんだ言って、口ほどには厳しく徹し切れないシランなのだ。

			　ちなみに、おれはこうした鍛たん錬れんに加えて、ガーベラとの実戦訓練も引き続き行っているが、それは早朝に回している。そのため、夕方のこの時間は、ガーベラは大抵、あやめの相手をしていた。

			　余談だが、ガーベラは料理ができない。縫製関連を除いて、あまり器用なほうではないというのもあるが、生でも獲物を食べられる彼女は根本的に調理の必要性が理解できないため、興味を惹かれないというのが大きい。

			　他にたくさん仕事を抱えているのもあるが、人形のローズも料理はできない。どちらかといえば、モンスターでありながら料理上手なリリィのほうが異端なのかもしれない。

			　夕食の準備が済んだところで、おれは訓練を切り上げた。

			　みんなで揃って食事を摂ったあとは、お勉強の時間だ。シランからこの世界の魔法に関する講義をしてもらう。これには加藤さんも一緒に参加していた。

			　しばらくすると、なにやら少し離れた場所で黄色い歓声があがった。

			　どうやらみんなで、ローズが例の試行錯誤の一環で作った代物を持ち出しているらしい。

			　囲んでいるのは、簡素な望遠鏡だった。
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			「望遠鏡って作れるんだな」

			「みたいですね。倍率は大したことないみたいですけど」

			　月を観察しているリリィの姿を眺めておれがつぶやくと、隣に座る加藤さんが答えた。

			　これにシランが付け加える。

			「使用しているレンズは、染料を買い付けた際に、ついでに購入しておいたものですね。孝弘殿の世界のものほど質は良くありませんから、どうなるか心配していたのですが、成功したようで安心しました」

			「この世界にも望遠鏡ってあるのか？」

			「ありますよ。性能のよいものは、軍用品として使われています。見晴らしの悪い樹海では無用の長物ですから、チリア砦とりでではあまり使われませんでしたが。わたしも手に取ったことはありません」

			「だったら、シランも参加してきたらどうだ？」

			　例によって一番盛り上がっているのはガーベラだったが、ケイも十分に楽しそうにしている。そんな姪めいっ子の横顔を保護者の眼差しで見ているシランに、おれは提案した。

			「一日講義が抜けるくらい気にしなくてもかまわないぞ」

			「そうですね。わたしもかまいません」

			　加藤さんもおれに同意した。

			　しかし、シランはかぶりを振った。

			「いえ。いまはやめておきましょう。孝弘殿の眷けん属ぞくと過ごすこの時間は、きっとあの子の糧かてになります。そこに、多分、わたしはいないほうがいいでしょうから」

			「……そうか」

			　なんとなくだが、シランの言い分はわかる気がした。

			　幼いケイにとっては、『エルフである自分よりも人間と違った存在』との交流は、これまでの価値観、凝り固まった劣等感を変えうるものだろう。その一方で、おれの眷属にとっても、ケイという年少者との交流はよい経験になるはずだった。

			　そこに、おれやシランのような存在はいないほうがいい。

			　少し寂しいような気もするが、これも成長を見守るということなのだろう。

			　そう思ったおれは、あるものにふと気を取られた。

			「……」

			　おれとシランがケイたちを見ているなか、加藤さんはシランをじっと見詰めていた。

			「どうしたんだ、加藤さん？」

			「……いえ。なんでもありません」

			　気になって尋ねると、加藤さんはシランから視線を外して、かぶりを振った。

			「わたしの勘違いだと思います……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の昼頃、おれたちは山道に足を踏み入れた。

			　ここまでくれば、さすがに帝国の追っ手のことを考える必要はないだろう。

			　セラッタから追っ手が差し向けられたのなら、もっと早く追い付いてくるだろうからだ。

			　今更、その可能性は低い。

			　そうした判断は妥当なものだった。

			　……帝国の追っ手に限るなら、それは事実だったのだから。

		

	
		
			16　獣の告白

			　

			　キトルス山脈越えのルートは険しい。

			　高低差をなるべく減らすために、道はぐるりと山を回り込むようにして蛇行しており、道程は直線距離の何倍にもなる。それでも、場所によっては抑え切れなかった勾こう配ばいが立ち塞がり、魔動車では馬力が足りず、降りて押さなければいけないところも少なくなかった。

			　救いといえば、帝国・同盟間の戦争時代に整備された名な残ごりで、ある程度の道幅が確保されていることくらいだろうか。それにしたところで、倒木で道が塞がれているくらいは序の口で、樹木の浸しん食しよくを受けているところもあったし、長い年月のうちに土砂崩れで道が寸断されてしまっている箇所も多々あった。

			　これが徒歩なら、最悪、眷けん属ぞくたちの体力任せに山のなかを突っ切っていくという手段が取れるのだが、車ではそうもいかない。迂う回かい路でもあればいいのだが、そんな都合のよいものがそうそうあるわけもない。

			　かといって、車を捨てるという手段も取りがたかった。おれたちの車は借り物だし、そうでなくても、この山道を抜ければ、また車中に姿を隠さなければならない者もいるからだ。仮にこれが、おれたちが元いた世界のことなら、引き返すほかなかったかもしれない。

			　その日、おれたちは、山に入ってから何度目かわからない山道の寸断に行き遭っていた。

			　道が崩れたときに一緒に倒れたと思しい、斜面に転がる木々を見てみれば、腐って中身が空洞になっており、表面は苔こけ生むして、ひょっこり毒々しい色の茸きのこが生えていたりした。ずいぶんと昔に崩れて、修繕されることもないままになっていることが窺うかがえる。

			　利用する者が少なければ、整備の手間も省かれるのが道理だ。

			　通るためには、最低限の修繕が必要だった。

			「リリィ殿。前方の確認終わりました」

			　ひとり進路の先まで足を延ばしていたシランが、駆け足で戻ってきた。

			　もはや追っ手もないだろうという判断から、山道に入ってからは同盟騎士団の鎧を再び身につけ、いっそう凛り々りしい印象の彼女は、寸断した道の向こう側で足をとめた。

			「人の気配はありません。いつでも行けます」

			　これまで誰かとすれ違うことはなかったが、ここはまったく使われていない道というわけではない。目立つ行動を取る際には、人目に気を付ける必要があった。

			　シランの言葉を聞いて、片膝をついて崩れた地面を見ていたリリィが立ち上がった。

			「オッケー。じゃあ、行くね」

			　リリィは右手をすっと前方に伸ばした。その指先に、黄色の魔法陣が展開する。

			　第二階かい梯ていの土魔法。チリア砦とりでで大量にモンスターを捕ほ食しよくすることでリリィが得た、ふたつの属性魔法のひとつだ。

			　土砂崩れで寸断された路面に、ぼこぼこと土が盛り上がってくる。

			　何度か同じ魔法を繰り返し使うことで、リリィは崩れた地面を埋めた。

			　リリィが習得した土魔法は、こうした場面で非常に使い勝手がいい。ここに来るまでも、リリィは新しく得た魔法の練習がてら、道を邪魔する木々をどけたり、穴の開いた路面に簡単な修繕を施ほどこしたりと活躍していた。

			　ただ、これにも当然、限界はある。土魔法に余程熟練しているか、あるいは、それこそ土木作業に特化した魔法使いでなければ、こうした用途で技術的に高度な作業を行うことは難しいのだ。たとえば、軍には専門の魔法使いが工作兵として所属しているくらいなのだという。

			　リリィの場合、魔法で土を盛り上げて、寸断した路面を埋めることはできても、元のように均ならされた硬い地面を作ることはできない。あんまりデコボコした地面では、平地での運用を想定した車を走らせることはできないし、無理をすると車体が傷いたむ恐れがあった。

			　とはいえ、おれたちはチームだ。

			　ひとりの力でできないことなら、他の者が手を貸せばいい。

			　リリィのお陰で道は開けている。樹木などの障害物はなく、必要とされる足場はあるのだ。単に車の通行に向いていないというだけで。

			「じゃあ、ガーベラ。あとはよろしくー」

			「うむ」

			　リリィの言葉にガーベラは頷うなずいた。

			　ひょいと身をかがめると、８本の脚を伸ばして足場を固定する。車へと伸ばされた両手が、泥除けのために前面に備え付けられた保護板を掴んだ。ぎぃと車体が軋きしむ音が響く。

			　さして力を込めた様子もなく、ガーベラは車体を持ち上げていた。

			　ハリボテを疑うような光景だが、しっかりとした造りの車に見た目通りの重さがあることは、ローズが事前に補強してなお、自重で軋む車体が証明している。

			　おれは、子供の頃に図鑑で見た『蟻ありが自分の体の何倍もの重さのものを持ち上げられる』ことを示した写真を思い出した。

			　蜘く蛛もはどうなのだろうか、などと他愛のないことを考えているうちに、車を抱え上げたガーベラが慎重な足取りで歩き出した。

			　ガーベラの多脚は、リリィの魔法で作ったデコボコした地面でも安定性を失わない。

			　上下の動きも最小限に、異様に滑らかな水平移動で車が運ばれていく。

			　ガーベラの身体能力は、人間など比べものにならないくらい優れている。バランス感覚だって抜群だ。回数を重ねて慣れてきたこともあり、運搬作業に危うげはなかった。

			「……しかし、乗り物を持ち歩くっていうのも、ちょっと本末転倒な感じの絵面だな」

			「確かに。そうかもしれませんね」

			　おれのつぶやきを聞いて、傍にいた加藤さんがくすりと笑う。その隣で状況を見守っていたローズが、ガーベラに声をかけた。

			「ガーベラ。少し右に傾いています。気を付けてください」

			「おお、了解だ、ローズ殿。しかし、この車もローズ殿の手が加えられているのだ。ちょっとやそっとのことで壊れはせんと思うがの」

			「ですが、負担が少なく済むなら、それに越したことはないでしょう？」

			「ふむ。それもそうかの」

			　仮面の下からのローズの忠告に、ガーベラは笑って頷うなずいた。

			　おおらかで少し抜けたところのあるガーベラと、真面目で几帳面なローズ。

			　最近気付いたのだが、このふたりはアンバランスなようでいて、意外と相性は悪くない。

			　荷を揺らすことなく、案外と器用に笑いを零こぼしたガーベラが、すっと視線を上に向けた。

			「まあ、普段より更に気を付けるべきではあるな。なにせ、なかにはケイもいることだしの」

			「わたしはガーベラさんのこと、信頼してますよ」

			　車のなかから、少女の声が返った。子供らしく明るい声だった。

			「そこからの景色は、どうかの？」

			「なんだか変な感じです。振動とかもないですし。でも、新鮮で面白いです！」

			「楽しんでおるなら、なによりだの」

			　ふたりは楽しげにやりとりをする。

			　ケイが車に乗ったままなのは、ガーベラがそう提案したからだ。

			　結果、面倒くさいだけの作業が、即席のアトラクションになっていた。楽しい雰囲気というのは伝播するもので、こちらとしても見ていて退屈しない。

			「……」

			　いまでは段々と対処法もルーチン化されて、こうした『遊び』の時間を作る余裕もできたものの、入山当初は悪路に手こずって、本当に大変だった。

			　険しい山道では、結局、道程の大半でガーベラが車を牽けん引いんする必要があった。

			　そうすることで先に進むことはできたものの、路面が整備されていないため、車はあまりに揺れが酷ひどく、乗っていられるものではなかった。

			　降りて歩くとなると、今度は立ち塞がる勾こう配ばいが驚くくらい体力を奪った。

			　この世界に来てから魔力の扱いを覚えたおれや、幼いながらも騎士見習いのケイはともかくとして、このなかで一番体力のない加藤さんは、ローズに抱き上げられて移動していたこともあったくらいだ。

			　場合によっては、車が通れるだけの道を確保するのに、数時間も足止めされた。

			　車が引っ繰り返りかけて血相を変えたり、車輪が壊れて修理に半日かかったりもした。

			　たまに遭そう遇ぐうするモンスターは、狭い山道での襲しゆう撃げきそれ自体の脅きよう威いに加えて、戦闘の最中に車や道が破損しないように守らなければならなかった。

			　急ぐ旅路でもないため、ゆっくりと進んでいたこともあり、山道に入ってから、気付けばもう10日近くが経過していた。

			　開拓村の村長の話が正しければ、そろそろキトルス山脈が抱えるアラリア河の支流に突き当たるはずだ。そこで行程はようやく半分といったところだ。山道でのトラブルにも慣れつつあるし、残りの半分はもう少し早く消化することができるかもしれない。

			　最後の開拓村に寄ったときに補給もできたので、まだ食糧には余裕がある。

			　何事もなく、このまま山道を越えることができそうだ。

			　おれはそう思っていた。

			　それが間違いだとわかったのは、翌日のことだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　不穏な気配というのは、たとえ眠っていたとしても、どうやら感じ取れるものらしい。

			　朝。重いまぶたを持ち上げると、蕩とろけた赤い瞳ひとみがこちらを覗き込んでいた。

			「……」

			　リリィではない。

			　起きてすぐに彼女と目を合わせることはよくあるが、大抵の場合、それは抱き合って目覚めるかたちになる。おれ自身の寝起きが悪いこともあって、ちょっとだけ体温の低い少女の体を自分が抱きしめていることは、そこそこ長い夢ゆめ現うつつの時間に把は握あくできている。

			　よって、目の前に愛しい少女がいることに驚くこともない。

			　しかし、今朝はそうではなかった。

			　なんの前触れもなく、至近距離に、女神さえも裸足で逃げ出しそうな美び貌ぼうがあったのだ。

			　蕩とろけていた彼女の表情は、覚かく醒せいしたおれと目が合った瞬間に凍りついている。

			　それがちょっとだけおかしくて……ああ、彼女らしいな、と現実逃避気味に思った。

			「あ、うぅ……」

			　少女は驚きで呑み込んだ息を、呻うめき声とともに吐き出した。

			　皮ひ膚ふが薄く敏感な口周りに、吐と息いきがかかってくすぐったい。

			　その感触がスイッチとなって、停止していたおれの意識は再起動した。

			「……なにをしているんだ、ガーベラ？」

			　就寝するおれにのしかかるような体勢で、白い蜘く蛛もが硬直していた。

			　少女のものである上半身は、一方の手がおれの胸あたりに触れようとしており、もう一方の手は頬ほおに掌てのひらを押し当てようとしていた。目に眩まぶしい真っ白な髪が垂れ下がって、そのひと房がおれの服の胸元から無遠慮になかに入り込んでいる。下半身の蜘蛛の脚は、左右一本ずつおれの頭の横の地面に突き立っていて、前のめりの少女の体を支えていた。

			　さあ、これから唇を奪いますよと言わんばかりの体勢だった。

			「違うのだ、主殿」

			　凍りついていたガーベラが口を利いた。

			「違うのだ」

			　なにが違うのだろうか。言い訳のしようのない状況だと思うのだが。

			　疑問の視線を向けるおれに対して、ガーベラはやや早口に言った。

			「わ、妾わらわはきちんと、我慢したのだ」

			　我慢したらしい。

			　なにを、とは問うまい。答えてもらっても、おれが困る。

			「すやすやと寝息を立てる主殿を目にしながら、ふたりきりの状況で、夜明け直後からずっとだ。これは驚異的なことではなかろうか」

			　空の白しらみ加減からすると、いまは夜が明けてから小一時間と言ったところだろうか。

			　それだけの時間、ずっと飽きもせず、おれの顔を眺めていたと自白しているのだが、当人は気付いていないらしい。更に、自白は続いた。

			「それで、じっと見ていたら、ついぼうっとしてしまってな。気付いたら、目の前に主殿の顔が……わ、わざとではなかったのだ。主殿の寝込みを襲おうとしていたわけでは、決して。このまま唇を奪ってしまえればなどとは……ちょ、ちょっとくらいは妄想したかもしれんが」

			「ああ。もういい。大体の経緯は把は握あくできた」

			　おれはそこで、ガーベラの話をとめた。

			　……段々、聞いているこっちが恥ずかしくなってきたからだ。

			「とりあえず、離れてくれ」

			「あ、うむ。すまん」

			　ガーベラは少し身を引いた。

			　それで、周囲の状況が少しだけわかるようになった。

			　まだ朝の早い時間だ。近くにあるのはケイと加藤さん、あやめの寝息だけで、他のみんなは近くにいない。唯一、おれとガーベラのやりとりに気付いて目を覚ましたあやめは、鼻面を持ち上げて、ひくひく鼻を動かしたあとで、「違った。まだ朝ごはんじゃないや」とばかりに、もう一度、ぽてんと眠りに落ちてしまった。

			「リリィたちは、どうしたんだ？」

			「リリィ殿は少し前に、主殿のことを妾わらわに頼んで、ローズ殿が作業をしておるところに行ったよ。シランは妾が目覚めたときにはもうおらんかったが、周辺の見回りに行くと言っていたとリリィ殿から言付かっておる」

			「……そうか」

			　おれは少しだけ眉を寄せた。

			　リリィは多分、また新しい方向から部分擬ぎ態たいの練習をしているのだろう。

			　根こんを詰めてはいないだろうか。モンスターのなかでもスライムという生命力の高い種族である彼女だが、おれにとっては大事な女の子だ。どうしても心配になってしまう。

			　シランも頑張り過ぎなところがあるので、こちらもちょっと気にしていた。

			　とはいえ、シランに関しては、最近は落ち着いているようにも見える。

			　セラッタを出た直後は、モンスターを見掛けたら真っ先に飛び出していこうとする、前のめりな姿勢も見られたのだが、この山道に入ってからの彼女は、人目がなくなって自由に動けるようになったガーベラに出番を譲っていた。

			　目を離すと無理をしそうな性格ではあるので、シランについても経過観察は必要だろうが、とりあえず早急に手を打ったほうがいいのはリリィのほうだろう。

			　機会があれば、声をかけてやる必要がありそうだった。

			　……いいや。その前にガーベラか。

			「あのな、ガーベラ」

			「な、なにかの、主殿」

			　失敗した子供のような表情を見せるガーベラに、おれは苦笑いを零こぼした。

			「別に怒ってないから、そうびくつくな」

			　人目がなくて気が緩んでいるときに、想い人の眠る姿がすぐ傍にあって、ぼうっとそれを眺めてしまった……というのは、年頃の少女として責められるようなことではないだろう。

			　ガーベラにとって自分がそうした対象だというのは、なんとも面おも映はゆい気持ちではあるが、まあ悪い気はしない。

			　そうこうしているうちに、ついうっかりして、ふらふらっと近付いてきてしまったというのも、ガーベラらしい話だ。それにしたところで、最後の一線は守っているわけで、ちょっと呆れはしたものの、怒るようなことではなかった。

			「……ただ、糸だけは回収してもらえると助かるが」

			「糸？」

			　ガーベラはこくりと首を傾げる。そして、おれが目で示した方向――自分が覆おおいかぶさっている、おれの体に視線を落とした。

			「……」

			　彼女の赤い瞳ひとみに映り込んだのは、おれの体に纏まとわりついた彼女自身の蜘く蛛もの糸だった。

			　これではまともに動けない。おれは完全に拘こう束そくされてしまっていた。

			「はうあ!?」

			　ガーベラが奇声をあげた。

			　やはり気付いていなかったらしい。そうだと思った。

			「す、すまぬ。これは無意識というか、本能的なもので、やろうと思ってやったわけでは……」

			「さっきも言ったが、怒ってないから謝らなくてもいい」

			　どれだけ夢中になっていたのやらと、むず痒い気持ちでおれは苦笑した。

			「ただ、今度からは気を付けてくれよ。蜘く蛛も糸もそうだが、寝起きのもな」

			　おれが言う間に、わたわたとガーベラは、拘こう束そくを解こうと手を伸ばしてきて――

			「ああいうのは、恋人同士ですることなんだから」

			　――その指先が、ぴくりと停まった。

			「……恋人同士で？」

			　小さなつぶやきが、少女の唇からこぼれ落ちた。

			　考え込むように、細い眉が寄った。

			「ガーベラ？」

			　おれは首を傾げた。

			　拘束を解こうとしていた彼女の手が、完全に停まってしまっていたからだ。

			「……思えば、ふたりきりで話ができる時間も珍しい。これもよい機会かもしれんな」

			　なにやらつぶやくと、ガーベラはひとり頷うなずいていた。

			「他人に『なぜ、お主は己の気持ちを伝えぬのか』などと偉そうなことを言っておいて、折角の機会を逃しておっては世話がない。……よし！」

			　気合いを入れたガーベラの赤い目が、こちらを向いた。

			　と、思ったときには、恐るべき大おお蜘ぐ蛛もが、おれに襲いかかってきていた。

			「……え？」

			　拘こう束そく状態にあったおれは、反射的に逃げることさえ封じられている。

			　気付いたときには、伸ばされたしなやかな腕が、首のうしろに回されていた。

			　顔面の左半分に、なめらかな布地の感触があった。その向こう側にある膨ふくらみが、初うい々ういしい弾力で顔を押し返してきていた。視界に大写しになっているのは、大きく開けた白い衣服の胸元で、きめ細やかな肌が織り成す深い胸の谷間が、息の届く距離にあった。

			「なっ……!?」

			　自分が少女のどの部分に顔を押し付けているのかを理解した瞬間、大きく鼓動が跳ねた。

			　不意打ちにしてもほどがある。一瞬で喉が干上がった。

			「……主殿」

			　そして、追い打ち。切なげな呼びかけが、耳じ朶だを舐めた。

			　抱いた想いの重さに胸が潰れて、掠れた声が絞り出される。

			　そんな、女の子の声で、ガーベラは言った。

			「なあ、主殿。妾わらわはな、人間のことはよくわからん。その弱さも、弱さと背中合わせにある強さも理解できぬ。……うむ。アレはわからん。わからんとも。それだけは、話をしていてよくわかったのでな」

			　押し付けられてかたちを変える膨らみの向こうから、早はや鐘がねを打つようなガーベラの鼓動が伝わってきた。彼女も緊張しているらしい。あるいは、興奮しているのか。きちりと、蜘く蛛も脚が鳴く音が聞こえた。

			「根本的なところで、妾わらわは獣の類なのだろう。だからやはり、獣なりのやり方で、自分なりの言葉で伝えるしかない。そう、妾は思うのだ」

			「伝える……なにを？」

			　やっとのことで口に出した問い掛けを聞いて、ガーベラはおれの頭を抱きかかえる腕に、きゅっと力を込めた。

			「妾はな、主殿。いまでも変わらず、お主のことを、この手に捕えてしまいたいよ」

			「……っ」

			　思わず、おれは息を呑んだ。

			　そうせざるをえないものが、彼女の言葉には含まれていたからだ。

			　もちろん、彼女が抱いてくれている好意には、ずっと前から――あのアラクネの巣にいた頃から気付いていた。おれたちの間にはパスがあるし、そんなものなくても、隠すつもりなんて欠片かけらもない普段の態度を見ていれば、彼女の想いは明らかだったからだ。それこそ以前にも、おれのことを捕えてしまいたいのだと、面と向かって好意を告げられてもいた。

			　だけど、これはそれどころではなかった。

			「妾わらわは、主殿を押し倒してしまいたい」

			　赤せき裸ら々らで、あけすけで、真っ直ぐな……これは、ガーベラなりの告白の文句なのだから。

			「できれば主殿にも、妾の想いに応えてもらいたい」

			　自分のことを獣だとガーベラは言った。ああ、確かにそれは一面の真実なのかもしれない。

			　だけど、同時にガーベラは、女の子だ。

			　それも、とびきりに魅力的な。

			　……たとえば、ここでおれが彼女を抱き返したなら。

			　もう気持ちに歯止めは利かないだろうと確信できてしまうくらいに。

			「妾では、駄目かの？」

			　ほんのわずかに身を離して、ガーベラがおれのことを見下ろしてくる。

			「ガーベラ……」

			　熱に浮かされたように潤んだ血色の瞳ひとみに魅入られる。

			　理性が蒸発したような、夢のなかにいるような感覚が全身を痺しびれさせる。

			　不安そうな身じろぎが、密着する女の子の体から伝わる。

			　耳には蜘く蛛も脚が鳴らす、きちきちという音。

			　危ういほどの、やわらかさ。鼻先に触れる肌から立ち昇る、女の子の匂い。

			「駄目でないのなら、証あかしをおくれ。主殿が抱き返してくれれば、妾わらわは……」

			　そんな状況で聞かされるには、あまりに熱烈な言葉に、おれの理性は蕩とろかされて――……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ガッ、ガッと、荒れた路面にぶつかる車輪の音が、断続的に耳じ朶だを叩いた。

			　おれたちは、山腹に巻きつくようにして走る山道を進んでいた。

			　右手には切り立った崖壁。剥むき出しになった地層面は脆もろく、今日は朝からすでに２回、道が崩れた箇所に行き遭っていた。

			　道の左手には、急斜面の下に流れの速い川が見えた。大陸中央の大河、アラリア河は広大な流域面積を誇る。おれたちがいるキトルス山脈もその支流を抱えており、眼下に流れる渓流はその１本に違いなかった。聞くところによると、キトルス山脈から流れ出す川をずっと下流に下っていくと、いくつかの他の支流と合流しつつ、おれたちの目的地である小国アケルと、その北にあるロング伯爵領の境界線上にある昏くらき森に行き当たるらしい。

			　取り残された樹海の切れ端である昏き森には、その成立の経緯から、必ず強力なモンスターが生息している。

			　この川の下流にあるのは、『大地の怒り』と呼ばれる伝説級のモンスターの縄張りだ。

			　アケルに腰を落ち着けたあとなら、訪ねてみる機会も持てるかもしれない。

			　そんなことを考えていると、一緒に歩いていたリリィが少し抑えた声で話し掛けてきた。

			「ねえ、ご主人様」

			　視線はこちらに向いていない。

			　おれたちのうしろ、他の同行者たちの更に後方を移動する車のほうを気にしていた。

			「ガーベラが物もの凄すごい落ち込んでるんだけど、なにかあったの？」

			「……あったというか、なかったというか」

			　曖あい昧まいに返して、おれもちらりと振り返る。

			　ローズが魔動車の前方に付けた人力車のような持ち手を引っ張って、ガーベラが山道をとぼとぼ歩いているのが見えた。

			　ああ、これは重症だなとすぐにわかる姿だった。

			　どうしたものかな、とおれは頬ほおを掻かいた。

			　結局、あのあと、ガーベラとの間にはなにもなかった。

			　キスもしていなければ、お互いに抱き合ってすらいない。

			　――駄目でないのなら、証をおくれ。主殿が抱き返してくれれば、妾わらわは……。

			　そんなガーベラの情熱的な願いに突き動かされて、おれは彼女を抱き返そうとした。

			　けれど、できなかった。

			　どうしてもできなかったのだ。

			　……両手が蜘く蛛もの糸で拘こう束そくされていたため、物理的に不可能だったのだ。

			　糸を外してくれないと無理だと告げたときに流れた、間の抜けた空気の居たたまれないことと言ったらなかった。

			　なんというか、ああしたことは、きっと雰囲気が大事なのだろうと思う。

			　一度、我に返ってしまえば、その続きをすることは難しい。

			　打ちひしがれたガーベラは、「どうして妾わらわは、こう、妾なのだ……」と、若干哲学的っぽいことを嘆いていた。本当に、なんでなんだろうなとしか言いようがない。

			　もっとも、あっさりチャンスを得たと思ったら、いいところでそれをふいにしてしまうというのは、いかにもガーベラらしい話ではあるのだが。

			「ふたりの様子を見たら、なにがあったのかは大体想像つくけど」

			　今朝あった出来事について思い出していると、リリィが顔を覗き込んできた。

			「ああもガーベラが落ち込んでいるってことは、逆に言えば、けっこう惜しいところだったってことなのかな？」

			「……」

			　こちらがどきりとするようなことを、口にする。

			　それでいて、リリィの表情は穏やかなものだった。

			「わたしに言われるまでもないことだろうけど、ちゃんと受け止めてあげてね、ご主人様」

			　具体的なことはともかくとして、本当にリリィには、なにが起きたのか知られてしまっているようだった。パスの助けがあるにせよ、女は鋭いということか。それとも、おれやガーベラがわかりやす過ぎるのだろうか。

			「……リリィはそれでいいのか？」

			「んー、ご主人様がなにを言いたいのかはわかるけどね。だけど、それって割と的外れなんだよ」

			　思わずおれが尋ねると、リリィは困ったような顔をした。

			「ご主人様の世界の人間じゃない……どころか、人間ですらないわたしたちにしてみれば、それは不誠実でもなんでもないことだし。そもそも、わたしたちはひとりひとりがご主人様の眷けん属ぞくだけど、ご主人様はみんなのご主人様だもの。わたしは水みず島しま美み穂ほの記憶を持っているからともかく、他の子たちはご主人様がなにを気にしているのかさえわからないんじゃないかな」

			「だけど、リリィはわかるんだろ？」

			「理解はできるよ。だけど、実感はないかな。それはあくまで水島美穂の価値観であって、わたしのものじゃないから」

			　はっきりとした口調で言ってから、リリィは肩をすくめた。

			「もちろん、ご主人様が、ぱっと切り替えられるタイプじゃないのはわかってるよ。だから、正直、心配してたところもあったんだ。……けど、この分だと大丈夫そうなのかな。惜しいところまで行ったのなら、あともう少しだってことだものね」

			　リリィの言うことは、いちいちもっともだった。

			　おれは今回の一件で、ちょっとでもガーベラの好意に応えてしまえば、それが決定打になると感じた。それくらいには、おれは彼女の存在に惹かれているということだ。

			　正面から最短でぶつかってきたガーベラの告白は、彼女に対する好意の強さをおれに自覚させるだけの破壊力を持っていた。そうして知ってしまった事実に、今更、目をつむることはできなかった。

			　小さく唸り声をあげたおれを一いち瞥べつして、リリィは微ほほ笑えんだ。

			「うふふ。ガーベラは真っ直ぐだものね。不器用で回り道できないけど、だからこそ、あの子は目的地に一番早く辿り着けるのかもしれないね。あの子のああしたところは、きっといざというときに、ご主人様の一いち助じよになると思う。腕力とは、別の部分でね」

			　そして、リリィはぽつりとつぶやいた。

			「これで、わたしも安心できるかな」

			「……？」

			　よくわからない発言だった。

			　思わずおれは、リリィの横顔に目をやった。

			　そこには、透明度の高い笑みが浮かんでいた。

			　どこかで見たことがあると思って、おれは思い出した。セラッタ近郊の宿場町。借り受けた家でふたりきりになった彼女が見せた笑顔と、それは同じものだったのだ。

			　見逃してはいけない。そう直感的に思った。

			　けれど、事態はおれの思いも寄らない方向へと転がっていく。

			「それって、どういう……？」

			　問い掛けた、まさにその瞬間だった。

			「っ！」

			　前を見ていたリリィの表情が硬いものに変わった。

			　それと同時に、前方から物音がした。

			「……っ」

			　思考の切り替えは一瞬だった。

			　慣れ始めたとはいえ、山道は危険が多い。たとえば、土砂崩れ。あるいは、モンスターの襲しゆう撃げき。どんな場合でも対応できるように、常に緊張感は保つようにしていた。

			　物音がしたのは、おれたちの前方、10メートルと離れていない場所だった。

			　唐突な物音とともに、そこに気配が生じていた。

			　いまこのときまで、おれは気配に気付かなかった。気付かれないように、相手は隠れていたということだ。その目的が穏当なものだとは、期待できそうになかった。

			　となれば、こちらの対応は決まっている。互いに声をかけ合う必要すらなかった。

			　リリィは前に出て、おれを庇かばうような位置に立った。

			　おれ自身は剣の柄つかに手を伸ばしつつ、速やかに後退しようとして――

			「やっと、追いついた」

			　――前方から投げかけられた声を聞いて、自分の状況把は握あくが一部正しく、一部は間違っていたことに気付いた。

			　正しかったのは、『相手の目的が穏当なものではない』ということだ。

			　敵意を持って、彼女はおれの行く手を遮さえぎった。

			　間違っていたのは、『気配を隠して近付いてきた』ということだ。

			　彼女は別に、そんなことはしていない。

			　その必要がない。彼女は強者だ。そんな姑こ息そくな真似はしないし、思い付きさえしないだろう。

			　彼女はおれたちの行く手を遮さえぎった。ただ、それだけだ。

			　ただし、唐突にそこに現れたかと思えるほどの速度域、彼女だけが存在できるスピードによって、それを行ったまでのことなのだ。

			「……飯野、優奈」

			　探索隊最速の少女、『韋い駄だ天てん』飯野優奈がそこにいた。

		

	
		
			17　セラッタより吹きつける風　～飯野優奈視点～

			　

			　帝国騎士団の精鋭を引き連れてチリア砦とりでを発ち、コロニーに到着するまでに１週間。

			　変わり果てた仮の住処すみかにショックを受けつつも、周囲の山小屋に避難していた生存者を回収するのに１週間余り。

			　生存者を守りながらの帰還に、更に20日間と少し。

			「……嘘」

			　合わせて40日弱の時間を経て、救難活動から帰ってきたわたしを出迎えたのは、廃墟と化したチリア砦の姿だった。

			　わけがわからず混乱した。置いてきた仲間たちは、ここを守っていたはずの異世界の人々は、いったい、どこに消えてしまったのか。無残に破壊された砦の様子を見れば、答えはわかり切っていたけれど、咄とつ嗟さには認められなかった。あまりの衝撃に膝を突きそうになった。

			　もちろん、そんな姿を保護した仲間たちに見せるわけにはいかない。

			　その一念を支えにして、わたしは辛うじて、その場に踏みとどまった。

			　そうして砦を観察してみれば、いくつかわかることもあった。

			　たとえば、破壊の痕跡はモンスターの大規模な襲しゆう撃げきを示し唆さしていた。壁や床には、腐って乾いたモンスターの死骸の一部が残されていたからだ。いったい、どのようなモンスターが襲いかかってきたというのか、堅牢な砦の防壁の一部に至っては、まるで高位の魔法攻撃を受けたかのように、広い範囲に渡って崩落さえしていたのだ。

			　あんなことをできる存在が、わたしたち探索隊のチート持ち以外にいるなんて……。

			　わたしは戦せん慄りつを覚えずにはいられなかった。

			　ただ、逆に言えば、あれくらいなら、わたしたち探索隊にもできる者がいるということでもある。『韋い駄だ天てん』であるわたしは、速度に特化している分、大規模破壊の手段に乏しいので難しいが、十文字くんや渡辺くんならできるだろう。それはつまり、彼らなら砦とりでを襲った『敵』に対抗できたはずだということだ。

			　希望はある。諦あきらめてはならない。

			　焦しよう燥そう感を抱きつつも、わたしは樹海から脱出するためにまず北へ向かった。

			　樹海深部で新たに保護した仲間たちは20名を超えており、彼らを安全な場所に連れていくことは、目もつ下かの最優先事項だった。

			　最寄りの開拓村では、わずかながら情報が得られた。チリア砦は、やはりモンスターの大規模な襲しゆう撃げきを受け、駐留戦力の大部分を失い、砦は放棄されたのだという。

			　同行していた騎士たちは口を揃えて、ありえないと否定した。

			　そのような大規模なモンスターの襲撃など、起こるはずがない。なにかの間違いだと。

			　しかし、事実は事実だ。いくら否定したところで過去が覆くつがえることはない。

			　不幸中の幸いは、砦の人間が、全員無残に殺されたわけではないらしいことだった。

			　防衛不可能になった砦とりでを放棄し、最寄りの開拓村までやってきて、近隣のモンスターを駆除してから北に向かった生き残りがいたらしいのだ。

			　そのなかには、転移者も含まれていたという情報も得ることができた。

			　なんとしても彼らに合流しなければいけなかった。そして、わたしと一緒にこの世界に飛ばされた仲間たちの安否を確認し、砦でなにがあったのか状況を把は握あくしなければならない。

			　砦襲しゆう撃げきの生き残りは、セラッタという街を目指していたらしい。以前に、わたしもエベヌス砦からチリア砦にやってくるときに経由した街だった。

			　樹海を出たところで、ここまで来ればもう大丈夫だろうと判断して、わたしは保護した仲間たちを騎士たちに預けた。

			　そして、翻ほん訳やくの魔石を握り締めて、単身、セラッタに向かった。

			　わたしの足は、長距離を走るために速度を抑えたとしても、訓練された馬を乗り継ぐより速い。樹海を出てからセラッタまでの道程を２日で踏破し、わたしはセラッタを治める領主であるローレンス伯爵に面会を申し込んだ。幸いだったのは、一緒に樹海で救助活動を行った帝国騎士団の副長が、ローレンス伯爵の縁者だったことだ。彼に認めてもらった書状が効いたのか、わたしはすぐに領主のもとに通されることになった。

			　セラッタ砦の内装は、エベヌスやチリアなど最前線の要塞に比べて、華やかなものになっている。豪ごう奢しやな部屋に通されたわたしを迎えたのは、ふたりの人物だった。

			　ひとりは軍服に身を包んだ男性だ。

			　筋肉質な体には贅ぜい肉にくなど欠片かけらもなく、厳しく自身を律してきたことが窺うかがえた。短い金髪は切り揃えられており、やや神経質そうだが真面目そうな顔立ちをしていた。

			　もうひとりは、癖くせのある茶髪の優男だった。

			　軍服の男性よりも細身だが、こちらも引き締まった体つきをしている。重厚な鎧に身を包んでいるが、顔立ちはかなり甘く、騎士というより吟遊詩人のような優雅さがあった。

			「あなたたちは……？」

			　わたしは怪け訝げんに思った。

			　書状を持たせてくれた騎士団副長からは、ローレンス伯爵家の当主は、豊かさがその身から漂うような恰かつ幅ぷくのよい男性だと聞いていた。要するに、でっぷり太った男性なのだろう。目の前のどちらの男も、そうした条件には当て嵌はまらなかった。

			「お初にお目にかかります、優奈殿。わたしは、ルイス＝バードと申します」

			　軍人が頭を下げた。

			「マクローリン辺境伯であらせられるグラントリー＝マクローリン様のもとで、辺境領軍の一部を預けられている者です。そして、こちらは……」

			「聖堂騎士団の第四部隊を預けられております、トラヴィス＝モーティマーです。どうかお見知りおきを、優奈」

			　軍人の言葉を引き取った優男が一礼した。

			　優雅で気き障ざな仕草がハリウッド俳優のようだった。さぞかし女性に人気があるだろう。しかし、わたしが気になったのはそこではなかった。

			「ルイスさんと、トラヴィスさん、ですか。……どうして、帝国南部の大貴族の部下の方と、聖堂騎士団の部隊長が、揃ってこんなところに？」

			　マクローリン辺境伯については、以前に、件の帝国騎士団副長から話を聞いていた。

			　南部の大貴族、マクローリン辺境伯。彼は貴族でありながら、領軍を率いてモンスターの討とう伐ばつを行うこともある果敢な人物なのだという。

			　そんな人間の部下が、どうしてローレンス伯爵領にあるセラッタ砦とりでにいるのか。訝いぶかしく思うわたしの視線を正面から受け止めて、ルイスさんは答えを返した。

			「我が主、グラントリー＝マクローリン辺境伯は、帝国南部の安寧を預かる領主のひとりとして、今回、チリア砦に降りかかった災難に大きな懸念をお持ちです。ことは、勇者様の身の安全にも関わります。いち伯爵の手には負えない部分もあろうと、自ら腰を上げることになさったのです。ローレンス伯爵は、マクローリン様の申し出を快くお受けになりました」

			　ルイスさんは、そこで視線を隣の騎士に向けた。

			「こちらのモーティマー様は、もともとチリア砦とりでにいらっしゃる勇者様方をお迎えするために、帝都から遠路遥はる々ばる南部までいらっしゃいました。その途中、辺境伯領にお越しになったところで、チリア砦陥かん落らくの報が届き、それからは我が主のお手伝いをしてくださっています」

			　視線がこちらに戻ってくる。

			「そして、わたしは主の名みよう代だいとしてセラッタに留まり、チリア砦から落ち延びてきた兵の保護を任されております」

			「っ！　ということは、わたしたちの仲間もっ!?」

			　ルイスさんが口にした言葉を聞いて、わたしは興奮を抑えることができなかった。

			　チリア砦の惨状を目の当たりにしてから、もう10日以上。ずっとわたしはじりじりした気持ちでいた。やっと、安否不明だった仲間たちの詳しい情報を得ることができる。

			「ひょっとして、チリア砦が襲われた件についても、あなたはなにか知っているんですか!?　教えてください、ルイスさん。あの砦で、なにがあったのか。わたしたちの仲間はどこに行ってしまったのかを！」

			「落ち着いてください、優奈殿」

			　詰め寄るわたしを、ルイスさんは両手で押さえた。

			「わたしの知っていることをお話いたします。どうか、お時間をいただきたい」

			「わ、わかりました……」

			　わたしは逸はやる気持ちを落ち着けて、彼の話に耳を傾けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まさか、そんな……」

			　聞かされた話に、わたしは言葉を失った。ルイスさんの話によれば、チリア砦とりでは、わたしたち転移者の一部による邪よこしまな企みによって壊滅させられたというのだ。

			「信じられない……」

			「非常に遺憾ながら、これは事実です」

			　重苦しい声でルイスさんは告げた。

			「チリア砦はモンスターを操る能力者の手引きによって襲しゆう撃げきを受けました。これは、複数の証言がありますし、状況からもまず間違いないことです」

			　わたしも、放棄されたチリア砦の様子はこの目で確かめている。あまりきちんと調べる時間はなかったが、チリア砦には、膨ぼう大だいな規模のモンスターの群れによるものとしか考えられない破壊跡が、数多く残されていたのは確認している。あのような規模でのモンスターの襲撃は、トリップ・ドリルの大群によるもののような例外を除けば、歴史を遡さかのぼってもほとんどない。だからこそ、わたしに同行していた帝国騎士たちも、自分の目を疑っていたのだ。

			　彼らが言うには、ああした大規模な襲撃は、何百年も前の勇者の大遠征のときの記録が最後なのだという。実際、そうでもなければ、多大な労力をかけてまで、あのような大要塞を建造したりはしないだろう。そんな規模の襲しゆう撃げきを繰り返されたら、どんな堅牢な要塞でも耐えられないし、建造してすぐに落とされるのでは割に合わないのだから。

			　滅多にない出来事が、わたしたち転移者が砦とりでを訪れたときに偶然起きた？

			　そんなはずがない。それが砦にいた人間の手によって引き起こされた出来事だと言われれば、わたしだって納得せざるをえなかった。また、固有能力を持つわたしたち転移者であれば、それは決して不可能事ではない。

			「……許せない」

			　噛み締めた奥歯が軋きしんだ。

			　ルイスさんは、砦でどれだけの人間が死んだのかも教えてくれた。

			　一緒に樹海を旅してきた、十文字くんも、渡辺くんも殺された。

			　守らなければならなかった他の学生たちも大半が死んでしまった。

			　親切にしてくれた砦の人たちも、大勢が亡くなった。

			　被害はあまりにも甚じん大だいで、取り返しが付かない。

			　無念のうちに、恐怖のなかで死んでいった人たちのことを思うと胸が痛む。

			　犯人に対して、身の毛のよだつような不快感と、抑え切れない怒りを覚えた。

			「絶対に、逃がさない……っ！」

			　とっ捕まえて、自分がなにをしたのかを思い知らせてやる。

			　それが、被害者へのせめてもの弔とむらいだった。

			「そう。許し難い暴挙です」

			　わたしの言葉を聞いたルイスさんは、深く頷うなずいた。

			「モンスターを操る能力などという、あまりにも邪悪なものによって、多くの命が失われました。かような邪悪を野放しにしてはおけません」

			　膝の上で組んだ指に力が込められる。

			　骨と肉の軋きしむ音が聞こえるような、堪たえがたい義憤を持て余した仕草だった。

			「邪悪は滅ぼさねばなりません。正義は執行されねばなりません。たとえ、この身が無残な屍しかばねを晒さらすことになろうとも、放置してはならぬ悪がある。モンスターなどを操る者も、それに加担した者も、わたしは許すつもりはありません」

			　自分より肉体的には圧倒的に劣っているはずの男性から感じる重圧に、わたしは息を呑まずにはいられなかった。

			　言葉のひとつひとつに、恐ろしく重量のある感情が込められていた。

			　しかし、その感情はわたしにとって共感できるものだ。

			　気け圧おされはしたものの、不快には思わなかった。

			「この世の邪悪を滅ぼすために、どうか優奈殿には、我らに力を貸していただきたい」

			「喜んで」

			　わたしは力強く頷うなずいた。

			　それからわたしは、ルイスさんが知っている限りのことを話してもらった。

			　とはいえ、わかっていることは多くない。情報が錯綜している……というよりも、詳しい事情を知る人間がほとんどいないため、無責任な流言飛語が飛び交っているようなのだ。

			「こともあろうか、優奈殿と同じ探索隊に所属される十文字殿が、チリア砦とりでを襲しゆう撃げきした犯人のひとりだと言い出す人間までいる始末です」

			「そんな！」

			「無論、わたしは信じておりません。これはあくまで、流言の類です」

			　そう言われてわたしは心を落ち着けたが、情報の混乱が深刻なのは確かなようだった。

			「モンスター相手に剣を持って抗あらがい続けなければならない我らの社会は、多分に不安定です。ちょっとしたことで、剣より先に心が折れかねません。それが我らの心の支えである勇者様に関することとなれば、なおさらのことです。世間に迂う闊かつな情報を流すわけにはまいりません。そういった理由で、我が主は、チリア砦から落ち延びてきた兵士たちを保護するとともに、悪戯いたずらに情報が拡散することがないように対処するように、わたしに申しつけたのです」

			　チリア砦という重要拠点が落とされたこと。

			　そこで、複数人の転移者が亡くなっていること。

			　転移者の一部が、チリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人だったということ。

			　いずれも、あまりにもセンセーショナルで、人じん心しんに与える影響が大き過ぎる。これに加えて、流言の類が撒き散らされるかたちになっては目も当てられない。マクローリン辺境伯がルイスさんに下した指示は妥当なものと言えた。

			　そのマクローリン辺境伯だが、すでにセラッタを発ったらしい。唯一、詳しい事情を知っていると思しき同盟騎士団の人間も、彼と一緒にセラッタを離れたという話だった。

			　歩兵を中心とした辺境伯領軍を引き連れたルイスさんは、騎馬隊を率いて先行した辺境伯を追い掛けるかたちでやってきたため、セラッタに着いたときには、辺境伯は命令だけを残していなくなっており、同盟騎士団とも顔を合わせることはなかったのだという。

			「わかりました。それじゃあ、マクローリン辺境伯のところに行けば、もっと詳しい話を聞けるってことですね。……あ、でも。追いかけて行ったとして、会うことができるかな」

			　相手は貴族だ。ここに来たときには、ローレンス伯爵の縁者である帝国第二騎士団副長の書状があったが、コネもなしに押し掛けて、会ってもらえるとは限らない。

			「大丈夫でしょう。主が勇者様の来訪を知れば、必ずお会いになるはずです」

			　ルイスさんの言葉に、わたしは首を傾げた。

			「マクローリン辺境伯って、どんな人なんですか？」

			「……そうですね」

			　わたしの問いに、ルイスさんは少し考える様子を見せてから口を開いた。

			「一言で言えば、正義感のお強い方です。モンスターという邪悪と戦うために、多くを捧ささげていらっしゃいます。果断な姿勢ゆえに政敵は多く、根も葉もない誹謗中傷や不理解に晒さらされることもありますが、それでも自身の信念を曲げられることはありません」

			　いかにも謹きん厳げんといった様子のルイスさんが口にする言葉には、尊敬の念が垣かい間ま見えた。

			「それに、慈悲深い方でもあります。実は、わたし自身、モンスターに襲われて壊滅的な被害を受けた村の出身なのです」

			「……え。あの、そうなんですか」

			　突然の告白に、なんと言ったらいいのかわからない。

			　曖あい昧まいに相あい槌づちを打ったわたしに、ルイスさんは少しだけ微ほほ笑えんだ。

			「マクローリン様が領軍を率いてお越しになるのが少しでも遅れていたなら、わたしはいま、この世にいないでしょう。それだけでなく、マクローリン様は、孤児として行く当てのなかった当時のわたしに、領軍での雑事に関わる仕事を与えるよう計らってくださったのです」

			　命の恩人というわけだ。ルイスさんの言葉の端々から尊敬の念が窺うかがえるのも納得できた。

			「10年ほど前にあった領内の大規模な凶作の際には、様々な手段を講じたうえに、私財を投じてまで領民を飢えさせませんでした。当時、わたしはまだ階級も低かったですが、領軍のひとりとしてマクローリン様のために働けたことは大きな誇りです」

			　わたしは、ほうと吐と息いきをついた。下で働いている人間の発言だということを差し引いても、マクローリン辺境伯という人物は、ずいぶんとできた人らしい。

			「そんな御方ですから、邪悪を討たんとされる勇者様が面会を求めれば、快くお話をなさってくれるはずです。ただ……」

			　と、ルイスさんは眉を寄せた。

			「主がここを出たのは、10日前のことです。追いつくには時間がかかるでしょう。それに、わたしがここにやってきたときには、主はもうセラッタを出たあとでしたから、帝都に向かわれたのだとは思うのですが、どのルートを使われたのかは見当がつきません」

			　わたしは、むうと呻うめき声をあげた。

			　10日前に出発したくらいなら、わたしの足なら、２、３日あれば追いつける。

			　けれど、どのルートを使ったのかわからないとなると、しらみ潰しにする必要が出てきてしまう。できなくはないが、それはちょっと時間がかかる。

			「どうなさいますか。必要なら、マクローリン様宛に書を認めますが」

			「……いえ。いいです」

			　わたしは手を振って、ルイスさんの申し出を断った。

			　マクローリン辺境伯を追い掛けて、チリア砦とりで襲しゆう撃げきに関する詳しい話を聞くのも大事だが、それよりも、いまはチリア砦を襲った犯人を早急に追わなければならない。逃亡した容疑者の足取りを追うのは、時間が経てば経つほど難しくなる。時間を浪費するわけにはいかなかった。

			「承知いたしました。それでは、セラッタにお寄りの際には、また顔をお出しになってください。新しくなにかわかったことがありましたら、お伝えいたしますから」

			「ありがとうございます」

			　志を同じくする協力者の存在に力強さを感じつつ、わたしはセラッタをあとにした。

			　必要な情報は得られたし、協力者と顔を繋げることもできた。

			　有意義な会談だったと言えるだろう。

			　ただ、ひとつだけ、わたしの胸には、小さな刺のように引っかかったものがあった。

			　聖堂騎士団の部隊長、トラヴィスさんのことだ。

			　わたしがルイスさんと話をしている間、黙ってわたしたちのやりとりを聞いていた彼の口元には、常に笑みがあった。

			　優男に似合う気き障ざな表情。しかし、それはただそれだけのものではないように思えて……。

			　……やめよう。気にしても仕方ない。

			　トラヴィスさんが、仮にわたしやルイスさんの青臭い正義感を内心で小馬鹿にしていたのだとしても、それでなにが変わるわけでもない。

			　わたしのすべきことは変わらない。悪を挫くじいて、弱きを助ける。それだけだ。

			　セラッタを出たあと、わたしはエベヌス砦とりでまで走った。なにを置いても、まずは探索隊のリーダー、中嶋小次郎に必要な情報を伝えなければならなかったからだ。

			　ルイスさんがマクローリン辺境伯から任されたのは、チリア砦とりでから落ち延びた兵士たちを保護し、同時に、無責任な情報の拡散を防ぐことだ。情報漏洩を恐れたルイスさんは、セラッタ砦の遠距離通信手段を用いて、エベヌス砦に情報を伝えることをしていなかった。

			　けれど、わたしがリーダーに直接話をすれば、情報の漏洩の心配はない。

			　エベヌス砦でリーダーと面会したわたしは、帝都に向かうという彼と別れると、とんぼ返りしてセラッタに戻り、今度は南下した。

			　不明な点も多い現状、確かなのは、チリア砦がチート持ちの操るモンスターに襲われたということだ。

			　肝心の『モンスターを操る能力者』だが、これはふたりが確認されたという情報があった。

			　ひとりは工藤陸。正直、あまり顔を覚えていないが、チリア砦で会った残留組の生徒のなかに、そんな名前の下級生がいたことは頭に残っている。

			　もうひとりは、真島孝弘。わたしと同じ２年生の男子生徒だ。

			　工藤の行方については、現状、手掛かりはない。樹海に潜伏しているものと思われるが、ひょっとすると、人間社会に紛れている可能性もある。

			　それに対して、真島孝弘は最近までセラッタ近郊の宿場町にいたことがわかっていた。

			　大胆不敵にも、彼はチリア砦の生き残りと一緒に行動していたらしいのだ。

			　その後、姿をくらませた真島孝弘だが、ルイスさんによれば、その行き先は、北域五国のひとつ、アケルの可能性が高いのだという。強大な軍事力を誇る帝国から脱出して、小国でほとぼとりが冷めるのを待つというのは、それなりに理解しやすい行動だった。

			　セラッタから西のロング伯爵領を経由する安全なルートについては、すでにルイスさんが手を回しているらしい。なので、そちらは任せることにして、わたしは一端、セラッタを南下してから、キトルス山脈を越える古い山道を利用するルートを調べることにした。

			　普通は使えないような、とうの昔に忘れ去られたルートらしいが、わたしたち転移者がチート能力を発揮すれば、押し通れない場所なんてそうそうない。もちろん、こちらが外れという可能性もあったが、そこは役割分担だ。今更こちらのルートを調べようとしても、先行する相手に追いつけるのは『韋い駄だ天てん』なんて二つ名を付けられたわたしくらいのものだし、ルートの危険性を考慮しても、これはわたし以外にできない仕事だ。欲を言えば、これで足取りを追跡できるような能力がわたしに備わっていればなおよかったのだけれど……。

			「……ここにトドちゃんがいてくれたら」

			　思い出したのは、遠征隊の一員としてコロニーを離れるまで、タッグを組んでいた親友のことだった。コロニーに残った彼女とは、樹海深部での救助活動では再会できなかったが、わたしと同じくらい強かった彼女のこと、余程のことがない限り無事でいるはずだった。彼女がここにいてくれたなら、大いに力を発揮してくれたことだろう。

			　……ないものねだりをしても仕方がない。わたしは追跡を急ぎつつ、途中で寄った集落で地道な聞き込みを続けた。そのうちのいくつかで、真島孝弘らしき人物を見たという証言が得られたのは幸いだった。あとはもう、追いつくだけだ。

			　わたしは、胸のなかに燻くすぶる感情の温度が高まるのを自覚した。

			　真島孝弘。わたしはチリア砦とりでで彼と言葉を交わす機会があった。正直、彼に対する印象は、あまり強くない。真面目そうで誠実そうな少年だな、というくらいのものだった。

			　ただ、彼と隣にいた少女――水島美穂とふたり並んだ姿は、よく印象に残っていた。

			　水島美穂のことは、転移前の世界でも知っていた。しかし、その存在を強く意識するようになったのは、エベヌス砦に辿り着いたあとのことだった。

			　たったひとりで樹海を抜けて、わたしたちのもとまでコロニー崩ほう壊かいの情報を持ってきてくれた少年、高たか屋や純じゆん。彼のひとつ年上の幼馴染が水島美穂だったのだ。

			　長い強行軍のすえ、強きよう靭じんだったウォーリアとしての身も心もぼろぼろになって、それでも高屋くんは、エベヌス砦に辿り着くなり、大事な幼馴染を助けてほしいとわたしたちに訴えた。

			　わたしはそんな彼の手を握り、任せろと請け負って、チリア砦に向かった。だから、チリア砦で水島美穂が真島孝弘と一緒にいるのを見たときには、安あん堵どすると同時に少し腹も立った。

			　なにそれ。高屋くんの頑張りはどうなるの、と。

			　……もちろん、わたしが彼らの三角関係にとって、無責任な第三者なのはわかっている。高屋くんが水島美穂の単なる幼馴染でしかないことだって知っている。だから、わたしは彼らに高屋くんの生存を告げるだけにとどめた。

			　そこに、ほんのわずかなりとも意地悪な気持ちがなかったかといえば、嘘になる。

			　けれど、そんなの意味ないんだって、すぐにわかった。

			　目の前のふたりが、あんまりにお似合いだったからだ。

			　きっと彼らは手を携えて、大きな困難を乗り越えてきたのだろう。お互いに、お互いがいるのが当たり前な空気がそこにはあった。こんなの、なにをどうしたって崩せるはずがない。

			　ひとりの女の子として、ふたりの在り方を素敵だと思ってしまった。

			　……そんな自分が、いまのわたしは許せない。

			　なぜなら、そんなの全部嘘っぱちだったのだから。

			　真島孝弘の隣にいたのは、水島美穂ではなかった。その見た目を真似ただけの、醜しゆう悪あくなモンスターだったのだ。

			　ミミック・スライム。それは、対象を喰らうことで、その能力ごとすべてを真似ることのできる、特異なモンスターなのだという。そんなモンスターが水島美穂の姿を取っていたということは、それはつまり、真島孝弘は水島美穂を殺して、その死体を――……。

			　……確かめなければならない。

			　聞かされた非道が、真実であるのかどうかを。もしも真島孝弘が非道な殺人者であるのなら、叩きのめしてでも捕まえる。そのために、『韋い駄だ天てん』たる、この力はあるのだから。

			　その一心を胸に、わたしは山道を駆け抜けて……そして、ようやく、その姿を捕捉した。

			「やっと、追いついた」

			　場所は細い山道。自慢の脚力を発揮して、ほとんど垂直に切り立った崖を横向きに駆け抜けて、わたしは山道を歩く彼らの行く手を遮さえぎった。

			「……飯野、優奈」

			　つぶやいたのは、目を見開いた真島孝弘。

			　そんな彼を庇かばうように前に出たのは、水島美穂――の姿を真似ただけのモンスター。

			　そのうしろにいる仮面を着けた少女は、手足を見る限り人形型のモンスターなのだろう。蜘く蛛もの下半身を持つ美しいアラクネや、その頭に乗って膨ふくらんだ風船狐の子供の姿もあった。真島孝弘の左手の甲からは、蔓つる型モンスターが伸びて、蛇のように鎌かま首をもたげている。

			　わたしとは面識のない転移者と思しき少女や、異世界人と思われるエルフの少女たちもいたが、彼女たちはこの際、どうでもいい。無視してもかまわない存在だ。

			　重要なのは、真島孝弘がモンスターを操る能力者だという情報が、本当だったこと。

			　とはいえ、それがイコールで彼の邪悪を意味するわけではない。

			「ひとつだけ、尋ねるわ」

			　だから、これが最後の確認だった。

			「真島。あなたは自分の操るモンスターに、水島さんのことを食べさせたの？」

			　真島孝弘の顔が、強こわ張ばる。

			　その瞬間、彼がわたしの敵であることが確定した。
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			18　疾走する少女

			　

			「真島。あなたは自分の操るモンスターに、水島さんのことを食べさせたの？」

			　投げつけられた言葉は、まるで直接心臓を叩くかのようだった。

			　いつか、どこかで、誰かに問われるかもしれない。そんなふうに考えたことはあった。

			　罵倒されるかもしれない。軽蔑されるかもしれない。糾弾されるかもしれない。そう思っていたし、それが当然だという自覚もあった。覚悟していたことではあったのだ。

			　けれど、飯野優奈の登場はあまりにも唐突過ぎて、心を鎧よろう暇さえなかった。

			　どうすればよいと考える時間もない。誤ご魔ま化かそうという発想が追いつかない。結果、その反応こそが返答になってしまう。

			「図星、ってところね」

			　息を呑んだおれの顔を見み咎とがめて、飯野の眼光が鋭利な刃物の輝きを宿した。

			「この、悪党が」

			「……っ」

			　どっと冷や汗が噴き出した。

			　どうしてお前がこんなところにいるのかと、なにを理由におれを追ってきたのかと、問い質そうとした口が凍り付く。

			　呼吸すら許されないほどの恐怖が湧き上がり、顔面から血の気が引き、冷たくなった手足が痺しびれる。放たれる敵意に、まるで心臓を握り込まれたかのようにさえ感じた。

			　それくらいに、目の前の少女は圧倒的だった。まだ腰に下げた剣すら抜いていないのに、生物の最も根幹にあるものが、迫る危険を大声で喚き立てていた。鼠ねずみが獅子に前まえ肢あしで踏み付けられて、牙きばを剥むかれて吼ほえ立てられたなら、こんな気持ちにもなるかもしれない。

			　そうして思い付いた喩たとえこそが、きっと本能的に悟った彼我の戦力差だ。多少、戦えるようになったところで、目の前の少女からは逃げられない。探索隊の二つ名持ち。あの十文字達也でさえ、二つ名を持っていなかったことを思えば、その実力は――……。

			「主殿！」

			　無論、そんな絶体絶命の危機を、おれの眷けん属ぞくたちが黙って見ているはずもない。

			　危険を排除するために、全員が殺気立って動き出した。

			　それを過敏な反応だとは言えないだろう。なんの前触れもなく唐突に現れた人間が、主人であるおれに敵意を向けてきたのだ。肌で感じられる彼我の実力差からすれば、それはほとんど、マシンガンの銃口を突きつけられた主人の姿を見せられたにも等しい。

			　考えている暇なんてない。次の瞬間には、おれは蜂の巣にされているかもしれないのだ。

			　ゆえに、反撃はほとんど反射的なものだった。

			「シャアァア！」

			　最初に飯野に襲いかかったのは、眷属最強の白い蜘く蛛もだった。

			　牽ひいていた車を放り出したガーベラは、爆発的な勢いで突進する。

			　彼女得意の、跳躍の勢いを乗せた蜘蛛脚のひと突きが、飯野の喉元を掻かき切った。

			　……と、見えた。

			　そんな簡単にいくはずがないことは、頭のどこかでわかっていた。

			　あまりにも速過ぎて、攻撃が当たったかのように見えてしまっただけで、飯野は攻撃を喰らう寸前に動いていた。スイッチのように、静せいが動どうに切り替わる。細身の体は一瞬のうちにトップスピードに乗っていた。

			「はあぁ！」

			　身をずらして蜘蛛脚を躱かわした飯野は、目の前に突き出されたかたちになった蜘蛛脚を、いつの前にか抜いていた細剣で側面から切り落とした。

			　踏み込んだ左足は軸足となり、繰り出された回し蹴げりがガーベラの後頭部を直撃する。

			「がっ!?」

			　突進の勢いがついていたところに、後頭部を痛撃されたガーベラはとまれない。

			　地面に突っ伏すかたちで倒れ込んだ彼女をやり過ごして、飯野がこちらに顔を向けた。

			「抵抗するんだ？」

			「……っ」

			「まあ、別にわたしはかまわないよ。叩きのめしてやればいいだけのことだからね」

			　言いたいことはいくらでもあるが、口を差し挟む暇さえない。

			　飯野が、こちらに突っ込んで来た。

			　以前、おれは飯野の戦いを見たことがある。彼女の動きはあまりにも速過ぎて、当時のおれの認識速度を遥かに超えていた。しかし、いまのおれは、あの頃より更に魔力の扱いがうまくなり、魔力による身体能力強化の腕前も上昇し、強化前のスペック自体も向上している。そのお陰で『韋い駄だ天てん』の速度も見えないことはなかった。

			　……ただ、それは単に見えたというだけのことでしかなかった。

			　駆け抜ける少女の姿。剣を握ったまま、振りかぶられる拳。隣にいたリリィでさえ反応が追いつかず、おれとの間に立ち塞がることもできなかった。

			　衝撃とともに、おれは背後に吹き飛ばされる。一瞬、意識が飛びかけた。

			「ご、ご主人様っ」

			「先輩！」

			　ローズと加藤さんの声が、すぐ傍で聞こえた。硬い感触。どうやら、うしろにいたローズに受け止めてもらったらしい。どろりとしたものが、おれの鼻び孔こうから流れ出した。

			　それでようやく、飯野に顔面の中心を殴りつけられたことに気付いた。

			「……あれ？　帝国騎士でも昏こん倒とう確実な一発だったはずなんだけど。妙に頑丈ね、あなた」

			　飯野が不思議そうな声をあげた。

			「ま。いっか。これで駄目なら、もうちょっと強くすればいいし。なんなら、何度でも殴りつければいいだけのことだもんね」

			「お前、飯野……」

			　それ以上、言葉が続かない。ぐらぐらと脳が揺れて、思考を纏まとめることができなかった。

			　それでも歯を喰いしばって顔を上げた。

			　目に飛び込んできたのは、呻うめき声をあげるリリィの姿だった。

			「……くっ、うぐ」

			「あ。そうそう。一応、言っておくけど、いくら頑張っても無駄だからね？」

			　飯野の左手は、リリィが繰り出した黒槍を無造作に握っていた。槍やりを握るリリィの両手は、細かく震えている。全力を振り絞っているのだ。しかし、穂先はびくともしない。

			「確かにわたしは速度に特化してるし、探索隊メンバーのなかでは、平均レベルの腕力しかないけどさ……それでも、わたしはチート持ちなんだから」

			　あくまでもおれに顔を向けたまま、言い聞かせるような口調だった。

			　飯野は見るからにスピード重視の戦闘スタイルを取っている。だが、だからといって非力というわけではない。いいや。非力ではあるのだろうが、それはあくまでも圧倒的な脚力に比べたときの話であって、そもそもの基準がおかしいのだ。

			「きゃっ!?」

			　槍やりを引かれて体勢の崩れたリリィが足を払われる。

			　軽くリリィをいなした飯野は、奪った槍を無造作に放り捨てて、こちらを振り向いた。

			　悟らざるをえなかった。このままでは、おれたちは為す術すべもなく蹂じゆう躙りんされてしまう。

			　どうにか……どうにかしなければならない。

			　ふらつきながらも、おれは乱暴に鼻血を拭ぬぐって、飯野を睨にらみ付けた。

			「へえ、諦あきらめないんだ」

			「……当たり前だ」

			　目を細める飯野に対して、おれは右手で腰の剣を抜き放ち、左手を突き出した。

			　まだ頭が揺れているし、いまひとつ思考が定まっていないが、やるしかない。

			　攻撃には反撃を。いきなりわけもわからないまま殺されてたまるものか。

			「ゴシュ、サマッ！」

			「ぎゃおっ！」

			　手の甲から勢いよくアサリナが飛び出し、おれの足元に駆け寄ってきたあやめは、火球を吐き出してこれに加勢した。

			「邪魔」

			　あやめの火球も、アサリナの蔓の刺し突とつも、あっさりと細剣に切り払われる。

			　問題ない。本命は、ここからだ。

			「やれ！」

			　おれの脇を駆け抜けたローズが、正面から飯野に襲いかかった。

			　バルディッシュを両腕で振るい、飯野の腰を両断しようとする。

			　それと同時に、ガーベラがタイミングを合わせて、飯野の背後から襲いかかった。

			　ローズの攻撃を受けるにせよ、避けるにせよ、そこに生じる隙を狙うつもりなのだ。

			　更に、駄目押し。飯野の足元に倒れていたリリィが、立ち上がる時間も惜しいとばかりに地面に両手を突き、逆立ちの要領で勢いよく踵かかとを蹴けり上げた。

			　眷けん属ぞくたちの総攻撃。並の相手なら、このなかのひとりだけでも致ち命めい傷しようを与えるに十分だ。

			　これならば……と思ったおれは、次に目にした光景に、愕がく然ぜんとする羽目になった。

			　位置的に、最初に攻撃が届いたのはリリィだった。

			　跳ね上がった踵が、ぱしんと音を立てて、いとも容易く飯野の掌てのひらに受け止められる。

			「きゃっ!?」

			　伸び切った体が、無造作に放り投げられた。

			　こうして最短の手順でリリィを戦線離脱させた飯野は、迫るローズとガーベラの挟撃を、大人しく待ち受けていたりはしなかった。

			　思い切りよく前に出る。ローズの振るう刃にあえて身を晒さらすかのような前進だが、左方向から迫る薙なぎ払いから逃れるかたちで右に深く踏み込むことで、ほんの一瞬、両断にされるまでの時間を稼いでいる。踏み込みと同時に捻ねじられていた体から、拳が放たれた。

			「ギィ!?」

			　ローズの脇腹に、強烈なボディ・ブローが炸さく裂れつした。ばきばきと硬いものが拉ひしやげて砕ける音が響き、ローズの体が崖面に叩きつけられる。その衝撃で、ぼろぼろといまにも崩れそうに壁面から土くれが零こぼれた。主の手を離れたバルディッシュが、地面に突き刺さる。

			　あっという間にローズを下くだした飯野。そこに、背後からガーベラが襲いかかった。

			　これこそが本命。避けられるはずのない攻撃だ。

			　しかし、飯野が前に出てローズを撃退したことで、緊密だったはずの連携にわずかな狂いが生じていた。たった一歩分だが、ガーベラとの間に開いた距離。その一歩をガーベラが埋める間に、『韋い駄だ天てん』の神懸かり的な速度はガーベラに向き直ることを可能にしていた。

			「シャアァア！」

			　アドバンテージのほとんどは失われた。しかし、それで臆すガーベラではない。

			　振り返ったばかりの飯野の体勢は、万全ではない。ならば、ここで畳み掛ける以外に方法はない。蜘く蛛も脚の先の鉤かぎ爪づめが、飯野を引き裂かんと迫った。

			　相対する少女は一歩も退くことなく、細剣を片手に正面からこれに応じた。

			「はあぁああっ！」

			　厳しく表情を引き締めた飯野から、裂れつ帛ぱくの気合いが迸ほとばしる。飯野の目には力があり、胸に抱いた強い意志を表して煌こう々こうと燃えていた。繊細な手に鋭く冷たい刃を携え、勇敢に戦う乙女は……なるほど、勇者という肩書きに相応ふさわしい輝きを放っていた。

			　おれにしてみれば、それは悪夢の光景でしかなかったが。

			　ガーベラは強い。８本ある蜘く蛛も脚は、１本１本が豪ごう槍そうのひと振りに等しく、モンスターの特性として、蜘蛛糸を自在に操り、敵を拘こう束そくする能力を身に付けている。その戦闘能力は、以前、あの十文字にさえ喰らいついてみせたほどだ。

			　その彼女が、まったく、飯野には追い付けていなかった。

			「やぁあああ！」

			　これこそが、『韋い駄だ天てん』の速度域。並み居るチート持ちのなかで、特別に二つ名を付けられるというのがどういうことなのか、この光景こそが、そのひとつの答えだった。

			　飯野の右手から無数の銀の煌きらめきが迸り、ガーベラの表情が引き攣つった。

			　どのような攻防が行われているのか、おれにはほとんど目で追うことができない。わかることと言ったら、ガーベラの刺し突とつはことごとく弾かれて、逆に、銀色の細剣の切っ先によって、白い毛の生えた外殻が瞬く間に傷付けられている、という攻防の結果だけだった。

			「なかなかやる……けど、悪党に操られるモンスターなんかに、わたしは負けない！」

			「このっ、小娘が……っ！」

			　何度も何度も傷付けられることで、ガーベラの頑強な白い脚は、みるみるうちに、ぼろぼろになっていく。形勢不利は明らかだった。

			「くそっ」

			　咄とつ嗟さにおれは、援護のためにアサリナを飯野の側面から突っ込ませた。

			　しかし、これも片手間に切り刻まれてしまい、時間稼ぎにもならない。

			　そうこうするうち、１本、２本と、蜘く蛛も脚が落とされる。

			「……あ、ぐ」

			　10秒と経たず、ガーベラがバランスを失った。左２本、右１本の蜘蛛脚を斬り飛ばされたせいで、激しい攻防についていけなくなったのだ。

			　飯野がこちらを振り返る。

			「これで、終わり……」

			「まだだっ！」

			　言いかけた飯野が、軽く目を瞠みはった。

			　倒れ込むかと思われたガーベラが、倒れざまに飯野に掴み掛かる執念を見せたのだ。

			「主殿には、触れさせぬ！」

			　ガーベラは以前に十文字と真っ向から打ち合ったことがある。

			　速度ではまるで敵わないが、恐らく膂りよ力りよくだけなら『韋い駄だ天てん』にも対抗可能なはずだ。

			「おおぉおお！」

			　最後のチャンスとばかりに、ガーベラは必死の形相で食らいつく。

			　……だが、それさえも飯野の速度を捉え切れない。

			　小さく悲鳴をあげた飯野は、まるで魔法のようにガーベラの脇をすり抜けていた。

			　恐るべき膂りよ力りよくを誇る少女の両腕は、ただ無為に宙を掻かくだけに終わった。

			「ぐがっ!?」

			　慌てて振り返ったガーベラの顎あごを、飯野の繰り出したアッパー・カットが弾き上げた。

			　クリーン・ヒット。ガーベラの体は、高く宙に弧を描いた。

			　脚の多くを失った白い蜘く蛛もの体は、並んで立つシランとケイの背後に墜落すると、そこに放置されていた車にぶつかって、ようやくとまった。

			「ガーベラさんっ！」

			　悲鳴をあげて、加藤さんが駆け出した。

			　彼女が脅きよう威いではないことはすぐにわかったらしい。一いち瞥べつしただけで彼女を見送った飯野は、胸に手を当てると小さく吐と息いきをついた。

			「……ちょっと、いまのは、びっくりした」

			　ガーベラの乾けん坤こん一いつ擲てきが、たったそれだけで終わってしまうのか。

			　その化け物ぶりに、おれは愕がく然ぜんとした。

			　大きく傷付けられて呻うめき声をあげるガーベラ。二度の攻撃を仕掛けながら、まったく歯が立たなかったリリィ。ひびが入って、軋きしむ体をよろめかせるローズ……。

			　一いつ矢し報いるどころではない。このままでは、全滅だ。

			　なにか……なにかないだろうか。現状を打破できるような方法は。

			　おれは必死になって考える。けれど、そんな都合のよいものがあるはずもなくて……。

			「……？」

			　さっき喰らった一撃で揺れていた頭が、少し回復してきたからだろうか。

			　必死に打開策を探る脳味噌に、そのとき、なにかが引っ掛かった。

			　目の前にある現状に、なにか違和感があったのだ。

			　ただ、それがなんなのかまでは、即座にはわからない。

			　考えを深める時間もなかった。

			「というか、いまのって、まるで本気で真島のことを……」

			　と、つぶやいた飯野が、言葉を呑んで振り返った。

			「やあああぁあ！」

			　そこに、徒と手しゆ空くう拳けんで立ち向かっていくリリィの姿があった。

		

	
		
			19　正義の味方の倒し方

			　

			「やあああぁあ！」

			　眷けん属ぞくたちの総攻撃で敵わなかった飯野に対して、リリィは単身で突っ込んだ。

			　その手に愛用の黒槍はない。先程までの攻防で奪われてしまい、回収の暇もなかったのだ。

			「素手でなにができるっていうの？」

			　呆れたふうに、飯野がちらりとこちらを見て尋ねた。

			　リリィではなく、おれのほうを見て……。

			　……そうだ。さっきからずっと、飯野はなぜかおれにだけ話し掛けてきている。

			　本来ならリリィに言うべき台詞せりふを、おれに対してぶつけている。

			　こうも何度も繰り返されれば、さすがに変だなと気付く。そうした飯野の態度は、まるでリリィたちには人格など認めていないかのようだったのだ。

			　モンスターに人格を認めていない。……そういえば、さっき飯野は、ガーベラと正面から打ち合った際に、『悪党に操られるモンスターなんかに、わたしは負けない』と叫んでいた。

			　モンスターを操る能力者。

			　思い浮かぶのは、おれと似て、決定的に違ってしまった彼のことだ。

			　これは果たして、偶然の一致だろうか？

			　そもそも、どうして飯野はおれたちに襲い掛かってきたのだろう。

			　問答無用で敵対されて、ほとんど制圧に近いかたちでやられてしまったため、それどころではなかったのだが、ひょっとして飯野は、とんでもない勘違いをしているのでは……。

			「あっ!?」

			　疑問に答えを出す暇もなく、おれは飯野がリリィの腹に蹴けりを突き入れるのを目まの当あたりにした。

			　武器も持たないリリィは、無防備にその一撃を腹に喰らってしまう。

			　けれど、口元を吊り上げたのは、攻撃を受けたリリィのほうで、逆に、攻撃をした側の飯野の顔には、わずかな驚きが浮かんでいた。

			「なっ!?　この、感触は……？」

			　飯野の足は、不自然に深くリリィの腹にめり込んでいた。内臓もなにもかもぐしゃぐしゃになってしまったとしたら、こんなふうにもなるだろうが、これはそうではない。

			　おれは即座に、リリィがなにをしたのかを理解した。

			　彼女は部分的に腹部の擬ぎ態たいを解除して、スライムの体組織に戻したに違いない。

			　スライムの体は柔じゆう軟なんにして強きよう靭じん。単純な打撃を吸収してしまう。

			「……捕まえた」

			　驚きに硬直した一瞬の隙をついて、リリィが飯野の脚を掴んだ。

			　即座に高まる魔力の気配。展開するのは、緑色の魔法陣。

			　――第三階かい梯ていの風魔法。範囲は狭く、その分だけ密度は高く。

			　丁度、飯野とリリィを囲むように魔法が発動した。

			　これは通る。できる限り魔法を操作して、的を外してはいるのだろうが、それでもリリィ自身ダメージを免れない、捨て身の攻撃だ。これでダメージが通らないはずがない。

			　と、思った次の瞬間、飯野がわずかに身を沈めた。

			　まさか、と思ったときには、飯野は行動を起こしていた。縮めた片足をバネにして、『韋い駄だ天てん』の脚力が地面を蹴ける。結果、生まれるのは爆発的な推進力だ。

			「……そ、んな!?」

			　リリィの悲鳴。彼女の両足が地面から浮く。あとはもう、『韋駄天』の速度を押さえつけるものはなにもなく、飯野は魔法の発動領域から一瞬の間に離脱した。

			　リリィの覚悟を宿した風は、ただただ虚むなしく空気を掻かき乱すばかりだった。

			「……酷ひどいことをするんだね、真島」

			　脚を振ってリリィを払うと、飯野はこちらに言葉を投げてきた。

			「都合のいい玩具とはいえ、配下のモンスターを捨て駒にするなんて」

			　瞳ひとみの奥には、怒りの炎が燃えている。

			　そんな彼女の態度を見て――おれは、彼女が勘違いをしていることを確信した。

			「飯野優奈殿！」

			　そのときだ。睨にらみ合うおれたちの間を分かつように、鋭い声があがった。

			　いまにもおれに殴りかかってきそうだった飯野が、ぴくんと眉をあげた。

			　そうして、声の主のほうを振り向く。それは至極当たり前の反応ではあったが、飯野が姿を現して以来、初めての行動でもあった。

			「えっと、あなたは確か……」

			「同盟第三騎士団で副長を務めていました、シランと申します」

			「ああ、そうそう。シランさん。一度、話をしたことがありましたっけ」

			　明らかに反応が、リリィたちに対するものとは違っていた。やや冷ややかな声色ではあるものの、少なくとも、シランと飯野との間には会話が成立していた。

			　逆に言えば、飯野はあえてリリィたちの言動を無視していたということであり、それはつまり、ここに飯野が来てからのすべての災難が、彼女の勘違いに起因することを意味していた。

			「飯野殿。なぜ、突然、我らを襲われるのです。その真意をお訊きしたい」

			　割り込む隙をうかがっていたのか、シランはここぞとばかりに言い募つのった。強気の表情がわずかに強こわ張ばっているのは、状況の悪さを正しく理解しているからだろう。たとえシランが加勢したところで状況は覆くつがえらない。それだけの戦力差が、飯野との間にはあった。

			「……むしろわたしとしては、どうしてあなたが真島孝弘と一緒に行動しているのか、そっちのほうが疑問なんだけど」

			　非難を隠さないシランに対して、飯野は棘とげのある口調で返した。

			「こいつはモンスターを操って、チリア砦とりでを襲わせた犯人なのよ？」

			　シランが目を見開き、おれは逆に目を細めて眉を寄せた。自分の確信は正しかったとわかったからだ。だからといって、嬉しくもなんともなかったが。

			　事情は、これで大体把は握あくできた。

			　もう２ヶ月近く前のことだが、飯野はチリア砦から樹海深部に出発した。予定通りなら１ヶ月で帰って来た彼女は、廃墟と化したチリア砦を目撃したはずだ。そこでなにが起きたのかも、ある程度は把握しているはずだった。

			　ただし、それはあくまでも『ある程度』だ。完かん璧ぺきではない。

			　伝聞の情報には欠落があるし、誤りだって含まれているかもしれない。

			　それにしたって、これは酷ひどいが。

			　なにがどうなったのか知らないが、飯野はおれがチリア砦を襲しゆう撃げきした犯人だと伝えられたらしい。さっきからリリィたちの言動を無視しているのも、彼女たちをおれに操られているだけのモンスターだと思い込んでいるからに違いなかった。

			　当然、まったくの誤解だ。

			　問題は、その誤解がかなり厄やつ介かいな類のものであることだった。

			「っ!?　そ、それは違います、優奈殿」

			　血相を変えたシランに、飯野は強い視線を向けた。

			「なにが違うっていうわけ？」

			「チリア砦とりでを襲わせたモンスター使いは、工藤陸です。孝弘殿ではありません」

			「工藤のことは聞いてるけど」

			「で、でしたら話は早い！　孝弘殿は襲しゆう撃げきとは無関係です。なにしろ、チリア砦を襲撃した十文字達也を倒し、裏でモンスターを操っていた工藤陸を追い詰めたのは、他ならぬ孝弘殿なのですから！」

			　事実である。シランはなにひとつ嘘は言っていない。

			　だが、飯野はかぶりを振った。

			「その話は、聞いてないわね」

			「そ、そんな……！」

			　飯野にしてみれば、先に聞いた話も、シランの主張も、同じく他人からの伝聞だ。

			　であれば、あとはどちらを信用するかだが……シランはおれの同行者だ。身内の主張として、信頼性を低く見積もられてしまってもおかしくなかった。

			「それに……十文字くんが砦を襲ったって？」

			　信じてもらえないどころか、飯野の気配が鋭く尖った。

			「そういう馬鹿げた噂話をしている人間がいるとは聞いていたけど、本当だったんだね」

			　十文字は第一次遠征隊のひとりとして、飯野とともに樹海を旅した仲間だ。犯人だと聞かされても、信じがたいものはあるだろう。それに加えて、どうも飯野は、あらかじめ『そうした馬鹿な噂話がある』と、どこかで聞かされていたらしい。今更、誰がどのように伝えたところで、取り合ってはくれないだろう。単純に心証を悪くしてしまうだけだ。

			　飯野はおれがリリィに水島美穂を喰らわせたことを知っている。ひょっとしたら、水島美穂を殺したのはおれだとさえ思っているかもしれない。無論、おれはそんなことはしていないが、そう主張したところで証拠があるわけでもなく、たとえそこをクリアして無罪を証明ができたところで、遺体をリリィに喰わせた事実は変わらない。

			　あの時点では、それが生き残るために必要なことだと思ったと言っても、そんなの、なんの言い訳にもならない。

			　真島孝弘は邪悪な存在であり、チリア砦とりでを襲しゆう撃げきしたとしてもおかしくない。

			　この前提がある限り、飯野が引き下がることはないだろう。

			　正面から『韋い駄だ天てん』を打ち破ることは不可能で、説得しようにも第三者であるシランの言葉でさえ届かない。どうしようもない。八方塞がりだ。

			　……と、おれひとりだったら、諦あきらめてしまっていたかもしれない。

			「……あのさ。いい加減、諦あきらめたらどうなの？」

			　シランから視線を外した飯野が、ややうんざりした調子でおれに声をかけてきた。

			「勝てないのは、もうわかったでしょう？」

			　ちらりと飯野が一いち瞥べつをくれた先、リリィが魔力を集めていた。

			「リリィ……」

			　その表情には、飯野のものとはまた別の強さがあった。

			　不屈の意思。彼女は諦めてなどいなかった。

			　パスを通じて、他の仲間たちも気持ちは同じであることがわかった。

			　であれば……いや、そうでなくともだ。おれが最初に諦めるわけにはいかない。

			　そう心を決めたときのことだ。予想外のことが起きた。

			「わあぁああぁあ！」

			　声があがった。

			　おれではない。リリィでもなければ、ガーベラでも、ローズでもなかった。

			「か、加藤さん!?」

			　破れかぶれのように声をあげて、おれのすぐ傍を駆け抜けていったのは、無力なはずの少女だった。崖面にへばりつくような山道を、ナイフを逆さか手てに持って、お世辞にも鋭いとは言えない足取りで駆けていく。

			　まったく想定していない事態だっただけに、誰もが反応を遅らせた。

			　それはこの場の全員がそうだったが――遅れたところで、『韋い駄だ天てん』は最速だ。
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			「くっ」

			「なんのつもり？」

			　あっという間に、加藤さんは飯野に取り押さえられてしまった。

			「見たところ、チート能力に目覚めてもいないみたいだけど……」

			　苦痛に顔をしかめる加藤さんの顔を間近で見て、飯野はふと眉を寄せた。

			「って、あなた……ひょっとして、加藤真菜さん？」

			「どうして、わたしのことを……んっ」

			　押し殺した悲鳴があがり、背中に回された加藤さんの手からローズ謹きん製せいのナイフが落ちた。

			　思わず駆け寄りそうになったおれたちを視線で制しておいて、飯野は加藤さんの問い掛けに答えた。

			「高屋くんから聞いていたのと、背格好が似ていたから」

			「ああ。そういえば、遠征隊には高屋くんが合流していたんでしたっけ……」

			「……理解できないわね」

			　飯野の声のトーンが落ちた。

			「高屋くんからは、あなたは水島さんと仲のいい後輩だったと聞いてるけど。それなのに、どうしてその水島さんをモンスターに食べさせた真島と一緒にいるの？」

			「さあ。判断基準があなたと違うからじゃないですか」

			　痛みに表情を強こわ張ばらせながらも、加藤さんの返答はどこか飄ひよう々ひようとしたものだった。

			　おれも飯野とは別の意味で、加藤さんのことが理解できなかった。

			「飯野さん。あなたの言っていることは、正しいと思います」

			　彼女の振る舞いには、追い詰められて切羽詰まったふうがまるでなかったのだ。

			「真島先輩がしたことは間違っている。だから、先輩は悪人だ。……なるほど。そういうあなたはきっと善良な人なんでしょうね。おまけに、正義感に溢あふれている。仮に、この世界でわたしたち転移者が勇者として扱われていなかったとしても、あなたはいまと同じように行動していたことでしょう。本当はあなたみたいな人のことを、勇者というのかもしれませんね」

			「なにを……」

			「ですが、だとしても、わたしを助けてくれたのは真島先輩なんです。あなたじゃない」

			　戸惑う飯野を、加藤さんは強く睨にらみ付けた。

			「わたしからすれば、真島先輩を傷付けるあなたが悪だ」

			「わ、わたしが、悪……？」

			「ええ。あなたが善人かどうかなんて、わたしにはどうだっていいことです。……ああ、いえ。あえて言うなら、こちらにとって都合がいいというくらいのものですか」

			　どこか奇妙な言い分だった。

			　どういうことだろうかと見詰める先で、加藤さんが口を開いた。

			「飯野さんは、さっきからずっと手加減をしてますよね？」

			「……は？」

			　おれが呆気に取られるのを余よ所そに、加藤さんは続けた。

			「だって、あなたがその気なら、今頃、リリィさんたちの首はみんな落ちているでしょう」

			　なにを言っているのだろうか。

			　と、最初は思った。だが、言われてみれば……これだけ圧倒的な実力差があるにもかかわらず、おれたちのなかにいまだ死者は出ていない。

			　思い返してみると、飯野が剣を振るったのは、ガーベラに対してだけだった。それにしたところで、蜘く蛛も脚を落としただけにとどまっている。

			「相手がモンスターだとわかっていても、人間の形をしたものに剣を振るうのは抵抗がありましたか？　真島先輩のことだってそうです。殴るのではなく、斬り捨てることだって、あなたにはできたはずなんです」

			「な、なに言ってるの、あなた!?　そんなことしたら、死んじゃうじゃない！」

			　ぎょっとした様子で飯野が言い返すが、おれとしては認識の違いに愕がく然ぜんとするほかない。

			　だが、確かに思い返してみれば、飯野は最初からおれのことを『叩きのめす』としか言っていないし、実際、おれは顔面を殴られただけだ。剣を握った拳で、斬られるのではなく、だ。

			　こちらが殺されると思って必死になっていたときに、飯野は手加減をして戦っていたのだ。

			　聞かされた事実は絶望的な状況を示しているように思われたが、加藤さんにとっては違ったらしい。

			「そうですよね。死んじゃったら大変ですものね。やっぱり、あなたは本物の勇者です。あなたがそういう人でよかった。本当によかった」

			　押さえ付けられた痛みで脂汗が浮かんだ顔に、彼女は強気な微ほほ笑えみを浮かべていた。

			「覚えていてくださいね。さっきあなたが言ったように、わたしはただの人間です。戦う力もなければ、なにかあったときに生き残る術すべさえない。いざとなれば他人の弱みに付け込むことも厭いとわない、弱い人間なんですから」

			「それって、どういう……」

			　言いかけた飯野が、はっと顔をあげた。

			「くっ……くくくっ。加藤殿よ。妾わらわはな、やはりお主が一番恐ろしいよ」

			　その視線の先には、さっき散々にやられたはずのガーベラの姿があった。

			　どうやら加藤さんが時間を稼ぐうちに、どうにか体勢を立て直したらしい。

			「まるで正気とは思えん」

			「酷ひどいですね。前も言いましたけど、わたし、これでも怖がりなんですよ」

			「だからこそ、お主は恐ろしいのだ」

			　加藤さんとやりとりをするガーベラは、残り少ない蜘く蛛も脚をしっかりと山道の地面に突き刺して、片手には、さっき飯野に殴り飛ばされたとき落下地点にあった魔動車の取っ手を握っていた。そんな彼女の姿を見て、飯野が少し呆れたような顔をする。

			「……ずいぶんとお粗末な打撃武器ね」

			「そう言ってくれるな。妾わらわが唯一扱える類の武器なのだぞ？」

			　ガーベラは、まるで棍棒のように、魔動車を片手で持ち上げていたのだった。

			　あんなふうに扱っては、車体の各部にかなり無理な力がかかっているはずだが、あれはローズが持ち運べるようにカスタムした頑丈な車体だ。軋きしみながらも空中分解することはなかった。打撃武器としての使用は可能だろう。

			　だが、それで飯野に対抗できるとも思えない。どれだけ威力があろうと、当たらなければ意味がないのだ。脚を失ったガーベラは、移動にも制限がかかっているだろうから尚更だった。

			「真島。こいつがあんたの最強の手札なのは知ってる。だけど、いくらなんでも、いまのこいつに頼るのは無理があるんじゃないの？」

			　飯野がそう考えるのも当然のことで……だが、おれは別のことのほうが気になっていた。

			　ガーベラ。そう、ガーベラなのだ。

			　さっきおれが抱いた違和感の正体は、これだ。

			　飯野は知らないことだが、加藤さんはローズと本当に仲がいい。それなのに、さっき加藤さんは岸壁に叩き付けられたローズを一いつ顧こだにすることなく、まずガーベラに駆け寄った。

			　取り乱しているように見えたが、だとすれば、尚更ローズのもとに向かいそうなものだ。

			　だったら、むしろ逆なのではないだろうか？

			　加藤さんは慌ててなどいなかった。冷静に、冷徹に、状況を見て動いていた。である以上、彼女がガーベラに駆け寄ったのは、明白な意味があるに違いなく――……。

			「これで、終わり――」

			　宣言した飯野が、『韋い駄だ天てん』の本領を発揮して駆け出した。

			　対するガーベラは、手にした車を思いっ切り振り回した。

			　もちろん、そんな大味な攻撃では、俊足の『韋駄天』を捉えることができるはずがない。

			　だからガーベラは、そもそも、飯野を狙ってさえいなかったのだ。

			「なっ!?」

			　ただの鈍器として扱われた魔動車は、ガーベラの手を離れると、その前にいたシランとケイの頭上を通過して、山道の片側に広がる崖面に叩き付けられた。飯野はまだガーベラのところまで辿り着いてさえおらず、さすがにこれをとめることはできなかった。

			　さっき飯野に殴られたローズがぶつかっただけでも崩れそうだった脆もろい地層の崖面に、白いアラクネの全力を以ってして、頑丈な車体が叩き付けられた。その勢いは凄すさまじく、車体も、ぶつけられた崖面も、諸共に砕けた。結果、これまでおれたちも何度も道中で足をとめられた現象……土砂崩れが引き起こされて、崖下にある渓流へと山道が崩れ始める。

			　もちろん、こんなもので『韋い駄だ天てん』がダメージを受けることはない。彼女の速度を以ってすれば、ここから離脱することなど容易だろう。

			　そう。彼女だけなら、簡単なのだ。

			「な、なんで……？」

			　言いかけた飯野が、はっとした。

			　彼女も思い出したに違いない。さっきの加藤さんの台詞せりふを。

			　――覚えていてくださいね。さっきあなたが言ったように、わたしはただの人間です。戦う力もなければ、なにかあったときに生き残る術すべさえない。

			「まさかっ」

			　声をあげて飯野は振り返る。その先には、微ほほ笑えんで手を差し出す加藤さんの姿があった。

			　なんてことを考えるのだと、おれは戦せん慄りつせずにはいられなかった。

			　ただ土砂崩れを起こしただけでは、『韋駄天』からは逃げられない。少なくとも、飯野はおれの身柄だけは確保することだろう。

			　だが、この状況。目の前に、誰かが助けなければ死んでしまう、なんの力もないひとりのか弱い少女がいるとすれば、どうだろうか？

			「ば……馬鹿――っ！」

			　飯野は迷わなかった。『韋い駄だ天てん』の力を全開にして駆け出したのだ。

			　しかし、である。飯野はひとつ勘違いをしている。

			　確かに加藤さんには直接的に戦う力はない。けれど、彼女は決してただの弱者ではない。

			　少女の武器は、その覚悟だ。その在り方は正義ではなく、かと言って、悪というわけでもない。加藤真菜は、ただただ必死なだけの女の子だ。

			　ゆえに、差し出した手は、助けを求めるものではなく。

			　その手首に嵌はまっているブレスレットは、護身用のためにおれが渡した魔法道具だった。

			　嵌はまっている宝玉は、閃光の模造魔石。一度きりの、殺傷能力さえない目潰しの道具である。

			　――いざとなれば他人の弱みに付け込むことも厭いとわない、弱い人間なんですから。

			　少女の言葉に嘘はない。崩れる山道が、爆発的な白い光に包まれた。

			「ちょっ……待っ……」

			　まさか助けに向かった少女から不意打ちを喰らうとは思わなかったのだろう。飯野は無防備に、白光に突っ込むかたちになったのだ。

			「ほっ……ほんとに馬鹿――ッ!?」

			　悲鳴とともに、韋駄天が墜ちた。
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